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序

若林城は現在の仙台市発展の基礎を築いた仙台藩祖 伊達政宗公が仙台城築城の後に造営
し、晩年を過ごした城です。 「若林」の名は政宗が名付けたとされ、その名は区名にもなっ

ていることから、市民にとっては特別な遺跡と言えるでしょう。しかし城跡はその特殊な立

地か ら、かつての城がどのようなものであったかを明らかにするのは容易ではなく、またそ

の遺構は後世の施設建設などにより既に失われたと考えられていました。

そのような中、矯正施設の老朽化と収容者の急増という全国的な流れにより、平成 16年に

宮城刑務所の全体改築計画が持ち上がりました。若林城の遺構を初めて発見 した第 4次調査

に続いて実施した今回の調査では、複数の建物跡や石敷遺構が確認され、これらが城の表御

殿の一部と判明するに至りました。江戸初期の城の御殿建物をこれほどまとまって発見した

例は全国的にみてもほとんど無く、晩年の政宗の生活のみならず、近世城郭研究上において

も多大な成果があがったといえます。この成果を受け、仙台市教育委員会は宮城刑務所をは

じめ、法務省、文化庁、宮城県教育委員会と遺構の保存を前提とした協議を重ねました。そ

の結果、建物の基礎構造の変更により、若林城の遺構は壊されること無く保存される事とな

り、今後実施される調査でも同様の方法により将来にわたり遺構の保存が図られることが確

認されました。

仙台市民のみならず、国民の伊達政宗への関心は高く、本市としましては当面の目標とし

て、若林城跡を仙台城跡と同様に国史跡の指定を目指し努力する所存です。今後の調査では

さらなる城の性格解明と共に、現地説明会の開催や様々な場での遺跡の紹介など、より多く

の市民の皆様に興味を持っていただけるような活動も行っていきたいと考えております。そ

のためにも本報告書が研究者のみならず市民の皆様にも幅広 く活用されることで、文化財保

護活動 と新たな郷土の理解への一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査ならびに報告書の刊行に際し、ご協力を賜 りました宮城刑務所

をはじめ多くの方々や、遺構の保存にご尽力いただきました法務省、文化庁、仙台矯正管区、

宮城県教育委員会に対し、深く感謝申し上げる次第です。

平成20年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒 井 出
不



例   言

1.本書は平成 17年度に実施した宮城刑務所全体改築計画に伴う若林城跡第 5次発掘調査の成果を記録した調査報

告書である。第 5次調査においては平成16年度に実施した第4次調査区の一部も含まれており、本書の内容は既

に刊行している『若林城跡 ―第4次発据調査報告書―』の内容に優先するものである。

2.発掘調査の成果は既に報道発表など各種刊行物などに公表されているが、本書の内容がこれら全てに優先す

るものである。

3.本書を作成した平成19年度には、同時に第 8次調査も行なわれてお り、本書では第 8次調査で得た新たな知

見も加えている。

4.発掘調査は仙台市教育委員会の指導監督のもと、株式会社パスコが実施した。

5.出土遺物の整理作業や各種資料の作成、本書の作成作業は仙台市文化財課調査係 佐藤淳の指導監督のもと、

株式会社パスコ佐藤好司・後藤太―・播間大輔・岩渕菜穂が行った。

6.本書の編集は佐藤淳・佐藤好司が行い、本書の執筆は下記のとおり分担した。

佐藤 淳  第 1章 1節、第 2章 3・ 4節、第 3章 2節 (2)。 (3)、 第 7章、第 8章

佐藤好司  第 1章 2節、第 2章 1・ 2節、第 3章 1・ 2(1)。 3節、第 4章、第 5章 1節～ 4節、

第 7章 1・ 2節、第 8章

後藤太一  第 3章 3節、第 5章 5節、第 7章 3節

高梨雅幸  第 7章 3節 (1)

7.陶磁器ほかについては仙台市博物館 (現在は仙台市文化財課)佐藤洋氏に実見していただきご教示を得た。

また越前産の陶器については福井県陶芸館 田中照久氏に実見していただきご教示を得た。

8.プラント・オパールおよび花粉分析の自然科学分析については株式会社 古環境研究所に委託した。

9.発掘調査および報告書作成に際し、次の方々と機関から多大なご指導・ご協力をいただいた。記して感謝する。

(敬称略・順不同・所属は当時 )

山崎秀保 坂井秀弥 (文化庁記念物課)、 加藤道男 真山 悟 後藤秀一 佐藤則之 佐藤憲幸 (宮城県文化

財保護課)、 大橋広好 飯淵康一 今泉隆雄 須藤 隆 (東北大学)、 平川 新 (東北大学東北アジア研究セ

ンター)、 藤沢 敦 柴田恵子 高木暢亮 (東北大学埋蔵文化財調査センター)、 千葉正樹 (東北大学図書館)、

岡田清― (東北福祉大学)、 齋藤鋭雄 (宮城県農業短期大学)、 西 和夫 (神奈川大学)、 千田嘉博 (奈良大学)、

北垣聰一郎 (奈良県立橿原考古学研究所)、 佐藤 洋 高橋あけみ 菅野正道 斎藤 潤 (仙台市博物館)、

田中則和 (仙台市富沢遺跡保存館)、 鈴木裕子 (株式会社四門)、 佐藤 巧 (東北大学名誉教授)、 鈴木 啓 (福

島県考古学会 )、 福尾正彦 (宮内庁書陵部)、 田中照久 (福井県陶芸館 )、 新野一浩 (瑞巌寺宝物館)、 法務

省仙台矯正管区、宮城刑務所、宮内庁書陵部、宮城県図書館、東北大学、瑞巌寺、財団法人斎藤報恩会、仙台

市博物館、株式会社イビソク

10.発掘調査や報告書作成時の図面・写真・出土遺物などの資料や諸記録は仙台市教育委員会が保管している。



例

1.第 3図は平成14年 6月 1日 国土地理院発行の 5万分の 1地形図 「仙台」を、第 6・ 7,8・ 150図は法務省

大臣官房施設課作成の「宮城刑務所敷地調査平面図」 (500分の 1)を、第 4図は仙台市都市計画基本図 (平

成10年)をそれぞれ修正して使用した。

2.土層注記に記載した土色は農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所監修『新版標準土

色帖』1999年版に基づいた。

3.調査の際の平面座標基準は世界測地系平面直角座標第X系 に準拠し、標高値はT.P。 (東京湾平均海面)を用

いた。

4.本書に使用した遺構図版縮尺は、遺構全体配置図が 1:100。 1:200。 1:300、 個別遺構平面図・断面図が 1:30・

1:60、 壁面断面図が 1:25と している。また図版方位は遺構全体図および建物跡などの全体図については、

若林城の軸方位のN-11° ―Wに合わせており、その他のものについては座標北に合わせている。

5。 本書に使用した遺物図版縮尺は、瓦が 1:5、 土器類・陶磁器類・金属製品・石製品が 1:3、 石器が 1:2、

銅銭が 1:1を原則としている。

6.遺 構

・遺構名については以下の略号を使用し、後に続く番号は遺構種別毎の連番とした。これに伴い第 4次調査 1区

検出の遺構については、今回新たに遺構番号を振り直している。

SA:塀 跡 SBI礎 石建物跡 SK:土 坑 SD:溝 跡 P:ピ ット 小溝群 :小溝状遺構群

集石 :集石遺構

・土層名については基本層位をローマ数字、遺構内堆積層位をアラビア数字で表記し、細分層についてはその後

にアルファベットの小文字を付し区別した。また掘り込んでいない礎石跡については、検出プランや撹乱等に

よる断面により記録し、これを平面図上に記載している。

。本書で表記する「1間」は、江戸時代初期に使用されていたと考えられる 6尺 5寸 (■ 197cm)を基準値とした。

7.遺 物

・遺物の登録は種別ごとに行い、掲載した遺物には以下の略号を使用している。

A:縄文土器  B:弥 生土器  C:土 師器 (ロ クロ不使用) E:須 恵器  F:軒 丸瓦・丸瓦

G:軒平瓦・平瓦  H:そ の他の瓦  I:陶  器  」 :磁 器  K:石 器・石製品  N:金 属製品

S:埴 輪  X:土 師質土器 。その他の遺物

・遺物の法量で (カ ッコ)で示した数値は推定復元値、「―」は計測不能を示している。

8.遺構・遺物図版に使用した トーンは下記を表現している。

焼  面       匡璽鰯鰯 焼土ブロック一
□

日
一

炭化物

煤付着範囲石敷 範 囲     □  柱・板材痕跡
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第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

平成16年 3月 2日付で宮城刑務所より同所の全体改築工事に伴う埋蔵文化財についての取扱いに関する協議書

が提出された。計画では建築総面積が21,198だ という大規模なもので、これを 5期の年次計画によりころがし方式

により順次建て替えて行くというものであった。これに対し当教育委員会は当該地が若林城の中心部分全域である

ことから、建物の建設箇所において事前に確認調査を実施し、その結果について後日協議し、建設と調査のあり方

を決定するという対応をとることとなった。

確認調査は同年 4月 21日 から26日 までの実働 4日 間実施した。合計16箇所、面積205だ の試掘調査区を城内の

広範囲にわたる建設予定範囲内に設定したが、既存建物や施設が多く、主に空閑地においての調査となった。また

埋設物や植木などの関係から調査予定面積を十分に確保できない状況であった。調査ではほぼ全域に後世の盛土層

が確認され、かつての刑務所施設による撹乱が著しい箇所もあった。しかし数箇所の調査区の下層には時期不明の

整地層や溝跡・落ち込みなどの遺構らしきものが検出され、何かしら若林城に関連する遺構の存在も想定された。

この試掘結果を受け、当教育委員会と宮城刑務所が協議した結果、平成16年度内に実施する本調査は西半部に位

置する第 1期工事分の処遇管理棟と炊場棟の 2棟を対象とすることとなった。調査は各々で遺構が確認された箇所

を中心に150だの計300どの小規模な調査区を設定し、 9月 6日 から第 4次調査として開始することとなった。但

し過去の調査例からみて、調査では近世のみならず古墳時代や平安時代の遺構が検出される可能性もあったことか

ら、その状況によっては再度協議の上、調査区の拡張や期間の延長などがあり得る旨を予め刑務所側に提示し了解

を得た。なお第 4次調査は業務委託として株式会社パスコが担当した。

第 4次調査では処遇管理棟部を 1区、炊場棟部 2区として掘り進めたところ、明治11年の宮城集治監設置時に建

設された舎房 (六角塔)の基礎をなす近代の整地層下において、 1区では大型建物の基礎である複数の礎石跡、 2

区では礎石跡と建物周囲を巡る雨落ち溝とみられる石組みの溝跡が確認された。さらにこれらの広がりを確認する

ために新たに設置した 3箇所の試掘区においても礎石跡や石敷遺構・石列遺構などが確認されたことで、ここに若

林城の遺構が初めて確認されるに至った。当教育委員会ではこの調査で確認した建物群やそれらを取り巻く諸施設

の残存状態が良好で、かつ広範囲に広がることも想定されることから、資料的価値判断から再度宮城刑務所側に、

遺構に関する取扱いについての協議書を提出した。その内容は、最初に建設が予定されている処遇管理棟部の未調

査部分の調査の必要性に加え、遺構の保全の必要が認められた場合の建物配置および基礎設計の変更に関する協議

の必要性、さらに次に建設予定の炊場棟部についても処遇管理棟部と同様の対応を求めるものであった。

この結果、平成17年度に再度処遇管理棟部全体を対象とした事前調査を実施し、遺構の状況をあらためて広域で

確認した上で若林城の遺構に対する取扱いを検討することが話し合われた。これを受け、第 4次調査では当初の予

定期間を 2週間延長し、 2区において近代の整地層および近世の畑耕作土の除去は行ったが、若林城に関わるとみ

られる検出遺構は礎石跡の一部を掘り込んだ以外は確認のみに止め、調査区を一旦埋め戻し、11月 5日 に終了した。

第 5次調査もまた業務委託として調査を実施し、株式会社パスコが担当することとなった。計画では調査対象面

積が約2,000だ と広く、石を多用した遺構群が想定されることに加え、近世の畑遺構の存在も予想されたことから、

調査は野外調査のみとし、報告書作成に関わる作業は次年度以降に実施することとした。



第 2節 調査要項

遺 跡 名  若林城跡 (C-511)

所 在 地  宮城県仙台市若林区古城二丁目3-1

委託業務名  若林城跡第 5次発掘調査業務

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会 文化財課調査係 主任 佐藤 淳

株式会社パスコ東日本事業部 技術部 文化財技術課

主任調査員 佐藤好司 (野外調査・基礎整理作業・本整理作業 )

調 査 員 小柳太一 (野外調査  8月 24日 まで)

小柳リラコ (野外調査  9月 30日 まで)

柳田 信 (野外調査  8月 22日 から10月 7日 まで)

横山太郎 (野外調査 10月 3日 から)

碓井三子 (野外調査 10月 11日 から)

後藤太― (本整理作業 )

調査補助員 佐々木勝 (野外調査・基礎整理作業 )

酒井 中 (野外調査  8月 4日から9月 2日 まで )

計 測 員 播間大輔 (野外調査・基礎整理作業・本整理作業 )

吉岡達也 (野外調査・基礎整理作業 )

仲野利典 (野外調査・基礎整理作業 10月 19日 から)

計測補助員 瀧澤哲也 (野外調査・基礎整理作業 )

寺林一樹 (野外調査 。基礎整理作業 10月 19日 から)

小野啓志 (野外調査 。基礎整理作業 10月 28日 から)

岩渕菜穂 (本整理作業 )

調 査 期 間   野 外 調 査 平成17年 5月 23日 ～平成18年 1月 31日

基礎整理作業 平成18年 2月 1日 ～ 2月 28日

本 整 理 作 業 平成19年 5月 7日 ～平成20年 3月 14日

調 査 面 積   対象面積2,208∬  調査面積1,990∬

野外調査・基礎整理作業参加者 (平成17年度 )

青山諒子 赤間文章 阿部勝夫 阿部金吉 阿部信哉 安達正雄 井口答司 石田弘義 石原伸二 伊藤庸高

上村進介 梅津和弘 遠藤光昭 大滝安雄 大山要冶 岡田見衣 小国和男 菊池清喜 日下伸夫 工藤雅己

熊谷勝夫 小林幸冶 小林常雄 斎藤貞二 嵯峨 潔 坂本 明 佐藤勝志 佐藤香代子 佐藤太一 鈴木啓次

鈴木重明 櫻井国広 高橋和稔 武田隆志 生江仲介 畠山未津留 早坂寛巳 平野 登 姫野達彦 古市彰靖

村上裕司 山内 昌 山中量一 吉田邦男 吉田春雄  (以上野外調査 )

青山諒子 阿部 淳 石上清隆 遠藤まゆみ 坂井善行 佐藤香代子 鈴木 修 武石真理子 舘きぬえ子

畠山未津留 山中敏行  (以上基礎整理作業)

本整理作業参加者 (平成19年度 )

石橋卓也 笹野千代子 澤田洋子 佐藤悦代 杉山加代子 高梨雅幸 田ロー男 松岡水帆子 山川和子

寺田洋子 千葉香織 平野康子



第 2章 若林城跡の概要
第 1節 遺跡の地理的環境
若林城跡は」R仙台駅の南東約 3kmの若林区古城に所在する。遺跡の規模は東西約420m、 南北約350m、 土塁

内側の面積は約55,000∬ 、堀を含めると約128,000だと広大な面積をもっている。城内の標高は13m前後である。

現状は宮城刑務所となっているが、周囲にある土塁や堀跡は比較的良く残っている。遺跡の周辺は名取川の支流で

ある広瀬川の左岸に発達した自然堤防と、東側の海岸線に沿って発達した浜堤列の後背湿地となっている。城跡は

この自然堤防上を中心に立地しているが、周辺は市街地化が進み、旧地形を窺い知ることが困難になっている。城

跡周辺では西方の広瀬川より取水した六郷堀や七郷堀などの灌漑用水路が東流し、特に六郷堀は一旦城の堀内を通

りながら、東側では分岐を重ね仙台市東部の水田地帯を潤している。東側や北側に位置する南小泉遺跡や養種園遺

跡では、埋没河川の存在が明らかとなっており、南側においては、時期は不明なものの河川跡が確認されている。

また城内での第 2次調査においても河川跡の一部とみられるプランが報告されており、城跡を含む付近一帯には広

瀬川に沿うような形で北西から南東方向に流下した埋没河川が多数存在するものとみられる。若林城はこれら埋没

河川に挟まれた自然堤防を中心に造営され、六郷堀や七郷堀はこれらの旧河川跡を利用する形で開削されたと考え

られている。

第 1図 若林城跡の位置

第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境

若林城跡周辺は古くから市衡化が進んだこともあり、現在確認できる遺跡数は多くはない。しかし周辺には市内

有数の規模を誇り、縄文時代から近世にかけての複合遺跡である南小泉遺跡や国指定史跡である遠見塚古墳や陸奥

国分寺・国分尼寺などが存在している。

縄文時代  これまで縄文時代の遺構は確認されていないが、南小泉遺跡で晩期の遺物包含層が確認されているほか、

養種園遺跡・保春院前遺跡も含め、中期から晩期の土器が数か所で出土している。なお東側の海岸部に近い高田B

遺跡では後期中葉の竪穴式住居跡が確認されている。

弥生時代 南小泉遺跡において合口土器棺をはじめ、中期の土器や石器が多量に出土している。住居跡は確認され

若林城跡
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第 2図 遺跡周辺の地形分類図

ていないものの、墓域の存在から周辺に集落が存在する可能性がある。該期の土器棺墓は養種園遺跡においても確

認されている。また中在家南遺跡・高田B遺跡では中期を中心とする集落 。墓域・水田などが検出されており、隣

接する河川跡からは多量の木製品や骨角製品が検出されている。

古墳時代 周辺では遠見塚古墳・法領塚古墳 。猫塚古墳などが現在もみられるが、市街化に伴い消失したものも多

く存在すると思われる。遠見塚古墳は主軸長110mの前方後円墳で、東北地方有数の規模を誇る。前期後葉の築造で、

畿内との関係が強かった当地方の首長の墳墓と考えられる。中在家南遺跡においては前期の方形周溝墓が4基検出

されている。若林城内で確認された円墳は直径22mで、円筒埴輪を伴った中期後葉～後期初頭のものと考えられる。

法領塚古墳は直径32mの大型円墳で、両袖式胴張型横穴式石室をもち、直刀・轡・銅銃・琥珀玉などの豊富な副葬

品が出土しており、後期末葉～終末期にかけての築造である。集落遺跡については前期の遺構は少なく、南小泉遺

跡において僅かな竪穴住居跡や河川跡が確認されているのみであるが、中期には住居跡などの数も増加する傾向に

ある。高田B遺跡や中在家南遺跡からは河川跡から前期～後期にかけての農具や建築部材など多量の木製品が出土

しており、周囲には集落の存在が想定される。

飛鳥時代 遺跡の南東側の広頼川右岸において郡山遺跡が造営される。 I期官衛は 7世紀中葉～ 7世紀末、Ⅱ期官

行は 7世紀末～ 8世紀初頭にかけてのものである。特にⅡ期官衡は多賀城移設前の陸奥国府と考えられており、陸

奥国経営の中枢として機能していた。Ⅱ期官衛には郡山廃寺が伴っている。 と期官衛以前には内部を大溝で区画し

た集落跡が確認されており、関東系の上器を伴うことから関東からの移住者の存在が指摘されている。また南小泉

遺跡においても該期の集落が確認されている。

奈良時代 陸奥国府は多賀城に移設されるものの、 8世紀中頃には城跡の北方に陸奥国分寺や国分尼寺が造営され

るなど、城跡周辺は依然として当地方の中心的地域であったと考えられる。集落は主に広瀬川南側の郡山遺跡 。長

町駅東遺跡 。西台畑遺跡などで展開するが、南小泉遺跡や養種園遺跡 。保春院前遺跡などでも住居跡が確認されて

おり、主軸方向や規模など一定の規格のもと造られた計画集落として成立した可能性が考えられている。

平安時代 集落跡は南小泉遺跡や保春院前遺跡において散発的に確認されている。城内においてもこの時期の住居
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遺 跡 名 種  別 年   代 遺 跡 名 種  別 年   代

旨林城跡 成館・円墳 集落跡・畑ワ ξ墳～近世 大崎人幡神社 申社 こ世

養種園遺跡 ]館・集落跡 ふ生・古噴・中世・近世 仙台城跡 成館 ,世・近世
3 去領塚古墳 ヨ墳 1墳 (終末期 ) 18 饉ヶ峰伊達家墓所 墓所 E世

呆春院前遺跡 亀落跡 冬良～近世 茂ヶ崎城跡 城跡

“

世

戌館・集落跡 j墳 (前期 ) 茂ヶ崎横穴墓群 黄穴墓 古墳 (終末期 )

6 遠見塚古墳 打方後円墳 ふ生・古墳 三神峯遺跡 集落跡 電文・古代

〒在家爾遺跡 ミ落跡 河川跡 子代 富沢遺跡 k田跡ほか 日石器～近世

山台東郊条里跡 条里跡 ,世 六反田遺跡 集落跡 電文～中世

9 葛目館跡 成館 j代  中世 元袋遺跡 集落跡・水田跡 体生～近世

と奥国分寺跡 寺院 子代 長町駅東遺跡 集落跡・水田跡 電文～中世

臣奥国分寺尼寺跡 寺院 ζ代 郡山遺跡 自衛跡 集落跡 ,水 田跡 電文～古代
12 与兵衛沼窯跡 と産跡 子代 。近世 27 西台畑遺跡 集落跡・霊棺墓 隠文～古代

東照宮 申社 E世 北 目城跡 戒館 電文～近世

杉添東窯跡 生産跡 E世 高田B遺跡 ミ落跡 建物跡・水日跡。i可川渤 電文～近世
15 縮米杉添窯跡 と産跡 与代・近世 今泉遺跡 集落跡・城館跡 蠅文～近世

第 3図 周辺の違跡



跡がこれまで 6軒確認されており、城跡を含む北

東側一帯に集落が展開していたと考えられる。ま

た南小泉遺跡第21次調査においては畑の痕跡であ

る小溝状遺構群が検出されているほか、城内での

第 6次調査でも平安時代かそれ以前とみられる畑

跡が確認されており、集落と生産域との関係を考

える上で貴重である。

鎌倉～室町時代 南小泉遺跡では12世紀後半には

初現的な屋敷が出現しており、13世紀に入ると方

形に堀を巡らせた大小規模の居館が点在するよう

になる。これらは領主層やその家臣らの屋敷とみ

られ、律令的支配形態からの変化が見て取れる。

また、養種園遺跡においては該期の集落の一部や

土坑墓からなる墓域が確認されている。

戦国時代 この地域は国分氏の所領するところと

なるが、南小泉遺跡にみられた中世の居館群に代

わり、養種園遺跡周辺において大規模な堀や掘立

柱建物群からなる新たな居住地が展開する。特筆

されるのは鍛冶炉や鍛冶工房などの遺構をはじめ、

靖蝸・取鍋・羽口 。鉄滓・鍛造剥片などの遺物が

多く出土しており、Jtt鍋・取鍋の中には金・銀・

銅などの付着したものも見受けられことから、こ

こに金属加工を行った工人集団の存在が考えられる。

0                      500m

第 4図 若林城跡周辺の遺跡

国分氏は天正15年 (1587)イこ滅亡し、この地は伊達氏の領有

するところとなる。

江戸時代 慶長 5年 (1600)の関ヶ原の戦いの際、岩出山城を本拠としていた伊達政宗は広瀬川の南の北目城に入

り、会津の上杉景勝と対峙している。関ヶ原の後、慶長 7年 (1602)5月 には仙台城が一応の完成をみており、寛

永 5年 (1628)イ こ完成した若林城とその城下は、仙台城下と共に仙台の大きな二つの核となったと言われている。

その後若林城は廃城となり「古城」と呼ばれるようになったが、養種園遺跡内には、二代藩主忠宗により「御仮屋」

が造営され、元禄 5年 (1692)には四代藩主綱村により「小泉屋敷」が造営された。さらには宝暦年間 (1751～ 17641

に六代藩主宗村により小泉屋敷が再興され、この地域は近世を通して伊達家や仙台藩と深いかかわりを持つことと

なる。養種園遺跡ではこれら「御仮屋」や 「小泉屋敷Jに関わる堀跡、池跡などの遺構が数多く検出されている。

明治時代以降 明治11年 (1878)イこ城跡は中央監獄設立地として警視庁に買い上げられ、翌明治12年 (1879)、 西

南戦争国事犯の収容を目的として宮城集治監が設置され、フランス式の六角放射監舎房 (六角塔)が建築された。

明治19年 (1886)に は土塁上に作られた木柵囲が煉瓦塀に改修されるなど、諸施設の整備が順次進められ、明治

36年 (1903)イこ宮城監獄と名称を改め、大正11年 (1922)に は宮城刑務所となった。シンボル的建造物であった

六角塔は昭和40年代に解体された。小泉屋敷の跡地は明治33年 (1900)に伊達家により農業振興のための施設「養

種園Jと して開設された。その後、宮城県、再び伊達家と経営管理が移るが、昭和19年 (lM4)には仙台市の管理

となり長く農業振興に寄与したが、平成元年 (1989)イこ閉園した。



第 3節 若林城の概要

[若林城の構造 ]

若林城は東西に長い長方形を基本に四方に張出しを持った典型的な近世平城である。城の南北軸線は東に約 10°

傾いており、現在の周辺の道路や町並もまた城同様の方向をみせている。堀跡を含む城の規模は東西420m、 南北

350m、 城内での規模は東西250m、 南北200mと 、一つの中心郭としては広大な面積を有しており、これは仙台城

本丸や若林城廃絶後に造営される二の丸の規模に匹敵している。

外郭線は全て土塁で、全体に土塁法面は外側に比べ内側がやや急な傾斜である。現況で石垣は全く確認できない

ものの、かつては門周辺などの一部に築かれていたことも十分考えられる。現存する土塁の高さは 5m程度で、基

底幅は約25mで ある。現在の土塁頂部は昭和53年の宮城県沖地震で倒壊した煉瓦塀に代わり設置されたコンクリ

ー ト塀が立つが、この設置時に大きく削平され、上幅が広くなっている。またかつての城門にあたる現在の三つの

門周辺は大きく改変されているとみられるが、それ以外の部分はほぼ往時の姿を留めているものとみられる。

周囲の堀は昭和20年代以降の庁舎や官舎建設に伴い、北及び西側が完全に埋め立てられたが、南側や東側部分は

25m程度の幅があり、約 lmの窪みを残す程度で、遺存状態は良好である。政宗の重臣である伊達成実が記した『政

宗記』には、土塁の高さが二丈 (約 6m)余 り、堀幅が30間 (約60m)と あるが、現在確認できる堀幅とは相違
している。また『伊達秘鑑』には堀に水を湛えたとあるほか、寛保元年 (1741)の 『獅山公治家記録』には水不足

の際は南側と北側の堀の水を用水とするとあり、城を巡る堀は造営当初から水堀で、廃城後もその形状を止めてい

たものとみられる。

張出しは塁線の北西隅部、西辺南端部、東辺北端部の隅に加え南辺中央部の 4か所に配置されている。これらの

場所に簿台などの特徴的な遺構は確認できず、土塁の屈曲のみで構成されたものであるが、その存在はこの城が防

御的性格をも兼ね備えていたことを示すものといえる。張出しの規模は南西隅部がやや小さい他は長辺側の法尻幅

が90mの規模を持っている。

城の問は南辺を除く三方のほぼ中央に設置されていた。現在は土塁が幅十数m程度途切れている以外、かつての

門を思わせるような遺構は見当たらない。但し西側から城内に入ると正面には鉤型に折れる内枡形土塁が配置され、

城の北側に誘導される。枡形土塁は高さ 2mと低いものだが、出入り口近くであり、後世に大きく改変されている

可能性が大きい。かつては北側や東側にも同様の土塁があったことが廃城後に描かれた幾つかの絵図により確認で

きるが、これらは集治監設置時に撤去されたとみられる。さらに絵図では西狽よの枡形土塁がひときわ大きく描かれ

ているものがある。政宗の側近による『木村宇右衛門覚書』には、大手は西であったとしており、この事から、若

林城の大手口は仙台城や奥州街道と相対する西側にあり、西面する二つの張出しは防御上、城の正面を意識した配

置と推察される。

城内への入城路は現在東側が土橋状の通路となっているが、これが本来の姿かは不明である。しかし近年、大手

側の外で実施した試掘調査で堀は確認できず、土橋であったことが判明している。

現在、城西側の広瀬川から取水した水を東の平野部へ流す六郷堀が城北側を東流している。六郷堀は開削時期が

不明であるが、寛文 9年 (1669)の城下絵図が初見で、若林城造営前の慶長年間に遡る可能性もある導水堀である。

絵図が描かれた当事、六郷堀の水は城の堀に流されると共にその一部は城内にも水路として引水したと考えられ、

集治監設置に伴い城内の水路は廃されたとみられる。『伊達便覧志』には広瀬川の水を堰き入れて城の堀にそそぎ、

守りを固めたとしている。このように六郷堀は若林城の造営や後にこの地に置かれた各種施設と共に姿を変えるな

ど、密接な関係を持っていたことが想定される。



[若林城造営前夜 ]

17世紀後半にまとめられた『仙台古城書上』には、若林城が造営される以前、小泉村には二つの城が存在したと

している。両者は平城で、一方は東西40間、南北38間で、城主は国分能登守である。もう一方は東西58間、南北

38間で、城主は堀江伊勢や国分盛重が居住していたとされるが、双方とも南北朝時代以降、この地域で勢力を拡大

したとされる国分氏に関わる城とされている。室町時代から戦国時代にかけて伊達氏の勢力が県内の名取・宮城郡

地域に及ぶようになると、国分氏は次第に伊達氏の勢力化に組み込まれ、この後、天正年間に起こった内紛により

国分氏は滅亡し、国分領は伊達氏の直接的な支配を受けることとなる。その際、伊達政宗は「国分」に使者を派遣

しており、この地に国分氏の拠点的な城が存在していたと考えられている。しかし書上にみえる二つの城がこれら

の城に該当するかは定かでなく、時代は下るが、元禄・享保年間 (1688～ 1786)イこ書かれたとされる『東奥老士夜

話』によれば、若林城はかつてこの地にあった城跡に築かれたとしているが、これもまた確証を得ない。

若林城に隣接する南小泉遺跡では、これまでの調査で周囲に堀を巡らした城館や館跡が複数発見されている。し

かしこれらは推定される存続年代や規模には様々な違いがあり、現時点ではこれらの城館跡を国分氏に関わる城に

比定するのは無しい現状にある。

平成 3年に調査を開始した養種園遺跡では、若林区文化センター建設予定地と都市計画街路「南小泉茂庭線」建

設予定地において、15世紀末から17世紀初めにかけての複数の掘立柱建物跡やそれらを区画する溝跡が確認され

ている。これらは若林城造営以前の遺構であるにもかかわらず、城および城下の軸線方向とほぼ一致する方向性を
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持っており、このことから現在まで残る若林城の町割 りは戦国期にこの地にあったとされる国分氏の城や城下の地

割を踏襲したことに起因しているとの考えもある。出土遺物には陶磁器のほか、金を溶解した増蝸などもあり、か

つての国分城下には金加工に携わった人々もいたことが考えられている。平成10年から調査した養種園遺跡の街路

西部の調査では、室町時代後半とみられる 3棟の掘立柱建物跡と幅 3mの防御的な堀跡に加えて鍛冶炉跡や墓跡な
どが確認された。またその西側の保春院前遺跡からは鉄鍋の鋳型とみられるものも出土しており、当時の生産活動

の一端を窺うことができると共に、国分氏にかかわる城下が想定されることとなった。

慶長 7年 (1602)イこ仙台城はおおよその完成をみたが、その立地が政宗の常の生活の場としては不便だったから

か、仙台城近くの「花壇屋敷」や 「下屋敷」に度々出かけている。政宗は日常生活以外にもここで饗応や政務を執

るなど、両屋敷は政宗の私的な場に加え、仙台城本丸がもつ機能を一部有する補完的施設との指摘がある。現在の

仙台市博物館建設に伴う三の丸の調査においては16世紀初め頃の庭園や茶室とみられる遺構が確認されており、こ

こが「下屋敷」と推定されている。

寛永 3年 (1626)、 政宗は外様大名としては最高位の権中納言に昇進すると同時に二代忠宗も右近衛権少将となり、

幕藩体制における一大名として扱われるようになる。政宗が生前に藩主の座を忠宗に譲ることは無かったが、大御

所的地位となりながらも依然政務の中心を担っていたものと言われている。しかし両者が仙台城本丸を居所とする

には手狭であったとみられ、政宗は新たな居所を求めることとなった。そのためか、前年の寛永 2年 (1625)イこ政

宗は若林の地に出かけており、これが新たな居城造営の下見とも言われている。この地は古くは北に国分寺や国分

尼寺が建立され、中世には幹線道路である東街道が通 り、城館や町場が形成されるなど当地方の文化 。交通の要衝

であったことが新たな城下を造る下地にもなったと考えられている。

[若林城 の造 営 ]

寛永 4年 (1627)2月 、幕府より政宗に宛て、新たな屋敷の造営 (「仙台屋敷構」)を許可する老中奉書 (『土井利

勝外三名連署奉書』)が出された。これが 「若林城」の普請許可である。元和の一国一城令のもと、幕府に対しては
「屋敷Jと称 したが、藩内の文書や絵図には「若林城」や 「御城」などと記され、政宗自身もこの屋敷を造営当初

から「城」と称していたことがわかる。当時、領国に城にも匹敵する新たな「屋敷」を築くことに対し、幕府は「′い

之儘可有普請」とし、政宗の思うように造ってもよいとの寛大な対応に、当時の政宗の地位の高さを窺うことがで

きる。

それから間もない同年 5月 、政宗が普請にあたっての指示内容を記した『若林普請覚』には、「御山里石かき仕候

事」、「同所南西どて仕候事」、「南之丸へ御入水とり申事」など、若林城に関する普請内容が見られる。また一方で

は橋を架けることや水運関係の施設を整備することなど、城下における交通や流通網の整備に重点を置いているこ

とが見て取れる。さらに当時越路にあった覚範寺まで水道を造るとあることも若林城との関係を連想させる。

また普請中、大雨で城北側の土居が破損した際には萱の敷き方や調達方法、領内からの人足の集め方など、政宗

は藩主としては異例ともいえる詳細な指示を自ら出している。 (『政宗君記録引証記』)

そして普請開始から 1年半した寛永 5年 (1628)11月 に政宗は完成した若林城に入り、移徒の儀を催している。

(『貞山公治家記録』)以後、政宗は若林城を国元にいる際の日常の居所とし、仙台城には公的な儀式の際に赴く

程度であった。これは忠宗が江戸参勤で仙台を留守にする際も変わらず、政宗が江戸参勤の際には若林城から出立し

ている。

若林城に関しては当時の城内を表した絵図の類は一切残っておらず、幾つかの文献によりその様子を知るのみで

ある。『若林普請覚』にある若林城内に関する記述を見てみると、「山里」は城の中でも奥側にある庭園を伴った私

的な空間とみられ、性格は不明であるがそこに「石垣」が築かれていたことや、鍛錬場所である「的場」があった

ことが窺える。「山里」南西の「どて」は現在ある土塁なのか、あるいは全く別な施設を指すかは不明である。さら



イこ「南之丸」に水を引き入れたとあるが、そこには曲輪ともとれる広い空間や庭園の存在も推定される。「御城問前

あく水おとし樋」については、城門前の排水に関する施設についてのこととみられ、城の立地や堀との関係から考

えると、普請にあたっては水の引き方や処理が大きな問題の一つであったと考えられる。また『東奥老士夜話』に

は、城の東南角には「矢倉」があり、北に庭園に伴う「築山」があったとしているが、現況では確認できない。現

在残る城跡はその規模の大きさから一重の土塁と堀に囲まれた単一の郭との認識が強いが、『若林普請覚』の記載も

含め、以上の名称をもった城の施設が全て現在の城跡内に限っての様子であったかは不明である。

政宗は寛永年間に茶会や能などを催している。幕府役人を饗応したとされる「西曲輪」はこれまで仙台城内の施

設と考えられてきたが、最近の資料調査によりこの曲輪は若林城の外曲輪的な一角であったと考えられている (注 1

)。 『政宗記』には「若林の西樋輪」で能を催したとあり、また『木村宇右衛門覚書』には、政宗が「にしくるわ」

という出丸 (=曲輪)に屋敷を構えたとあるが、この場所が城のどこにあったかは現時点では不明である。さらに

18世紀中頃の『節翁古談』には、四代藩主綱村により若林城の北に造られた伊達家の別荘である国分小泉屋敷は若

林城の「出曲輪」にあるとし、若林城が本来どのような規模や構造をもった城であるかなど問題は尽きない。

現在、城内の東側には政宗が文禄の役 (1593)で渡海した際に持ち帰ったとされる朝鮮梅 (臥竜梅 国指定天然

記念物)が毎年花を咲かせている。梅は廃城後の絵図にもほぼ現在の位置に描かれており、この特別な樹木が植え

られた場所は城内の庭園の中でも特別な所であったと推定される。

城の造営と同時に周辺には新たな侍屋敷や町屋敷が割り出され、仙台城下と双方に屋敷を構える家臣も多かった

とされる。『仙台鹿の子』には城下の範囲を、「東南は野を限り、西は土樋東脇毘沙門堂通町切、北は三百人町切な

り」とあり、おそらく東は遠見塚古墳付近までの東西に長い範囲とされる。現在この範囲の町並みは概ね城跡の軸

線方向と一致している。記録には「米町」や「絹布町」の町名も見え、仙台城下とは別に「若林町奉行」も置かれ

ていた。 (『石母田家文書』)

寛永13年 (1636)12月 に藩政の基本となる領内検地帳を収めた「若林」の御帳蔵が火災にあったとされる。 (『義

山公治家記録』)具体的な位置は定かでないが、御帳蔵の存在はこの城が単に隠居屋敷的な私的なものでは無く、行

政庁としての性格を有していたこと裏付けるものといえる。

[若林城の廃城 ]

寛永13年 4月 、政宗は参勤で江戸に向かう際、城の南西に杉を植え、堀一重を残し城は廃するよう命じ、同年 5

月に江戸でこの世を去った。若林城の廃城はこの城があくまでも仙台城の機能を補完するもので、かつ政宗晩年の

私的な性格を有する城郭であったゆえとの見方もできるが、その背景には政宗亡き後、藩主となった忠宗が手狭に

なった仙台城本丸に代わる新たな藩庁として、若林城の果たしてきた機能そのものを取り込む形で二の丸造営に着

手したことにも現れているといえる。

城内の建物の一部は寛永15年 (1638)イこ造営が開始された仙台城二の丸の殿舎として順次移築された。寛永15

年12月 に焼火間、虎間、納戸、茶道部屋、鑓間、上台所、風呂屋、大台所、小姓間、御用間、肴部屋、鷹部屋、算

用屋と、数多くの建物が上棟されている。以上の建物は二の丸での呼称だが、これらはみな若林城の建物であった

としており、 (『義山公治家記録』)このことから若林城には複数かつ大規模な殿舎が建ち並んでいたことがわかる。

これ以後も御座間、書院、広間など殿舎の中でも主要な建物の上棟が続くが、これらの建物については若林城から

移築したものかは不明である。完成後あまり時を経ない時期の二の丸御殿群の状況を描いた『御二之丸御指図』に

は、若林城から移築したとされる焼火間、虎間、上台所、大台所などの建物が描かれている。また若林城の建物は

仙台城下の寺院や家臣屋敷などにも移築したとされる。片平丁にあった重臣の茂庭家の屋敷門や、幕府役人や他藩

の大名などの宿泊にあてた大町外人屋の御用を務めた泉屋庄右衛門の屋敷は、若林城の問や黒書院を拝領し移築し

たものという記録があるほか、 (『茂庭家記録』・『仙府明石屋資料』)記録には無いが、新寺の松音寺山門や政宗の霊



廟瑞鳳殿の御供所もまた城の書院を移築したものとされている。移築に際しては「若林御家撥方」や 「古材木受取

渡方」という役職の者が関わったとされている。

廃城と共に若林城下も解体されていく。城近くの侍屋敷は廃され、西側の町人町や足軽町は仙台城下に組み入れ

られることで仙台城下の南東側は大きく広がったが、城周辺を含む東側一体は田畑になっていった。

[若林城 のその後 ]

貞享 4年 (1687)の『肯山公治家記録』に「若林」にあった焔硝蔵 (=火薬庫)が爆発し多くの鉄砲薬が消失す

ると共に、人足 8人が死亡した記録がみられるが、これは城の外で迅きた出来事とみられる。これに対し、延宝 8

年 (1680)の 同資料には「若林薬園」に四代藩主綱村が出かけたとの記録がある。これは「薬園」の初見で、薬園

は藩の管理下にあった施設の図面をまとめた『御修覆帳』にも描かれていることから、廃城から40年後にはこの地

が落営の薬草園となっていたことが窺える。

若林城を描いた絵図の類は幾つか残されているが、それらは全て廃城後の姿を描いたものであり、かつての城内

にどのような建物が存在し、あるいは城の外側の状況がどうなっていたかなど不明な点が多い。若林城を描いた中

で最も古いとされる『仙台城下絵図』 (宝暦 7～明和 3年=1757～ 1766)に は「古御城Jとあり、城の詳細まで記録

したものではないが、張出しを伴った外郭の形状は現在とほぼ同じである。城内には広瀬川から導水した六郷堀が

通り、東口より城外に出ている。天明 6～寛政元年 (1786～ 1789)の城下絵図には南西隅部張出しの形状に違いが

あるが、これは以前の絵図を書写した際の誤りとみられ、後の改修によるものでは無いと考えられる。城下絵図に

おいては最も古い『奥州仙台城絵図』 (正保絵図)以降、若林城跡の範囲まで記載されることはなかったが、寛保 2

年 (1742)イこ「古城」が小泉村分から仙台城下に組み込まれてからはその姿が描かれるようになる。

城下絵図以外にも城自体を描いた絵図が複数存在している◇『御修覆帳』の「若林御薬園」や「若林古御城」は、

堀や土塁などが規格化された描かれ方で、やはり南西隅部の形状が現況と異なっているが、現在はみられない堀や

水路と土塁の配置関係などがわかる貴重な資料である (注 2)。 城内をみると北西側には薬園を管理したとみられる

東西に長い建物が 1棟あるほか、城内を横断する通路や引き込まれた六郷堀の一部がみられる。西日から入った堀

は枡形土塁の下を通つたのち北側に折れ、建物付近には幾つかの小橋が架けられている。堀の幅などは明らかでな

いが、現在の六郷堀から推測して幅の広い堀だったと考えられる。また土塁上部には塀を巡らせていたことがわか

る。南側中央には雲形の不整形プランが描かれ、通路が取り付いている。このプランはその形状や位置からみて大

規模な「池」だった可能性があり、絵図の通り薬園に伴う施設であることも否定できないが、おそらくは若林城造

営時に庭園に造られた施設の可能性が高い。池の西側には中島とみられるものや、東端には排水路らしきものも描

かれている。池跡は東西が100m程度と推定されるその規模の大きさから、廃城の際にも埋められることなく、近

世を通しその形状を留めていたものと考えられる。平成16年度の試掘調査ではこの地区で植物遺体を含む水性堆積

土壌を確認しているほか、平成17年度末の確認調査では池東端らしき法面を広範囲に確認している。

『古御城絵図』 (年代不明)もまた薬園時代の様子を描いた絵図とみられる。外郭の基本形や構造は先と同様であ

るが、 3か所にある内枡形土塁の形状や規模に違いがみられる。しかしこれもまた改修等に起因するものではない

とみられる。建物は規模や部屋の配置が多少異なり、加えて西日や建物周辺に塀や井戸、杉や竹による生垣がみら

れ、中央には杉や檜を植えていたことが確認できる。『御修覆帳』図に描かれた池とみられるものは無く、この時代

にはすでに機能していなかったと推測される。また城の西日部分には「大手前」の記載がある。

その他の文献には、堀の水が農業用水に使用されるのに伴い、堀を改修したことや、藩主や役人が薬園を訪れた

ことなどがみられる。また城内に入らないよう触れた立札を土手に立てたなどもあり、城にかつての姿は無く、完

全に歴史の表舞台から消え去ってしまったようである。

明治12年 (1879)、 城跡に西南戦争国事犯の収容を目的として宮城集治監が設置される。ほぼこの時期に撮影さ
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れた写真 (写真図版 2)には、現在よりやや高かったとみられる土塁上に木柵が設置され、西側の堀がまだ埋めら

れていない状況や六郷堀を流すため枡形土塁の下に埋設された管が見て取れる (注 3)。 しかし若林城はこれ以降、

現在に至るまで外界と完全に隔絶された空間となる。

(注 1)仙台市博物館の菅野正道氏による。 (『仙台市史 特別編 7 城館』に掲載している)

(注 2)『御修覆帳』所収の「若林御薬園」 (東北大学所蔵)は宝暦から安永頃、「若林古 御城J(官城県図書館

所蔵)は文化 。文政頃のものとされている。

(注 3)宮内庁所蔵で、現在のところ若林城跡を撮影した最も古い写真である。

第 4節 これまでの調査

若林城跡の調査は第 4次調査を含め、これまでに4回実施されている。

昭和59年に宮城県教育委員会と合同で実施した第 1次調査は講堂建設に伴う事前調査である。調査地は城内の南

東部に位置し、調査面積は43だ と狭かったが、検出遺構には掘立柱建物跡 1棟のほか、柱穴の可能性のあるピット

群があり、これらの時期は中世から近世初めで、若林城に関わる遺構群の可能性も指摘された。

第 2次調査は第 1次調査区の北側に位置し、職業訓練棟建設に伴う事前調査として昭和60年に宮城県教育委員会

と合同で調査を実施した。調査面積は1,423∬である。遺構面はこの地域に広くみられる中小河川起源の自然堆積

層上面の 1面で、人為的な整地層や耕作土層などは確認できなかった。検出遺構には 5世紀後半から6世紀初めの

円墳 1基、平安時代の堅穴住居跡 4軒のほか、同時期とみられる竪穴遺構や土坑、河川跡などがある。古墳は円筒

埴輪を伴うもので、若林城跡周辺ではこれまで、同様の時期の古墳は確認されていない。また竪穴住居跡について

は城の外側北東部で実施された市計画街路建設に伴う南小泉遺跡第22次 において平安時代の竪穴住居跡が12軒検

出されており、城内の住居跡もこれらと一連のまとまりの中で提えられるものと考えられる。近世の遺構としては

1基の円形土坑から丸瓦、平瓦、文斗瓦などの近世瓦が出土したことから、この遺構が唯一若林城に関係した遺構

と推定された。また基本層からは連珠三巴文の軒丸瓦や17世紀初頭の志野の碗が出土している。しかしながら調査

区内での撹乱状況から、城の遺構のほとんどは後世の刑務所施設の度重なる改変により既に失われていることが示

唆された。

第 3次調査は城の北側にある都市計画道路 「南材木町・古城線Jの拡幅工事に伴う事前調査で、本調査は平成11

年に実施した。調査地は若林城北西隅に配置された土塁と堀による「張出し」の北側に位置し、調査面積は370∬

である。調査では全域において城北辺の堀跡北岸を確認したほか、東端部では塁線に沿い南側に折れる屈曲部を確

認した。このことから堀が若林城廃城後に描かれた幾つかの絵図にみられる堀の形状とほぼ一致することがわかっ

た。しかしながら調査区の制約から堀自体の形態は不明で、また調査区が堀の深部にあたっていないため、出土し

た遺物は19世紀を中心とした瀬戸美濃産や大堀相馬産の陶磁器や、一括で廃棄された下駄や板材などの木製品のほ

か、近現代の遺物がほとんどであった。若林城の北辺堀については明治11年に宮城集治監が設置された以降、近代

を通しどのような状態にあったかは定かでないが、昭和20年代に刑務所官舎の建設に伴いほとんどが埋められ、最

終的には昭和40年代の六角塔の解体に伴う廃材処理等により完全に埋め立てられた。

なお、第 5次調査は平成17年度に実施されたが、報告書作成ならびに刊行は平成19年度事業となった。したが

つて本報告書作成作業開始時には平成17年度の仮設職業訓練棟建設に伴う第 6次調査と平成18年度の国庫補助に

よる第 7次調査は既に終了しており、平成19年 3月 には両調査の発掘調査報告書も刊行済である。また平成19年

実施の炊場棟建設に伴う第 8次発掘調査も終了していることから、その成果の一部を本報告に反映させていること

を予め述べておく。

つ
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第 3章 調査の方法と経過
第 1節 調査の方法

今回の調査は宮城刑務所全体改築計画の第 1期工事地区を対象として実施したもので、若林城跡に関連する調査

としては第5次調査にあたる。調査区は城の大手口と想定される西側出入り国内にある内枡形土塁の東隣に位置し

ており、平成16年度に実施した第 4次調査の 1区部分を含んでいる。調査区は建築予定建物の範囲となる東西約

31m× 南北約64naの 範囲を調査区として設定した。

調査は第 4次調査の成果をもとに、現表土層から近代の整地層であるⅡ層までをバックホーにより除去したとこ

ろ、昭和40年代に解体された旧監舎房 (通称 六角塔)の布掘状の基礎が広範囲に確認され、また後世の撹乱によ

る遺構面の破壊が著しかったものの、ほぼ全域において畑耕作土であるⅢ層を確認することができた。調査はまず

撹乱を掘削除去した後にⅢ層上面での遺構検出作業を行い、僅かではあるが土坑や集石遺構を検出することができ

た。後に 1号石敷遺構となる部分では、耕作による撹拌を受けていたものの、Ⅲ層面の確認段階より小礫の分布が

密に確認された。続いてⅢ層を人力により除去したところ、全域において若林城の整地層であるⅣ層が確認された。

なおⅢ層掘削途中には多くの瓦片を含む近世の遺物が出土しており、これらを取り上げながらの掘削作業となった。

Ⅳ層上面での遺構検出の結果、溝跡や土坑・ピットやⅢ層の畑耕作土に関連すると思われる小溝状遺構群などと

共に、礎石跡や溝跡からなる建物跡が複数検出された。さらには建物跡周囲に広く石敷遺構も検出された。調査は

まず近世の石組水路である 1号溝跡から行い、集石遺構、土坑、小溝状遺構群など、若林城に直接関わらないと考

えられる遺構の掘り込みを順次行ったが、城の遺構と重複関係の無いものについては掘り込んでいないものもある。

これらの遺構の状況からその重要性が議論され、遺構の保存に向けた協議も継続して行われるようになると、調

査は当初の遺構の全面掘削から、遺構の確認とその時期の確定や構造の解明に主眼を置いた調査へと大きく方針が

変更される可能性が出てきた。そのため調査においては全ての遺構の掘り込みは行わず、若林城遺構の大部分を占

める礎石跡については、撹乱等を利用した断面記録や確認段階での礫状況の図化を行ったほかに、全体の残存状態

の良好な幾つかのものについては掘り込みを行い、その構造を記録した。また溝跡についても各辺に掘り込み箇所

を設定し、限定的な掘り込みを行った。

通常の遺構写真の撮影に加え、遺構確認の終了段階にはラジコンヘリによる空中からの撮影を行い、同時にビデ

オ撮影も行った。調査の最後には遺構を養生した後、砂による埋め戻しを行い、全工程を終了した。

記録図面作成の基準は、あらかじめ調査区周辺に世界測地系平面直角座標第X系に準拠した基準点を設置し、自

動追尾型トータルステーション (N北-1 株式会社トプコン)を用いたCG平板システム (�LN℃則)11 株式会社パス

コ)によリデータを取得し、ODソフト 仏WOQ‐ ①2004 オートデスク株式会社)を用いて編集作業を行なった。
また土層図は手測実測の手法をとり、礎石跡、石敷遺構、溝跡、集石遺構などの石材の確認状況や、遺物出土状況

は状況に応じ、単写真やステレオ写真による写真測量を併用した図化作業を行った。なおデータの取得方法や図面

データのレイヤーコード、図面表記の方法などは仙台市の仕様にしたがった。

調査区のグリッド標記は、今後の城内の調査を鑑み、若林城跡全体に世界測地系直角平面座標第X系に基づき 5

mの方眼グリッドを設定した。グリッドは若林城の北西隅を基点とし、東西方向をY軸、南北方向をX軸とし、Y

軸は西から東にむかいYl、 Y2、 Y3…、X軸は北から南にむかいXl、 X2、 X3… 。とし、これらのラインの交

点名により同時に南東側グリッド名を表記している。

出土した遺物は基本層や撹乱出土のものは原則としてグリッドごとに取り上げ、遺構内出土品については個別層

位により取り上げた。また陶磁器や金属製品などの遺物については個別に位置を記録し取り上げを行っている。
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第 9図 グリッド設定図 (第 5次調査区)



第 4次調査名称 検 出面 第 5久調査名称 第 4次調査名称 検出面 第 5次調査名称
Ⅳ層 上面 小溝群 2-4 Ⅳ層上面 1号雄石建物雄石跡 2

SK l Ⅳ層上面 Ⅳ層上面

Ⅳ層上面 小濫群 2-4 Ⅳ層上面

Ⅳ層上面 Ⅳ層上面 1号礎石建物礎石跡 5
Ⅳ層 上面 小溝群 2-3 Ⅳ層 住商 1号礎石建物礎石跡 3

Ⅳ層上面

Ⅳ層上面

Ⅲ層上面 近代精乱

Ш層上面 近代境乱

Ⅲ層上面 近代境舌し Ⅳ層 に面

Ⅳ層 L面 1号礎石建物礎石跡 6

Ⅲ層 上面 近代撹乱 Ⅳ層上面

Ⅳ層上面

Ⅳ層上面 P13 Ⅳ層上面 P17

Щ層上面 Ⅳ層上面 1号礎石建物礎石跡 7
Ⅳ層 卜百 1号礎石建物礎石跡 4 Ш層 に而 折代着 訂

第 5次調査区は第 4次調査区 1区と重複するため、改めて遺構の検出を行うと共に遺構名称についても新たに振

り直しを行った。礎石跡や小溝状遺構など、新たな認識のもとに遺構種別を変更したものは改め、第 4次調査にお

いて遺構と認識されたものの今回確認できなかったものについては除去した。

第 2表 第 4次調査 1区遺構名称対応表

第 2節 調査と保存に至る経過
(1)調 査の経過

発掘調査は平成17年 5月 23日 から平成18年 1月 31日 の実働165日 に及んだ。以下に調査の経過を記述する。

5月  23日から現地作業を開始したが、25日 までには一部に残存していたコンクリート基礎などの構造物の撤去立

会いと並行し、調査事務所 。現地休憩棟設置などの諸準備を行った。26日 から表土掘削を開始し、第 4次調査の成

果に基づき、近代の整地層であるⅡ層までをバックホーにより除去し、排土は場外搬出した。27日 からは一部の作

業員を入れ、表土掘削の完了した地区よリシート養生作業を行った。

6月  1日からⅢ層面と調査区壁面の整備を行った。大型の撹乱はバックホー、小型の撹乱は人力により適宜掘削
を行いながら、順次遺構検出作業を行った。24日 には表土掘削が終了し、調査区北西部の広範囲に小礫が散乱する

状況が確認され、これが広範囲に広がる石敷遺構となるものと思われた。

7月 撹乱の掘削及び遺構検出作業を行った。■ 日から15日 にはⅢ層上面での遺構検出写真撮影を随時行った。
19日から1号溝跡の掘削を開始し、石組み溝と判明した。また土坑や集石遺構についても随時図化作業を行ないな

がら掘削を行った。25日からは現場作業と平行して基礎整理作業員による出土遺物の水洗作業も開始した。

8月  3日 から調査区西南隅より皿層の除去作業を開始した。 5日 には 1号溝跡の石材検出状況の写真測量を行っ

た。 8日 からは礎石跡が検出されるようになり、礎石建物群の存在が序々に明らかになってきた。11日 から17日

は盆休のため休工とした。18日から作業を再開し、Ⅲ層の除去作業を継続した。礎石跡や雨落ち溝跡とみられる溝

跡が確認されると共に、これらを切る形で小溝状遺構群が全体に確認され、Ⅲ層が耕作により形成された層である

ことが判明した。

9月  22日 にШ層の掘削およびⅣ層上面での遺構検出作業を終了し、この時点で礎石建物跡4棟、石敷遺構 5か所

等の若林城の諸施設を確認した。28～ 29日 にかけてⅣ層上面の遺構検出状況写真撮影を行った。30日 からは小溝状

遺構群の掘削を開始し、その方向から2時期に大別された。

10月  3日 、 6日 に仙台市史編さん委員、12日 には宮城県文化財保護課の視察を受けた。13日 には小清状遺構群
の調査を完了し、全景写真撮影を行なった。また重複関係から若林城の遺構より新しいとみられる遺構については

記録をとりながら順次掘削を進めた。これらの遺構掘削と平行して礎石跡や雨落ち溝跡、石敷遺構などの若林城期

，
‘



の遺構について詳細な検出作業を行なった。10月以降は視察者が相次ぐようになった。

11月  2日から1号溝跡の古段階の調査を開始し、新段階同様に石組清であることが判明した。19日 には全国で初

となる嬌正施設内での遺跡調査成果報道発表会を実施し、同日午後にはラジヨンヘリによるⅣ層面での全景写真撮

影を行なった。30日からは1号建物内の焼面を持つ土坑の掘削を行い、これが建物に付随する施設と考えられた。

12月  6日 に仙台市文化財保護審議会の視察を受けた。遺構の保存も視野に入れ、同日より若林城期の遺構である

礎石跡や雨落滞跡などの部分的な掘削を開始した。掘り込みはなるべく撹乱等を利用し、断面の観察を行なったほ

か、残存の良好な数基の礎石跡や地区を限定した溝跡については手順を踏んだ調査を行なった。この結果、礎石跡

や溝跡の構造は地点により異なるが、建物やその周辺施設は基本的に改築や増築等の改変を受けていない状況にあ

ることが確認された。10日 には文化庁記念物課 坂井主任調査官の視察を受け、13日 には東北大学佐藤巧名誉教授

の現場指導により、1号建物跡の構造が仙台城二の丸の大台所と酷似する指摘を受けた。また26日 には奈良大学 千

田嘉博准教授の視察を受け、多くの方々から遺構ならびに遺跡に対する高い評価をいただいた。

1月  5日から作業を再開し、遺構の掘り込みと記録作成を継続した。そして当初予定した掘り込み作業が完了し

た16日 から、遺構養生用として不織布を敷き込んだ上に川砂により埋戻し作業を行った。26日 には文化庁 山崎

秀保記念物課長の視察を受け、31日 には埋戻した砂の上をシートで覆い、全ての野外作業を終了した。

(2)保 存 に至る経過 と保存方法

仙台市教育委員会は第 5次調査の成果を受け、平成17年 10月 25日 付で宮城刑務所に遺構の保存を求める意見を

付した中間報告書を提出すると共に、宮城県教育委員会に報告した。これを受け、宮城刑務所は遺構の取扱いに関

する協議依頼を仙台市教育委員会に提出し、これを宮城県教育委員会に進達し、保存に関する協議が開始された。

平成17年 10月 25日 、初めに中間報告を行うという形で、当課と宮城刑務所ならびに仙台矯正管区との間で話し

合いが持たれた。ここでは当初の計画であった遺構の破壊を前提とした記録保存による調査ではなく、あくまでも

遺構の保存を希望するという仙台市の基本方針が示された。これに対し官城刑務所側は施設の老朽化と収容者の増

加により処遇管理棟を早急に建てる必要があることがあらためて示された。

第 1回 目の協議は平成17年 11月 2日 に宮城県教育委員会を交えて行われた。あくまで保存を主張する仙台市と

宮城県の文化財側に対し、来年早々の工事開始を目指す刑務所側の意見は平行線のままであったが、この中では刑

務所側から、建設した建物内部や周辺地区に遺構のレプリカを作ることや、文化財側から、何かしら別な基礎構造

に変更することにより、地下遺構を損わないようにする方法の有無などの意見も出された。協議は今後、宮城刑務

所側が法務省との打合せを持ち、また当課も教育委員会全体での意見を再度まとめることとして終了した。

第 2回日は11月 22日 に行われた。文化財側としては永久構造物に相当する建物の基礎変更による保存はあくま

でも最後の手段であり、まずは工事計画を見直し、建設場所を城内あるいは全く別な場所に求めるという考えが出

された。これに対し刑務所側からは城外に建設するのは現時点では論外であり、また城内の別な場所を考えるにし

ても今後計画しているすべての建物配置に影響が出ることに加え、新たな発掘調査の必要性もあることで期間的に

も到底無理との意見が出された。その後刑務所側から一つの案として建物底面に耐圧板を敷き、べた基礎とするこ

とで建物荷重を分散させるという基礎構造の変更案が提示された。しかし文化財側としては建物下郡となる遺構は

原則的に全ての遺構を掘り上げる事前調査の対象となり、またそのような状況下にある遺構は保存した状況には無

いとの意見が出され、依然として両者の話は平行線のままであった。協議の最後には翌月に来跡する文化庁記念物

課 坂井主任調査官の意見を受けた上で次回の協議を行うことが確認され、また刑務所側は基礎構造の変更を想定

したデータの再計算をするとの話となった。

12月 10日 の坂井主任調査官来跡の際は、発見遺構に加え、刑務所施設の視察の後、宮城県文化財保護課と当課
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との話し合いを持った。調査官からは今回の調査で発見した遺構群のみならず若林城跡における土塁や堀跡などの

遺存状況は高く評価でき、国の史跡に相当するものとの話をいただいた。また保存方法においては遺構の破壊は認

められず、あくまでも現位置での遺構保存を求めていくべきとの意見を受けた。

この後、 1月 の文化庁記念物課と法務省矯正局との話し合いや、 1月 26日 の文化庁記念物課長の視察を経て、今

後、若林城跡の史跡指定を図るため、長期的な展望のもと施設を他所に移転することを前提として、処遇管理棟に

ついては原案の位置を変更することは極めて困難なため、原位置において盛土による保存措置を執ることが両者で

確認された。この基本方針を受け、平成18年 2月 14日 に行われた第 3回 目の協議では今後の建設に伴う工程や建

物下となる遺構の活用などの具体的な協議が行われた。

そして平成18年 3月 31日 付で、文化庁、法務省、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会の四者により「若林城

跡の取扱いについて」の合意が成された。その内容は先の基本方針に加え、今後の施設建設にあたっては建物面積

全体を対象とした発掘調査により配置計画をその都度再検討することや、可能な限り早期に若林城跡の史跡指定に

向けた取り組みを行うこととしている。

1月 の基本方針を受け、調査地は埋め戻されることとなった。作業はまず遺構面の養生として厚さ1.6と 3 11ullの

不織布を石敷遺構や礎石跡などの礫部分を中心に敷いた後、撹乱部分も含め砂を厚さ15cmで敷き均し、これをもっ

て一連の調査を全て終了している。 3月 からは処遇管理棟の建設に伴う工事が開始された。初めに砂をローラーで

転圧した後、全面に15cmの厚さで砕石を敷き均した。この中には建物外部から通じる径701111nのナイロン製の透水

管を暗渠として 3m間隔で埋設し、建物外部で降った雨が建物基礎内部に入ることで遺構面周辺土中の水分を保持

している。また砕石層上面には基礎全面に厚さ221Mnの鉄板を敷くことで、将来予想される建物解体に伴う遺構破壊

の危険性に対処することとした。建物基礎は鉄板上に厚さ45cm(建物の側と内部の梁部分は90cm)の コンクリー

トを打設し、これを耐圧板として直接基礎とすることで建物全体が荷重を受ける構造とし、遺構に及ぼす影響を極

力少なくしている。また埋め戻しに先立ち、建物周辺の 6か所において工事に伴う遺構面の沈下の有無を確認する

ための耐圧試験を実施している。

GL(現状地盤 )

埋め戻し上 |

建物本体基礎部分

90cm

耐圧板
(コ ンクリー ト)

敷鉄板 砂

守
雨水浸透管  砂

'|″

ケケ.`
第10図 遺構保存断面模式図

(3)普及啓発活動

平成17年度の第 5次調査から今日に至るまで、若林城跡の調査成果を公表する機会として、一般市民を対象とし

た説明会や展示会に加え、各種刊行物などによる普及啓発活動を行っている。中でも報道機関を対象とした発表会

は第 5次、第 8次調査で実施しており、また市民を対象として実施した第 8次調査の現地説明会においては、参加

者数の制限はあったが、矯正施設内での初の試みとして実施され、多数の応募があった。発表会・展示会では「官

城県遺跡調査成果発表会」をはじめ、当課主催の文化財展による公開、さらには平成18年度の文化庁主催の「発掘

された日本列島2006」 イこ出展することで、若林城跡を全国的に紹介している。
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種 類 年  度 月  日 内 容 主催など 場所など

報道発表会

現地説切会

第 5次調査報道発表会 仙台市教育委員会 ξ林城跡

11/1 第 8次調査報道発表会 仙台市教育委員会 ξ林城跡

11/23 第 8次調査現地説明会 仙台市教育委員会 者林城跡

講座・講話 8 H/9 地域が解る歴史講座～若林城辺 りヽ 看林区中央市民センター 旨林区中央市民センター

3 市政出前講座 若林城跡 仙 台市 煮若林町内会

5/19 若林城 ―発掘 !政宗の城― 地底の森 ミュージアム 彗沢遺跡保存館

9/28 昏政時代の若林城 仙台城ガイ ドボランティア会 キ平市民センター

1/20 時空を超えて辿る人本松の昔と今 人本松市民センター 人本松市民センター

発表会・展示会 12/18 三城県遺跡調査成果発表会 宮城県考古学会 再北歴史博物館

3/27-5/7 ゴ城の発掘調査パネル展 宮城県教育委員会 ヨ城県庁ロビーほカ

3/27⌒ヤ4/7 第44国 文化財展 「発掘された仙台 J 仙台市教育委員会 ミ北電カグリーンプラザ

8 6/20～ 2/25 発掘された日本列島2006 文化庁 各国 7か所を巡回

8 10/17～ 29 第45回 文化財展 「語 り始めた遺跡たち」 仙台市教育委員会 山台市博物館

8 11/7ヽフ25 告林城発掘調査報告パネル展 若林区中央市民センター ζ林区中央市民センター

企画展  「若林城 ―政宗の城―」 地底の森 ミュージアム ぎ沢遺跡保存館

11/3 嬌正展 法務省 」城刑務所

12/16 雪城県遺跡調査成果発表会 宮城県考古学会 山台市博物館

1/15～ 3/31 ゴ城の発掘調査パネル展 宮城県教育委員会 雪城県庁ロビーはわ

刊行物 『年報26』 (平成16年度分) 仙台市教育委員会 町山台市文化財調査報告書第295集 )

17 2月 『文化財せんだい84号』 仙台市教育委員会

『日本歴史 706号』 日本歴史学会

5月 『宮城考古学 第8号』 宮城県考古学会

『年報27』 (平成17年度分) 仙台市教育委員会 (仙 台市文化財調査報告書第303集 )

『語り始めた遺跡たち』 仙台市教育委員会 (仙 台市文化財パンフレット第57集 )

19 11月 『年報28』 (平成18年度分) 仙台市教育委員会 (仙 台市文化財調査報告書第317集 )

19 『文化財せんだい90号』 仙台市教育委員会

『宮城考古学 第10号』 宮城県考古学会

その他 山台城跡・若林城跡検討会 仙台市教育委員会 仙台城跡 。若林城跡

第 3表 若林城跡関係の主な普及啓発活動

第 3節 資料整理の方法

出土品の整理作業は発掘調査を実施した2005年度に遺物水洗・注記作業までの基礎整理作業を行い、2007年度

には一部の注記作業、遺物の分類・接合・復元作業、実測作業、遺物写真撮影、遺構図編集、および報告書作成作

業を実施した。

出土した遺物は、縄文土器・弥生土器・土師器・陶器・磁器・埴輪・石器・石製品・瓦・煉瓦・金属製品・ガラ

ス製品など多岐にわたり遺物収納用コンテナに140箱 あった。遺物は遺物番号順に台帳を作成し管理を行った。遺

物洗浄は豚毛ブラシにより破損棄損のないよう注意し行い、十分自然乾燥したのち遺物番号毎にポリエテレン袋に

入れ遺構毎にコンテナに仮収納した。水洗段階において陶磁器類など分離できるものついては種別毎に分類し仮収

納した。水洗後、縄文土器・弥生土器 。土師器などの脆弱な遺物はバインダー溶液浸透による強化処理を行った。

注記は白色ポスターカラーを用い、遺跡名 (C511)、 調査次数 (5次 )、 遺物番号、遺構名、細部、土層名、取

り上げ番号の内容を記入した。陶磁器などの微細遺物については遺跡名と遺物番号のみの注記にとどめた。遺物の

分類は、種別ごとに分類後、細分類を行い、数量・重量を各遺構・層位ごとに集計した。瓦の分類に当たっては、

若林城跡第 6次・7次調査及び仙台城本丸跡 1次調査の分類を元に新たに基準を設けた。分類後、種別ごとに接合

を行った。接合は原則としてセルロース系接着剤 (セメダインC)を用い、強化の必要な遺物についてはエポキシ

系接着剤 (セメダインスーパー)を補助的に用いた。復元・補強には復元用素材 (エレホン)を使用し骨材として

プライトンを用いた。復元可能な遺物については展示などの活用を考慮し復元を行い、補強が必要な遺物には補強

を行った。遺物のうち約9割は瓦で、原則として1/4以上残存しているものについては登録を行い、その中から実

測遺物を選別し実測図を作成した。また、刻印の認められる破片は、拓本・写真での記録とした。土器・陶磁器類
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は破片資料が多いため、1/4以下の資料であっても、実測図を作成した。実測図の作成には、3次元磁気測定装置

∽ 鸞略 M3D株 式会社パスコ)によリデータを取得し、Oリソフト fALTTO∽①2004 オートデスク株式会

社)を用い、編集 。図化作業を行った。陶磁器類、金属製品の実測にはデジタル写真図化作業を併用した。遺物トレ

ースは、ベクタードローイングソフト (Illtlstrator CS アドビシステムズ株式会社)を用いベクターデータ化し、

既刊の報告書に準じた縮小率で報告書図版作成を行った。遺物の写真撮影は、35411nカ メラ (白黒フイルム)、 35mll

デジタルカメラを用い、人工光源を使用して撮影を行った。特に瓦の撮影にあたっては成形・調整技法が観察でき

るよう光源を調整して撮影を行った。撮影は351n14モ ノクロームフィルムを使用した。デジタルデータは600万画素

」PEG形式で保存し、写真図版作成には画像劣化を考慮し、TIFF形式に変換したものを使用した。

遺構図は2005年度に作成した図面データを基にし、報告書図版に必要な図面の校正・編集を行った。図面編集は

Qリソフトを用いて行い、最終的なデータの納品を踏まえ汎用卿 データ形式であるⅨ Fフ ァイルに格納できるよ

うにし、個別遺構図 。出土状況図については各層ごとに、遺構種別ごとにデータを細分化し管理できるようにした。

また2005年度に写真測量を行った礎石建物跡74基・石組遺構 1基・石敷遺構 4箇所については解析図化機により

図化作業を実施し、他の遺構図データ同様にOつソフトを用いて編集・合成作業を行った。遺構図版は上記のデー

タをベクタードローイングソフトに持込み、データ変換、縮尺変更、線号付与、テキスト類の入力を行い報告書製

版データを作成した。

報告書はワープロソフトや表計算ソフトなどを用い原稿、表などの作成を行い、DTPソ フト (InDesign CS ア

ドビシステムズ株式会社)上でレイアウトを行い入稿原稿の作成をおこなった。

第 4章 基本層序
調査地

の層にそ

係には無

4次調査

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

での基本層位は I層からⅥ層までの大別 6層を確認しており、Ⅱ層が 3層に、Ⅲ層が 2層に、Ⅳ層が多く

れぞれ細分される。 I層～Ⅳ層までは原則として第 4次調査時の層序を踏襲したが、細分した層は対応関

く、今回新たに設定したものである。またⅣ層より下層も新たに設定したもので、第 5次調査のⅥ層は第

のV層に対応する。

現在の表土層である。 (現代)

a～ cに細分される。明治以降の整地層で、六角塔建設の際の盛土層ともなっており、含有ブロックに

より細分している。Ⅱb層は石炭ガラを多量に含む層で特徴的である。 (近代～現代)

a・ bに細分される。Ⅲa層 は調査区内に広く普遍的に存在する層で、煉瓦片や瓦などの近代の遺物を全

く含まないことから、若林城廃城以降の畑耕作土と考えられる層である。部分的にグライ化するのの、

ブロック土の混入が少なく比較的均質で、円礫や近世の瓦片などを多く含んでいる。Ⅲb層 は主に 3号

石敷遺構上において確認した層で、Ⅳ層成因と考えられる人為的な堆積土であり、石敷遺構上を直接被

覆している。層厚は20cm程度である。 (近世 。若林城期以降)

若林城造営の際の基盤となる整地層であり、含有するブロックや土質により細分しているが、加えて敷

かれた場所による違いもあり、時期差を示すものではない。基本的にはⅥ層成因と考えられる黄褐色ブ

ロック土をベースにしているが、黒色シル ト、黄褐色砂質土、灰色粘土を多量に含んでいる場所もみられ

る。層厚は15～ 30cmであるが、一部ではそれ以上の厚さをもつ地区もみられる。 (近世初め 。若林城期)

暗褐色シル トで、整地層下のⅥ層面で確認した溝跡の最上部にのみ残存しており、若林城造営以前に形

成された表土層の可能性が考えられる。状況からみてⅣ層による整地時にはV層 は一旦すき取られ、

V層

つ
る



この一部を用いて整地層が敷き均されたとみられる。 (近世・

Ⅵ層 :本調査地における洪水起源の堆積層で、 a～ eに細分される。

上にⅣ層がみられる。

東壁          西壁 西壁

13000m―

第11図 基本層位柱状図

若林城期以前)

調査区内のほとんどの場所ではⅥ層の直

※Ⅳ層の細分層名については対応関係は不明

北壁北壁

I表土

Ⅱb 整地層 (近代 )

整地層落込み    小溝状遠構  礎石跡

六角塔基礎

(近代 )

石敷

I 呪表土層 Б/] 10YR3/2黒褐色 シアレト 鳶褐色ンルトを含む グライ化し鉄分沈着(近世整地層
Ⅱ a OYR5/4に ぶい黄褐色 シル ト 黄掲色ブロックを主体、煉瓦片含む(近代整地層 Б′m 15Y4/4オ リーブ褐色 ンフレト 黄褐色ブロックを多量含む (近世整地層 )

OYR1 7/1黒色 ングレト 石炭ガラを多く、桟瓦 `煉瓦片を含む(近代整地層 凸rn 10YR4/6褐色 シル ト 黄灰色シル トを主体 (近世整地層 )

Ⅱ c OVR4/4 褐色 シルト 煮協色ブロックを主体、41層ブロックを含む(近代整地層 ふr。 10YR3/3暗褐色 ンアレト ピ褐色ンルト主体(近世整地層)

OYR4/4 褐色 シル ト 褐色土・砕石片を多く含む (近代整地層 |
Wp 10YR4/4にぶい黄褐色 シアレト 黒色プロックを含む (近世整地層 )

Il d OYR4/5褐 色 砂質土 砕石層 (近代整地層 ) 邸rq IOYR3/2黒褐色 黒色シル ト主体 鉄分沈着 (近 世整地層 )
Ⅲ a tOYR3/4掲色 黄掲色ンル トを多く含む 石敷箇所は円礫を含む 凸Fr 10YR5/4にぶい黄褐色 砂質土 蓑褐色ブロック主体 灰褐色ブロックを含む(近世整地層
皿 b OYR4/6褐 色 砂質土 均質な黄褐色砂質土を主体とする hs 10YR4/4褐色 シル ト 黄褐色ブロック主体 黒色ブロックを含む(近世整地層
凸Fa 0敷 穣 径20～ 100m aの円礫主体 礫間には灰砂質土を含む 邸Ft 10YR4/6褐色 シァレト 黒色土ブロックを含む (近世整地層 )

IVb 10YR4/4 褐色 シルト 黄褐色プロック主体 砂まじり 凸Fu iOYR4/6褐色 シルト 黄褐色ンル ト主体 (近世整地層 )

hc E「数 礫 Ⅳa層の礫よりやや小振 快間には灰砂質土を含む pFv 5Y5/2暗 灰貢色 ングレト 黄褐色プロック主体 グライ化 (近世整地層
凸Fd F敷 礫 430～ 100mmの 円礫主体 礫間には黄褐色シルトを含む pFw 10YR4/4褐色 黄褐色ブロックを多量含む (近世整地層 )

Ⅳ d 石敷 礫 Vbを基本とするが1001m大 の円礫 を含む hx iOYR4/4褐色 シノント 黄楊色ブロック多登、景色と小ブロックを含む(近性整地層

15Y6/4に ぶい黄褐色 竜灰ブロック主体 鉄分沈着 (近世整地層) Wy 15Y3/2黒褐色 砂質土 Itlカ ック銑、却色カ ック径Юwω献の円購む低催比尉

Wf 10YR4/4 褐色 砂礫 ユ砂を主体に径10～ 200114大の円礫含む(近世整地層 「アz 10YR4/2灰黄褐色 シル ト 黒色土ブロック主体 黄褐色ブロンクを含む(近世整地層

^′

g 10YR5/2灰斎褐色 ンアレト 笹体にグライ化する (近世整地層 ) 10YR3/4 暗褐色 シアレト 砂粒・炭化物粒を含む
pァ h 10YR4/6褐色 シルト 藍褐色シルトを多琶 黒色ブロックを含む(近 L整地層 Ⅵ 10YR4/6褐色 シァレト 黄褐色シル ト層 標準的な基盤層
〔Vi 10YR4/6褐色 ンル ト 黄褐色ブロックを多量含む (近世整地嬉 ) Ⅵ 10YR4/3にぶい美褐色 砂質土 粗灰砂 径20～ 800mmの 礫を含む

ふ/J 10YR4/6褐色 砂質土 責掲色シルト 径10～ 300mの 円礫含む(近世整地層 Ⅵ 10YR6/4にぶい黄褐色 シル ト 月灰粘上ブロックを合む 調査区南半分の標準基盤燥
Wk 10YR4/4褐色 黄褐色シル トを含む (近世整地層 ) Ⅵ 10YR4/4褐色 砂シル ト 策褐色シル ト主体

甲甲羞浄翌些笙■堵致とl l itta鉾喀)。む水路跡 (新 )
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第12図 基本層位模式図
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第 5章 検出遺構と出土遺物
第 1節 Ⅲ層上面の遺構と遺物
調査区は宮城刑務所旧監舎房棟である六角塔が建築されていた位置にあたることから、六角塔の基礎をはじめと

する刑務所関連施設や木根などにより遺構面は大きく撹乱を受けている。調査ではこれらの撹乱を掘削除去した後

にⅢ層上面での遺構検出を行ったところ、僅かながら土坑、集石遺構、瓦・礫集積遺構を確認した。Ⅲ層上面にお

いては調査区中央から北東部について全体にわたリグライ化が進んでおり、遺構の検出は難しい状況にあった。ま

た調査区北西部の広い範囲に小礫の分布が認められた地区は、後に 1号石敷遺構として若林城の遺構として認識さ

れたが、当初はⅢ層上面において礫が巻き上げられた状態で確認されたことから、Ⅲ層上面に関わる遺構の可能性

も考慮し調査を行っている。なおⅢ層掘削段階で確認した集石遺構やⅣ層検出の小溝状遺構や一部の集石遺構・土

坑・ピットについては、本来Ⅲ層に関連する近世遺構として取り扱うべきであるが、ここでは検出状況に即し、Ⅳ

層検出遺構として後に記載している。

(1)土 坑

Ⅲ層上面では8基を確認したが、散在的でまとまりを持つものではなく、性格も不明である。堆積土の違いから、

Ⅲ層に類似するもの (SKl、 SK3～ 5)と異なるもの (SK2)に分類される。
1号土坑

Y32、 X48・ 49グ リッドで検出し、S Dlよ り新しいが、東側は調査区外にかかり全体は不明である。形状は不整円

形で、規模は南北径3.lm、 東西径1.9m以上、深さは西側が0.5m、 東側が0.網mとやや東側が深い。底面は比較的

平坦である。堆積土は 2層に分層されるが、いずれもブロック土を含み、SDlを構築している円礫や瓦片を多数
含んでいる。出土遺物は丸瓦、輪違いがある。

2号土坑

Y33、 飛鍔グリッドで検出し、他遺構との重複は無い。形状は長方形で、規模は長軸0.781n、 短軸0.46Tn、 深さ0.14m

で、主軸方向はN-59° 一Eである。底面は平坦で壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は2層に分層されるが、1

層中には炭化物粒を含んでいる。出土遺物は面戸瓦がある。

3号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無いが、2号集石遺構に近接する。形状はやや偏平な円形で、

規模は径0.48m、 深さ0。 12mである。底面は平坦であるが東へ向かい傾斜する。堆積土は 2層に分層され、径 2～

5cm程の円礫を含む。出土遺物は無い。

4号土坑

Y33、 X38グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状はやや偏平な円形で、径0.Mm、 深さ0.6nlである。

底面は悟鉢状で立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一層でⅢ層に類似する。出土遺物は無い。

5号土坑

Y33、 X38グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。第4次調査でP8と して半裁調査を行なったが、今回

残り部分の掘り込みを行った。形状は楕円形で、規模は長軸0.55m、 短軸0.45m、 深さ0.22m、 主軸方向はN4° ―E

である。底面は平坦で壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土はブロック土を含む単一層であるが、上位に径 5～

10cmの 円礫が同一レベルで 7点まとまってみられる。

6号土坑

Y33、 X41グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整円形で、規模は長軸0.45m、 短軸0.続、深
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第13図 Ⅲ層遺構配置図
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第 14図 上 坑

さ0.lm、 主軸方向はN-80° 一Eである。底面は平坦であるが西に向かい緩やかに傾斜する。堆積土はブロック土を

若千含む単一層である。出土遺物は無い。

7号土坑

Y33、 X47グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。形状は不整形であるが、東側は調査区外にかかるため

全体形状は不明である。規模は長軸0.56m以上、短軸0.46m、 深さ0。 16m、 主軸方向はN-90° 一Eである。堆積土は

単一層で 1～ 10cm程の円礫を含む。出土遺物は平瓦、英斗瓦、面戸瓦が 7点ある。H19は文斗瓦で、凹面には分割

線とは別に、ヘラ状の工具による交差する線刻が■条認められる。

0                             20cm

第15図  7号土抗出土遺物

(2)集石遺構
Ⅲ層上面において16基を確認した。拳大程度の礫を含むものが主体であり、近世の瓦片を含むものもある。掘り

|―12雨¶

斡
SKl

霞 橋 層位 上  色 土  性 特 徴 遺 橋 層位 土  色 土  性 特  徴
10YR4/4 褐色 ンル ト 鵡 色シルト 黒色シルトブロックを均―に含と 10YR5/6 黄褐色

tOYR4/4 褐色 ンアレト 謝蠍色シフレト・黒色シル トブロックを含む SK4 10YR4/2 灰貢褐色 ル ト

5Y4/3 オリーブ褐色 ンル ト 瑠勧色位・小ブロック、党 ヒ物位を含む 10YR3/3 暗褐色 ンクレト 黒褐色シル トブロック・ 円礫を含む

2 上5Y3/3 暗オリー婢 ンル ト 鷺褐色粒・小プロックを含む 10YR5/2 灰黄褐色 黄褐色ブロンクを少量含む

SK3 1 黒褐色 ンル ト 寮褐色ブロック・小礫を少量含む 10YR3/2 黒褐色 黄褐色粒・ 円礫を含む

図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ (kg) 備   考 分 類 写真図版

爽斗瓦 SK7 2 1 0 36 焼成後分害1、 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 交差する刻線H本あり l①



込みはほとんど持たないか浅いものが多く、建物跡の礎石跡構造とは明らかに異なっている。配列上の規則性は無

いが、ややまとまりをもって存在する傾向にある。その一部は畑の耕作時に障害となった礫や瓦片を集積廃棄した

ものである可能性がある。

1号集石遺構

Y29、 X42グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸1.3411、 短軸0。 72mの不整形の範囲に径 1～ 9 cln

の円礫がみられ、中心部にやや大型、周囲に小型の円礫が分布する傾向が認められる。掘り込み等は認められない。

出土遺物は無い。

2号集石遺構

Y29、 X41・ 42グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。径0。7mの不整円形の範囲に径 1～10cmの偏平亜円

礫が比較的密集して分布しており、中心となるのは径 4～ 8cmの礫である。掘り込み等は認められない。出土遺物

は無い。

3号集石遺構

Y32、 X39。 4Clグリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.8m、 短軸0.41nの不整形の範囲に径 1～ 12cm

の円礫が散在分布する。中心となるのは径 8cm程の円礫である。掘り込み等は認められない。出土遺物は無い。

4号集石遺構

Y32、 X40グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長径0.88m、 短径0,64mの 不整円形の範囲に径 1～ 9

crnの円礫が分布する。主に南側に径 7m程 の円礫が集中する傾向にある。掘り込み等は認められない。出土遺物は

無い。

5号集石遺構

Y34、 飛筍グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。径 0。48mの円形の範囲に径 1～ 6 crIIの円礫が分布する。

円礫は南側に帯状に集中する傾向にある。掘り込み等は認められない。出土遺物は無い。

6号集石遺構

Y31、 X39グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.88m、 短軸0.65mの不整形の範囲に径 1～16cm

の円礫が密集して分布している。特に北側においては 8～15cmの拳大程度の礫が集中している。掘 り込み等は認め

られない。出土遺物は無い。

7号集石遺構

Y29、 X42グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.9m、 短軸0,8mの不整円形の範囲に径 1～ 18cm

の円礫と瓦片 (63点 )が20cm程の厚みで密集している。なお本遺構の下層部のⅣ層上面よりSK8が 検出された

が、土坑の掘込み範囲と集石の分布範囲に違いがあるため、本遺構との関連は不明である。掘り込み等は認められ

ない。出土遺物は軒丸瓦、丸瓦、英斗瓦、輪違い、面戸瓦などが出土している。H20は英斗瓦である。

o                           20cm

目版番号 登録番号 種  類 遺構・層位
…

重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

更斗瓦 7号集石 0 58 焼成後分割、凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ 40-2

つ
々

第16図  7号集石遺構出土遺物
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10号集石遺構
遺  構 層位 土  色 土  性 特  徴 遺  構 層位 土  色 土  性 特 徴

1号集石 堡10～ 9011■の円礫を含む 6サ集石 60mmの円礫 を含む

2;集石 垂10～ 1001unの 円礫を含む 7号集石 垂10～ 801mの円礫 を含む

3号集石 登10～ 1204nの 円礫 を含む 8号集石 垂10- 30mmの円礫 を含む
40～90nlnの 円篠を含む 9号集石 登40- OllI「mの 円礫 を含む

5号隻石 壬10～ 60mの 円礫 を含 む 10号集石 垂30- 80mmの円礫を含む

第17図 集石遠構 (1)
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8号集石遺構

Y29、 X42グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.52m、 短軸0.26mの不整形の範囲に径 1～ 13cm

の円礫がまとまって分布している。掘り込み等は認められない。出土遺物は無い。

9号集石遺構

Y32・ 33、 X42グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.66m、 短軸0.52mの不整長方形の範囲に径 4

～10cmの 円礫が列状に分布している。中心となるのは10cm前後の円礫である。掘り込み等は認められない。出土

遺物は無い。

10号集石遺構

Yジ・33、 X42グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長車由lm、 短軸0.72mの精円形の範囲に径 3～18cm

の円礫と瓦片 (51点)が密集して分布している。北西および南東部は撹乱を受けている。断割った結果、Ⅲ層中に

食い込む状況で凹レンズ状に円礫が確認されたことから、本来は土坑状の掘り込みを持つ可能
J性が考えられたが、

周辺部のⅢ層がグライ化による浸潤が著しく、プランとして把握することができなかった。出土遺物は丸瓦、軒平

瓦、平瓦、戻斗瓦、面戸瓦、隅切瓦などが出土している。

11号集石遺構

Y31、 X37グリッドの 1号石敷遺構上で検出し、同遺構より新しい。長軸1.52m、 短軸 1.判mの不整形の範囲に径

摯1四 8 辛つ5醒

半
Ю闘

13号集石遠構

0                       1m

半阿鬱

8

半
DV鋭

刊2号集石遺構

14号集石遠構

15号集石遠構

遺  構 層位 土  色 土  性 特  徴

11号集石 コ0～ 160nmの 円撰を含む

12号集石 ≧10～ 190mmの 円礫を含む

13号集石 至30～ 260mmの 円礫 を含 む

14号集石 褐色 砂質土 唆化鉄を微量合む 一部グライ化
15号集石 径10～ 120mの 円礫を含む

16号集石 堅10～ 180mmの 円礫 を含む

16号集石遺構

28
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1～ 16cmの円礫が密集して分布している。中心となるのは径 8m程 の円礫である。掘り込み等は認められない。出

土遺物は無い。

12号集石遺構

Y34、 X4Clグ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸lm以上、短軸0.86mの楕円形と推定される範囲

に径 1～ 19cmの 円礫が極めて密集して分布している。東部は撹乱を受けて失われているため範囲は不明瞭である。

中心となるのは径5～8cm程の円礫で、周囲の礫はやや大きめである。掘り込み等は認められない。出土遺物は無い。

13号集石遺構

軍И、X41グリッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.9m以上、短軸0.61nの楕円形の範囲に径 3～26cm

の円礫と瓦片 (32点)が分布している。西側は撹乱により失われ、東側は調査区外に延びるとみられる。掘り込み

等は認められない。出土遺物は軒丸瓦、丸瓦、平瓦、戻斗瓦などが出土している。

14号集石遺構

Y29、 X43グリッドで検出し、小溝群 2-16よ り新しい。長軸1.12m、 短軸0.72m以上、深さ0.lmの不整円形の

掘り込みの中に、径 6～19cmの 円礫と瓦片 (20点)が密集して分布している。礫は掘り込み底面に密着するものは

無く、 2～ 3 crn程浮く状況で、礫間には褐色砂質土が介在している。南西側は撹乱によリー部失われている。出土遺

物は丸瓦、平瓦、輪違いなどが出土している。

15号集石遺構

Y28、 X41・ 42グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸0.66m、 短軸0,46mの不整円形の範囲に径 1～

12cmの 円礫が密集して分布している。掘り込み等は認められない。出土遺物は無い。

16号集石遺構

Y28、 X42グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。長軸1.28m、 短軸0.72mの不整形の範囲に径1～ 18cm

の円礫が密集して分布している。東側と西側は境乱を受けている。掘り込み等は認められない。出土遺物は無い。

(3)瓦 ・礫集積遺構

1号瓦・礫集積遺構

Y30、 X41グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。 1号石敷遺構南辺に沿って瓦と礫の集積が東西の長さ

2.5m以上、南北幅0.8mの帯状の範囲に分布する。東側及び西側は撹乱により失われており、本来はより長かった

可能性がある。集積は径 2～30cmの 円礫と瓦片 (144点)をⅢ層上面に寄せ集めたような状態で確認しており、円

a王

乎D5Ю 8
丸 瓦 丸 瓦
(F134) (F51)

O
災斗瓦 丸 瓦
(H21)(F79)

潰  構 層位 上  色 土 性 特  徴
1■瓦 榛集浮 Ⅲ c iOYR3/3 暗褐色 ンルト 醒 をハ‐スに徴 0～alxlmの円礫を多量含む

第19図 瓦・礫集積遺構
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礫は15cm前後の比較的大型の礫が目立つ。遺構の性格としては他の集石遺構同様、畑の耕作の障害となった礫や瓦

を集積廃棄したものの可含旨陛が考えられる。出土遺物は軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、文斗瓦、輪違い、隅切瓦な

どがあり、比較的形状を残したものがみられた。

昂

雷版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 文  様 長さ(cm) 室さ(kg) 備   考 分  類 写真図版

軒丸瓦 1号瓦礫 珠文三巴文 0 55 瓦当部 :巳左巻・珠文数 17・ 珠径 1 5cm 40-3

コ版番号 登録番号 種 類 遺機・層位

一

重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

丸瓦 1号瓦 礫 31 1 42 2 19 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕 布 目
丸瓦 1号瓦 礫 28 凸面 :ナデ、凹面 :布 目 40-5

丸 瓦 71 0 96 ナデ 問而 :ヨ ビキ痛 布 目

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) /1m   考 分  類 写真図版

5 面戸瓦(隅切) 1号瓦 礫 23 1 75 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕 ナデ 縄圧痕、両端切断 (約 50° ) 40-7

図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ(kg)1               備 者 分  類 写真図版

1暑瓦 繰 (93) 160) 070 1凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

第 20図 瓦・礫集積遺構出土遺物

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (に3) 備   考 分 類 写真図版

突斗瓦 1号瓦 礫 け成前分割 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 1にう 40-9



第 2節 Ⅳ層上面の遺構と遺物

Ⅳ層は若林城造営時に伴う整地層であり、今回の調査区のみならず、城内の広範囲に確認している。Ⅳ層は基本

的には基盤層であるⅥ層上面に直接載っており、若林城造営時に存在していたとみられる旧表土層は確認されてい

ない。このことから、整地作業を行うにあたっては、当時の表土層に加え、その下層に存在していた可能性のある

近世以前の形成層をⅥ層レベルまで削った後に、各々の土壌を混合した形で再び敷き均していることが考えられる。

そして盛土下のⅥ層面で確認した S D26最上層の黒色土 (V層)が旧表土層などに相当する可能性がある。

Ⅳ層は現状で15～30cmの厚さを確認しているが、後世、Ⅲ層に関わる畑耕作により上半部が削平 。改変されてい

ることを考慮すると、本来はかなり厚く敷かれたものであったと推定される。Ⅳ層整地土はⅥ層を基本とし、加え

て現状では確認できない暗褐色や黒褐色土がブロック状に混入したもので、各土壌の質や混入度合いにより細分し

ている。しかしこれは主として同一作業内における積み方や土質の違いによるものであり、整地作業における段階

や時期差などを示すものではないと考えられる。またⅣ層は場所により敷き方に差異があり、殆どの場所では人為

的なブロック層として認識できるが、 1号石敷遺構下などでは粘質土と砂質土を販築状に交互に敷いた箇所なども

認められる。このことから整地段階にはすでに整地上に構築する施設を考慮した整地が行われていたものと考えら

れる。

Ⅳ層上面で検出した遺構は、礎石建物跡 4棟、建物に関わる雨落ち溝跡など8条、石組遺構 1基、石敷遺構 5か

所、塀跡 1基、溝跡16条、小溝状遺構群 2群、土坑 198基、ピット33基、集石遺構26基がある。このうち若林城

に直接関わる遺構と考えられるのは、礎石建物跡、雨落ち溝跡、石組遺構、石敷遺構、塀跡で、他には建物内での

施設などとみられるS K203・ 204・ 205、 P6な どがある。またここで溝跡としているものの中にも、塀跡の可能性
のあるものも一部含まれている。しかしこれらを除く殆どの土坑、ピット、集石遺構については廃城後の畑耕作に

関係したものが多いと考えられる。

1 若林城期の遺構
(1)礎石建物跡
1号礎石建物跡

[配置と形状]調査区の北東側で検出した東西方向の礎石建物跡で、SB2の北側、 1号石敷遺構の東側に位置す
る。この建物に関しては、第 4次調査時の 1区において東西方向に並ぶ 7基の礎石跡を確認したことで、当初はこ

の礎石跡を建物南辺とした北側に展開する建物を想定したが、今回の調査で反対に南側に展開する建物であること

が判明した。

建物西辺の南北柱筋を南側へ延長するとSB2と 3との中間ラインにあたり、両建物の西辺、東辺柱列からは 1

間 (6尺5寸≒197cm)の位置にある。また南側に隣接するSB4と は柱位置が半間違えている。建物南辺から各建

物北辺柱列までの距離は、SB2まで 7間、SB3ま で4間半、SB4まで 3間となり、建物相互は強い規格性を
もって配置されていることがわかる。

建物東辺は調査区外となるが、東側での第 8次調査において建物東辺が確認されたことで、東西棟建物であるこ

とが判明している。西辺の中央には2基の礎石跡により西側へ張り出した部分があり、これは西面する玄関部分と

考えられる。礎石跡は建物の北・西 。南辺に加え、各柱筋に合う形で建物内部にも幾つか配置されているが、数は

少なく、各礎石跡の規模も異なり、 2・ 3号建物のような総柱的な配置にはならない。

建物の周囲には北辺溝 (SD5)、 西辺溝 (SD4a)、 南辺溝 (SD6)が巡っている。SD4は西辺のみならず
玄関部の張出しに沿ってコの字形に巡るほか、建物の北および南側では隣接する 1号石敷遺構の側溝も兼ねる形で

さらに北側や西側に延びている。また西辺溝は玄関に沿って巡る溝の他に、玄関部の張出した 2基の礎石跡に切ら
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れる形で建物本体に沿って配置された溝跡 (SD4b)を 確認している。さらにSD6の 西側には溝構造と異なり、

石組を伴った石組遺構が配置されている。

[規 模]確認した建物規模は、南北が15.7m(7間 )、 東西が13.7m(7間 )以上であるが、第 8次調査の結果、

東西規模が23.6m(12間 )であることが判明している。玄関部分は西側に約 2m(1間 )張出している。柱間寸法

は北辺と南辺が各 2m程度の 1間に対し、西辺玄関部の間回は3.Om(1間半=10尺 )、 その南北両側が各2.lm(7

尺)とやや広くなるなど、北・南辺と建物妻側にあたる西辺とでの柱間寸法に違いが認められる。これは西側中央

に10尺幅の玄関を取付ける事により、その北側と南側の各 3間分を均等に割ったことによる結果とみられる。ちな

みに第 8次調査で確認した東辺側柱は 8間で、柱間は6尺5寸 とな り、当時の 1間が6尺 5寸 であることを裏付け

ることとなった。建物内部にある礎石跡は南北の並びを建物西辺の柱位置に合わせることで配置されており、中で

も西辺から東側に 5間、北および南辺から各 2間中央に寄った位置にある 2基は大型で特徴的な存在である。

建物の各側柱列と周辺溝との距離は、北辺 SD5ま でが1.6m程度、西辺 SD4ま でが1.45～ 1.6mと、おおむね

5尺から5尺5寸 となるが、南辺のSD6ま では東側が1.6m程度であるのに対し、石組遺構を挟んだ西側では1.4

mと明らかに狭くなっている。この事が何によるかは不明である。また玄関部西側での距離は1.10mと他より極端

に狭くなっている。

[礎石跡]建物を構成する礎石跡は側柱部で21基、玄関部で 2基、建物内部で 9基の合計32基を確認した。側柱

は撹乱により北西角についてのみ確認できなかった。礎石跡はこのうち10。 18・ 19'20。 28の 5基の掘り込みを行

った。また第 4次調査においては、北辺にあたる礎石跡 2・ 4・ 6・ 25・ 26の掘り込みを行っている。

柱を据えた礎石本体は 1石も残存しておらず、礎石跡の多くにはプラン中央に礎石を抜取った痕跡の抜取 り穴が

確認できる。抜取り穴は不整円形で、中にはⅢ層に類似した層が堆積し、瓦片が含まれている例が多く認められる。

このことから、礎石跡にみられる状況は、城の廃絶時には建物の解体と共に、礎石も取り外され、同時に廃棄され

た瓦が残された窪みに流入したものであることが推定された。抜取 り穴については、下部に根固め部分が存在し、

ブロック土を含まないことを特徴としているが、中には根固めの状況により判別の難しいものもみられる。

また調査区内は後世の撹乱により多くの城の遺構が破壊されてお り、礎石跡内の根固めすら失われているものも

多数ある。礎石跡のプランを平面でみると、掘り方内の外側には掘 り方埋土として黄褐色や黒色のブロック土を詰

めた層があり、その内側には根固めとして、径 1～ 25cm程の円礫を詰めた構造となっている。掘り方埋土は詰めた

ブロックの形状がそのまま残るもの以外に、それらが中心方向から横に強い力を受け、固く締まった互層 (縞状 )

が根固め周囲をリング状に巡るものが多数確認されている。これは礎石跡を構築する際、根固石を入れる前に入念

な突き固める作業を行なうことによるものと推定され、これもまた根固め同様に柱の沈下を防止するための作業と

みられる。また根固めには大小の円礫のみならず、径が極端に小さな礫や砂が入れられており、さらに根固め上面

に薄く土を敷いたものも確認されており、これらもまた同様の効果を得るための地業と考えられる。礎石跡の掘り

方は殆どのものが整地層下のⅥ層まで掘り込まれている。

SBlの 礎石跡は他の建物と比較して規模が大きく、床下の束柱か何かしら補助的な柱とみられる小規模な礎石

跡31・ 32・ 33を 除くと、径は1.0～ 1.5mで、1.3m程 のものが中心となる。また礎石跡25'28は建物中心に位置

し、径が 2m以上、深さ0.5m以上と際だって大型のものであることから、かつて存在した礎石にはかなりの荷重

がかかったものと推定される。さらに 2・ 3号建物と比較して側柱の規模や構造に大きな差は無いのも大きな特徴

といえる。 (※礎石跡30は欠番 )

礎石跡 10

建物南辺の礎石跡で、掘り込み調査を行なっている。他遺構との重複関係は無い。形状は円形で、掘り方径は東

西1.5m、 南北1.4mで、根固め径は1.lm程 、根固め上面までの深さは0.8mである。円礫の大きさは大振 りなも

つ
０
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のが目立ち、径が 1～21cmの ものを使用している。掘り込みは根固石上面で止めており、根固めの厚さや掘り方の

状況は不粥である。検出段階ではやや西側に寄って径0.68m程の不整形のプランがあり、Ⅲ層に類似する層が認め

られたことから、礎石の抜取り痕とみられる。抜取り痕内の埋土を除去すると、黄褐色ブロック土を主体とする厚

さ 5～ 6cm程の極めて締まった層が確認されたが、これは礎石を安定させるために根固石との間に詰められたもの

の可能性がある。掘り方埋土は黄trs色と黒色ブロック土との混合土で、固く締まっている。

礎石跡 18

建物西辺の玄関部主屋側にある礎石跡である。掘り込み調査を行っている。小溝群 2-6よ り古く、撹乱により

南側の一部が失われている。形状は円形で、根固め径は1,3m、 根固め上面までの深さは0.lm程である。検出段階

で径0.7m程 の不整円形のプランを検出したが、Ⅲ層に類似する層が認められたことから、礎石の抜取り痕とみら

れる。根固めは径 1～ 18cm程の円礫を使用しているが、掘り込みは根固め上面で止めており、根固めの厚さは不明

である。根固めの上面には部分的に固く締まった黄褐色ブロック土が認められ、根固石と礎石の間に詰めたものの

可能性がある。掘り方プランについては整地層と区別することが難しく確認できなかったが、根固めプランとはぼ

一致するものとみられる。

礎石跡19

西側玄関張出し部の礎石跡で、掘り込み調査を行っている。礎石跡20と対になり玄関部を構成している。小溝群

2-6よ り古く、撹乱により西側が失われている。またSD4bを 切るように検出している。当初は 1号石敷遺構が
耕作により撹拌されることで確認できなかったが、SD4aが 礎石跡 19。 20の西側に張り出すことにより建物西側
に取付き、玄関部分の礎石跡となることが明らかとなった。礎石跡は円形で、根固め径は1.2m、 根固め上面まで

の深さは0.lm、 底面の礫までの深さは0.2mで ある。検出段階では中央に径0.4m程 の不整円形のプランがあり、

礎石の抜取り痕とみられる。掘り方プランは石敷遺構の礫が周辺に散乱し、明確な線引きはできなかったが、根固

め周囲にはあまり礫を含まない輪郭が認められ、根固めプランより多少大きいものとみられる。抜取り痕内の埋土

を掘り込むと、径 1～ 3 cln程の小円礫が多数確認され、礎石はこの上部に据えられたものとみられる。さらに小円

礫の下部には破砕された多量の瓦片が確認され、特に下半のものは小片と灰黄褐色粘質土とを混ぜ合わせていたも

のが厚さ 5 cIIl程で敷かれていた。これを全て取り除くと径 5～25crn程 のさらに大型の円礫が敷き詰められていた。

大型の円礫は掘り方内に土を敷いた上面に貼り付けられるように敷き並べられている。間に破砕した瓦片を敷き均

し、上下に大小の礫を分けて詰めた構造はほかの礎石跡にはみられないもので、礎石跡位置の特殊性による構造と

考えられる。出土遺物は丸瓦、軒平瓦、平瓦、輪違いなど374点がある。

礎石跡20

西側玄関張出し部の礎石跡で、掘り込み調査を行っている。礎石跡19と対になり玄関部を構成している。礎石跡

19同様、 SD4bを 切るように確認している。形状は円形で、根固め径は lm、 根固め上面までの深さは0。 14m、

底面の礫までの深さは0.3mである。検出段階で中央に径0.8m程の円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられ

る。掘り方プランは礎石跡同様、根固めプランよりやや大きいとみられる。礎石の抜取り痕内の埋土を掘り込むと、

径 1～ 10cm程の円礫が密に確認された。主体となるのは 5 crn前後の小円礫でありこの面が礎石の据面になるとみら

れると礎石跡19の ような破砕した瓦片はみられなかったが、この小円礫と共に瓦片が含まれていた。底面近くには

5～ 10cm程度のやや大きめの円礫が敷き詰められ、側面には径20～30cm程の大型の円礫が幾つか並べられていた。

出土遺物は丸瓦、平瓦など64点、越前焼甕 1点、土師質土器皿16点がある。

礎石跡28

建物内部の大型の礎石跡で、掘り込み調査を行っている。大型の撹乱内において検出したため上面が完全に失わ

れており、本来の規模は不粥である。形状は不整形であるが本来は円形とみられる。他の礎石跡に比べ平面規模や

37



辛1幽

礎石跡10

1220¶  小溝2群 6

礎石跡19

掘り下げ状況

小溝 2群 5

子19h92 半1醒 幸195692

礎石跡20
掘 り 下 げ 状 況

  性 下 司 ~― す 当 一 ― す ¬ 一 ― 早

小溝2群5 __J~~

礫上面

遺  椿 層位 上  色 十  性 特 徴 置 格 層位 上 色 上  性 特  徴

礎石跡 10
10YR3/3 暗褐色 Ⅱ層に預似するが貨褐色粒を多畳、日礫を含む (抜取差

礎石跡19
2 10YR4/6 褐色 q褐色砂質上,径 20～ 100mの円礫を多量含む(lRttE

2 10YR4/4 鶴色 ンアレト ☆褐色ノロックを主体とし、魯～1脳の黒色プロッタを含むllR園鯰 10YR4/2 灰 貢褐 色 炭砕した瓦片を多量含む (根固め)

礎石跡 18
黒褐色 シアレト 黄褐色粒 。自色粒 円礫を含む (抜取涙 1 10YR4/4 褐色 シァレト 講色砂貼 黒色アゥクを蛙、級脳とのPIRIr4輸む骸釉

10YR3/4 暗褐色 シァレト 責褐色粒を多宣、円礫含み鉄分沈君する (根固互 礎石跡20 10YR4/3 にぶい黄褐在 シル ト 垂20～ 200m4の 円礫を多量含む (根固め

維石跡 19 暗褐色 シァレト 3 10YR3/4 暗褐色 シァレト て責協色上 径1～2ndの 黒色ブロックを少量含む (根□E
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深さが大型なのが特徴で、深い撹乱底面においても残存していた。やはり大型の礎石跡である25の 3間北側に位置

し、柱筋を合わせている。残存する形状は南北にやや長い楕円形で、掘り方径は南北1.9m、 東西1.66m、 根固め

径は南北1.45m、 東西1.3m程である。根固めには 2～ 18cm程 の円礫を詰めており、中心となるのは15cm前後の

やや大きな円礫であるが、原位置を保っている礫と乱された礫を厳密に判別することは難しい。撹乱を利用して断

面確認を行なったところ、掘り方底面から壁面にかけて厚さ10cm程の黄褐色ブロック土を貼 り、その上部に径10

～15cm程の円礫を密に敷き詰め、さらに上部に多少大きめの円礫を詰めていることがわかった。

礎石跡 1

建物北辺の礎石跡で、小濤群 2-2よ り古い。撹乱のため掘り方南側と根固石が僅かに残存しているのみであり、

規模は不明である。根固めは 1～ 10cm程の円礫が確認でき、その多くは径10cm程の礫である。

礎石跡 3

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-2、 S K68よ り古い。撹乱により東側が失われているため形状は不整形で、掘

り方径は1.3m、 根固め径は0.78mで ある。根固めには径 1～ 12cm程の円礫を密に詰めており、中心となる礫は径

10cm程で、礫間には径 1～ 5m程 の小円礫が詰められている。掘り方埋土はブロック上が固く締まるもので、根固

石と同じような大きさの円礫も少量含んでいる。

礎石跡 5

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-2よ り古い。撹乱により東側が失われているため形状は不整形で、掘 り方径は

1.3mである。掘り方部分のみ確認しているが、中心部には径 1～ 15cm程の円礫が散在し確認できるブロック土の

やや少ない範囲がある。掘り方埋土はブロック土を含み、固く締まっている。出土遺物は煙管などがある。

―で動―
印 1

第 24図  1号 礎石建物跡  礎石跡 5出上遺物

礎石跡 7

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-2よ り古く、六角塔基礎により東側が失われている。形状は円形で、掘 り方径

は0.8m程である。根固めは径 1～ 12cm程 の円礫を詰めているが、10cm程 のものが中心である。中央部に抜取 り痕

の可能性のある円礫の分布が薄い範囲が認められる。掘り方埋土は黄褐色ブロック土を含み、固く締まっている。

礎石跡 8

建物南辺の礎石跡で、六角塔基礎により南側の上部が失われている。形状は円形で、掘り方径は1.lm、 根固め

径は0.8mである。根固めは径 1～ 12cm程 の円礫を密に詰めており、径10cm程のものが中心である。撹乱により断

面観察を行なったが、根固めの厚さは0.2m以上あり、掘 り方はⅥ層面に達している。掘り方埋土は黄褐色と黒色

ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっていることから、十分に突き固めた後に根固石を入れたものとみ

られる。

礎石跡 9

建物南辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。形状はやや不整円形で、掘り方径は東西1.5m、 南北1.29m、

根固め径は東西1.lm、 南北 lmである。中央部には径0.7m程の不整円形のプランがあり、礎石の抜取 り痕とみら

れる。根固めは径 1～17cm程 の円礫を含んでいる。根固石は東側でやや列上に確認した以外は散在し、礫間には黄

褐色ブロック土を含んでいる。掘り方埋土は黄褐色と黒色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。

0                        10cm

図版番号 登録番号 種  類 器 種 遺構・層位 重さ (g) 備   考 写真図版

銅製品 煙 管 SB l礎 5 08 61

39



都靱

辛邸醜
霞

摯
や
響
小溝 2群2

小溝 2群9

カクラン
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礎石跡 1

2対 半195687

廟9津
六角塔基礎

六角塔基礎

背
95704
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礎石跡 9

礎石跡 3

礎石跡28

2群 2

礎石跡 7 礎石跡 8

O  ⌒       ν

礎石跡 5

礎石跡 11

遺 構 層 位 土  色 土  性 特  徴 漬 構 層位 土  色 土  性 特  徴

礎石跡28
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト Ⅱ層に類似するが黄褐色粒含む (根固め 礎石跡 8 2 10YR6/4 にぶい貢種C シルト 島色・暗褐色ブロックを多量含む (掘 り方

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト 黄褐色粒含む (根固め)

礎石跡 9

1 10YR4/4 褐色 ンル ト 鍋 色砂粒、炭化物粒を含む (抜収涙

礎石跡 1 1 10YR4/4 褐色 シァレト 黄褐色砂泣、炭化物粒を含む (掘 り方 2 tOYR5/1 褐灰色 シァレト 島色 暗褐色ブロック、円礫を多量含む や恨固め)

礎石跡 3
10YR5/6 黄褐色 シル ト 必色,暗禍色ブロンク、砂れ、円礫を多重含むは困め| OYR6/4 にボい黄橙亡 シァレト B色・暗褐色ブロックを多量含む (掘 り方

2 10YR5/1 褐灰色 シルト 島色・暗褐色ブロンク、円礫を多重含む (根回め

礎石跡 H
OTR5/6 黄褐色 シァレト 鳶褐色砂質ブロック・暗格色ブロック (抜取痕

礎石跡 5 10YR4/4 褐色 シルト 資褐色砂粒、炭化物粒を含む (掘 り方 OYR5/1 褐灰色 ンル ト 島色・暗褐色ブロック、日礫を多畳含む (根固め)

礎石跡 7 10YR4/4 褐色 ンアレト 簑褐色砂粒、炭化物粒を含む (根固め 3 0報6/4 1こぶい貢橙ε 島色・暗褐色ブロックを多量含む (掘 り方

礎石跡 8 10YR5/1 褐灰色 シノント 島色 暗褐色ブロック、円礫を多重含む (根固め|
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礎石跡 11

建物南辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。撹乱により東側の一部が失われている。形状は不整円形で、

掘 り方径は東西 1.2m、 南北1.lmである。検出面での根固石の密度は低く、範囲も不明瞭である。中央部には径

0.48m程 の不整円形のプランがあり、径10crn前後の円礫を僅かに含み、礎石の抜取り痕とみられる。掘り方埋土は

黄褐色と黒色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡 12

建物南辺の礎石跡で、小溝群 2-9、 S K141よ り古い。形状は不整円形で、掘り方径は東西1,7m、 南北1.49m、

根固め径は東西1.19m、 南北 0。95mである。中央部に径0.86m程の不整円形のプランがあり、礎石の抜取り痕と

みられる。根固めは径 1～18cm程の円礫を含んでいる。根固石は散在し、礫間には黄褐色ブロック土を含んでいる。

掘 り方埋土は黄褐色と黒色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石勘 13

建物南辺の礎石跡で、撹乱により大半が失われており、北側の一部を僅かに検出したにすぎない。小溝群 2-9

より古い。形状は円形で、規模は不明である。中央部は径 2～10cm程 の円礫を比較的密に含んでおり、根固め部分

とみられる。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡 14

建物南辺の礎石跡で、撹乱により東半の上部が失われているが、撹乱底面において残存している。南側には 1号

石組遺構が近接して存在するが、相互の掘 り方に重複関係はない。形状は不整円形で、掘り方径は南北0,98mで あ

る。検出面では円礫は殆ど確認できず、黄褐色ブロック土を含むプランとして検出したが、撹乱底面においては径

1～8cm程の円礫がみられたことから根固めとなるとみられる。掘り方は撹乱底面よりも更に0,2m以上掘り込まれ

ている。

礎石跡 15

建物南西角の礎石跡で、 S D21よ り古い。周辺の整地層の削平が著しく、根固石が露出した状況で検出した。形

状は不整円形で、掘り方径は1.41m、 根固め径は南北0.82m、 東西0.7m程である。根固めの中央部は径0.41m程

の不整円形に石の隙間が多い箇所や瓦片を含む範囲があり、礎石の抜取り痕となる可能性がある。根固めは径 1～

20crn程 の円礫を多く含み、径10cm程のものが多い。根固石は掘り方のラインに沿って立つ箇所があり、壁に貼り

付けるように詰めているものもある。掘 り方埋土は黄褐色と黒色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡 16

建物西辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。形状は不整円形で、掘 り方径は東西1.lm、 南北1.02m、 根

固め径は東西0.69m、 南北0,7mで ある。根固めは径 1～ 12cm程の円礫を密に詰めており、径10cm程のものが多

い。掘 り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡 17

建物西辺の礎石跡で、小溝群 2-7よ り古い。形状は比較的整った円形で、掘り方径は1.5mである。根固めはほ

ぼ掘り方と同範囲で確認され、径1.41n程の範囲に径 1～ 16cm程の円礫を密に詰めており、径10cm程のものが多い。

中央部にある礎石の抜取り痕とみられる東西1.lm程、南北0.8m程の不整円形プラン内には、径1～20clll程の円礫

を含んでいる。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡 21

建物西辺の玄関部主屋側にある礎石跡である。小溝群 2-5よ り古く、撹乱により北側上面が失われている。掘

り込みが深いため撹乱底面においても残存している。形状は小溝や撹乱と重複していることから不整形であるが、

本来は円形とみられる。掘り方径は1.4mで ある。検出面では殆ど確認できなかったが、撹乱底面において根固め
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礎石跡 12
1 10YR4/4 褐色 シルト 黄褐色砂粒、炭化物粒を含む (抜取痕 礎石跡 16 10YR6/4 にぶい黄橙迄 シル ト 褐色 暗褐色ブロックを多量含む (掘 り方

10YR6/4 にぶい黄橙在 シル ト 掲色・暗褐色ブロックを多量含む (掘 り方
礎石跡 17

10YM/4 褐色 ラ/ル ト 黄褐色砂粒、炭化物粒を含む (抜取痕

礎石跡 13
10YR4/4 褐色 ンル ト 黄褐色砂粒、炭化物蔵を含む (根固め 10YR5/1 褐灰色 ンル ト 掲色 暗協色ブロック、日礫を多量含む (根固tl

2 とOYR6/4 にぶい黄橙ぞ シル ト 褐色 暗褐色ブロックを多量含む (掘 り方
礎石跡 21

10YR5/6 黄褐色 髯褐色砂官ブロック・階褐色ブロック (掘 り方

礎石跡 14 tOYR5/6 黄褐色 黄褐色砂質ブロック・暗褐色ブロック (掘 り方 2 10YR5/1 褐灰色 ンアレト 局色 .暗褐色ブロック、円礫を多畳含む (根固鯰

礎石跡 15
1 IOYR5/1 褐灰色 シァレト 場色 .鷲協色プロック、円榛を多畳含む (根固

' 礎
石跡22

10YR4/4 褐色 ンフレト 鶉 色砂粒、炭化物粒を含む (抜取猿

2 10YR6/4 にぶい黄橙迄 シル ト 褐色・贈褐色ブロックを多量含む (掘 り方 10YR5/1 褐灰色 シァレト 島色・暗褐色ブロック、日礫を多畳含む (根国お

礎石跡 16 iOYR5/6 苦褐色 シルト 箕褐色砂質ブロック 暗褐色ブロック (根固め
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を確認した。根固めは径 1～ 16cm程 の円礫を密に詰めており、径 8～10cm程 のものが多い。掘り方埋土は黄褐色ブ

ロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡22

建物西辺の礎石跡で、小清群 2-4、 S K70。 75よ り古い。撹乱により東半部上面が失われているが、掘り込み

が深いため撹乱底面でも残存している。形状は不整円形で、掘り方径は1.3m、 根固めはほぼ掘 り方と同範囲で確

認されている。径1～ 22cm程の円礫を密に詰めており、径15cm程 のものが多い。中央部には東西0,7m、 南北0.32

m程の不整円形のプランを検出したが、堆積土は炭化物粒を含み、Ⅲ層に類似していることから礎石の抜取り痕と

みられる。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を多く含み、固く締まっている。

礎石跡23

建物西辺の礎石跡で、小溝群 2-7、 S K74よ り古い。撹乱により南側の一部が失われている。礎石跡は小溝と

重複することから不整形であるが、本来は比較的整った円形になるものとみられる。掘り方径は1.lm、 根固め径

は0,9mで ある。中央部に径0.3m程 の不整円形の落ち込みがあり、礎石の抜取 り痕になるものとみられる。根固め

は径1～ 13cm程の円礫を比較的密に詰めており、径10cm前後のものが多い。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土

を多く含み、固く締まっている。

礎石跡24

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-4よ り古い。撹乱により北側が一部失われている。形状は不整円形で、掘り方

径は1.3m程である。検出面がグライ化していたこともあリプランは不明瞭である。検出面では根固めは散在して

分布する状況で確認されている。根固めには 1～ 12cm程の円礫を使用しており、径10cm前後のものが多い。掘り

方埋土は固く締まっているものの、ブロック状のものはみられない。

礎石跡25

建物内部の大型の礎石跡で、撹乱内において検出したもので、南側の大半は上面が失われているが掘り込みも深

いため撹乱底面において残存していた。礎石跡28と対になるものである。検出部分での掘り方径は南北1.7m、 東

西1.5mで、形状は南北にやや長い楕円形である。掘り方ラインの内側には一定幅をもって根固めラインがみられ

る。撹乱を利用して断面の確認を行なったところ、構造は掘り方内に厚さ10cm程 の黄褐色ブロック土を貼り、径

10cm程度の円礫を密に敷き詰めた上部にやや大きめの円礫を詰めていることがわかった。しかし撹乱の影響が著し

く、根固め上面の状況や礎石の抜取り痕などは不明である。礎石跡25は第 4次調査ではSKlと して取り扱ったも

のである。

礎石跡27

建物内部の礎石跡で、 S K137よ り古い。撹乱内において検出したもので、上面が失われている。形状は削平の

ため不整形であるが、本来は比較的整った円形で、規模も現状より大きかったとみられる。掘り方径は0.95m、 根

固め径は0.5m程である。根固めは径 1～ 20cm程の円礫を密に詰めており、径10cm前後のものが多く、礫間にはブ

ロック土が詰められている。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を多く含み、固く締まっている。掘り方内にも

径 1～ 12cm程 の根固石とみられる円礫がいくつか確認されたが、これは上部が削平を受けているため、根固めの底

面付近の一部が残存していたことによるものと考えられる。

礎石跡29

建物内部の礎石跡で、撹乱により北側および南側が一部失われている。形状は不整円形で、掘り方径は1.lm程

である。検出面でみると根固めの円礫はまばらであるが、撹乱断面でみると密に詰めた状態が確認できる。根固め

は径 2～20cm程の円礫を使用しており、径15cm前後のものが多い。掘り方埋土は固く締まっており、暗褐色ブロ

ック土を多く含んでいる。
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礎石跡23
1 10YR4/4 褐色 シァレト 鷺褐色砂粒、炭化物粒を含む (抜取痕 礎石跡27 10YR5/1 褐灰色 ンルト 島色 暗褐色ブロック、円礫を多量含む (根固め

2 10YR5/1 褐灰色 シル ト 島色`嗜橘色ブロック、日礫を多量含む (根固め 礎石跡29 iOYR4/4 褐色 シアレト 1褐色ブロック、炭化物社を少畳、円礫をケ量含む (掘り方

礎石跡24 I 10YR4/4 褐色 /ル ト 鷺褐色砂粒、炭化物粒を含む (根固め
礎石跡31

1 10YR4/3 にぶい黄褐
=
シル ト 辞色ブロッ を含む (抜取痕 )

礎石跡25
10YR5/1 褐灰色 ンル ト 島色 .暗褐色ブロック、円礫を歩畳含む (根固め 2 10YR4/3 にぶい黄褐て ンル ト 弐褐色砂質土・黒色ブロックを含む (掘 り方

10YR6/4 にぶい黄橙ぞ シァレト B色 贈褐色ブロックを多量含む (掘 り方 礎石跡32 1 10YR4/3 にぶい天褐 g シァレト 費褐色砂質土・黒色ブロックを含む (掘 り方

醸石跡27 10YR4/4 褐色 ンル ト き褐色ブロック、炭イヒ物粒を少量含む (抜双痕 礎石跡33 1 シァント 奇褐色砂質土・黒色ブロックを含む (掘 り方
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礎石跡31

建物内部の小型の礎石跡とみられ、他遺構との重複関係は無い。撹乱により西側および南側が一部失われている

ため形状は不整形で、規模も不明である。礎石の抜取り痕の可能性もある褐色土範囲を確認しており、外側の掘り

方埋土とみられるプランには黄褐色と黒色ブロック土を多く含み、固く締まっている。礎石跡32・ 33同様に根固石

は一切確認できず、他の礎石跡と異なった構造といえる。

礎石跡32

建物内部の小型の礎石跡とみられ、他遺構との重複関係は無い。撹乱により西側が一部失われている。形状は南

北に長い精円形で、掘り方とみられるプランの径は南北0.6m、 東西0.35m程である。掘り方のみの確認で、埋土

には黄褐色砂質ブロック土と黒色ブロック土を含み、固く締まっている。根固石は一切確認されなかった。

礎石跡33

建物内部の小型の礎石跡とみられ、他遺構との重複関係は無い。形状は南北に長い楕円形で、掘り方とみられる

プランの径は南北0.75m、 東西は不明である。掘り方埋土には黄褐色砂質土と黒色ブロック土を多く含み、固く締

まっている。根固石は一切確認されなかった。

[溝 跡]掘 り込みは、SD4aが SBl西辺北側と石敷遺構南辺西側、SD5が SBl北辺中央、SD6が 中央

と東端で行い、断面調査はSD4bで 行なった。各溝はSBlの周囲を巡ることから、雨落ち溝として機能したこ

とが考えられるが、第 8次調査の成果から、SD6はその構造の特殊性や幅の広さ、さらに他の溝と接続しながら

配置されることで、水路的な性格も併せ持っていたと考えられている。またSD4aは SBl西側妻側の雨落ち溝

となると共に、 1号石敷遺構の周囲に巡らした側溝としての性格も有している。各溝跡の構造や幅は場所により様々

で、この違いは溝の主たる性格を示しているものと考えられる。

4号溝跡

SD4は SBlの主に西辺に位置し、同時に 1号石敷遺構の南・東面の側溝とした溝跡で、西側玄関の張出しに

沿わず、建物本体の西辺際に確認した古い溝跡をSD4bと し、それ以外を4aと した。以下ではSD4b以 外の

部分をSD4と して記述する。

SD4は北西角が撹乱により大きく失われている以外も六角塔基礎などにより壊される箇所が多い。建物西辺側

での確認長は21.8mである。玄関北側で掘り込んだ 1区の状況をみると、幅1.2m程の溝掘り方内の底面および壁

面に黄褐色シル ト土で埋め戻した後に、 1号石敷遺構に見られるのと同様の径 1～ 3cm程の小円礫を清底面から西

壁面全体に敷き詰めている。底面は比較的平坦で、壁面は底面から急に立ち上がり、途中から緩やかになっている。

建物側の東壁中位には偏平の円礫が一段並べているが、それより上部に小礫は敷かれていない。またこの並べられ

た円礫が本来1段のみだったのかは明らかでない。壁面上半部の緩やかな傾斜はそのまま西側の石敷遺構へとつづ

き、溝と石敷遺構は一体的な構造をもっていたとみられるが、溝内の小礫の一部は石敷からの流入とみられる。

清の開日部幅は1.05m程 と掘り方幅より多少狭い程度で、中位の段より下部の幅は0.5m程、深さは深い場所で0.5

mである。清西側の掘り方ラインは石敷が載ることにより不明である。

玄関部が張出した西辺をみると、確認のみであるが溝幅は0.5～ 0.6mと狭く、これは上部の屋根の構造に合わせ

た規模や構造と理解できる。

建物から離れた調査区北壁近くでは、幅1,35mと広めの掘り方に幅0.5mと狭い開口部が確認され、西側の石敷

側壁面には径20cln程の円礫が 3個並んでいる。断面をみると、濤本体の掘り込みは浅く、掘り方内に予め貼った埋

土も浅いことがわかる。また 1号石敷の南辺側溝部分では、溝幅は0.5m程 で、掘り方を伴うかは不明である。溝

の深さは0,45mで、溝内には流入した小礫が多量に含まれている。以上のように連続する同じ溝跡でも、建物に面

する場所と石敷の側溝を形成する場所とではその構造に大きな違いがあることがわかる。
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遺  構 層位 土  角 上 性 特  徴

SD4a

tOYR4/4 褐色 シル ト 貨褐色粒.自色粒を微量、小狭`瓦片を微量含む

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト ≧20～ 40mmの円礫を少量含む

10YR4/3 にぶい黄褐ぞ ンル ト (掘 り方 )

10YR4/4 褐色 ンルト

5 10YR3/3 暗褐色 シァレト i掘 り方 )

6 10状 5/2 灰黄褐色

7 iOYR5/8 貢褐色 貨裾色砂質とを主体とし暗褐色土を含む (掘 り方

10YR4/4 褐色 ンアレト 輔 色粒 ,自色粒を微量、小礫・瓦片を微量含む

10YR3/4 暗褐色 ンアレト 垂20～ 401mの円礫を少量含む
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SD4b

第28図  4号溝跡  1区周辺
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目版番号 登録番号 種 類 造構・層位 文  様 長さ (cm) 重さ (kg) 備    考 分 類 写真図版

Fl 軒丸瓦 殊文三巴文 瓦当部 :巴左巻・珠径 1 4cm(1号瓦・礫 と接合 )

軒丸瓦 珠文三巴文 120) 瓦当部:川左碁̀珠径1 5cm凸面:ナデ「』面:ヨ ビキ痕布E

軒 税瓦 三日支 瓦当部 :巳左巻 40-12

ヨ版番号 登録番 号 種  類 遺構 層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

F25 丸瓦 (174) (88) 凸面 :ナデ、凹面 iコ ビキ痕・布 目 40-13

丸 瓦 158 22 87 1 13 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

6 丸 瓦 品面 :ナデ  団面 :コ ビキ施・ 布 日・ 組 圧痛  4T大 あ り 40-15

図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 文  様 長さ (cm)

ー

重量 (kg) 備    考 分  類 写真図版

軒 平瓦 不 明 町面:ナデ・離砂、凹面:ナデ瓦当部剥祐

目版番 号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ(kg) 備    考 分 類 写真図版

推瓦 0 92 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ
9 平瓦 23 凸面 :ナデ、凹面 iナデ、刻印 |三角形 底辺 Icm 41-2

平 , 凸商 :ナデ 離秒 凹而 !ナテ

第 29図  4号溝跡出土遺物 (1)
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聖版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備 考 分  類 写真図版

平瓦 SD4 32 5 凸面 :ナデ・離砂 凹面 :ナデ・指菌痕 41-5

2 G54 平瓦 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ 41-3

平瓦 1 15 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ

平 瓦 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ  刻印 iC字形 径8m
5 平 瓦 凸面 iナデ・離砂、凹面 !ナデ

6 平 瓦 1 02 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ 焼成後分割 される 41-8

7 平 瓦 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ 刻F口 :三角形(浅く押直しあり)底辺l cn 41-10

3 平 瓦 凸面 :ナデ・離砂 凹商 :ナデ 刻印 :C字形 径81n
9 G46 平瓦 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ 亥J印 :三角形 底辺 l cm

平 瓦 21 0 21 凸面 :離砂、凹面 :ナデ 刻印 :円 重ね 径 1 3cn 41-13

7瓦 (隅切 | 0 21 凸面 !ナデ、凹面 :ナデ 切隅部 :焼成前分割後粗いケズリ
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第 30図  4号溝跡出土遺物 (2)
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コ版番号 登録番号 種 類 澄構・層位 重 さ(kg) 備    考 分  類 写真図版

1 更斗瓦 17 2 113 焼成前分割→側面ケズ リ 凸面 :ナデ、凹面 !ナデ・幅広の刻線6本 あ り 1の
FAf斗 百 23 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ・幅広の刻線3本あ り

コ版番号 登録呑号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

輪違ヤ 149 (60) 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕 布目
4 輪違ヤ 13 4 65 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目 2 41-18

(65) 凸面 :ナデ 凹面 :コ ビキ痕・布目

図版香号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

面戸瓦 122 0 27 凸面 :ナデ 凹lF:コ ビキ痕
面戸瓦 SD4 20 72 凸面 :ナデ、凹面 :布 目

面戸瓦 94 0 35 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕
而戸 瓦 SD4 67 0 37 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕

面戸 瓦 凸面 :ナデ・ケズリ、凹面 :ナデ

第31図  4号溝跡出土遺物 (3)
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当初、 SD4は SBlの 西辺において建物本体に沿って直線的に確認されていたが、後に玄関を構成する礎石跡

19。 20が SD4を 切り、同時に両礎石跡の西側に鉤形に曲がる新たな清跡 (SD4a)の 存在が確認された。SD4

bは礎石跡19と 20の 間に幅0.6m以上、深さ0.lm程 の浅い溝を掘った後、黄褐色ブロック土のみで完全に埋め戻

されており、溝内に礫などは殆ど含んでいない。以上のことから、 SD4bに ついては、 SBlが 当初玄関部を持

たない構造であったことに伴い建物周囲に配置された溝跡で、後の玄関部の追加に伴い埋められ、他の溝部分も新

たに造 り替えた可能性も否定できないが、 SD4bの 構造が素掘りで、石敷や石列など伴わない簡易なものである

|

1               1

胞
腑
脱

み

一 o

一◎
7

0                      10cm

o                             20cm

o                              4cm

図版番号 登録番号 種  類 遺構 届位 嗚 重さ(kg) 備    考 分  類 写真図版

鬼瓦 0 15 籠頭部分、外面 :ナデ 41-26

弦 瓦 海津型、外面 :ナデ、内面 :ナデ 41-27

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位

ー

重 さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

H137 SD4 28 6 凸面 :ナデ 凹面 :ナデ (SD6 表土と接合)

図版番号 登録番号 種  類 器 種 遺構・層位 産  地 時  期 備    考 写真図版

14 陶器 F4 美濃 17C前半 灰 釉 55-19

X4 l師質土器 83 在地 17C初 め ロクロ調整、底部糸切 り 59-10

■師ζ土器 脱臨蕪 (50) 在地 ロクロ調整 外面体部下端に橋位のケズ リ

50

第32図  4号溝跡出上遠物 (4)

図版香号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 重さ (g) 備    考 写真図版

鉄製品 不明 61-30

銅製品 餞 10 紹聖元奮 (象書 )



ことから、何らかの意図をもって掘られた基礎構造である可能性が高いといえる。

出土遺物は、軒丸瓦、丸瓦、軒平瓦、平瓦、英斗瓦、輪違い、面戸瓦、隅切瓦、菊丸瓦、鬼瓦など瓦片が573点

のほか、陶器 14点、土師質土器皿13点、焼塩壷 1点、土師器 3点、銅銭 1点、鉄製品 3点がある。陶器のうち 3

点は越前焼甕の破片である。Fl・ 2は軒丸瓦の瓦当部で、瓦当文様は珠文三巴文 (左巻き)である。 F25～ 27は

丸瓦で、 F26の尻側には釘穴が認められる。G3は軒平瓦で、瓦彗面の剥落部分にはヘラ状工具による切れ込みが

認められる。G37～41,46～ 51・ 53・ 54は平瓦で、G49の長さは32.5cmである。G49を除いてはいずれも破片

で、全体の長さ、幅は不明である。また、G38・ 40・ 41・ 46・ 50。 53の小日面には刻印が認められる。G208は隅

切瓦で切断面は粗い削りで調整される。H4・ 5は英斗瓦で、凹面にはヘラ状の工具による幅広の線刻が数条認め

られる。H35～ 37は輪違いで、いずれも尻部が丸く窄まる形状である。H86～ 88・ 90。 91は面戸瓦で、H90を除

き丸瓦を輪切りにしたような形状である。H91は全体形の判る唯―の資料で、長さ10。 lcm、 幅16,Ocln、 高さ7.2cm

である。H90は、基郡に引掛け部分を持ついわゆる蟹面戸に近い形状をしており、他のものと形状が全く異なるが、

面戸瓦としての使用が考えられる。H108は菊丸瓦の瓦当部である。H123・ 124は鬼瓦で、H123は鬼瓦の龍頭部

分とみられる。H124は海津型の破片である。H137は箱戻斗瓦とみられ隅切である。

X3は土師質土器焼塩壷の底部、X4は土師質土器皿の底部で、ロクロ成形、底部回転糸切りである。Nlは銅

銭で「紹聖元賓」である。N20は筒状の不明鉄製品である。

5号溝跡

北辺溝となるもので、小溝群 2-1、 S K68よ り古く、六角塔基礎などの撹乱で部分的に失われている。SD5

半195684

12翻
小溝 2群 1

SK68

平 瓦
(C56) 紫1朗

2区瓦出土状況 (検出のみ)

第33図  5号溝跡

0                      1m

遺 格 層位 土  色 土 性 特  徴

10YR4/3 にぶい黄褐【 シルト ヨ礫・瓦片を中～下位に少量含む

10YR4/4 褐色 レ/ル ト 垂20～ 50mmの 円礫を含む

3 10YR4/4 褐色 昂色砂を主体とし径10～ 30duの 円礫を含む

疋褐色V1/質 土、暗鶴色シル トの混合土 (掘 り方

5 10YR4/3 にぶい黄褐【 シァレト 貨褐色砂質土 黒色小ブロノクを少畳含む (掘 り方
10YR4/3 にぶい黄褐進 ンル ト 量のAIB色砂賃上を少量、早色小プロックを欲餘む(揺 ,尤
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一

0                             20cm

一曲

図版番号 登録番号 種  類 違構 屑位 文  様 長さ(cm) 重さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

軒平瓦 花菱文 (29 7) 活水寛 凸面iナデ・離砂、凹面:ナデ 2A 42-2

図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位

…

重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

平 瓦 (29 9) (271) 20 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ 42-3

平 瓦 24 061 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ

平瓦 1 32 pi雨 :ナデ・81t砂  ,日面 :ナデ 亥1印 :円 に十年の亥み 客12mm

図版番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備   考 分 類 写真図版

面 戸 面 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布目

第 34図  5号溝跡出上遺物 (1)

は西側のSD4と の接続部分を境にして溝幅が異なるとみられることや、当初、 1号石敷遺構の側溝をSD4と呼

称したことから、それから外れる東部分をSD5と している。溝の西端は撹乱により大きく失われており、SD4

との接続部構造は不明である。確認長は21.6mで、確認のみであるが、幅 lm程の掘り方をもち、溝開口部は0.6m

つ
々



図版番号 登録番号 種  類 器 種 遺樹・層位 産  地 時  期 偏    考 写真図版
陶 器 大 皿 唐津 17C前半 二彩絵唐津  童荘 笠

0                        10cm

第 35図  5号 溝跡出土遺物 (2)

程と推定される。しかしこれらのラインは東側では不明瞭となる。撹乱断面からみると、深さ0.45mの掘り方の底

面には厚さ0.15m、 壁面には厚さ0.4mの 黄褐色ブロック土を厚く貼りつけ溝底面や壁面としている。溝の底面に

は径20cm程 の偏平円礫がみられるが、全体での状況かは明らかでなく、また堆積土内に径 1～ 3cm程の小円礫が

認められたが、これもまた敷かれたものかは不明瞭である。 SD5を 切るS K64を掘削した場所の観察でも底面に
小礫などは確認されず、SD5は 特別な構造を持たない溝の可能性がある。
出土遺物は、丸瓦、軒平瓦、平瓦、面戸瓦など瓦片43点、陶器 1点がある。G4は完形の滴水瓦で、瓦当文様は
花菱文である。長さ32.7cm、 高さ9.6cm、 広端幅29.7cmで、平瓦部分の大きさはG55と はぼ同じである。 G55・

56・ 58は平瓦で、全体の大きさの判るG55は、長さ32.5cm、 広端幅29,9cm、 狭端幅27.lcmである。H92は面戸

瓦である。 18は 二彩唐津の大皿で草花文。
6号溝跡

南辺清となるもので、六角塔基礎や試掘 トレンチなどで部分的に失われている。西端部はSD4と 接続しており、
西側には主軸を違えて 1号石組遺構が溝間に構築されている。確認長は17.lmで東側は調査区外に延びていく。石

組遺構より東側の状況をみると、最も広いところで幅1.3mの掘り方をもち、溝の開口部は0,7m程 とみられる。掘

り込みは 3か所で行い、西側から 1区、 2区としている。

1区は 1号石組遺構の東側の接合部にあたる。この部分は溝跡の検出段階から丸瓦を主体とする瓦片が溝方向に

沿って 2列に並ぶ状況が確認されており、瓦は溝埋土の途中段階で黄tlB色ブロック土で敷き均した後に意図的に列

状に置いたものとみられる。これらの瓦を取 り外し、ブロック土を除去すると、溝本来の堆積土とみられる暗褐色

シル トが確認された。第 8次調査では、 SD6の 東側延長部分において、溝の底面を嵩上げし、改修している状況
が確認されており、今回の掘り込み部分についても、同様の改修が行なわれた可能性も考えられる。なお 1区では

2区で確認した側板の存在は確認できなかったが、石組遺構近くでは板材や礫を使用していない溝の可能性もある。

底面には掘り方埋土として15crn程度の厚さで黄褐色と灰色ブロックの混合土が敷かれている。 1号石組遺構との接

続部については、石組が露出していたため掘り下げを行わなかったが、際には割石が 1石据えられており、溝は同

じ深さや幅で石組遺構と接続していない可能性もあるが、上部が削平を受けているため、詳細は不明である。



半Ю5約 3

協

鞘9四3

底面状況

瓦

面      ~
b

12夏澪

12ズ淵
辟

0                      1m

遺  橋 層位 土 色 土 性 特 徴 置  構 層位 土 色 土 性 特 徴

10YR3/3 暗褐色 ンル ト 苦褐魯シル ト粒・ 白色粒を含む OYR4/3 にぶい黄褐C ンアレト k色シルトブロック 寅絡色ブロックを含む (掘 り万

2 IOYR4/4 褐色 シァレト 黄褐色シルトlA・ 小プロックを多量含も 10YR3/3 暗褐色 砂質土 暗褐色砂粒を多量含む (側板展研
'

10YR3/2 黒褐色 シァレト 黄褐色シルト粒 径5～ 10剛の炭化物粒を含迦 7 tOYR4/4 褐色 シル ト 黄褐色土粒 を微量含む (杭涙跡 ,

10YR4/3 にぶい貢褐杞 砂質土 廷2mm以下の褐色砂を多量、炭化物柾を含も とOYR3/2 黒禍色 シァレト 寄憾色シルトブロックを多量、黒色上アロックを含む (紀 り方)
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第36図  6号清跡 1区
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2区は調査区東壁に接する調査区で、六角塔基礎や試掘 トレンチにより上部が削平されていた場所を利用した。

検出段階からSD6の 掘り方と溝埋土との間には幅 2～ 3硼程の暗褐色砂質土の帯状プランが 2条確認されており、

これを溝の側壁構造に関連するものと想定して掘り込んだところ、壁にあてた側板の痕跡であることが判明した。

さらに両側 2列の側板痕跡に接し、径 4～ 5cm程のピットが痕跡の内側と外側交互に確認されたが、これは側板を

固定した杭の痕跡と考えられる。SD6の 2区での構造は、幅1.3m程の掘り方内の両側板部分を溝状に掘り下げ、

ここに厚さ2～ 3 crxl程の側板を直立させながら掘り方との間を黄褐色ブロック上で充填し、さらには溝内の底面にも

厚さ10cm程にブロック土を敷き均しており、この結果、溝の開口幅は0.7m程 となっていることがわかった。清内

の堆積土は上下 2層に分層され、下層は粗砂を多く含んだ暗褐色土で、清機能時の堆積土とみられ、上層は廃絶似

0                             20cm
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第38図  6号溝跡出土遺物 (1)

∃版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 文  様 長さ(cm) 錦 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

軒引瓦 不明 凸面 :ナデ、凹面:ヨ ビキ痕・布ロナデ

登録番号 種  類 鷺祷・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

丸瓦 170 87 凸面 :ナデ、凹「fn iヨ ビキ痕・布日・縄圧猿 42-8

丸瓦 58 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕 布 日・縄圧痕 棒状工具による圧〉 42-10

F29 丸 瓦 89 出雨 :ナデ  凹面 :コ ビキ痕・布 日・縄圧痕 42-9

F31 丸 瓦 87 凸面 :ナデ・指頭痕、凹面 ;ヨ ビキ痕・布目 42-1,

6 ,ヽ(隅切 SD6 2 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕 布 目 縄圧痕、切断 (約 50° )
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図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分 類 写真図版

C67 平 瓦 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ

劉版香弓 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

2 憂痺瓦 1 07 雉茂後分割 凸面 :ナデ 凹面 :ナデ・刻線複数あ り l① 43-3

殖斗石 (■ 8) 20 焼成後分害J、 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ

雪版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

面戸瓦(隅切| 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目・縄圧痕、両端切断 (約 50° ) 2 43-5

∃版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ(kg)1              備   考              十分 類 1写真図版
その他の瓦 SD6 077 1凸 面 :ナデ、凹面 :ナデ 釘穴あり、4T穴径0 5cm         l    1 43 6

目版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層位 産  地 時  期 備   考 写真図版

6 十師宵十器 皿 SD6 (1361 23 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り (1号石組遺構 と接合 ) 59-16

itT雪■器 在 地 17C初め ロクロ調整 (1号石組遺構 と接合 ) 58-8

8 上師腎と器 艤塩護 葎 ll J ロクロ調整、外面体都下端に縦位のケズリ

雪版番号 登録番号 種 類 器 種 遺構・層位 備    考 写真図版

郵 (76) ロクロナデ

図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 重 さ (g) 備    考 写真図版

鉄製品 釘 61-15

11 鉄製品 釘 13

鉄製品 釘 08 61-17

鉄製品 釘 SD6 05 木質付着 61-18

第 39図  6号溝跡出土遺物 (2)
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降の堆積土とみられ、瓦片や鉄釘を含んでいる。ただし第 8次調査から、下層の上壌については途中の溝改修時に

埋め戻され、その上面を新たな溝として使用している可能性もある◇

出土遺物は上面に敷き並べられた瓦を中心に、軒丸瓦、丸瓦、平瓦、文斗瓦、輪違い、面戸瓦、隅切瓦など381

点、瓦質土器 1点、土師質土器皿30点、焼塩壷 3点、土師器 9点、須恵器 2点、ガラス製品 1点、鉄製品31点が

ある。 F3は軒丸瓦で、瓦当部分は剥落している。 F28～ 32は丸瓦で F28の凹面には棒状工具による押圧痕が認

められる。 F30は角切の丸瓦で、約50度の角度で切断されている。 G67は平瓦である。H7・ 8は英斗瓦で焼成

後に分割線で分害Jされる。H7の凹面にはヘラ状の工具による幅広の線刻が数条認められる。H93は隅切の面戸瓦で、

丸瓦の両端部を約50度の角度で切断した形状である。凹面は両端部を面取りされる。H105は箱英斗瓦とみられ隅

切、Elは須恵器でlTh蓋の日縁である。X5は 土師質土器焼塩壷の底部である。X6。 9は土師質土器皿である。

X6の 口径は13.6cmで、底部は回転糸切 りである。N21～ 23・ 25は釘である。

司号石組遺構

SD6の 西側に接続して構築された石組遺構である。中 残存部分で掘 り込み

れ/
/ 拮

D5御 2

eゴ  掘り方

a′
bT

○彎O Ъ

半1断∝

央部を撹乱により失われてし級
ヽヽ
ヽ
、ヽ

2締 卜

b

12夏澪

遺  構 層位 土  色 上 性 特 徴 遺 構 層位 土  色 ±             1  ■ 特  徴

1号石組

10YR2/8 黒褐色 砂質土 ≧2～ 20剛の炭化物を多量含む

ユ号石組

4 10YR4/4 褐色 シクレト 表褐色粒を含む

10YR4/3 にぶい黄褐t 砂質土 竺体に砂質 25Y4/2 暗灰黄色 ンル ト 葦褐色シルトブロックを参三含む 下面に鉄分沈君 (罵り方

3 10YR3/3 Rξ褐色 ンルト 筆褐色粒 。中ブロック・ 自色粒を含む 」5Y4/6 オリーブ褐色 ンル ト 貨褐色la・性ンルトブロックを多量含む (掘 り方
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図版番号 登録番号 種  類 遺構 層位 重さ(kg) 備    考 分  類 写真図版

丹 石 紳 31 6 40 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ(kg) 備   考 分  類

2 平 瓦 1号石細 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ

図版番号 登録番号 種  類 器  種 僅構・層位 産  地 時  期 備   考 写真図版

土師質土器 皿 1号石組 46 在地 17C絢め ロクロ調整、底部糸切 り、外面体都下端に横位のケズ リ 60-11

十師IF十器 (50) 在地 17C初め ロクロ調黎

図版番号 登録番号 種  類 器 種 澄構 層位 ¬評下十一詩
彎
告積頁引 重 さ (g) 備   考 写真図版

5 鉄製品 釘 1号石組 61-19

第 41図  1号石組遠構出土遺物

調査している。石組の内寸は、東西の長軸3.3m、 南北の短軸0.7m程の長方形である。石組の東西軸線はSD6の

軸線より建物側に0,5m程寄っているが、両遺構の掘り方南辺ラインは一林のもので、同時に構築されたものとみ

られる。石組は中央の撹乱東側においては2段程度が残存しており、上面が平坦な安山岩質の角礫を積み上げた状

況で確認されたが、後の削平状況から上部にはさらに段数を重ねていたものとみられる。底面からの残存高は0.3m

程である。

南辺東端の側石は 1段目の積石の間に2段 目をのせた落し積みのような積み方をとり、南面で10石、北側面で 1

石が残存していた。中央の撹乱掘削時には同種の石材が多くみられた。東面は長さ56cmの大型の角礫を長手面が面

となるよう据えられ、その南側の角部には角礫が 1石据えられていた。西側には西側と南側を囲むように一部角礫

が並んでおり、これが側石になるとみられる。その内狽Jには厚みをもった板状の角礫が4石南北に並んで検出され、

内側の小口面を揃えるよう打ち欠かれていた。これらの石材の性格は不明である。石材下部には遺構内の堆積土が

混入していた。底面には径 5cm程の円礫を隙間なく敷き詰めている。これらの円礫により側石面の下縁を見ること

はできない。石敷の下面に丸瓦が 1点東西に軸を揃えて置かれていたが、これに関連するような排水施設などは確

認されておらず、性格は不明である。石組内の堆積± 1層には炭化物粒が紅めて多く含まれていた。石組を含む掘

り方の規模は東西4.5m、 南北1.41n程度とみられるが、特に西側は撹乱により掘り方ラインが不明瞭である。掘り方

は底面の一部を断ち割ったのみであり不明な点が多いが、底面は緩やかに窪んでいる。掘り方埋土には黄褐色ブロ

ック土を主体としたものに加え、径 1～ 10cm程の円礫も含まれている。
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遺物は、丸瓦、平瓦、輪違いなどが52点、土師質土器皿58点、土師器 3点、鉄製品 2点、ガラス製品 1点がある。

F34は丸瓦で、長さ31.6cm、 幅16.lcm、 高さ7.5cm、 玉縁の長さ4cmで、中央部に釘穴がある。G63は平瓦で、

全体の長さは33.8cmで ある。X7・ 8は土師質土器皿である。N24は釘である。
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第42図  1号礎石建物跡 遺物出土状況



[その他の施設]建物内部および外側で礎石建物に付属するとみられる施設を確認している。建物内部においては

礎石跡22・ 23の東側に近接して焼土土坑が 3基 (観鬱 03・ 204・ 205)確認された。これらは重複関係をもち、SK
205、 S K203、 S K204の順に構築されている。また礎石跡 12・ 27の間の西側に S D23、 建物外側では S D19を検

出している。

203号土坑

礎石跡23の東側に近接する焼土土坑で、小溝群 2-3、 S K74・ 86・ 204よ り古い。撹乱により東側の一部が失

われている。形状は不整円形で、長軸 1。 12m、 短軸 lm、 深さ0。 lm程で、主軸方向はN-12° ―Eである。掘り方は

検出できず、整地層上面に焼面が形成されている。焼面は土坑中央部に径0.6m程の範囲でみられ、極めて固く締

まっている。堆積土には炭化物粒や焼土粒が含まれている。出土遺物は土師質土器皿38、 土師器 1点がある。

204号土坑

S K205の東側で検出した焼土土坑で、礎石跡22・ 23の間に位置する。 S K203よ り新しく、 S K75。 86よ り古

い。撹乱により南側が一部失われている。形状は不整円形で、長軸0.5m、 短軸0.2m以上、深さは0,lmで 、主軸

方向はN-20° 一Eである。掘り方をもち、底面を0.08m程埋め戻した上面に焼面が形成されている。焼面は土坑中

央からやや南に寄り、形状は径0.5m程 の不整円形で、厚さは lcm程である。出土遺物は焼面とほぼ同レベルで土

師質土器皿103点、土師器高年脚部 1点、鉄釘 4点がある。

205号土坑

礎石跡22。 24の間で検出した焼土土坑で、 S K204よ り古い。東側は第 4次調査区 1区の西側調査区境にあたり、

上面が削平されている。形状は不整精円形で、確認長は1.lm、 短軸0.82m以上、深さは0。 15mで、主軸方向はN―馳
°

一Wである。掘り方をもち、底面を0。 lm程埋め戻した上面に焼面が形成されている。焼面は径0.25m程 の不整精円

形で、厚さは 2cm程である。焼面に接して大きさが15cm程の炭化物ブロックを検出している。出土遺物は陶器 1

点、土師質土器皿53点、土師器 2点、鉄釘 1点がある。
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遣  橋 屑位 上  色 土 性 特  徴 遺  構 届 位 土  色 土  性 特  徴
iOYR3/4 暗褐色 シル ト と1～ 2mの炭化粒を紋畳、径2～ 3mの焼llNを少三含

SK205

10YR3/3 暗褐色 え土を含むためやや赤色がかる

焼 面 IOYR3/3 暗褐色 シルト V層被熱のため赤色がかる 5YR4/6 赤褐色 皮熱のため赤色がかる (焼面 )

SK204

10YR3/4 暗褐色 シル ト ≧3～4maの炭化物粒 径2～20mm焼土粒を少豊含屯 3 WR4/8 赤褐色 シル ト え土ブロック
10YR3/3 暗褐色 ンル ト :1～�の慌土也を含む 炭化物の混入のため班ll状に黒色がかる 10YR4/4 褐色 ンル ト 卜踵niМ ttlllを少監むtt・Iのため上卵笹,1:純がかるに,加
10YR3/3 暗褐色 え土ブロックを多量含む 10YR3/8 暗褐色 シァレト 記舒「I景色アゥケを含むh証残佗″,徴～監程けヽ1壁少監む膚,

4 10YR5/3 にぶい黄褐在 と面が被熱 し硬化する (燒 面 ) 10YR5/4 にぶい黄褐迄 シル ト (堀 り方 )
10YR3/4 暗褐色 姥化物粒、径2mm程度の焼■を含む (掘 り方

第43図 土 坑
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図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 産  地 時  期 備    考 写真図版

土師質士器 II (134) 29 在地 17C初 め ロクロ調幣、底都糸切 り、内面全体と外面体都上半に煤付着 59-14

2 土師質土器 皿 在 地 17C初 め ロクロ調整、底都糸切 り 59-9

土師質土器 皿 (86) 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、内面底部に煤付着 59-

土師質i器 SK205 (74) 在 ll 17C初 め ロクロ調整、底部糸切 り

5 十師腎十器 皿 SK205 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り 59-22

図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層付 備   考 写真図版

土師器 高イ 外面 :ヘ ラケズ リ、内面 :ナデ

第44図 土坑出上遺物

19号清跡

南辺溝であるSD6か ら直交して南側に延びる

溝である。 S K72よ り古く、撹乱により南側が失

われている。 SD6と の接続部分は S K72により

不明瞭である。確認長は lm程で、掘り込み調査

を行ったところ、底面は橋鉢状に緩やかに立ち上

がり、幅0.35m、 深さ0,lm程 となった。南側の

撹乱内でピット状の落ち込みがみられたが、柱痕

跡は確認されない。溝・ピット共に堆積土にはブ

ロック土を多く含み、人為堆積とみられる。 SD

19の方向は建物西辺の柱筋と一致することから、

建物南西角に取付き、南側に延びる塀などの施設

となる可能性もある。出土遺物は丸瓦などの瓦片

が 2点、土師質土器皿 4点がある。

23号溝跡

第45図  19号溝跡

礎石跡12・ 27を結ぶラインの西側に南北に走る溝跡で、北側を小溝群 2-8、 南側を小溝群 2-9により切られ、

これらより古い。堆積土にはブロック土が多く混入し、人為的に埋め戻されたと認められ、建物の方向と一致して

いる。掘り込み調査を行っていないため底面状況などは明らかでないが、建物内部に存在した溝や空間を仕切った

施設の基礎など、何かしら建物に関連するものの可能性がある。

潰 構 層位 土  色 土 性 特  徴

tOYR4/4 褐色 シルト 夷化物を微量含む

2 シル ト 島色土を微呈含む

10YR4/4 褐色 シルト 子5nmの 黄褐色ブロックを多量含む

つ
々
な
∪



2号礎石建物跡

[配置と形状]調査区の南東側で検出した釣形 (L字形)となる礎石建物跡で、SB4の南側、SB3の東側に近
接して位置する。南側には 2号石敷遺構がある。SB3とは建物南辺の柱筋を揃えており、建物東西の柱筋もSB
3と完全に揃えて配置されている。またSB4と も南北の柱筋を揃えている。建物西辺からSB3東辺までの距離
は約 4m(2間 )で、北辺からSB4南辺までも4m程である。

建物東側は調査区外となるが、北及び東側への建物の延びはほぼ同様の10,8m程の幅があり、第 8次調査の結果、

建物規模は東西棟部分が長く、こちらが建物内での空間を広くとれる主たる場所であったと推定される。礎石跡は

SBlとは異なり建物内部に総柱状に配置されるのが特徴で、その一部は東柱的なものとみられることから、建物
全体が畳や板による床敷きであったと考えられる。建物中心部の柱間は概ね 1間となっているが、西および南端で

の柱間は 1間半と広くなり、ここにも構造上の大きな特徴をあげることができる。SB2が床敷きの建物であるこ
とを考えると、建物の外縁にあたるこの部分は、部屋の周りに配置された縁通り (廊下)の可能性がある。第 8次

調査では、南側の縁通りがそのまま 1間半幅で建物東端まで通ることに加え、東端の状況から推察して、今回確認

した建物の北側張出し棟の北端や東端部も 1間幅の狭い縁通りが存在していた可能性もある。また建物南西角より

西へ2.3mの位置に礎石跡が 1基あるが、ここはSB3と のほぼ中間でもあり、建物の南端にはこれら両建物をつ

ないだ幅 1間半の渡り廊下が存在したと考えられる。

建物の周囲には全周して溝が巡っている。調査では建物西辺から北辺に折れ、さらに北張出し棟の東辺溝となる

ものをSD7と し、SB3と共用される南辺溝をSD9と した。建物西辺のSD7の南端部分は撹乱により不明瞭
であるが、この上に通したとみられる渡り廊下の北側で止まると推定され、 SD9には接続していない。またSD
7の北東角の南側には東側へ分岐して延びる溝跡がある。

[規 模]今回確認した建物規模は、北側張出し部の東西が10.8m(5間 )、 南北が16.8m(8間)で、建物南側
では東西12.8m分を確認したが、第 8次調査から、建物全体での東西規模は23,6m程度 (6尺5寸で12間相当)

となり、SBl同様に大型の建物になることが判明している。縁通りと推定される西及び南端部を除いた場所での

柱間は6尺 5寸を基準として造られていると推定されるが、縁通り幅については礎石跡のみからの計測の限界から、

2.88(9尺 5寸)～3.03m(10尺 )の幅となり、一定の数値をみない。また北側張出し棟の北端や東端については、

現状で大きく6尺 5寸を違えるものではなく、数値的に縁通りの存在を裏付けることはできない。SB3に面する

西辺の南半部分には柱間 3間分を二つ割りにして大きく幅をとった部分があるほか、礎石跡 9と 54は方眼上にはの

らない配置をみせる。

建物の各側柱列と周辺溝との距離は、北と東側では1.6m程度 (5尺 5寸)であるが、西側では僅かに狭く、1.5

m程度 (5尺)となる。また南側のSD9では1.75～ 2.Omの 間隔で確認しているが、この地区は2号石敷遺構の

影響で遺構確認が難しく、特定の数値をみない。これらの幅の違いは、軒先の出のみならず、建物周囲に取付く縁

などの施設の有無などにも関係している可能性もある。

[礎石跡]礎石跡は側柱部で22基、建物内部で32基の合計54基を確認した。その他にも撹乱等により失われたと

みられる礎石跡が 6基程度あるが、これらについては当初から存在していたかどうかの検討も必要である。礎石跡

規模は総じて側柱部や南や西辺より1間半内側の柱列のものが大きく、一部を除き、建物内部のものが小さく根固

め構造も簡易な傾向にあると言える。これは内部の礎石跡の幾つかは束柱であることを示しているものとみられる。

また西側柱列の礎石跡 7・ 18、 南側柱列の礎石跡49・ 51・ 53は 1間おきにあるものだが、側柱でありながら、根固

めや掘り方埋上の状況が簡易な構造と言え、ここに建物の一つの特徴を指摘することができる。礎石跡は27・ 50

の2基について掘り込みを行い、礎石跡 8。 12・ 19の 3基は断面のみの調査である。

礎石自体はSBl同様に確認できず、抜取り穴がみられるものが多いことから、礎石は全て抜き取られたものと
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みられる。また掘り方埋土もブロック土やそれらが縞状に確認できるものが多く、 SBl同 様の基礎地業や構造を

確認できる。撹乱を受けないものをみると、形状は円形で、掘り方径が0。 7～ 1,7m程 と幅があるが、中心となるの

は lm程のもので、 SBlと 比較してやや小型となっている。礎石跡27は西側に撹乱を受けているが、他の礎石跡

に比べて大型で深く、礎石の抜き取 り穴も深い窪みを有している。礎石跡の掘り方は殆どのものがⅥ層まで掘り込

まれている。また礎石跡 9は南北方向、54は両方向に柱筋が半間程度違えた位置にあり、これらが建物内部の部屋

割 りや付属設備などの配置に関係している可能性もある。

礎石跡 8

建物内部の礎石跡で、33号集石遺構、小溝群 2-17よ り古い。南半分は六角塔基礎により上部が失われているが、

底面が僅かに残存する。形状は比較的整った円形で、掘 り方径は1.15m、 深さは0,3m程、根固め径は0.8mで あ

る。根固めは径 1～ 15crll程の円礫が詰められ、径10cm前後のものが多い。礫間には径 1～ 4m程 の小円礫が詰め

られている。掘り方は途中で段を持つ構造で、中心の深くなる下段部は径0.7mで周辺掘り方より0.2m程深くなり、

根固石が詰められ、また上段部には固く締まった褐色土が詰められている。

礎石跡 12

建物西辺の礎石跡で、小溝群 2-18よ り古い。南半分は六角塔基礎により上部が失われているが、底面は僅かに

残存する。形状は整った円形で、掘 り方径は1.15m、 深さは0.21m、 根固め径は0。 75mで ある。検出面では根固

石が殆ど確認できなかったが、断面観察で径 1～ 15cm程 の円礫を詰め、10cm前後のものが多いことがわかった。礫

間には径 1～ 3cm程の小円礫を多く含んでいる。掘り方埋土は固く締まった黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状

の互層となっている。また撹乱底面でのプランは不整形に窪んでいるが、これは礎石にかかる荷重により根固めが

掘 り方底面から沈下している可能性もある。

礎石跡 19

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-19よ り古い。北半分は試掘 トレンチにより上部が失われているが、底面は僅か

に残存する。形状は整った円形とみられ、掘 り方径は1.03m、 深さは0.2m、 根固め径は0.65mで ある。根固めは

径 1～16cm程 の円礫を密に詰めており、10cm前後のものが多い。根固め中央には径0.3m、 深さ0.08m程の円形の

プランがあり、礫の少なさから礎石の抜取 り痕とみられる。掘り方は途中で段を持つ構造で、中心は径0,3m程 の

円形に深くなり根固石が詰められ、周囲は浅く、固く締まった褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となって

いる。

礎石跡27

建物内部の礎石跡で、掘り込み調査を行っている。撹乱により西側が一部失われている。礎石跡周辺のⅣ層は周

辺より0.08m程高くなっており、耕作の深度が浅かったためとみられる。形状は不整楕円形で、掘り方径は南北1.7

m、 東西1.4m程 で、深さも0.5m以上あり、根固め径は1.lm、 深さは0.5m以上と、 SB2の 礎石跡では最も規

模が大きい。建物のほぼ中央にあることから、荷重のかかる柱部分であった可能性もある。根固めは径 1～ 16cm程

の円礫を詰めており、10cm前後のものが多い。礫間には径 1～ 5m程 の小円礫を密に詰めており、特に下部は小円

礫が主体となる。根固石中央には礎石の抜取 り痕とみられる径0.5m、 深さ0。2m程の掘 り込みの急な不整円形プラ

ンがある。掘り方底面には固く締まった黄褐色ブロック土が敷かれている。

碓石跡37

建物内部の礎石跡で、 S K24よ り古い。形状は上部が若干削平を受けているため精円形となっている。掘り方径

は0.66m、 深さは0.2mである。根固めは確認できなかった。掘り方埋土は褐色土と暗褐色ブロック土を主体とし、

固く締まっている。
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礎石跡19

礎石跡50 0

遺 穏 層位 土 色 土  性 特  徴 遺  構 層位 土 色 ± 44 特 徴

礎石跡8
砂質土 悟褐色プロックを含む (根固め | 礎石跡 19 10YR4/4 褐色 シル ト 島色土 `暗褐色ブロックを少量含む (掘り方

2 tOYR4/4 褐色 協色土・暗掲色ブロックを少量含む (掘り方 1 10YR4/4 褐色 シァレト 輔 色上を微畳、小円礫 瓦片を少畳含む (抜取痕

礎石跡 12

1 10YR4/4 褐色 至50～ 100tfmの 円礫を主体とする (根目め 礎石跡27 2 tOYR4/4 褐色 砂穣 :50～ 160mの円礫を主体とし、lll隙に褐色士を含む (根固め)
2 10YR4/4 褐色 砂質土 表褐色プロックを少量含む (掘 り方 ) 10YR4/4 褐色 シ/ァレト 郵0～Юd噸の黄褐色ブロック,晴掲色ブロックを含む(掘り方)
tOYR3/4 暗褐色 シァレト 黄褐色土 暗掲色土を縞状に含む (掘 り方 礎石跡29 10YR6/4 にぶい黄橙て シァレト 音掲色ブロックを歩量、径COm～ ЮOmの円礫を含む傾目め)

礎石跡 19
10YR4/4 褐色 シァレト 窒50～ 100mmの 円礫 を含む (抜取痕 ) 礎石跡37 OYR5/6 黄褐色 シルト 褐色土・暗褐色ブロノク,lJ/粒を多曇含む (掘り方
10YR4/6 褐色 砂質土 音褐色ブロックを含む (根固め) 礎石跡50 OYR4/4 褐色 薫褐色砂質上を少量含む (根固め)

第47図  2号礎石建物跡 礎石帥 (1)
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礎石跡50

建物南辺の礎石跡で、掘り込み調査を行った。他遺構との重複関係は無い。形状は整った円形で、掘 り方径は1.05

m、 根固め径は0.7mである。検出面では根固石は殆ど確認できなかったが、断面観察で径 2～ 15cm程の円礫を詰

め、10cm前後の礫が多いことがわかった。掘り込みは根固め上面で止めているため、根固めの厚さや掘 り方の状

況は不明である。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。根固め中央

部には径0,4m、 深さ0。 lm程の不整円形の落ち込み中にⅢ層類似の層が入つており、礎石の抜取り痕とみられる。

出土遺物は抜取 り痕から輪違いが 1点ある。

0                             20cm

第 48図 礎石跡50出土遺物

礎石跡 1

建物北西角の礎石跡で、小溝群 2-16よ り古い。六角塔基礎により南側が僅かに失われている。形状は不整円形

で、掘り方径は0.84m、 根固め径は0.5m前後である。根固めは径 1～ 10cm程の円礫を比較的密に詰めており、10cm

前後のものが多い。根固め中央には径0.3m、 深さ0.08m程の礎石の抜取り痕とみられる円形プランがある。掘り

方は途中で段を持つ構造で、中央は径0.3m程の円形に一段深くなり、根固石が詰められている。周辺の上段部の

掘り方埋土には褐色と暗trs色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 2

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-16よ り古い。六角塔基礎により北側上部が失われているが、底面は残存してい

る。形状は円形で、掘り方径は1.2m、 根固め径は0。9mである。根固めは径 2～ 15cln程の円礫を密に詰めており、

10cm前後のものが多い。礫間には径 1～ 2蠅 の小円礫が含まれている。掘り方埋土は暗ItB色ブロック土を主とし、

黄褐色砂質土や径 2～ 8cm程の円礫を含み、固く締まっている。

礎石跡 3

建物北辺の礎石跡で、小清群 2-16よ り古い。六角塔基礎により南側が僅かに失われている。形状は比較的整っ

た円形で、掘り方径は1.2m、 根固め径は0.8m程である。根固めは径 1～ 8cm程の円礫を詰めているが疎らで、

やや小振りな礫により構成される。礫間には小礫のみならず暗褐色ブロック土や黄ItS色砂質土を詰めている。根固

め中央には径0.4m程の円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられる。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土

がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 4

建物北辺の礎石跡で、六角塔基礎により上部が完全に失われており、根固め底面部分の検出である。北側で僅か

に掘り方縁辺を検出していることから、掘り方径は lmを超えるものとみられる。形状は不整形で、根固め径は0.6

m程である。根固めは径 2～10cm程の円礫を密に詰めており、 8 cln前後のものが多く、やや小振りである。掘り方

目版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重 さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

輪違セ (120) 66 0 60 出雨 :ナデ・平行状の圧痕あり、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目 43-9
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埋土は褐色と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 5

建物北辺の礎石跡で、六角塔基礎や撹乱により北側や上部の大半が失われているため形状は不整円形で、掘 り方

径は lm程、根固め径は0.8m程である。根固めは径 1～ 10cm程の円礫を詰めており、 8 crn前後のものが多く、や

や小振 りである。礫間には径 1～ 2cm程の小円礫と黄褐色砂質土を詰めている。根固め東寄りには径0.5m程 の不

整円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられる。掘 り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層とな

り、固く締まっている。

礎石跡 6

建物北東角の礎石跡で、小溝群 2-16よ り古い。撹乱により西側と東側が僅かに失われている。形状は比較的整

つた円形で、掘り方径は1.35m、 根固め径はlmでゃや大型の礎石跡である。根固めは径 1～ 8 crn程の円礫を詰め

ているが疎らで、 8 crn前後のものが多く、小振りである。礫間には暗褐色ブロック土、黄褐色砂質土を詰めている。

根固め中央には径0.4m程の円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられる。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土

がリング状の互層となり、固く締まっている。出土遺物は抜取り痕から平瓦が 1点ある。

礎石跡 7

建物西辺の礎石跡で、小溝群 2-17よ り古い。六角塔基礎により北側が失われており、西辺の柱筋よりやや東側

に寄った位置で確認した。形状は不整楕円形で、掘り方径は1,lm程 、根固め径は0。 76m程である。根固めは径 2

～10cryl程 の円礫を詰めており、 8 crn前後のものが多く、やや小振りである。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土

が多く含まれ、固く締まっている。

礎石跡 9

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-17よ り古い。撹乱により上部の一部が失われている。礎石跡14のある南側に

寄った位置で検出してお り、礎石跡 8と 10の柱筋上にはのっていない。形状は不整円形で、掘り方径は0。87m程、

根固め径は0.66m程である。撹乱の断面でみると、根固めには径 2～ 8cm程の円礫が確認できるが検出面では疎ら

であり、礫間には黄trB色砂質土が多く混入している。掘 り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状の

互層となり、固く締まっている。

礎石跡刊0

建物内部の礎石跡で、 S K76よ り古い。撹乱により西側と東側が僅かに失われている。形状は不整円形で、掘 り

方径は1.lm、 根固め径は0。 75mである。根固めは径 2～12cm程の円礫を詰めているが疎らで、掘り方内にも礫を

含んでいる。中央西寄りには径25cIIl程 の大型の円礫が一部露出しているが、礎石ではないものとみられる。礫間に

は暗褐色ブロック土や黄褐色砂質土を詰めている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層とな

り、固く締まっている。

礎石跡 11

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-16よ り古い。溝状の境乱により東側から西側にかけて上部が失われている。形

状は不整円形で、掘 り方径は1.2m、 根固め径は0.6m程である。根固めは径 1～ 12cm程の円礫を比較的密に詰め

ており、 8 crn前後のものが多く、やや小振りである。礫間には暗褐色ブロック土、黄褐色砂質土を詰めている。根

固め中央には径0.4m程の不整円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が堆積することから礎石の抜取 り痕とみられる。

掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。出土遺物は抜取り痕より平瓦

1点、輪違いが 2点ある。

礎石跡 13

建物内部の礎石跡で、掘 り方北縁部が僅かに確認されたのみで、形状・規模等は明らかではない。掘り方埋土は
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礎石跡 7

礎石跡 9

遺  構 層位 土  色 土  性 特 徴 遺 襦 層位 上  色 土 性 特 徴

礎石跡ユ
10YR4/4 褐色 ンアレト 鵡色ブロックを少量、黄褐色砂質土を多量含む t恨固め 礎石跡 5 3 10YR4/6 褐色 鵡色砂質土.暗褐色とをリング状に互層に含む (掘り方

10YR4/6 褐色 鵡色砂質土.暗格色土をリング状に互層に含む (撮り方

礎石跡 6

10YR4/4 褐色 シ刀/ト 苺襦色ブロック・貢褐色砂質上を少量含む (抜取涙

礎石跡 2
1 10YR4/4 褐色 シル ト 鵡色ブロックを少量、黄褐色砂質と、円礫を歩量含む (根固E 2 tOYR4/4 褐色 ンル ト 酪色ブロック,貨協色砂質と、円礫を多重含む (lR固め

2 10YR4/4 1B色 シノント 錦色ブロック,黄褐色砂買と、1/fl.円 礫を含む (掘リカ 3 10YR4/6 褐色 シァレト 輔色砂質土・暗褐色とを,ング状に互層に含む (撮り方

音褐色ブロック 黄橘色V/質と、移刊.円礫を含tfは日E

礎石跡 3

1 10YR4/4褐 色 シァレト 寄褐色プロックを少畳、責褐色砂賃上を多量含む (抜取涙
礎石跡7

10YR4/4 褐色 ンルト

2 tOYR4/4褐色 シルト 開色ブロック'貢協色り質と、砂利.円礫を多量含む頓固I 2 10YR4/6 褐色 シァレト 弓色・暗褐色ブロックを含む (掘 り方

OYR4/6 褐色 シル ト 貨褐色砂質土・暗褐色とをリング状に互層に含む (掘り方
礎石跡 9

10YR4/4 褐色 舶ブロック ☆褐色砂質1を少量、bll'日礫を含む(根圏ザ

礎石跡4
OYR4/4 褐色 ンアレト 苗構色ブロック,黄欄色砂資と、砂利.円礫を多量台LPは日V 2 [OYR4/6 褐色 貨褐色砂質土,暗褐色土をリング状に互層に含む (掘り方

OYR4/6 褐色 シル ト 絹色砂質■.暗格色土をリング状に互層に含む (掘り方
礎石跡10

tOYR4/4 褐色 シァレト 調色ブロック・貫褐色砂賢上、円礫を含む (根回め

礎石跡 5
I OYR4/4 褐色 鎖 色ブロック、黄禍色砂質土を多畳含む (抜取痕 2 10YR4/6 衡色 シァレト 鵠ζ秒質と,階褐色上をリング状にコ暫に含む(鶉り方

2 10YR4/4 褐色 シフレト 策橘色プロックを少畳、黄協色砂質と、日礫を多畳含む (綬目y
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褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 14

建物内部の礎石跡で、試掘 トレンチにより西側が失われている。形状は不整円形で、掘り方径は0.7mである。

掘り方埋土は黄褐色ブロック土と褐色ブロック土を主体としており、固く締まっている。上部が削平されていると

はいえ、根固石もみられず、規模も小型であることから、他の礎石跡と構造的な違いを持っていた可能性もある。

礎石跡 15

建物内部の礎石跡で、北側および中央部が撹乱を受けている。中央部の撹乱の底面に根固石が一部露出している。

形状は不整円形で、掘り方径は0.8m程である。根固めは径 2～ 10cm程の円礫を詰めているが、礫間には暗褐色ブ

ロック上、黄褐色砂質土を詰めている。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を主体とし、固く締まっている。

礎石跡 16

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-18よ り古い。撹苦しにより上部が失われており、僅かに掘り方底面を検出したに

遇ざない。形状は円形で、掘り方径は0.6mで ある。掘 り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土が詰められ、固く締ま

っている。

礎石帥 17

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-18よ り古い。撹乱により北側および南側の一部が失われている。形状は不整精

円形で、掘 り方径は東西0.9m、 南北1.2mで ある。中央部には礎石の抜取 り痕とみられる径0.8m程の不整円形の

プランがあり、中には瓦片が混入していた。根固めは径 2～10cm程の円礫が散在する状態である。掘り方埋土は暗

褐色ブロック土と黄褐色砂質土を詰めており、固く締まっている。出土遺物は抜取り痕より平瓦 8点、輪違い 1点

がある。

礎石跡 18

建物西辺の礎石跡で、小溝群 2-19、 S K18・ 19よ り古い。形状は不整楕円形で、掘り方径は1.2mで ある。中

央部に径0,9m程の不整楕円形のプランがあり、礎石の抜取 り痕とみられる。根固めは径 5 clll程の円礫が若干確認

されたのみである。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡20

建物内部の礎石跡で、北側を試掘 トレンチ、南側を撹乱により失われ、全体形は明らかでない。形状は不整形で、

掘り方径は0.7mである。掘り方埋土は暗褐色と黄褐色ブロックが詰められており、固く締まっている。礎石跡14

同様に根固石は検出できず、規模も小振りである。

礎石跡21

建物内部の礎石跡で、撹乱を受けており、掘り方東縁部が僅かに確認されたのみで形状や規模は明らかではない。

掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土が詰められており、固く締まっている。

礎石跡22

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-19、 S K26よ り古い。形状は不整楕円形で、掘り方径は1.2mである。掘り方

は小溝底面では確認されず、深さ0,08m程 と極めて浅い。根固めも径 2～ 3cm程の小円礫が僅かに認められる程度

である。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土が詰められ、固く締まっている。

礎石跡23

建物北東入角の礎石跡で、小溝群 2-19よ り古い。撹乱により北側と南側及び中央部の一部が失われている。形

状は不整円形で、掘り方径は1.lmである。南側に寄って径0.6m程の不整楕円形のプランがあり、礎石の抜取り痕

とみられる。根固めは径 2～ 14cll■程の円礫が多く確認されており、礫間には径 1～ 3cm程の小円礫が詰められてい

る。掘り方埋土は暗褐色ブロック土と黄褐色砂質土がリング状の互層となり、固く締まっている。
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礎石跡19

漬  構 層位 土 色 土  性 特 徴 置  構 層位 土  色 土  性 特 徴

礎石跡 11

1 IOYR4/4 褐色 シル ト 黄福色ブロック,黄禍色砂質とを少畳含む 骸取痕
礎石跡 17

10YR4/4 褐色 ンル ト 輔色ブロックを少量 蓑lB色砂資土を多量含む (抜取痕

2 10YR4/4 褐色 シァレト 音褐色ブロック 黄褐色砂質土 円模を参量台む (積固め 2 10YR4/4 褐色 ンル ト !協色ブロック 黄褐色砂環土を少曇、r/4 円陳を含む(掘 り
'10YR4/6 褐色 ンル ト 着協色砂資土 暗格色とをリング状にコ詈に含む (掘り方

礎石跡 18
10YR4/4 褐色 ンル ト 貨協色ブロックを少畳、資協色砂質とを多畳含tF(抜取顔

礎 石跡 13 1 10YR4/6 褐色 シルト 黄協色I19質と,暗褐色土をリング状にコ詈に含む(掘り方 10YR4/4 褐色 ンルト 舗 色・黄褐色ブロックを多量含む (掘 り方

礎石跡 14 10YR4/4 褐色 シルト 黄褐色ブロック 黄楊色砂質土を少畳含む (掘 り方 礎石跡20 10YR4/4 褐色 シァレト 誦 色 `黄褐色ブロックを多量含む (掘 り方

礎石跡 15
10YR4/4 褐色 レ/ァレト 鋪色ブロック・黄協色砂質上を少量、砂利.円篠を含む(根目】 礎石跡 21 10YR4/4 褐色 ンルト 請 色・黄褐色ブロックを多量含む (掘 り方

2 10YR4/6 褐色 シル ト 褐色・暗褐色ブロックを含む (掘 り方 礎石跡22 1 10YR4/4 褐色 ンル ト 音褐■・苦IB色ブロックを多量含む (掘 り方

礎石跡 16 1 10YR4/6 褐色 協角・暗褐色ブロックを含む (掘 り方
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礎石跡24

建物西辺の礎石跡で、小溝群 2-20よ り古い。北側の上面が失われ、形状は不整円形で、掘 り方径は1.2mであ

る。中央部に径0。9m程の不整円形のプランがあり、Ш層類似層が堆積することから礎石の抜取り痕とみられる。

この中央部には径20cm程のやや大振 りな偏平礫が確認されたが礎石ではないとみられる。根固めは径 1～ 1lcm程

の円礫が比較的密に詰められている。掘 り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固

く締まっている。

礎石跡25

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-20よ り古い。撹乱により東側および西側の一部が失われている。形状は不整円

形で、掘り方径は0。 96mである。中央部に径0.65m程 の不整楕円形のプランがあり、礎石の抜取 り痕とみられる。

抜取り痕内には根固石が一部露出しており、径 1～ 10cm程の円礫が確認されている。礫間には黄褐色砂質土が詰め

られている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。出土遺物は抜

取 り痕より平瓦がある。

確石跡26

建物内部の礎石跡で、撹乱を受けており、掘り方東縁部および底部が僅かに確認されたのみである。掘り方径は

1.2m程 と推定される。底部は撹乱内にあるため、根固めも殆ど失われているが、径 2～30cm程 の円礫が確認され

ている。掘 り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石帥28

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-20、 31,32号集石遺構より古い。撹乱により東側が一部失われている。形状は

不整円形で、掘り方径は1.2mである。中央部に径0,9m程の不整円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられる。

抜取り痕内には径 1～30cm程 の円礫が密集して詰められており、根固石が露出しているものとみられる。10m前後

の礫が多い。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土が詰められており、固く締まっている。

礎石帥30

建物西辺の礎石跡で、撹乱により北側が失われている。北側の礎石跡24と 南側の40と の柱間は各 3m弱の 1間

半の位置にあり、同じ西辺北側の配置状況とは異なっている。形状は撹乱部を除けば比較的整った円形である。掘

り方径は lm、 根固め径は0.7mで ある。中央部やや西寄 りに径0.5m程 の不整円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が

堆積することから礎石の抜取り痕とみられる。抜取り痕内には瓦片が含まれている。この中央部には径20crn程 のや

や大振りな偏平礫が確認されたが、礎石ではないとみられる。根固めは径 1～1lcm程の円礫が比較的密に詰められ

ている。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。出土遺物は

抜取 り痕より戻斗瓦 1点、輪違い 1点、不明瓦 1点がある。

礎石帥31

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-21よ り古い。形状は不整円形で、掘り方径は1.lm、 根固め径は0.8mである。

中央部に径0.3m程 の不整円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が堆積することから礎石の抜取り痕とみられる。根固

めは径 1～ 10cm程 の円礫が密に詰められており、径 8 clltl程 のものが多い。礫間には径 1～ 2cm程の小円礫が詰め

られている。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡32

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-21よ り古い。撹乱により大半が失われており、掘り方南縁部が僅かに確認され

たのみで、形状や規模は明らかでない。掘り方径は1.2m程 とみられる。掘 り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を

含み、固く締まっている。
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礎石跡26

礎石跡25

礎石跡28

礎石跡32

礎石跡34

遺  構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺  橋 層位 土  色 土  性 特 徴

礎石跡 23

10YR4/4 褐色 ンルト 貨褐色ブロック・黄褐色砂質とを少豊含む (抜取痕 礎石跡 28 2 10YR4/6 褐色 褐色・暗褐色ブロックを含む (掘 り方

2 10YR4/4褐 色 ンル ト 鶉色ブロック・黄褐色砂質土を少量、,制 円礫を含む徹日,

礎石跡 30

10YR4/4 褐色 ラクレト 黄協色ブロノク・黄鴇色砂質土を少量含む (抜取演

3 10YR4/6 褐色 シル ト 鞘色砂質と,暗褐色とをリング状【互層に含む(掘り方 10YR4/4 褐色 ンル ト 音褐色ブロッタ,貨褐色砂質士、円礫を多曇含む (根回め

礎石跡 24

10YR4/4 褐色 ンル ト 章褐色ブロックを少豊、黄褐tV/質上を多盪含む(抜取痕 3 10YR4/6 褐色 シァレト 褐色 暗褐色ブロックを含む (掘 り方
2 10YR4/4 褐色 ンル ト 鶉色ブロック・青紀色砂宵土を少量 砂利.円膜を怠む(縦固】

礎石跡 81

10YR4/4 褐色 シァレト 費樗色ブロックを少量、黄得色砂質上を多量含む (抜取痕

10YR4/6 褐色 ンル ト 鵡色秒質土.暗協色上をリング状イこ互層に含む (撮り方 10YR4/4 褐色 ンアレト 舶色プロック,☆協色砂質と、砂利.円穣を夕畳含む線ロザ

礎石跡25
10yR4/4 褐色 ンルト 鵡色ブロックを少畳、黄協色V/質土を多曇含tf(根固め 3 10YR4/6 褐色 シァレト ☆協色砂質上 暗褐色とをリング渋に互層に含tF(撮り方

2 10YR4/6 褐色 シァレト 鞘色p/質と,暗協色上をリング状に互層に含む(撮り方 礎石跡 32 I 10YR4/4 褐色 砦褐色・黄褐色ブロンクを多量含む (掘 り方

礎石跡 26
10Y随 /4 褐色 ンルト 鮨色ブロック,責褐色砂質と、砂利,日礫を含む(根固班 礎石跡 33 10YR4/4 褐色 シァレト 普褐A・ 宙褐色ブロックを多量含む (掘 り方

2 10YR4/6 褐色 シル ト 貨褐色砂質と 暗協色土をリング状にコ習に含む(観り方
礎石跡 8コ

1 10YR4/4褐色 シァレト 舗色ブロック.費褐色p/H土、円礫を多量含芝j(縦固め

礎石跡28 I∝随/4 褐色 ンル ト 鉛色ブロックを少畳、責褐tV/質上を多量含む(根固め 2 10YR4/6 褐色 シァレト 褐色 暗褐色ブロックを含む (掘 り方
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礎石跡33

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-21よ り古い。撹乱により大半が失われており、掘り方南縁部が僅かに確認され

たのみで、形状や規模は明らかでない。掘 り方径は1.3m程 になるとみられる。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロッ

ク土を含み、固く締まっている。

礎石跡34

建物内部の礎石跡で、撹乱により北側が失われている。形状は不整円形で、掘 り方径は1.lm、 根固め径は0.6

mである。根固めは径 1～■cln程の円礫が密に詰められており、径 8 cln程のものが多い。掘り方埋土は黄褐色砂質

土と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡35

建物内部の礎石跡で、調査区東壁にかかっている。 S K43・ 176よ り古い。撹乱により上部が失われ、根固めの

大部分は確認できない。形状は不整円形で、掘 り方径は0。 9m、 根固め径は0。4mである。根固めは径 1～ 10cm程

の円礫が比較的密に詰められており、径 8cm程のものが多い。撰間には黄褐色ブロック土が詰められている。掘り

方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡36

建物内部の礎石跡で、撹乱により南側が失われている。形状は不整円形で、掘り方径は0。 9m、 中央部に根固め

径とほぼ同じ大きさの不整円形プランがあり、Ⅲ層類似層が堆積することから礎石の抜取り痕とみられる。抜取 り

痕は他に比べて大きく、抜取 りの際には広めの穴を掘っているものとみられ、根固めプランは殆ど確認できなかっ

た。抜取 り痕中には根固めに使用されたとみられる径 1～ 10cm程の円礫が多く含まれている。掘り方埋土は黄褐

色砂質土と暗ItS色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石帥38

建物内部の礎石跡で、S K177よ り古い。撹乱により西側半分と北側の一部が失われている。形状は不整円形で、

掘り方径は0.75m、 根固め径は0.6mと 小規模である。根固めは殆ど確認されず、黄褐色ブロック土が詰められて

いるのみであった。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を主体としており、固く締まっている。

礎石跡39

建物内部の礎石跡で、撹乱により上面が一部失われているものの、残存は良好である。形状は比較的整った円形

で、掘り方径は lm、 根固め径は0。72mである。中央部に径0.28m程 の不整円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が含

まれることから礎石の抜取り痕とみられる。根固めは径 1～ 10cm程の円礫が比較的密に詰められており、径 8cm

程のものが多い。礫間には黄褐色砂質土が詰められている。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリン

グ状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡40

建物西辺の礎石跡で、SB3へ とつながる渡り廊下部分際にある礎石跡である。撹乱により南側が一部失われる
が、比較的残存は良好である。形状は円形で、掘り方径は lm、 根固め径は0.8mである。中央部に径0.4m程の不

整円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が含まれることから礎石の抜取り痕とみられる。根固めは径 1～■cln程の円礫

が比較的密に詰められており、径 8 crn程のものが多い。礫間には黄褐色砂質土が詰められている。掘り方埋土は黄

褐色砂質土と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。出土遺物は抜取り痕から丸瓦 2点、

平瓦 2点がある。

礎石助41

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-23よ り古い。撹乱により北側の大半が失われている。掘り方南縁部が僅かに確

認されたのみで、形状は不整円形とみられ、掘り方径は0。9m程になるとみられる。根固め石とみられる径 8 crn程
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礎石跡35
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礎石跡39

礎石跡43

礎石跡44

遺  構 層位 土  色 土  性 特  徴 遺 構 層位 上  色 土  性 特  徴

礎石跡 35 10YR4/6 褐色 シル ト 舶色砂者と,嗜格色とをリンテトに互層に含む (掘り方 礎石跡41 1 tOYR4/4 褐色 シル ト き福色ブロック・資協色砂質と、日礫を合tt(根固め

礎石跡 86

IOYR4/4 褐色 シアレト 鵡色ブロックを少量、費掲色砂賃上を参畳含む (抜取痕

礎石跡42

1 10YR4/4 褐色 ンル ト 絶 ブロックを少畳、黄褐色砂質とを多畳含む(抜取痕)

tOYR4/4 褐色 シルト ζ楊色ブロンク'費褐色砂質と、円礫を多量含む (積目め 2 10YR4/4 褐色 シァレト 普褐色ブロック・貰格色V/質土、円礫を含む (根固め

IOTR4/6 褐色 シァント 苺褐色砂質と 暗褐色土をリング状に互層に含む (揺り方 10YR4/6 褐色 シルト 貨褐色砂質土 晴褐色土をリング状に互層に合む(親り方

礎石跡 38
10YR4/4 褐色 シルト &槌カ ック瑯 働趾抄量、脚 円礫を含む徹ロザ

礎石跡43

10YR4/4 褐色 シァレト 寄楊色ブロックをケ量、黄褐色V/質土を少量含む(抜取頼

tOYR4/6 褐色 シル ト 掲色・Π音褐色ブロックを含む (掘 り方 2 10YR4/4 褐色 シルト 鵠色ブロック̀黄褐色砂質とを少三、砂利を含む(根固y

礎石跡 39

10YR4/4 褐色 シル ト 貨禍色ブロックを少量、黄掲色t/質とを多畳含む (抜取穎 10YR4/6 褐色 シル ト 黄褐色砂質土 暗褐色土を互層に含む (掘 り方

10YR4/4 褐色 ンル ト 酪色ブロック・貨協色砂資土 円模を歩宣含む (侵固め
礎石跡44

1 IOYR4/4 褐色 シル ト 鵠色ブロック,費協色砂質とを少畳、砂刑.円礫を含む俄日】

IOYR4/6 褐色 シル ト 鵡 tV/質土 暗褐色とをリング状に互層に含む (掘り方 2 10YR4/6 褐色 シ冽/ト 露協色砂質土 暗褐色上をリング状に互層に含む (掘り方

礎石跡40

10YR4/4 褐色 シァレト 黄褐色ブロックを少量、☆鴇色V/質とを多量含む (抜取痕
礎石跡45

1 10YR4/4 褐色 シルト 絶 ブロック,黄協色V/質土、円礫を多量含む (根固稔

10YR4/4 褐色 シァレト 鵡色ブロック・黄褐色砂賃上、円礫を多量含む(根目鯰 101R4/6 褐色 シル ト 黄褐色砂質と.暗褐色上をリング炭にコ習に含む (掘り方

10YR4/6 褐色 シルト 黄櫓tV/質■・暗協色とをリング状に到冒に合tf(掘 り方
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の円礫が 2点確認されている。掘 り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を含み、固く締まっている。

礎石跡42

建物内部の礎石跡で、撹乱により南側の上面が一部失われている。形状は不整楕円形で、掘り方径は0.86m、 根

固め径は0.66mである。中央部に径0.4m程の不整精円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が含まれることから礎石の

抜取り痕とみられる。抜取り痕内には径 1～ 6 crn程の円礫と瓦片が認められる。根固めは径 1～ 8硼程の円礫が散

在的に確認されており、礫間には暗褐色ブロック土、黄褐色砂質土が詰められている。掘り方埋土は黄褐色砂質土

と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡43

建物内部の礎石跡で、21号集石遺構より古い。形状は不整円形で、掘り方径は1.lm、 根固め径は0.68mである。

中央部やや北寄りに径0.54m程 の不整円形のプランがあり、Ⅲ層類似層が含まれることから礎石の抜取り痕とみら

れる。抜取 り痕内には径 1～ 14cm程の根固石に使用されたとみられる礫が多く含まれている。検出面では根固石は

殆ど確認されず、黄褐色ブロック土が詰められている。掘り方埋土は黄trs色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状

の互層となり、固く締まっている。

礎石跡44

建物内部の礎石跡で、撹乱により上面が大きく失われており、南東部が残存するに過ぎない。形状は不整形であ

るが、本来は比較的整った円形とみられる。掘り方径はlm、 根固め径は0.26mである。根固めは底面に近い部分

とみられ、径 3～ 5 cln程の円礫と、礫間には黄褐色砂質土が詰められている。掘り方埋土は黄489色砂質土と暗褐色

ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石帥45

建物内部の礎石跡で、撹乱により上面の大半が失われるものの、形状は比較的整った円形で、掘り方径は0.92m、

根固め径は0.45mである。根固めは径 1～ 6 cafn程の円礫が詰められ、礫間には黄褐色砂質土が詰められている。掘

り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡46

建物内部の礎石跡で、SK7よ り古い。掘り方の東側は一部調査区外となっている。形状は不整円形で、掘り方

径は0,9m、 根固め径は0,72mで ある。根固めは径 2～ 12cm程の円礫が詰められ、礫間には黄褐色砂質土が詰めら

れている。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗ttB色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡47

建物南西角の礎石跡で、SB3へ とつながる渡り廊下部分際にある礎石跡である。撹乱により北および南側が一

部失われるため、形状は不整円形で、掘り方径は lm、 根固め径は0。75mである。根固めは径 1～12cm程 の円礫が

やや疎らに含まれており、径10cm程のものが多い。礫間には黄褐色ブロック土が詰められている。掘り方埋土は黄

褐色砂質土と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡48

建物南辺の礎石跡で、撹乱により南半分と北側が一部失われている。形状は残存部が比較的整った円形で、掘り

方径は0。 7m、 根固め径は0.5mで ある。根固めは径 1～10cm程の円礫が詰められ、径10crll程 のものが多い。礫間

には黄褐色砂質土が請められている。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固

く締まっている。

礎石跡49

建物南辺の礎石跡で、撹乱により南半分が失われている。形状は不整円形で、掘り方径は0.8m程である。検出

段階では根固石は全く認められず、撹乱断面においても確認できなかった。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土
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を多く含み、固く締まっている。

礎石跡51

建物南辺の礎石跡で、撹乱により北側と南側の上部が一部失われている。形状は不整楕円形で、掘り方径は0.8m、

根固め径は0。4mである。根固めは径 5cm程の円礫を僅かに検出したのみであり、礫間には黄4rB色砂質土が詰めら

れている。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を多く含み、固く締まっている。
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礎石跡54

礎石跡53

遺  構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺 構 層位 土  色 土 性 特 徴

礎石跡46
10YR4/4 褐色 シァレト 甘協色ブロック 黄褐色砂質と、円穣を多畳含む (根日め 礎石跡 51 2 OYR4/6 褐色 ンルト 弓色・暗褐色ブロックを含む (掘 り方

10YR4/6 褐色 シル ト 貨褐色砂質1.暗褐色とをリング状に互層に含む (掘り方
礎石跡52

OVR4/4 褐色 ンル ト

“

褐色アロック・黄褐色砂質とを少畳、」Il,円礫を含む(根目E

礎石跡47
1 10YR4/4 褐色 シルト 与絶ブロック 黄褐色砂質上を少量、V/H,円礫を合む(根固E 2 OYR4/6 褐色 ンフレト 宣褐色V/質土,暗福色土をリング状に互層に含む (撮り方

2 10YR4/6 褐色 シルト 鶏■砂ζ十.階お色上をリング状に二層に含む(掘り方
礎石跡53

OYR4/4 褐色 シァレト ☆褐色ブロック・黄褐色17/質とを少量含む(根固め

礎石跡48
1 10YR4/4 褐色 ラ′ル ト 雛ブロック・黄協色秒質上を少§ 砂利,円穣を含む候錮班 2 OYR4/6 褐色 シル ト 毬色・Π音褐色ブロックを含む (掘 り方

2 10YR4/6 褐色 シル ト 鵡色砂質上 暗掲色土を,ング状に倒暦に含む (掘り方
礎石跡54

OYR4/4 褐色 シァレト 音褐色ブロック,貨褐色砂質と、円礫を含む (根固め

礎石跡 49 10YR4/6 褐色 シルト 島色・暗褐色ブロックを含む (掘 り方 OYR4/6 褐色 シァレト 貨楊色砂質土.暗褐色土を,ング状に割琶に含む(掘り方

継石跡 51 10YR4/4 褐色 シァレト 舗色ブロック・黄欄色砂質土、日礫を含む (根日め

78

第53図  2号礎石建物跡 礎石跡 (6)



礎石跡52

建物南辺の礎石跡で、 S K46よ り古い。撹乱により上部が一部失われている。形状は不整楕円形で、掘 り方径は

1.2m、 根固め径は0.7m程である。根固めは径 2～ 1lcm程の円礫が詰められており、検出面においては疎らである

が、撹乱底面では密集した状態でみられる。径10cm程のものが多い。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロック

土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡53

建物南辺の礎石跡で、撹乱により南側が一部失われている。東側は調査区外に延びている。形状は不整円形で、

掘り方径は1.32m、 根固め径は0.85mで ある。根固めは径 1～ 6 cln程 の円礫が疎らに確認されているが、径26crn

程の角撰が 1点みられる。礫間には黄褐色ブロック土が詰められている。掘り方埋土は褐色と暗褐色ブロック土を

多く含み、固く締まっている。

礎石跡54

建物内部の礎石跡で、撹乱により南側が一部失われている。礎石跡15と 16の間で北側に半間ずれて検出してお

り、建物構造に関連した配置と推定される。形状は不整精円形で、掘り方径は lm、 根固め径は0,4mである。根

固めは径 2～ 10cm程の円礫が詰められており、径10cm程のものが多い。掘り方埋土は黄褐色砂質土と暗褐色ブロ

ック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

[溝 跡]掘 り込みは、SD7が SB2西辺中央と北辺西側、北東角で行い、断面調査はSD9の撹乱部分で行な
った。 2つの溝は全て SB2の周囲を巡ることで建物の雨落ち溝として機能したことが考えられるが、SBl同様
にSD9は 2号石敷遺構の側溝としての機能も併せ持っていたと考えられている。SD7は全体を通して同様の構

造を持っており、雨落ち溝としての機能に特化したものであったとみられる。またSD9は SB2の南東側で水路
状の溝跡に接続すると推定されている。

7号溝跡

建物の東辺から北辺を経て西辺にかけて周囲を巡るもので、小溝群 2や多くの土坑・ピットより古い。六角塔基

礎などにより部分的に失われている。西辺においてはSB3東辺溝のSD8と並走するが、南端部ではSD9に接

続する様子は無い。また北東角には長さ0.4m、 幅0.4m程北側に延びる溝の突出部分が認められる。清は全体に幅

0.8～ 1.2mの掘り方のプランが認められ、その内側にみられる溝の開口部とみられるプランの幅は0,5～0.6m程で

一定しているが、建物北東の入角より東へ延びる溝部分は0。9mとやや広がっている。

掘り込みは 2か所で行い、北東角を 1区、西辺中央部を2区とした。また北辺西側において S K22を掘り込んだ

ところ、土坑底面より角礫を用いた底面の石敷構造が確認されたため、ここを3区とした。 1区では掘り方幅が1.1

m、 溝幅0。 6m、 深さ0.lmで、底面に安山岩質の割石が概ね 2列に敷き詰められている状況が確認された。 2区で

確認したような割石上の小円礫は全く認められなかった。敷石の外側縁は直線になるよう個々の辺を揃えている。

側石は確認できず、それを抜き取った痕跡も明らかではなく、本来側石は存在しなかった可能性がある。北東角の

内側には偏平の円礫 1石が直立する形で据えられていた。また角部のすぐ東辺側では底面に敷石は検出されず、抜

取られたかあるいは本来無かったかは不明である。北東角の突出部分には底面に敷石などの構造は確認されず、溝

本体も幅が狭くなり、北側を撹乱で壊されている。

2区では、掘り方幅が0,8mの内側に幅0.5mの溝が構築されている。構造は 1区同様に、底面に安山岩の割石を

敷いた上部に径5cm程の小円礫を敷き詰めるもので、円礫の厚さは3cm程あり、敷石面までの深さは0.lm程であ

る。 1区同様に側石や抜取り痕が認められないことから、清内は小円礫により溝底面のみならず、壁面までも円礫

で覆った構造とも推定され、本来は浅い溝であった可能性がある。堆積土からは狭い範囲にまとまって、輪違いを

中心とする瓦が多数出土しており、SB2にはこれらの瓦が葺かれていた可能性がある。

７
ｒ



∞ 〇

半
Ю閉

辛
D5
72
0
半
19
57
20

六
角
塔
基
礎

半
1剛

カ
ク
ラ
ン

色
―
、

盈 子
19
57
23

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
1mｂ
ｒ

膊 ｍ 撥 ］ 曲 ｍ 　 　 螂 ｍ 櫛 ｍ 輪違
い

(H
48
)

輪
違
ヤ
(H
50
)

輪
違
い
(H
49
)

輪
違
い
(H
35
)

輪
違
い
(H
89
)

カ
ク
ラ
ン

輪
違
い
(H
51
)

輪
違
い
(H
46
)

奥
斗
瓦

(■
9)

輪
違
い
(H
45
)

輪
違
い
(H
41
)

輪
違
い

(■
40
) 瓦 Ｄ

平 俗

1区

糾 釧 ヽ 回 　 Ｎ 帥 灘 尊

2締
  
  
  
 

卜

カク
ニ蒻タ
ララ
フラ
フラ
フラ
診診
諺諺
診珍
珍

b 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
b'

12
カ
ギ
  
  
  
  
  
  
 

脂

蔵廷
茎
ヤ`
Hな
2) b

12
脚

12
痛

底
面
礫
状
況

遺
 
構
層
位

土
 
色

土
性

特
徴

漬
構
選
位

土
色

土
 
性

特
徴

SD
7

1
5Y
R4
/3
 
褐
色

シ
ル
ト
黄
褐
色
シ
ル
ト
粒
.自
色
粒
・
瓦
片
 
小
円
礫
を
含
む

iO
YR
4/
4 
褐
色

シ
ル
ト
黄
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
(掘
り
方

10
YR
4/
3 
に
ぶ
い
黄
褐
害

筆
褐
角
シ
ル
ト
小
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
(掘
り
方

4
10
YR
4/
4 
褐
色

シ
ル
ト
歳
格
色
ン
ル
ト
粒
 
黒
色
ブ
ロ
ッ
ク
の
混
合
土
(掘
り
方



一

∩
障

脚



阿

日

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

□

一

日
日
Ｈ
川
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
□ υ

阿
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
□

o                             20cm

3区では 1区同様に安山岩質の割石が 2列に敷き詰められた状況で確認されたが、 2区で検出した敷石上の小円礫

は全く検出できず、円礫の有無がどのような理由によるのか不明な点が多い。しかし各区の堆積土の状況からみ

て、 1区と3区の溝内には当初から円礫は敷かれていなかったものとみられ、その状況は第 8次調査で確認した溝

でも言える傾向である。

出土遺物は、軒丸瓦、丸瓦、平瓦、戻斗瓦、輪違いなどの瓦片が440点、陶器 8点、土師質土器皿44点、土師器

1点、須恵器 1点、鉄製品 7点がある。F4は軒丸瓦の瓦当部で、瓦当文様は珠文三巴文 (左巻き)である。F35

～40は丸瓦で全体の大きさがわかるG35は、長さ30.7cm、 幅16.3cm、 高さ7.6cm、 玉縁の長さ3.3cmで、中央部に

図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 狭 端幅 1 厚 さ 重さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

平瓦 268 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ、焼成破損

G77 平瓦 28 0 0 99 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ、焼成破損

平瓦 (285) 20 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 44-6

平瓦 117 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ

5 平瓦 27 2 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ 44-3

平 瓦 22 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ・指頭痕
平 瓦 凸面 :ナデ・離砂、凹面 iナデ  刻印 iO 径 8 mm

平瓦 21 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ、焼成破損

第56図  7号溝跡出土遠物 (2)
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図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備 考 分 類 写真図版

1 更斗 瓦 270 20 0 97 焼成後分割、凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ  (Ⅲ層 と接合 ) ① 44-12
度斗瓦 23 3 (110) 焼成後分害1、 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ・指頭痕・古い分割線あり ① 44-13

更斗瓦 SD7 (109, 22 1 2] 統成後分割、凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ・分割線 44-14

焚斗瓦 1 17 焼成後分割、凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ ①

奥斗瓦 焼成後分言1、 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ・分割線あり C 44-16
6 奥斗瓦 焼成後分割、凸面 :ナデ 離砂、凹面:ナデ ,幅広の刻線 2本・幅狭の分割練 1本あり つ

更斗瓦 137 焼成後分割、凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ・幅広の刻線 3本 あり ① 44-18
度斗瓦 (130) 焼成後分言1、 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ・分害1線沿いに連続した小勲離あち ① 45-1
憂斗瓦 (1201 061 焼成後分害J、 凸面 :ナデ 凹面 :ナデ ①
奥斗瓦 1)(11 (105) 焼成後分割、凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ・指頭痕・分割線あり
FAj斗瓦 0 56 焼成前分割、凸面 :ナデ・離砂、EI面 :ナデ・ /.k割族あり I②

第57図  7号溝跡出土遺物 (3)
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登録番弓 種  類 遺袴・層位 重さ(kg) 備 考 分  類 写真図版

H38 5 (150) 0 50 L商 :ナデ・コビキ痕、凹面 :ヨ ビキ痕・布目

(150) 66 0 48 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 45-7

(153) 0 78 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 日・縄圧痕

輪連い O) 0 82 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

6 輪違い 0 60 凸面 ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

輪違い 99 67) 凸両 :ナデ・ コビキ痕・ヘラ状庄痕、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目 45-11

5 (145) 113 0 62 凸雨 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 (Ⅲ嬉と接合) 45-12

9 13 7 147 116 0 73 出面 :ナデ 凹面 :コ ビキ痕・布目
輪津 114 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 45-14

18 5 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目 縄圧痕

輪違ヤ 0 57 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 45-16

第58図  7号溝跡出土遺物 (4)
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図版番号 登録番号 種  類 遺構 層位 重さ(kg) 傭 考 分  類

輪違い 137 凸面 :ナデ、凹面 iコ ビキ痕・布目 45-17

140 (14 1) 100 0 56 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 45-18

3 (98) 凸面 :ナデ 凹In:ヨ ビキ痛・布目
103 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布目 (小溝 2群 20と接合) 45-20

5 74 (56) 0 54 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕 布 目
150 (65) 59 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

輪違ヽ (154) 74 凸面 :ナデ、凹面 iヨ ビキ痕・布目 45-23
8 輪違ラ (11 1) 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

41 79 凸 面 :ナデ 、凹面 :コ ビキ反・ 布 目 2

10 (144) 90 68 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布 ロ ナデ
輪津ヤ 7) 10 4 0 77 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布自 2 46-3

輪連ヤ 0 78 凸面 :ナデ、凹面 iコ ビキ痕・布 ロ ナデ

第59図  7号溝跡出上遺物 (5)
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第 60図  7号溝跡出土遺物 (6)

釘穴がある。F37は頭側に釘穴が認められる。F39の凹面には棒状工具による押圧痕が認められる。G72～ 78・

80は平瓦で全体の長さのわかるものは 6点あり、長さは26.3cm～28.5cmである。G75の小口面には刻印が認めら

れる。G77・ 78・ 80に は焼成時の破損が認められる。H9～ 18。 247は英斗瓦で焼成後分割である。全林の長さの

わかるものは4点で、長さ27.Ocm～ 29.Ocmである。Hll・ 12の凹面にはヘラ状の工具による幅広の線刻が数条認

められる。H38～ 68は輪違いで、実測できたもの31点のうち、尻部が直線的に窄まる形状のものが13点、丸く窄

まる形状のものが18点である。E2は須恵器でlThの口縁である。 19は風炉の底部で、X10～ 13は土師質土器皿

ヨ版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

輪違ヤ (100) (73) 071 凸両 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目 46-5

2 輪違い 0 (146) 凸雨 :ナデ 凹面 :コ ビキ痕・布目
凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目  (Ⅲ 層 と接合 ) 2 46-7

4 4 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布目 (小溝2群 20と 接合) 46-8

5 (152) (185) 0 60 凸面 ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目

H66 輪違い 14 6 凸面 ナ デ 凹面 :コ ビキ痕・布 目 2

7 (63) 凸面 ナ デ 凹面 :コ ビキ痕 46-11

(97) f「4面 !ナデ F司而 :コ ビキ痕・布目・ナデ 2 46-12
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第 61図  7号溝跡出上遺物 (7)

である。灯明皿として使用されていたもので、内面に二次被熱が認められ、煤が付着している。X12は全体にター

ル状の煤が付着している。X13の日径は13.5cmで ある。

9号溝跡

建物南辺に沿って東西に走る溝で、大型の撹乱により断面調査を行ったところ、掘り方幅0,75m、 溝幅0.3m、

深さ0.2mであることが確認された。石敷遺構に敷かれていた円礫が堆積土内に多数流入している。ここでは確認

できなかったが、他の撹乱断面では底面に安山岩質の割石が敷かれるのが確認されており、本来はSD7と 同様の

構造であったとみられる。敷石上面の小円礫については明らかでない。出土遺物は、平瓦、英斗瓦、輪違いなどの

瓦片43点、桟瓦 1点がある。

図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 産  地 時  期 備    考 写真図版

陶器 風炉 17C前半 外面 :離砂、内面 :ナデ、 3脚、脚高 8 3cm 脚径 6 0cm 55-29

十師FB tth■ i 皿 135 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、内画体部下半に煤付着 58-9
3 土師質■磐 (132) (84) 在地 17C初め ロクロ調整、あ外面全体に懐付着

土師質と器 皿 (83) 在地 17C初め ロクロ調整、内面体部に媒付着 59-3

土師賃上器 皿 存 IIj 7C初 め ロクロ調整、底部糸切 り、内外面割 口に摸付店

圏版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層位 備    考 写真図版

須点器 (143) ロクロ訂罰整
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遺  構 層位 土  色 上 性 特  徴 遺  構 層位 土  色 土  性 特  徴

10VR5/4 にぶい黄褐雀 黄褐色粒 小円礫を含む 10YR4/3 にぶい黄褐荏 シル ト 黄褐色ブロックを含む (掘 り方 )

10YR4/3 にぶい黄褐迄 ンル ト 黄褐色粒を多量含む 10YR6/4 にぶい黄橙迄 シルト 黄褐色ブロック含む (掘 り方)
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第62図  9号溝跡
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第63図  2号礎石建物跡 遺物出土状況

3号礎石建物跡

[配置と形状]調査区の南西側で検出した南北方向の礎石建物跡で、建物全体を確認した。SB2の西側に近接し
て位置し、北側には 1号石敷遺構、南側には2号石敷遺構、西側には3号石敷遺構が建物を囲むように配置されて

いる。SB2とは建物南辺を揃えており、東西の柱筋も完全に揃っているが、SB2よ り北側に2間分張出してい
る。

礎石跡の配置状況はSB2同 様に総柱状となるが、その一部は東柱的なものとみられることから、建物全体が畳
や板などの床敷きであったと推定される。この建物についてもまたSB2同 様に、西および南端、さらに北端での

柱間が 3m程度の 1間半と広くなるのが大きな特徴である。 SB3が 全体に床を伴った建物であることを考えると、
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建物外縁にあたるこれらの部分もまた部屋の周りに配置された縁通りと考えられる。また東端の柱間は 1間と狭い

が、このような建物の性格上、この部分も縁通りになり、建物を全周していた可能性もある。建物の東辺南端から

はSB2と渡り廊下で繋がつていたと考えられる。

建物の周囲にはほぼ全周して溝が巡っているが、溝相互の接続部分については不明瞭な点が多い。東辺のSD8

はSB2の西辺溝であるSD7と並行して配置され、北端では建物に沿って西に折れ、北辺溝となりながら建物中

央でさらに北偵Jへ折れている。 1号石敷遺構の南辺側溝となるSD4との接続関係は撹乱により不明である。また

南端では並行するSD7同様に渡り廊下の北側で止まるとみられる。建物の北西外側にはSD8の屈曲によりでき

た空間が存在するが、ここに礎石跡など、建物を構成する遺構は確認できなかった。しかし建物西辺の幾つかの礎

石跡の例からみて、この場所に掘り込みが浅く、既に失われた礎石跡などが存在していたことも否定できない。西

辺の S D10は南端が撹乱により大きく失われており、北端は建物の北西角手前で僅かに建物側に折れ、それより北

側へは延びていない。このことから、SB3が城の大手側に位置することにより建物への入り回の存在が想定され

た場合、建物の構造上、西面に設けられた可能性が高く、この北端に存在していた可能性もある。南辺清のSD9

はSB2と共有し、一直線に配置されており、西端で S D10と接続すると考えられる。

[規 模]確認した建物規模は、東西9。9m(4問 )、 南北21.8m(10間 )の南北に長い建物である。建物東辺と

SB2西辺との距離は約4m(2間 )でかなり近接している。南北の柱間は北と南端の縁通り部分が2,9mか ら3.0

mの 1間半程度で配置されるのに対し、部屋部分と推定される間に入る 8間分は6尺 5寸で揃っている。東西側は

5間相当の幅をもつが、西端が 3m程度で 1間半の縁通りに対し、東端が 2m程度の 1間 となり、間にある部屋部

分の 2間は、建物東西幅の半分程度である5mを三分した8尺程度となる。この柱間は他の建物にはみられず、建

物の建設にあたっては、東西幅を予め決めた上で、内部の配置を決めている可能性がある。

建物の各側柱列と周辺溝との距離は、SD8東辺では1.4m程度と狭く、SD7と の間隔は約1.Om(半間)程度

しかないことから、二つの建物の軒はかなり近接していたことがわかる。北辺では1.6mと多少広い傾向があるが、

これもあくまで礎石が無く、基軸となる建物辺の不明瞭さや掘り込み調査の限界から、厳密なものではない。西辺

の S D10ではさらに狭く1.3～ 1,4mと なるが、この部分については建物西側柱列の構造から推定される上屋構造の

違いに起因している可能性もある。また南辺のSD9と の距離はSB2側 同様に1.75～ 2.Omあ り、検出状況によ

る距離の違いがあるにせよ、周辺を巡る溝の中では最も幅をもった配置といえる。

[礎石跡]礎石跡は側柱部で23基、建物内部で23基の合計46基を確認した。北西角や南西角と西辺・内部の一部

は撹乱により失われている。礎石跡規模はSBlや 2とは異なり、全体に側柱部分が大きい傾向にあるわけではな

いが、北側柱の一部についてはやや大型で根固石の詰め方も丁寧といえる。東や南側柱では内部のものと比較して

も大型ではなく、根固石の入れ方も少ない。この事はある程度は礎石跡章初の規模を示しているとみられるが、南

側や東側柱列においては、後世の削平度合いにも影響されている可能性もある。ただし西側柱については礎石跡14

以外は全て小規模で、単なるピット状のものとして確認したものである。この地区が特に大きく撹乱を受けている

状況は認められないことから、西側柱については当初より小規模で、簡易な構造であった可能性が高く、その中で

は礎石跡14は他とは異なる性格を担ったものと推定される。礎石跡は 3と 5の 2基について掘り込みを行い、礎石

跡14・ 20の 2基は断面のみの調査である。

礎石自体は全く確認できず、他の建物同様に全て抜き取られたと考えられる。掘り方埋土はブロック土やそれら

が縞状に確認できるものが多い。撹乱を受けていないものをみると、形状は円形で、掘り方径が0.6～ 2.2m、 中心

となるのは1.3m程度でSB2とほぼ同じ規模をもっている。礎石跡相互の並びを大きく違えるものは無く、整然

と配置されるが、建物内部の中央柱筋において 2基が確認できなかったのは、撹乱に加え、建物構造による可能性

もある。
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礎石跡 3

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-13よ り古い。撹乱により南側が一部失われている。形状は比較的整った円形で、

掘り方径は1.2m、 根固め径は lm程である。根固めは径 2～ 16cm程の円礫が密に詰められており、径10cm程のも
のが多い。検出段階においては中央部西寄りに径0,7m、 深さ0。 lmの礎石の抜取り痕が認められた。掘り方埋土は

黄褐色と暗褐色ブロック上がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 5

建物西辺の礎石跡で、 S K46よ り古い。撹乱により東側半分が失われている。形状は不整円形で、掘り方径は0.65

mである。掘り方上に 2～ 5cm程の円礫が確認され、根固石とみられるが疎らである。掘り方埋土は黄褐色土を主

体とし締まっている。建物西辺列にある礎石跡は全て、他の礎石跡と規模や構造面で異なっており、これは上部構

造の違いによるものとみられる。

礎石跡 14

建物西辺の礎石跡で、周囲は撹乱により失われ、南縁部および北辺部が僅かに残存するのみである。形状は円形

とみられ、掘り方径は0。7mで、根固めは径 1～ 14cm程の円礫が掘り方内に密に詰められており、径10cm程のもの

が多い。礫間には黄褐色砂質土が詰められている。検出段階において中央部に径0.4m、 深さ0.04mの不整円形の

礎石の抜取 り痕が認められた。掘り方埋土を入れず、根固石を底面に直接設置するといった、他の礎石跡にはみら

れない構造である。

礎石跡20

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-18よ り古い。撹乱により南狽Jの大半が失われている。形状は不整楕円形で、掘
り方径は0。 96m、 根固め径は0.56m程である。根固めは径 1～14cm程の円礫が密に詰められており、径10cm程 の

ものが多い。中央部には径0.6m程、深さ0.2m程の礎石の抜取 り痕が認められた。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブ

ロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 1

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-13、 SK8よ り古い。形状は不整円形で、掘り方のみの残存とみられる。掘 り
方径は1.lmで ある。根固石とみられる径 3～ 8cm程の円礫が僅かに確認されており、掘り方埋土は黄褐色と暗褐
色ブロック土を詰めている。後の削平による影響は多少あるとみられるが、建物の北辺側柱として、平面規模に対

し構造面で他の礎石跡とは異なっている。

礎石跡 2

建物北辺の礎石跡で、小溝群 2-13、 S K13よ り古い。形状は不整楕円形で、礎石跡 1同様に掘り方のみの残存

とみられる。掘 り方径は東西1.25m、 南北 lmである。検出段階では根固石などは殆ど確認されない。掘 り方埋土
は黄褐色と暗褐色ブロック土を含んでいる。

礎石跡 4

建物北東角の礎石跡で、六角塔基礎により南側が一部失われている。形状は不整楕円形で、掘り方径は lm、 根

固め径は0.7m程である。根固めには径 2～10cm程 の円礫が疎らに散乱している程度で、径 8 cryl程のものが多い。

礫間には暗褐色ブロック土や黄褐色砂質土が詰められている。掘 り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状

の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 6

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-15よ り古い。形状は不整楕円形で、掘り方径は0,8m、 根固め径は0.58mで あ
る。根固めは不整円形で、掘り方の西側に寄っており、径 1～ 10cm程 の円礫と、礫間には黄褐色砂質土を詰めて

いる。掘 り方埋土は黄ItB色 と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。
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じ
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礎石跡 1

漬  構 層位 土 色 土 性 特 徴 稜  構 層位 土  色 土  性 特  徴

礎石跡 3

tOYR5/6 黄褐色 ンル ト 礎石跡 14 tOYR5/4 にぶい貢褐C ンノント 音褐色土・黄褐色上・円礫を含む (掘 り方

2 IOYR5/6 貢IB色 シル ト

礎石跡20

I 10YR5/6 貢褐色 ンル ト 黄裾色土を少量、暗褐色ブロックを含む (抜取痕

3 10YR4/4 褐色 ンルト 旨褐色ブロックを少量含む (根固め) 2 10YR4/4褐 色 ンルト 黄褐色・暗絹色ブロックを含む (根固め

4 10YR4/4 褐色 ンル ト 奇褐色上・褐色土を縞状に含む (掘 り方 10YR5/6 黄褐色 ンルト 暗褐色土・黄褐色上を縞状に含む (招 り方

礎石跡 5 10YR4/6 褐色 ンアレト 資褐色砂質上を少量含む (掘 り方 ) 離石跡 1 1 10YR4/4 褐色 シァレト 黄褐色 暗褐色ブロックをを微量含む (掘 り方

10YR4/4 褐色
'S血

の暗褐■ブロック 円凄 少量の貨掲色上を合む徹蜀砺 礎石跡 2 10VR4/4 褐色 シルト 鷺褐色 ,暗褐色ブロックをを微量含む (掘 り方
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礎石跡 7

建物内部の礎石跡で、小溝群 1-1・ 2-18よ り古い。形状は不整楕円形で、掘り方径は1.06m、 根固め径は0.82

m程である。根固めは小溝底面において僅かに検出しており、径 2～10cm程 の円礫が含まれる。掘り方埋土は黄褐

色と暗褐色ブロック土がリング状の互層とな り、固く締まっている。

礎石跡 8

建物内部の礎石跡で、 S K164よ り古い。六角塔基礎により上面が失われている。形状は不整円形で、掘り方径

は lm、 根固め径は0,7m程である。根固めは小溝底面で検出しており、掘 り方の西側に寄っている。根固めには

径 2～■cln程の円礫を詰め、礫間には黄褐色ブロック土を詰めている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土が

リング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 9

建物東辺の礎石跡で、小清群 2-15よ り古い。撹乱により南半分が失われている。形状は不整精円形で、掘り方

径は0,7m、 根固め径は0.5mで ある。根固めは小溝底面で僅かに検出してお り、径 3～10cmの円礫が含まれてい

る。礫間には黄褐色砂質土を詰めている。掘 り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く

締まっている。

礎石跡 10

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-16よ り古い。撹乱により西側が一部失われている。形状は不整円形で、掘り方

径は0.9m、 根固め径は0.5m程 である。中央部には径0.4m程の不整円形プランがあり、Ⅲ層に類似する層が堆積

していることから礎石の抜取り痕とみられる。根固めは径10～ 16cm程の比較的大振りな円礫を周囲および底面に敷

き並べており、その上に径 2～ 6cm程の小円礫を詰めている。小円礫間には黄褐色ブロック土、掘り方埋土は黄褐

色と暗褐色ブロック土がリング状の互層になり、固く締まっている。

礎石跡 11

建物内部の礎石跡で、小溝群 1-2・ 2-16よ り古い。小溝による削平のため、掘 り方北側の1/4程を検出した

のみで、形状や規模は不明である。小溝底面で根固石に使用されたとみられる円礫を僅かに確認している。掘り方

埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を含み、固く締まっている。

礎石跡 12

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-16、 S K34よ り古い。六角塔基礎により東半分の上面が失われているため形状

は不整円形で、掘り方径は0.92m、 根固め径は0.7mで ある。根固めは径 1～16cmの 円礫が詰められており、径 6

cln程 のものが多いが比較的大振りな石材も含まれている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック上がリング状の互

層となり、固く締まっている。

礎石跡 13

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-16よ り古い。小溝や撹乱により北側大半が失われ形状は不明であるが、規模は

小振 りであったものとみられる。根固めは小溝底面において径 8cm程の円礫が1点確認されたのみである。掘り方

埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土が詰められている。

礎石跡 15

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-17よ り古い。撹乱により北側が一部失われているため形状は不整円形で、掘り

方径は1.2mである。根固めは径 1～ 10cm程の円礫が少量含まれている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土

を含み、固く締まっている。

礎石跡 16

建物内部の礎石跡で、小清群 1-2・ 3・ 2-17よ り古い。形状は不整円形で、掘り方径は0.8mで ある。小溝底
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遺 構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺  橋 層位 土 色 土  性 特 徴

礎石跡4
10YR4/4 褐色 ンル ト 鵡■ブロック歯楊色ブロックを少畳円穣を参量台む破固H 礎石跡 10 10YR4/4 褐色 シルト 貨褐色土.暗構色とをリング状に互層に含む (掘 り方

2 OYR4/4 褐色 ンル ト 黄協色土・暗協色とをリング状に互層に含む (掘り方 礎石跡 11 10YR4/4 褐色 シ冽/ト 黄褐色・暗褐色ブロックをを微畳含む (掘 り方

礎石跡 6
1 OYR4/4 褐色 シル ト 舶 プロック,黄褐色プロックを少量、円榛を含む俄目y

礎石跡 12
tOYR4/4褐 色 ラ/ル ト 絶 プロック・黄櫛色ブロックを少量、円礫を多量含む(根目E

2 OYR4/4 褐色 ンル ト 黄協色土・暗褐色上をリング状に互層に含む (掘り方i 10YR4/4 褐色 シルト 百協色■,偕協色上をリング状に互層に含む (掘 り方)

礎石跡 7
OYR4/4 褐色 シァレト 船色プロック,黄協色ブロックを少曇、円榛を含む(根目め

礎石跡 13
OYR4/4 褐色 シアレト 鴇色ブロック・☆褐色ブロックを少量、円礫を少量含む徹固E

2 10YR4/4 褐色 シル ト 黄福色土.暗鵜色上をリング状に互層に含む (掘 り方|

OYR4/4 褐色 ンル ト 驚褐色土・暗褐色土を含む (掘 り方)

礎石跡 8
10VR4/4 褐色 シルト 触 カック,期色カックを蛙、際惨魏 俄日) 礎石跡15 OYR4/4 褐色 ングレト

`協

色プロック,黄構色ブロックを少量、円礫を少量台む(紀り抗

2 10YR4/4 褐色 銘付十・階毬色上をリング状に互層に含む (撮り方|

礎石跡 16
10YR4/4 褐色 ンルト 鞘 色 暗褐色ブロックをを徹量含む (根回め

礎石跡 9
tOYR4/4 褐色 錦色ブロック.貨褐色プロックを少量、日穣を含む破固め tOYR4/4褐 色 ンルト 裁褐色土。暗褐色土を多量に含む (掘 り方

2 10YR4/4 褐色 シル ト ilB色と,暗褐色とをリング状に互層に含む (掘り加

礎石跡 17

10YR4/4 褐色 ンルト 鵡色ブロックを少曇、黄協色砂質とを多量含む (抜取涙

礎石跡 10
1 10YR4/4 褐色 シアレト t協色プロックを少量、貨協色砂質上を多且台む(抜取痕 10YR4/4 褐色 ンルト 絹色ブロック黄褐也ブロックを少且、円榛をケ量含む徹ロメ

2 OYR4/4 褐色 シルト 1褐色ブロック 黄桐色ブロックを少量、円残を少量含1(恨□E 3 10YR4/4 褐色 ンアレト 寄褐色土`階格色とをリング状に互層に含tF(掘り方
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面で根固石とみられる径10cm程の円礫が僅かに確認されている。

礎石跡 17

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-17、 S K52,165よ り古い。撹乱により北側および西側が一部失われている。

形状は不整円形で、掘り方径は0.8mで ある。根固めは主に径10～12cm程の大振りな円礫を周辺および下面に敷き

並べ、その上に径 1～8cm程の円礫を詰めている。中央部には径0.3m程の礎石の抜取り痕を検出している。掘り方

埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を含み、固く縮まっている。出土遺物は抜取り痕から瓦片が 1点ある。

礎石跡 18

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-17よ り古い。六角塔基礎により西半分が失われているため形状は不整円形で、

掘 り方径は0。 84m、 根固め径は0.54mで ある。根固めは径 3～ 5cmの円礫を疎らに含んでいるが、黄褐色ブロッ

ク土が主体となる。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡 19

建物西辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。Ⅲ層の畑耕作により底面近くまで失われている可能性もある

が、形状は不整円形である。掘り方径は0.47m、 根固め径は0.3mである。根固めは検出段階では径 7～10cm程の

円礫が 4点確認されるのみで、黄褐色ブロック土が詰められている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土が詰

められ、固く締まっている。

礎石帥21

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-18、 S K39よ り古い。形状は不整円形で、掘 り方径は lm、 根固め径は0.6m

である。根固めは径 1～ 10cmの円礫が疎らに含まれており、礫間には暗褐色や黄褐色ブロック土が詰められている。

中央部西寄 りには径0.5m程 の礎石の抜取 り痕が認められる。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状

の互層となり、固く締まっている。

礎石跡22

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-18よ り古い。撹乱により東側の一部が失われている。形状は不整円形で、掘り

方径は0,82mである。中央部には径0,7m程の不整円形のプランがあり、Ⅲ層に類似することから礎石の抜取り痕

とみられる。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土が詰められ、固く締まっている。出土遺物は抜取り痕から棒

状の銅製金具 (N■ )がある。
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礎石跡23

建物西辺の礎石跡で、撹乱により上部が失われている。形状は不整円形で、掘 り方径は0.5mである。掘り方の

北側に張 り出す径0.4m程 の不整円形プランは礎石の抜取 り痕とみられる。根固石とみられる礫は全く検出できな

かった。

礎石跡24

建物内部の礎石跡で、 S K51よ り古い。撹乱により大半が失われ、南辺の一部が残存するのみであるため規模や
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礎石跡21
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礎石跡29

礎石跡31

礎石跡19
小滝 2群 17

礎石跡 18

礎石跡23

礎石跡25

礎石跡30

遭 構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺  橋 層位 土  色 土  性 特 徴

礎石跡 18
OYR4/4 褐色 シル ト 鵠色ブロック輪協色ブロックを少量円穣を少量含む破固y

礎石跡25
10YR4/4 褐色 シァレト 縄色ブロック・黄協色プロックを少量、円凛を多量含む級固y

2 OYR4/4褐色 ンフレト 蓋褐色■.暗褐色上をリング状に互層に含む (掘 り方 2 10YR4/4 褐色 シァレト 鍋色土,暗協色上をリング状に互層に含む (掘 り

礎石跡 19
OYR4/4 褐色 シァレト 黄褐色ブロックを少量、責褐色V/質とを多畳含む (根固め|

礎石跡26

10YR4/4 褐色 ンル ト 鵡色プロックを少量、黄褐色砂質土を多畳含む (抜取積

OYR4/4 褐色 シルト 音構色ブロノク 黄欄色ブロックを少量含tF(掘り方|

10YR4/4 褐色 ンルト 絹色プロック黄鴇色ブロックを少量、円礫を夕量含む俄圏鯰

礎石跡 21

IOYR4/4 褐色 シァレト 黄褐色・暗褐色ブロックをを微量含む (抜取痕 3 10VR4/4 褐色 シ刀/ト 會褐IL i.賠褐色とをリング状に互層に含む (掘り方

10YR4/4 褐色 シァレト 船色ブp/ク 舶色カ ックを少畳、際を少鏑む徹圏め
礎石跡27

1 10YR4/4褐 色 シル ト !褐色プロック,費楊色プロックを少畳、円礫を少量含む(根固E

3 IOYR4/4 褐色 ンル ト 黄欄色土.暗褐色土を)ング状に互層に含む (掘り方|

2 10YR4/4 褐色 シァレト 雪格色■・暗褐色上を,ング状に互層に合IP(掘 り方

礎石跡22

10YR4/4 褐色 肯楊色ブロックを少畳 費協色砂貿上を参量台む (抜取痕
礎石跡28

iOYR4/4 褐色 シァレト 鷺協色ブロックを少畳、黄協色砂質土を多量含む (抜取痕

tOYR4/4 褐色 シル ト 餡色ブロック黄協色ブロックを少量、円僕を少量含む徹固め 10YR4/4 褐色 シルト 触 ノロック 黄褐色ブロックを少三、R礫を歩量含む (根固E

3 10YR4/4 褐色 シァント 寺褐色と 暗褐色上を)ング状に互層に含む (掘 り方|

10YR4/4 褐色 シルト 黄褐色土・賠褐色土を含む (掘 り方 )

礎石跡 23
10YR4/4 褐色 シァレト 絹色ブロックを少量、黄褐色砂質とを多畳含tr(抜取茂 礎石跡 29 10YR4/4 褐色 シル ト 鵡色砂箕■を多量、暗協色ブロックを少豊含む (掘り方

2 10YR4/4 褐色 シ冽/ト 樗ヽ色士・階褐色土をリング状に互層に含む(掘り方|
礎石跡 30

IOYR4/4 褐色 シル ト 網色プロック・黄褐色ブロックを少曇、円膜を少畳含む徹固E

礎石跡24
10YR4/4 褐色 シル ト 寺褐色ブロックを少三、黄褐色V/質■を多量含む (根固め 10YR4/4 褐色 シル ト 歯裾色上.暗褐色上をリング状に互層に含む (掘り方

10YR4/4 褐色 ンル ト ξ協■ブロック,責褐色ブロックを少畳台rr(掘り方) 礎石跡91 1 10YR4/4 褐色 シル ト 驚格色,暗褐色ブロックをを微量含む (掘 り方
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形状は不明である。中央部には礎石の抜取り痕とみられるⅢ層類似層を含む不整形プランが確認できる。掘り方埋

土は黄褐色と暗ItS色ブロック土を詰めている。

礎石跡25

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-19、 S K38よ り古い。撹乱により北側が一部失われているため形状は不整精円

形で、掘 り方径は南北0。 96m、 東西0.7mである。根固め径は南北0.8m、 東西0.54mである。根固めは主に径 1

～12cm程の円礫を比較的密に詰めており、径 6～ 8蠅 のものが多い。礫間には黄褐色砂質土や小円礫が詰められ、

掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を詰めており、固く締まっている。

礎石跡26

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-19、 S K32・ 33よ り古い。撹乱により西側の一部が失われている。形状は不整

円形で、掘り方径は1.lm、 根固め径は0.79mで ある。根固めは径 2～ 8cm程のやや小振りな円礫を疎らに検出し

ており、礫間は黄褐色ブロック土が詰められている。掘り方は黄褐色と暗褐色ブロック土が主体となり、径 3～ 8

crn程 の小円礫も詰めている。

礎石跡27

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-19よ り古い。六角塔基礎により東側が一部失われているため形状は不整楕円形

で、掘 り方径は0.98m、 根固め径は0.62mである。根固めは主に径10cm程 の円礫を僅かに含むのみで、黄褐色ブ

ロック土が詰められている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を詰めており、固く締まっている。

礎石跡28

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-20よ り古い。形状は不整円形で、掘り方径は0.69m、 根固め径は0.46mであ

る。中央部には0.23m程の礎石の抜取 り痕を検出している。根固めは径 1～12cm程の円礫を含んでおり、礫間には

小円礫と黄褐色砂質土を詰めている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を詰めており、固く締まっている。

礎石跡29

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-20よ り古い。撹乱により北側及び東側が失われているため形状は不整円形で、

掘り方径は0.58mで ある。根固めは撹乱底面に径10cm前後の円礫が僅かに確認される程度である。掘り方埋土は

黄褐色ブロック土を多く詰めている。

礎石跡30

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-20、 S K169よ り古い。撹乱により西側の一部が失われている。形状は比較的

整った円形で、掘り方径は0.78mである。中央部に径0.6m程 の礎石の抜取 り痕を検出している。根固めは径 5cm

程のやや小振りな円礫が礎石の抜取 り痕内に僅かに確認される程度であり、掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック

土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡31

建物西辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。Ⅲ層の畑耕作により上部が失われており、形状は不整円形で

ある。掘 り方径は東西0.6m、 南北0.4mで、検出段階では径 3～ 5cm程の小円礫を僅かに含む。掘り方埋土は黄

褐色と暗褐色ブロック土を含んでいる。

礎石跡32

建物内部の礎石跡で、南北の柱筋上に並ぶとみられるが、やや東側に寄っている。小溝群 2-21よ り古い。検出

面が全体にグライ化し、プランが不明瞭なため、根固めとみられる礫の分布範囲を礎石跡として捉えている。平面

形は不整円形で、掘り方径は0.8mである。根固めは径 5 crn程のやや小振りな円礫が疎らに確認される程度である。

礎石跡33

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-21よ り古い。撹乱により北側の一部が失われている。礎石跡32同様、プラン
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辛やV効

辛や5密

22号集石

辛ЮV%

摯醒5

辛朗閉

挙195i27
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挙1囲
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小溝 2群23
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摯や5穆6

礎石跡42
0                      1m

礎石跡33

挙や5秘 _

礎石跡34 礎石跡36

礎石跡38

礎石跡39
礎石跡40

礎石跡41

澄  橋 層位 土  色 土  性 特  徴 遺  橋 層位 土  色 土 性 特  徴

礎石跡32 10CrY7/1 明緑灰色 ンル ト グライ化 (掘 り方)
礎石跡 38

2 10YR4/4 褐色 ンルト 絹色プロック,黄禍色プロックを少量、円凄を多量台む徹日E

礎石跡33 1 10α 7/1 明緑灰色 ンル ト グライ化 (掘 り方) 10YR4/4 褐色 シル ト 寺褐色と`暗格色とをリング状に互層に含む (掘 り方

礎石跡 34 10YR4/4 褐色 ンアレト 暗褐色プロックを少量含む (掘 り方 ) 礎石跡 39 10YR4/4褐 色 ンルト 鶉色ノコック・黄褐色ブリックを少畳、円礫を含む (紀 り方)

礎石跡35 10YR4/4 褐色 シァレト 鵬色ブロンク・黄禍色ブロックを少豊含む (掘 り方) 礎石跡40 10YR4/4 褐色 シアレト 鶉色ブロック,熱色プロックを少曇、日豪を多量含む線目E

礎石跡36 IOYR4/4 褐色 シァレト 鵠色ブロック 黄褐色ブロックを少量含む (掘 り方)
礎石跡41

| ЮYR4/4 褐色 シル ト 肯褐色ひ蔭土を参畳 暗協色ブロックを少量含lr(根固め

礎石跡 37

10YR4/4 褐色 ンル ト 鶴色ブロックを少三、黄褐色砂質上を多宣含む (抜取痕 2 OYR4/4 褐色 ンル ト 鶏 色土・暗褐色土を多量に含む (掘 り方

2 10YR4/4 褐色 シル ト 鶉也カ ック鶏色カ ックを握 際惨魏 徹囲E

礎石跡 42

OYR4/4 褐色 シァント き褐色ブロック・黄欄色ブロックを少量含む (抜取痕

3 10YR4/4 褐色 シァレト 鑑褐色土・Л音褐色土を含む (掘 り方 ) OYR4/4 褐色 シルト 与絡色プロック.☆褐色プロックを少宣、円礫を多量含む(根圏E

礎石跡 38 10YR4/4 褐色 シル ト 鷺lB色ブロンクを少畳、費褐色砂質とを多量台む (抜取演 OYR4/4 褐色 シァレト 貨裾色土.惜褐色とをリング状に互層に含む (掘り方
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第69図  3号礎石建物跡 礎石跡 (4)



が不明瞭なため、根固めとみられる礫の分布範囲を礎石跡として捉えている。平面形は不整円形で、掘り方径は 1

m程である。根固めは径 3～ 5cm程の小振りな円礫が疎らに確認される程度である。

礎石跡34

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-21よ り古い。撹乱により北側の一部が失われている。形状は不整円形で、掘り

方径は0.93mである。小溝内において径 8 crl■程の円礫が僅かに確認される程度であり、掘り方埋土は暗褐色ブロッ

ク土を含んでいる。

礎石跡35

建物東辺の礎石跡で、小溝群 2-21よ り古い。撹乱と小溝により掘り方東辺が僅かに残存するのみで、規模・形

状などは不明である。

礎石跡36

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-22よ り古い。形状は不整精円形で、掘 り方径は東西0.85m、 南北0.55mであ

る。根固めの礫は 1石も確認できず、礫を使用しない簡易な構造の可能性も考えられる。掘 り方埋土は暗褐色ブロ

ック上を含んでいる。

礎石跡37

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-22、 22号集石より古い。撹乱により南側が一部失われている。形状は不整円形

で、掘り方径は0。 75m、 根固め径は0.6mである。根固めは径 1～ 20cm程 の円礫を多く含み、大振りの礫を周縁に

配置し、中央部には小振りな円礫を詰めている。中央部東寄 りには径0.35m程 の礎石の抜取り痕が確認されている。

掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を詰めており、固く締まっている。

礎石跡38

建物東辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。形状は比較的整った円形である。掘 り方径は0,9m、 根固め

径は0.52mで 、根固め径に比べ掘り方径が大きいが、これは残存状況の悪さに起因している可能性もある。根固め

は径 2～12m程の円礫を比較的密に詰め、礫間には黄褐色砂質土を詰めている。中央部には径0.28m程の礎石の抜

取り痕が検出されている。掘 り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

出土遺物は抜取り痕中から平瓦 1点がある。

礎石跡39

建物西辺の礎石跡で、Ⅲ層の畑耕作により上部が失われており、形状は不整円形である。掘り方径は0.5mで、

中央部の径0,3m程の範囲に根固石とみられる径 2～ 8cm程の円礫がまとまって検出された。掘り方埋土は黄褐色

と暗褐色ブロック土を詰めており、固く締まっている。

礎石跡40

建物内部の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。撹乱により西側及び南狽Jは一部失われている。形状は不整円

形で明瞭ではない。掘り方あるいは根固め径は0.65mで、径 2～18cm程 の円礫を密に詰めているが、周縁部に大振

りの円礫を貼り付けている。10cm程 の礫が多く、礫間には黄褐色砂質土を詰めている。

礎石跡41

建物内部の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。撹乱により西側が大きく失われているが、形状は比較的整っ

た円形である。掘り方径は0。 93m、 根固め径は0。7mである。根固めは径 3cm程の小円礫が疎らに確認される程度

で、黄褐色ブロック土が貝占られている。掘り方埋土は黄褐色ブロック土を主林に暗褐色ブロック土を詰めており、

回く締まっている。

礎石跡42

建物内部の礎石跡で、小溝群 2-23よ り古い。撹乱により東側が失われている。形状は不整円形である。掘り方
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礎石跡43

OYR4/4 褐色 シル ト 〔褐色ブロックを//N量、費褐色砂質上を多重含む(抜取痕 礎石跡45 10YR4/4 褐色 シル ト 黄褐色土.暗協色とをリング状に互層に含む (掘り方

2 OYR4/4 褐色 シル ト 錦色カ ック・難色カ ックを蛭 、限をケ酷むは圏y 礎石跡46 10YR4/4 褐色 ンル ト 曽協色砂管とを参量 皓褐色ブロンクを少畳含む (堀り方

OYR4/4 褐色 シル ト 黄褐色と ば褐色上をリング状に互層に含む (掘 り方|

礎石跡47
10YR4/4 褐色 シァレト 鶏色砂質上を歩量、暗褐色ブロックを少三含tF(根日め

礎石跡 44
褐色10YR4/4 ンル ト 錦色ブロック 黄協色プロックを少量、円癸を少星含む(根固め 2 IOYR4/4 褐色 シァレト i褐色上・暗褐色土を互層に含む (掘り方

2 10VR4/4 褐色 シァレト 黄褐色土・暗褐色上を多量に含む (掘 り方
礎石跡48

10YR4/4 褐色 シル ト 音協色ブゥク黄褐色ブロックを少量、円映を多量含む(根圏ザ

10YR4/4 褐色 シル ト 黄褐色砂質とを多二、暗褐色ブロックを少量含む (根口め| 褐 色 シル ト 黄褐色土・暗褐色土を互層に含む (掘 り方

第70図  3号 礎石建物跡 礎石跡 (5)

径は1.2m、 深さ0.3m程、根固め径は0.6mである。SB3においては比較的大型の礎石跡である。根固めは径 1

～15cm程の円礫を詰めており、撹乱の断面では、大振りの円礫を側面や底面に貼り付け、その上に小円礫をのせる

構造である。礫間には黄褐色砂質土を詰めている。中央部には径0,7m程 の礎石の抜取り痕が検出されている。掘

り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡43

建物東辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。撹乱により西側の一部及び上部が失われている。形状は不整

円形で、掘り方径は0.85m、 深さ0.3m程、根固め径は0.68m、 深さ0.2mで ある。根固めは径 1～ 12cm程の円礫

を詰めているが、撹乱の断面から、大振りの円礫を底面と側面に貼り付け、その上部に小円礫をのせる構造となっ

ている。礫間には黄ttB色砂質土を詰めている。中央部には径0.4m程の礎石の抜取り痕が検出されている。掘り方

埋土は黄褐色と暗ItS色ブロック土がリング状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡44

建物南辺の礎石跡で、27号集石遺構より古い。撹乱断面において僅かに検出しており、形状は不整形である。規

模は不明で、掘り方及び根固めの一部を検出した。根固めは径 1～ 12cm程の円礫を詰めており、大振りの円礫を壁

つ
る
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面に貼り付け、その上に小円礫と黄褐色砂質土を詰めている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック上がリング状

の互層となり、固く締まっている。

礎石跡45

建物南辺の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。撹乱により大半が失われ、南側の一部が残存するに過ぎない。

規模は不明で、掘り方および根固めの一部を検出した。根固めは径 1～ 10cll■程の円礫を含み、底面付近と上面に大

振りの円礫を敷き、礫間は小円礫や黄褐色砂質土を詰めている。掘 り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック上がリング

状の互層となり、固く締まっている。

礎石跡46

建物南辺の礎石跡で、 S K91よ り古い。撹乱により西側が失われている。平面形は不整円形である。規模は不明

で、掘り方を検出している。径 3～ 8cm程の根固石とみられる円礫を僅かに検出しており、掘り方埋土にはブロッ

ク土を殆ど含まない。

礎石跡47

建物南東角の礎石跡で、小溝群 2-24よ り古い。 2号石敷遺構が南縁部に及んでいる。形状は比較的整った円形

である。掘 り方径は0,85m、 根固め径は0.6mで 、根固めには径 2～ 8cm程の円礫が僅かにみられる。礫間には黄

褐色砂質土を詰めている。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を互層に詰め、固く締まっている。

礎石跡48

SB2と の間にあり、連結する渡り廊下とみられる南辺側の礎石跡で、小溝群 2-24よ り古い。 SB3の 礎石跡

47側に多少寄っている。形状は比較的整った円形である。掘り方径は lm、 根固め径は0.75mで 、根固めは径 2～

10cm程の円礫を含み、径 3cm程の小円礫が主体である。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色ブロック土を互層に詰め、固

く締まっている。

[清 跡]掘 り込みは、 SD8が SB3北 辺中央と東辺南側、 S D10が SB3西 辺中央で行なった。 2つの溝は全

て SB2の 周囲を巡ることで建物の雨落ち溝として機能したことが考えられるが、SD9は 2号石敷遺構の側溝、

S D10は 3号石敷遺構の側溝としての機能も併せ持っていたと考えられている。またSD8は 北辺と東辺での構造

に違いがみられ、この東辺清は並行して走るSD7と 構造は類似するが幅などに違いがみられる。 SD8北 辺溝が

北側に折れる部分については、SB3の 構造に関係するが、SD4と 接続し、排水を意図したものの可含静性もある。

8号溝跡

建物東辺から北辺にかけて巡るもので、小溝 2群や多くの上坑・ピットより古い。六角塔基礎などにより部分的

に失われている。東辺においてはSB2の 西辺溝 SD7と 並走し、南端部は撹乱により失われており、 SD7同 様

に詳細は不明である。北辺部は北方向に鉤方に屈曲し石敷側溝であるSD4に 接続するとみられる。清には全体に

幅0.6～ 0.9mの 掘り方プランがみられるが、東辺より北辺側の幅が広い傾向がある。

掘り込み調査は 2か所で行い、北辺中央を 1区、東辺南半を 2区とした。 1区での掘り方幅は0.78m、 溝幅は0.6

mで、清底面までの深さは0。 lm程である。北側の掘 り方埋土と溝堆積土の区別が難しく、掘 り方部分まで掘削し

ている。底面には径 2～ 8m程の小円礫が比較的多く敷き詰められていた。側石やその抜取り痕などは認められず、

小礫下には割石による敷石は確認されなかった。断面でみると礫下の底面は平坦で、掘り方埋土には黄褐色ブロッ

ク上を敷き均している。溝堆積土を少し掘り下げた時点で流入土と混じる形で底面の礫よりさらに小さな礫が散乱

する状況が確認されたが、これもまた底面礫の上半部分である可能性がある。

出土遺物は上面より平瓦や輪違い等の瓦片が出土した。

2区での溝は掘り方幅0.6m、 清幅0.35m、 敷石までの深さ0.lmで、 1区同様に底面に径 2～ 6cm程の小円礫

を敷き詰めている。円礫の厚さは最も厚い箇所で 6m程 もある。やはり側石の痕跡や抜取り痕が認められないこと

つ
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第71図  8号溝跡

から、本来、側石などは無く、溝内全体に小円礫を詰めていたとみられる。 2区南側の溝中央底面に安山岩の割石

が 1石置かれていたが、これ以外に底面に割石が敷かれる状況は確認できない。また 1区・ 2区を通し、掘り方埋

土は底面側と壁面側とでは入れる土を多少違えている傾向がある。

出土遺物は、丸瓦、軒平瓦、平瓦、英斗瓦、輪違いなど瓦片64点、

である。瓦当文様は花菱文で、瓦当部の幅は28.7cm、 高さ9.■mで、

ぼ同じである。H69は輪違いで尻部が丸く窄まる形状である。

陶器 2点、鉄製品 1点がある。G5は滴水瓦

瓦当面の大きさはSD5で 出土したG4と ほ

104

掘 り方

囲   ―

上画瓦出土状況

遺  構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺  構 層位 土 色 土 性 特 徴

10YR4/3 にぶい黄褐荏 砂暫土 箋褐色シル ト粒・ 白色粒を含む 3 とOYR4/3 にぶい黄褐荏 シル ト 髯褐色シルトプロックを主体とする (掘 り方)

10YR4/4 褐色 シルト 章褐色シルトブロックを主体とする (掘り方 iOYR4/6 褐色 シァレト 普楊色土ブロックを少量、日礫を多畳含む (掘り方



0                             20cm

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 文 様 長さ(cm)

ー

州 飾 可 覇 高 訓 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版
軒平 百 花菱文十唐革文十子葉 (285) 94 (75) 滴水瓦  (Ⅲ 層 と接合 ) 46-13

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ(kg) 備    考 分  類 写真図版

2 輪津ヤ 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

第 72図  8号溝勘出土遺物

9号溝跡

建物南辺に沿って東西に走る溝で、東狽1ではSB2と溝を共有している。溝幅は0.4m、 深さ0.lmが確認された
が、 2号石敷遺構の石敷きが上部にのり、掘り方プランは確認できなかった。堆積土中には石敷きから崩落した円

礫が多数認められる。溝底面には小円礫敷きや敷石は認められず、個々だけの状況なのか、あるいはSB2側とは
異なる構造となるのかは不明である。

12蒲

0                      1m

遺  構 層位 土  色 土  性 特  徴
SD9 10YR5/4 にぶい貢褐C ラクレト 黄褐色粒  ノト円礫を含む

第73図  9号溝跡 1区
105



10号溝跡

建物西辺に沿って南北東西に走る溝で、中央部において掘り込み調査を行った。掘り方幅0.85m、 清幅0,7m、

深さ0.3mである。 3号石敷に接しているため、堆積土中には石敷から崩落した小円礫に混じって瓦片が多く認め

られた。東側の掘り方ラインは明瞭に検出されたが、西側については石敷の残存状態が良好なことから敷石下とな

り検出できなかった。溝底面付近には径 5～ 8 crn程の小円礫が多く確認され、これらを敷いていたものとみられる。

礫下には割石による敷石はみられず、厚さ 3 crll程のブロック土を敷き均した後に小円礫を敷き詰めたものとみられ

る。SD8や 9と比較して深い溝であるにも関わらず、側石やその抜取り痕などは確認できず、壁面の構造が問題

となる。
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第74図  10号溝跡  1区 (1)
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0                      1m

遺  構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺  構 層位 土  色 土  性 特 徴

10YR4/4 褐色 砂質土
SD10

10YR5/3 にぶい黄掲窪 シル ト グライ化したアロックとを含み鉄分が下屠に層飛に流を(観り方
2 10YR5/6 黄褐色 砂 管 十 ≧20～50mmの 円礫 を含む 10YR4/3 にぶい苦楊侮 ンル ト 暗褐色ブロック・粒 を含む (掘 り方 )

第75図  10号溝跡  1区 (2)
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出土遺物は、軒丸瓦、丸瓦、平瓦、文斗瓦、輪違い、面戸瓦などの瓦片385点、陶器 2点、土師質土器皿 1点、

焼塩壷 1点、瓦質土器 1点、土師器 1点、鉄製品 2点がある。 F5。 6は軒丸瓦で、瓦当文様は珠文三巴文 (左巻き)

で、F6の珠径は1.5cm、 珠数は17個 とみられる。 F6は全体の大きさのわかる唯一の資料で、玉縁付きの形状で

ある。長さ37.2cm、 幅19,lCmで 、尻側に釘穴が認められる。 F41～48は丸瓦である。全体の長さのわかるものは

4点で、33.9～35.5cmである。 F41の尻側には釘穴が認められる。 F43の凹面には棒状工具による押圧痕が認め

られる。H94・ 95は隅切の面戸瓦で、丸瓦の両端部を約50度の角度で切断した形状である。凹面は両端部を幅広

のケズリで面取りしている。H125は鬼瓦の一部とみられる。 110は大堀相馬の水満で、型押しで平面長方形であ

る。
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ｕ
・　
３

一

１
０

o                               20cm

▽ ▼

逸 5
0                      10Cm

目版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 崇 重 さ (kg) 備   考 分 類 写真図版

丸 瓦 0 76 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目・縄圧痕 48-2

目版番号 登録番号 種 類 遺構・層位

―

重さ (kg) 備   考 分 類 写真図版

2 面戸五(隅切) 29 5 24 79 凸面 :ナデ 凹面 :ヨ ビキ痕・布 目・縄圧痕、両端切断 (約 50° 2

誦戸五
`隠

切| (273) (161) 14 凸面 〔ナデ、凹面 :コ ビキ痕 縄圧痕、両端切断 (約 50°

図版番号 登録番号 種  類 董構・層位 重 さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

鬼瓦 O 02

110

第 78図 10号溝跡出土遺物 (3)

図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 す 産  地 時  期 備    考 写真図版

5 陶器 水 滴 大堀相馬 19C前半 型押し、内面布目 57-3
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第79図

4号礎石建物跡

[配置と形状]SBlと 2の間で検出した東西方向で小型の礎石建物跡で、建物全体を検出した。今回検出した4

棟の中では最も規模が小さい。礎石跡は4辺の側柱のみで内部には確認できない。東辺の南北柱筋はSB2の北側

張出し棟の東辺柱筋と揃い、南北柱筋の全てがSB2と揃うが、SBlとは半間違えている。周囲にはS D14が他
の清とは接続せず巡っているが、南と西辺では確認できない。また北側では 5号石敷遺構と重複しており、石敷き

は溝上に敷かれたものとみられる。さらに石敷きは北側の溝外にも延びており、確認した範囲も限定的なことから、
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第80図  4号礎石建物跡・ 5号石敷遺構

建物北側にある出入口からSBl側 に向かって敷かれた通路状の施設とも考えられる。建物西側には南北方向の塀

跡の可能性があるS D20が位置しており、相互の位置関係から、塀は西側からSB4への見通しを遮断するための

施設と推定される。

[規 模]確認した建物規模は、東西5.9m(3間 )、 南北4m(2間 )である。柱間は東西・南北とも2m程度の

1間とみられるが、北側柱の礎石跡 3がやや西側に寄る位置にあり、これが撹乱によるものか、あるいは当初より

柱間に違いがあるのかは不明瞭である。建物の各側柱列とS D14と の距離は、北辺が2.1～2.4m、 東辺が1.3～ 1.6

mと溝自体が建物と双方の幅に差があり、また建物と並行しない部分もあリー定ではない。さらに西および南辺に

ついては溝の北西角と南東角の位置からみてかなり狭く、近接していたとみられ、北辺側での幅広さが目立ってい

る。

[礎石跡]礎石跡とみられるものは 9基確認した。いずれも側柱のみで建物内部には確認していない。規模は径

0.6～ 0.8m程 と小型で、形状も不整形のものが多い。南辺は撹乱により1基失われている。調査では礎石跡 4の 1

基について掘り込みを行つた。礎石跡に礎石自体は残されておらず、平面プランの観察によリリング状に 2つ に分

けたものもあったが、残存状況が悪く、プラン内側は抜き取り穴ではなく、根固石を含んだ層とみられる。根固め

は小型の円礫に加え、土や砂礫により構成されるものが殆どである。

礎石跡 4

建物北東角の礎石跡で、掘り込みを行った。他遺構との重複関係は無い。平面形状は不整精円形で、掘り方径は

東西0,49m、 南北0.6mで、根固めは径 3～ 6cm程の小振りな円礫を使用している。掘り方の深さは不明である。

中央部に径0.5m程の不整円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられる。掘り方埋土は黄褐色ブロック土を主

体とするものである。

礎石跡 1

建物北西角の礎石跡で、小溝群 2-12よ り古い。形状は円形で、掘り方径は0,76mで ある。中央部に径0.4m程
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礎石跡 7         礎石跡 6

つ
る



の不整円形のプランがあり、礎石の抜取り痕とみられる。根固めは掘り方に沿って礫がリング状に並んで敷かれ、

径 1～10cm程の円牒を使用しているが、 6～ 8cm程の小振りのものが多い。掘り方埋土は黄褐色と暗褐色砂質土を

主林とするもので、固く締まっている。

礎石跡 2

建物北辺列の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。撹乱により南側が一部失われている。形状は不整楕円形で、

掘り方径は東西0.7mで ある。掘 り方埋土は黄褐色砂質土を主体とするものである。検出面では根固めは確認でき

ないが、撹乱の断面において径 5～ 8cm程の円礫がみられる。

礎石跡 3

建物北辺列の礎石跡で、六角塔基礎内において検出したため上部が失われている。形状は不整円形で、掘り方径

は0,7mである。中央部に僅かに根固めが残存しており、径 3～ 6cm程の小振 りな円礫を使用している。掘り方埋

土は暗褐色ブロック土を含み、固く締まっている。

礎石跡 5

建物東辺列の礎石跡で、六角塔基礎により南側が一部失われている。形状は不整楕円形で、掘り方径は東西0.42

mである。中央部には径0,25mほ どの不整楕円形の礎石の抜取り痕らしきプランがあり、中には径 2～10cm程 の円

礫が幾つか認められる。外側のプラン内には礫は無く、埋土は黄褐色ブロック土と暗褐色砂質土を主体とし固く締

まっていることから、この礎石跡は明瞭な根固めを持たないかあるいは抜き取りの際に失われている可能性もある。

礎石跡 6

建物南東角の礎石跡で、六角塔基礎により北側が一部失われている。形状は不整円形で、掘 り方径は0.6m、 根

六角塔基礎
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礎石跡 6
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礎石跡 9

0                     1m

礎石跡 1 礎石跡 3

礎石跡 5

礎石跡 8

遺  構 層位 土  色 と '性 特  徴 遺  構 層位 土  色 土 性 特 徴

礎石跡 1
10YR3/3 暗褐色 砂質土 暗褐色砂質土を主体 (根固め) 礎石跡 5 10YR3/4 暗褐色 音掲色砂質上に黄褐色ブロックを含む (掘 り方

10YR3/4 暗褐色 ンルト 音褐色砂質とに黄褐色ブロックを含む (掘り方
礎石跡 6

10YR3/3 暗褐色 砂質土 音褐色砂質土を主体 円礫を多量含む (根固め
礎石跡 2 10YR4/3 にぶい黄褐C シル ト 表褐色砂質上を含む (掘 り方 ) 10YR3/4 Hど褐色 シル ト 音褐色砂質とに黄褐色ブロックを含む (掘 り方

礎石跡 3 10YR3/4 暗褐色 暗褐色シル トフロック含む (掘 り方 ) 礎石跡 7 IOYR3/4 暗褐色 シルト 音褐色砂質上に黄褐色ブロックを含む (紀 り方

礎石跡 4
10YR3/8 Π音褐色 砂質 土 悟rB色砂質土を主体 (根固め) 確石跡8 tOYR3/4 暗褐色 ンル ト 音褐色砂質とに黄褐色ブロックを含む (掘 り方

10YR3/4 暗褐色 ンル ト 音褐色砂質とに黄掲色ブロックを含む (掘 り方 礎石跡 9 10YR3/4 1音褐色 シル ト ヒ褐色シルトブロック含む (掘 り方)

礎石跡 5 10YR3/8 暗褐色 砂質土 曽褐色砂質土を主体 (根固め)

第81図  4号礎石建物跡 礎石跡
113



固め径は0.4m程である。根固めは径 1～ 12cm程の円礫を使用している。掘り方埋土は黄褐色ブロック土と暗ItB色

砂質土を主体とし、固く締まっている。

礎石跡 7

建物南辺列の礎石跡で、他遺構との重複関係は無い。形状は不整円形で、掘 り方径は0.46m、 根固め径は0.3m

程である。根固めは径 3～ 8cm程の円礫を使用しており、径 6cm前後のものが多い。掘り方埋土は黄褐色ブロッ

ク土と暗褐色砂質土を主体とし、固く縮まっている。

礎石跡 8

建物南西角の礎石跡で、小溝群 2-14よ り古い。形状は不整円形で、掘り方径は0.48mで、掘り方中央部に径 1

～ 6cm程の根固石とみられる小振りな円礫が10点ほど散在している。掘 り方埋土は黄ItB色ブロック土と暗褐色砂

質土を主体とし、固く締まっている。

礎石跡 9

建物西辺列の礎石跡で、六角塔基礎により上部が失われているため形状は不整円形で、掘り方径は東西0.3m、

南北0.35mである。内部には径10cm程の円礫が 3石確認されるのみである。掘 り方埋土は暗褐色ブロック土と褐

色土がリング状の互層となっている。

[溝 跡]掘 り込みは S D14の東辺北側で行い、断面調査は北西側で行なった。

14号溝跡

建物周囲に巡っており、掘り方は認められず、清幅は東辺で0.5～ 0.6mな のに対し、僅かにみられる南辺部分で

は0.9mと差がある。深さは東辺部で0.lm程 と浅い。西辺および南辺については、殆どの部分が削平により失われ

ていると考えられる反面、この部分の清は北辺や東辺に比べ建物と近接しており、何かしらの構造により当初から

無かったと考えることもできる。東辺において掘り込み調査を行なった結果、溝内には径 5cm程度の円礫が多く含

まれていたが、底面に敷かれたものと判断するには至らなかった。また底面に割石による敷石はみられない。

ヽ 試掘 トレンチ
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霞
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0                      1m

小溝 2群H

遺 構 層位 土 色 土  性 特 徴

tOYR3/4 暗褐色 砂質土 径2～ 50mm大の砂礫を多量含む
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(2)溝  跡

13号溝跡

SBlの 北側に位置し、南北に延びる溝状遺構で

ある。北辺溝であるSD5と 接続関係は無いとみら

れる。確認長は3.5mである。南側において掘り込み

を行ったが、底面は播鉢状に緩やかに立ち上がり、

幅0.4m、 深さ0.15mの浅いものであった。堆積土

は 2層に分層され、上面には瓦片を含んでいたが下

層は褐色土を主体とした人為堆積である。底面にピ

ットなどは確認できないが、塀などの簡易な遮蔽施

設である可能性も考えられる。出土遺物は平瓦など

が28点 ある。

20号溝跡

Y31、 X41～43グ リッドで検出した南北の溝状遺構

で、小溝群 2-10～ 12よ り古い。SBlと 2の間で、

b

12瓦謂

華1躙
協

摯1躙

12宣淵    卜
~

%
SD20

0                          2m

遺  構 層位 上  色 土 性 特  徴
10YR4/6 褐色 シル ト

2 10YR4/4 褐色 シァレト

10YR4/6 褐色 シァレト え化物を微量含む

第83図  13・ 20号溝跡

SB4の西側に位置するが、撹乱により南側が失われている。平面形は東側に僅かに孤を描いており、確認長は

5.5m、 幅0.4m、 主軸方向はN ll° 一Eで周辺建物と揃っている。掘り込みは行っていないが、中央部の撹乱で断

面を確認したところ、深さは20cm程で底面には起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単一層でプロッ

ク土を含み、人為的堆積とみられる。底面にピット状プランは確認できなかったが、小溝状遺構とは方向や堆積

土が異なり、単独で存在することから、西側に位置するSAlと 直行して配置された塀などの遮蔽施設の可能性

が考えられる。SB4西辺との距離は2.7m(9尺 )で、SAl東端のピットと溝中心の距離は0,9m(3尺 )程

度あり、周辺施設との配置を考慮して造られている。出土遺物は丸瓦がある。

(3)塀 跡
1号塀跡

Y30・ 31、 X42グ リッドで検出した東西の清状遺構で、SBlと 3の間に位置する。撹乱により西側が失われてい

るが、SD8よ り西側へは延びていない。 S D20同様に平面形は緩やかに南に弧を描いており、確認長は8.5m、

幅0.4m、 溝部分底面までの深さは0.2mである。当初は小溝群 2の一部ともみられたが、清底面で12基のピット

が一列に並んでいるのを確認したことから塀跡などの遮蔽施設と判断した。東半部分のピットは掘り込みを行い、
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遺  構 層位 土  色 土  性 特  徴
10YR4/4 褐色 ンル ト 黄褐色土粒を微量含む
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西半部分のピットは検出に止めている。ピットの径は0,3～0.5mで、深さ0.2～0.4m程 とやや規模にばらつきがあ

る。東端部にあるピットは径0.45m、 深さ0.3mと他のものに比べやや大きい。ピット間の距離はP3～ 4の 0.7m

以外は0.4m前後で、溝底面からの深さは20cm程度である。ピット中に柱痕跡は確認できなかった。位置からみて

北側の石敷き遺構側からSB2・ 3側への見通しを遮断すると共に、これらの建物とSBlを仕切るための施設と

考えられる。

(4)石敷遺構
1号石敷遺構
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第85図  1号石敷遺構 全体
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SBlの 西側全体に位置し、北側および西側は調査区外に広がっている。確認した範囲では南北25,5m以上、東

西14m以上で、北東部で東側に 3m程張出している。確認面積は約360∬である。耕作に伴う石敷円礫の散乱はⅢ

層検出段階より認められ、当初はⅢ層面で確認すべき遺構として取り扱った。しかしⅢ層と混在する礫を除去して

いくと、部分的に石を敷いた状況が確認されると共に、周辺のⅣ層面で小溝状遺構群が確認されたことで、石敷き

はⅢ層に覆われ、Ⅳ層面で確認すべき遺構であることが判明した。石敷上面には東端を中心に小溝群 2が数条確認

でき、耕作範囲は明らかでないが、石敷以外のⅣ層整地土のみならず、耕作が石敷上部にまで及んでいることがわ

かった。したがって本来あった石敷上部で耕作を始める際には、多くの客土が必要になったとみられる。調査では

耕作により原位置を保っていないと判断した円礫を全て除去せず、遺構保存の観点から、ある程度礫の密度が高く

なった時点で除去作業を止めている。

石敷は後世、多くの撹乱を受けると共に、耕作が深く及ぶ場所では礫自体が残存せず、下部の整地土が露出する

状況にあったが、北東・南東・北西部の一部において、礫が密に敷かれた残存状況を確認することができた。石敷

は径 3cm程の小円礫を敷き詰めており、最も残存が良好な北西部では厚さ10cm程で敷かれている。場所によって

は、石敷の下部に径 5cm程の円礫が敷かれる場所もあり、石敷の上下で礫の大きさを変えた構造であったことがわ

かる。また調査区西壁での観察では、石敷下の整地層の一部では、粘質土と砂質土を交互に敷くことにより版築状

となっている。この重層構造は建物下部や建物間などの場所においては一切確認しておらず、局部的な構造である

可能性もあるが、何を意図して造成されたか不明である。この地区では撹乱と円礫の散乱のため、石敷上での別遺

構の確認は無かったが、基礎地業を入念に行なう必要のある何かしらの施設が存在していた可能性も否定できない。

出土遺物は殆どが検出に伴うⅢ層中のものであるが、軒丸瓦、丸瓦、軒平瓦、平瓦、英斗瓦、輪違い、面戸瓦、

隅切瓦などの瓦片830点の他、一部残した表土や撹乱土から桟瓦や煉瓦など近代の遺物がある。
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10YR4/4 褐色 ンル ト 貨褐色粒 自色粒を微量、小礫 .瓦片を微垂含定
SD4 a

3 10YR4/4 褐色 シンレト (掘 り方 )

10YR4/6 褐色 黄褐色砂質土を少量含む (掘 り方 ) 10YR4/4 得色 貨褐色V/質とを少量、径20～ 30mの 円礫を含tF(掘 リカ
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第87図  1号石敷遺構 側溝



2号石敷遺構

SB2と 3の南側に位置し、東西21m以上、幅4m程の東西に長い範囲で確認した。
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第88図  2・ 4号石敷遺構
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して走っているが、SD3は SDlに 付属する塀跡と判断され、石敷を壊して構築している。礫はこれらの溝に挟
まれた幅1.5m程の範囲に特に密集し、さらに南側に展開しており、 SDlを 挟んだ南側の 4号石敷遺構とは一連
の施設とみられる。石敷は建物の南辺溝であるSD9よ り北側にある建物南辺の礎石跡列際まで延びているが、礫の

在り方はSD9の 南側とは異なりまばらであるが、礎石跡掘り方までを被覆していた可能性もあり、これが耕作に
よるものかあるいは建物際での敷き方の違いかを判断するのは難しい。 SB3側 の南端をみると、石敷はSDlb
の掘り方により壊されており、このラインとSD3と の間の狭い範囲にも破壊を免れ残存した礫が密集する部分が

認められる。石敷は大型の撹乱により東西に分断されており、東側は調査区外に延び、西側は撹乱により失われて

いるが、西側は 3号石敷遺構と連続する一連の施設となり、東側においてもSB2建 物に沿ってさらに東側へ広が
るとみられることから、かなり広範囲にわたる石敷施設といえる。

礫は整地層上に直接敷かれており、 1号石敷遺構とは異なり、礫層の厚みは少なく、小型の円礫ではなく、径 5

cm程のやや偏平な円礫を密に貼る敷き方が確認できる。このことから、同じ石敷遺構でも敷く礫の大きさや形状や

敷く厚さも違えた構造であることがわかった。この地区においては石敷面上部に客土ともみれるⅥ層類似の黄褐色

土が広範囲に被覆していた。耕作は主にこの層を撹拌することによりⅢ層が形成されることで石敷までは及ばなか

ったと推定され、構築時の姿を良好に残している可能性が高いといえる。

出土遺物は殆どが検出に伴うⅢ層のものとみられるが、平瓦、戻斗瓦、輪違いなどの瓦片28点がある。

3号石敷遺構

SB3の 西側に位置し、南北19m以上、東西 4m以上の南北に長い範囲で確認した。 S D10。 ■が石敷中に並行
して走っているが、SD■ は石敷を壊して構築された廃城後の溝とみられ、層中には流入した礫が多数みられる。
石敷はこれらの清に挟まれた幅30～ 50cm程の狭い範囲とS D10東側のSB3寄 りに密集しているが、この他にも

調査区西壁際には極めて良好に残存している。北端と南端は大規模な撹乱で失われており、 1号石敷遺構との関係
は不明であるが、おそらくはSD4を 境にこれと接していたものと考えられる。またSB3北 側の建物外には敷か
れなかったとみられる。

石敷が良好に残存する北半部は 2号同様に径 5 crn程のやや偏平な円礫を直接整地層上に敷いており、ここもまた

耕作により撹拌を免れた地区と考えられる。これに対し西壁際で確認した石敷は全体に厚く、礫の大きさにより明

らかに上下 2面に分けられ、間には黄褐色の砂質土層を挟んでいる。下半部にやや大きめで偏平気味の礫が使用さ

れる状況は 3号石敷の他の場所や 2号石敷に共通するが、上部に小型の礫を敷くことで明らかに別構造をもった石

敷といえる。この特徴から、 1号石敷遺構もまた、この西壁際にみられる状況と同様の構造であった可能性がある。

出土遺物は殆どが礫検出に伴うⅢ層中のものであるが、丸瓦、平瓦、英斗瓦、輪違いなどの瓦片21点がある。

4号石敷遺構

SB3の 南西側で確認し、撹乱などにより分断されるが、東側の 2号石敷遺構や北側の 3号石敷遺構とつながる
一連の施設とみられる。径 5m程 の円礫を直接整地層上に敷いており、北側の調査区西壁際で確認した状況とは異
なっている。

5号石敷遺構

Y33、 X42グリッドで検出し、SBlと SB4の 間に位置する。東西 2m、 南北 4mの範囲で確認し、南側は S
B4の北側柱列際から北側はSBl南 辺溝のSD6際 まで敷かれている◇他の石敷遺構とは異なり径 1～ 3 cln程 の小
円礫をバラス状に敷いた上に、径 5～ 8cmの 円礫を無雑作に敷いたものだが、耕作による撹拌も受けているものと

みられる。撹乱断面から、 S D14の堆積土上に載っており、石敷は S D14を跨ぐ形で敷かれた通路の可能性がある。

面的な広がりを持つ石敷遺構以外に、建物間を結ぶこのような遺構は他には確認していない。

ゆ
る
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第90図  3・ 4号石敷遺構



出土遺物は殆どが礫検出に伴うⅢ層中のものであるが、丸瓦、平瓦、戻斗瓦などの瓦片52点、土師器 2点、鉄製

品 6点がある。

(5)ピット
P6

Y30、 X42グ リッドで検出し、SB3北辺溝の外側に位置する。小溝群 2-12よ り古い。形状は不整楕円形で、南
北の径は lmあ るが、南側は深さ14cm程で 1段浅くなっており、北側は径0.7m、 深さ0.5m程の比較的整った円

形となる。底面はやや傾斜をもつが平坦で壁は直立する。確認段階ではわからなかったが、断面観察で柱痕跡を確

認した。底面には径18～28cmのやや大きな円礫を8石敷き並べており、そのほぼ中央に 1辺30cm程の不整形の柱

痕跡を確認している。当初は北側にあるSAl塀の控柱の可能性も考えたが、塀本体の構造に比して構造が立派で
あり、 1基のみの確認であることから、SB3に関連し、単独で機能した施設の可能性もある。
出土遺物は丸瓦、平瓦、面戸瓦などの瓦片 6点、土師質土器皿 2点、鉄製品 1点がある。H96は面戸瓦で、基部

に引掛け部分を持つ蟹面戸に近い形状をしている。X14は土師質土器皿である。

辛195707

第91図  P6
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置 構 層位 土  色 土  性 特  徴

P6

10YR4/4 褐色 シル ト 貨褐色 賭褐色プロックを多量、炭イヒ物を少畳合tj(柱痕跡
2 10YR4/6 褐色 i協色ダゥクを多量、階掲色アロックを少量、炭lttを欲量台む偏サ朔

10YR4/6 褐色 夏褐色・暗褐色ブロックを多量含む (縄り方

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 器 鴫 重さ (kg) 備   考 分 類 写真図版
面戸瓦 凸面 :ナデ・指頭痕、凹面 :ナデ 来部に刻み景の流線あり 3

図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構 層位 藝籐
産  地 時  期 備   考 写真図版

土師質土孫 皿 (116) (67) 在 地 17C初め ロクロ調整 59-18

第92図  P6出上遺物
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2 その他の遺構

(1)小清状遺構群

Ⅲ層を除去しⅣ層上面で遺構検出を行ったとこう、SDl以 北の調査区ほぼ全域で畑底面の耕作痕跡である小溝

状遺構群を多数検出した。Ⅲ層上面においては畝跡などの畑表面の遺構を検出することはできなかったが、小溝状

遺構群の存在が確認されたことで、Ⅲ層の形成要因が畑耕作によるものであることが明らかとなった。小溝状遺構

群は 2群あり、南北方向に走る 1群と東西方向に走る 2群とに大別されるが、重複関係からみて 1群の方が新しい。

小溝状遺構群 1群

調査区ほぼ中央のY29・ 30、 X43・ 44グ リッドに位

置する。小溝状遺構群 2群、 S K34よ り新しい。南

北方向に平行に延びる4条の小溝から構成されるが

直線ではなく、緩やかに湾曲しており、溝の南及び

北側端部は不揃いである。長さは 1号が7.3mと長く、

3号が撹乱により北側が失われているものの、1.8m

程と短く、長さには差がある。上幅は0.3～ 0.4■ l、 深

さ0,1～ 0.2m前後で、主軸方向はN-28° 一E前後であ

る。各溝の間隔は 1～ 2号間が1.15m、 2～ 3号間

が0.55m、  3～ 4号間が0,7m前後とやや不規則であ

る。 1号の底面ではピット状の浅い落ち込みが 3か

所で確認されており、 4号は他のものに比べ掘り込

みがやや深い傾向にある。堆積土は 1～ 3号がⅥ層

起因と考えられる黄褐色シル トの単一層で、 4号の

みブロック土の含有の違いで 2層に分層した。出土

遺物は 1号より平瓦片が 1点ある。

小溝状遺構群 2群

SDl以 北の調査区ほぼ全域にわたり東西方向に

検出した。若林城の遺構やⅣ層上面検出の一部の土

坑・ピットなどより新しく、小溝群 1群、 S K10・

14・ 15。 16、 Plな どより古い。小溝は全部で24条

確認されており、最大長は15m以上、上幅0.4m～ 0。

5m、 深さ0。 lm前後で、主軸方向はN-80° 二W前後で、

各溝の間隔は0.7～ lmである。東端は調査区外に延

びているため範囲は不明確であるが、西端は調査区

内で途切れる。また 1～ 9号については 1号石敷遺

構上にのっているが、10～24号はSB3の 西辺溝跡
第93図 小溝状遺構群 1群

であるS D10や 3号石敷遺構上にまでは及んでいない。この理由としては、畑の耕作範囲の端を示していると共に、

残存の程度に起因している可能性もあるが詳細は不明である。なお 3号が一部幅の広がる部分があるが、これは同

溝内での重複の可能性が考えられる。全体での堆積土は 2層に大別されるが、整地層の影響を受けて色調が異なる

ためさらに 6層に細分される◇上層はⅢ層に類似する比較的緻密な暗褐色土であり、下層はⅣ層起因の黄褐色ブロ

ック土である。石敷遺構上においては上層に円礫を多量に含んでいる。出土遺物は瓦片や若干の陶磁器片があり、

柳
８
カクラン

遺  構 層位 土  色 土 性 特  徴

小溝 1群
10YR6/6 明貢褐色 簑褐色ブロックを含む

2 IOYR3/1 黒褐色 シァレト 黄褐色ブロックを多量含む
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翼版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 文  様 長さ (cm) 齢 重 さ (kg) 備 考 分 類 写真図版

伏問瓦 1ヽ濫 2群 1 菊絃文+唐堂文 》さ瓦 48-7

劉版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 前 産  地 時  刻 備 考 写真図版

陶 器 皿 卜溝 2群 14 美農 17C前半 鉄絵 55-12

3 土師質土器 皿 卜溝 2群 10 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ

土師質上器 皿 卜溝 2群 5 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り 58-11

と師質土器 皿 卜溝 2群 2 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り 59-7

土師質土器 皿 卜澪 2群 2 (52) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ

土師質土基 皿 Jヽ溝 2群 16 在地 17C初め ロクロ調整、底都糸切 り、底部内面に媒付着 60-9

図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 備 考 写真図版

須恵器 蓋 」ヽ濤 2群 3 (67) 外面 :ロ クロ調整→回転ヘ ラケズ リ、内面 :ロ クロFH整 60-27

円筒埴輪 小溝 2群 13 外 :締ハケ、内 iナデ

種 類 器  種 重さ (g) 備 考 写真図版

10 警 小溝 2群 3 07 07 螺旋状 62-12

銅製品 銭 小溝 2群 3 聖宋元賓 ?、 穿径0 6cm 62-2

12 銅製品 銭 小溝 2群 3 元豊通賓 ?、 穿径 0 7cm 62-3

銅製品 銭 小溝 2群 3 開元通費 ?

銅製品 銭 小澪 2群 3 開元通賓 ? 62-5

銅製品 銭 小溝 2群 3 不 明 62-6

銅製 品 銭 小溝 2群 3 1 不 明 62-7
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他には 3号からはガラス製箸が 1点、聖宋元費 1枚・元豊通費 1枚・開元通費 2枚・不明銭 2枚がある。

(2)溝 跡
la・ lb号溝跡

調査区南側のY26～ 32、 X47・ 48グ リッドで検出した石組溝跡で、 2・ 3号石敷遺構を切るように構築される。

Ⅲ層上面で近代の遺物を含むプランが確認されたため掘り込んだところ、新旧2時期にわたる石組溝を確認し、新

しいものをSDla、 古いものをSD lbと した。溝跡は東西の調査区外にも延びており、確認長は30mである。SD
laは掘り方幅2.4El、 深さ0.6m程で、溝底面に径40cm程の円礫を3列程度敷き並べ、石敷としている。石敷の礫が

失われた溝東側においては抜き取り痕跡多数が確認された。底面石敷の両側には大部分は崩落しているが、拳大程

度の円礫が一部積み上げられた状況が確認でき、溝跡は本来、石組の壁を持ち、円礫は裏込めとして充填されたもの

と考えられる。底面石敷と礫との間には幅0.2m程の溝状の落ち込みがあり、この部分に数段組程度の石組が構築さ

れていたと考えられる。残念ながら全ての石組は抜き取られているものの、推定される溝の開口部幅は0.8m程度

であったものと考えられる。堆積土は 5層に分層され、最上層には流入したⅢ層が堆積しており、その上部の僅か

な窪みからは近代の遺物が出土している。層中には崩落した裏込め礫や瓦片などが多量に含まれている。

b

12蒟群

b'
卜

Ａ痛

厖櫛砧

幽
劾
生 h               れ '

12 5粛                     
卜

鮎

SDlaoSD2a・ b

f

乾謂  Pl P2 P4 P5 P6

0                      2m

ｇ謂

甥
SD3

遺  構 層位 土  色 土  性 特 徴 遺  構 層位 上  色 土 性 特  徴
10YR3/3 暗褐色 ンル ト 貨掲色シルトhI、 径1∞～2∽Ш程の円映を多量合む 上面グライイと

SD2a
10YR4/3 にぶい貢褐C 砂質土

lb 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンル ト la層 に類似するが円礫少ない 10YR4/4 褐色 シァレト 黄褐色シルトブロックを主体に黒色土ブロックを台と
5YR3/2 黒褐色 ンアレト 黄褐色ブロック、小円礫を含む 3 OYR4/3 にぶい苦褐4 砂質土 黄褐色、黒色ブロックを含む
10YR3/3 暗褐色 ンル ト 黄褐色粒、小円礫を含tr 10YR5/3 にぶい黄褐荏 シル ト 黄褐色、黒色ブロック・グライ化上の混合土
10YR2/3 黒褐色 ンル ト 1 10VR4/6 褐色 シル ト 鵜色砂質とを多量、貯褐色ブロックを微量、円礫を少量台む
10YR4/4 褐色 シル ト 寄協色.景色ブロックの混合と、小日模を含む (軍込め| 2 iOYR6/4 にぶい黄橙佳 シァレト 驚褐色ブロックを多量含む (掘 り方 )

6 10YR4/6 褐色 シァレト 驚褐色ブロックを含む (掘 り方 ) 10YR5/6 黄褐色 シルト 絹勧質土惨量、暗掃色ノゥタを徹量、円礫を少量含む暢,方
10YR4/6 褐色 ンアレト 黄褐色ブロックを多量含む (掘 り方) 10YR5/6 黄褐色 ンル ト 黄褐色、灰褐色ブロック主体 (掘 り方

8 10YR4/1 褐灰色 ンクレト 美掲色ブロックを多量含む (SDlb埋戻し土 10YR5/8 苦t_Rβ ンル ト 責馳頒上を多量、暗協色プロックを少量円農秒量含む佃,方
10YR5/4 にぶい黄禍ε シァレト 黄褐色ブロックを含む (SDlb埋 戻し土

第98図  la・ 2・ 3号溝跡 (1)
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第99図  lb号 溝跡

SDlbは laの直下にはぼ位置を同じくして確認され、掘り方幅3.2m、 深さ0,9m程で、SD laへ の改修に際

し、黄褐色ブロック土で埋め戻している。溝跡西端を掘り込んだところ、堆積土を除去すると径 3～30cm程の円礫

の裏込め礫が僅かながら認められることから、 lb溝は上部同様に石組であつたものと推定される。裏込め礫から

推定される石組清の開口部幅は lm前後とみられる。また礫は小礫のみが残されているような状況であり、 SDl

aを構築する際には礫を選別して再利用している可能性もある。底面にSD laでみられた円礫を用いた石敷や抜き

取り痕跡は確認できなかったが、幅0.3m程の浅い溝状プランや土坑状の落ち込みが確認され、堆積土の状況から流

水の痕跡も確認された。しかしこれらがSD lbの 構造の一部か、あるいは改修時の一時的な施設なのかは判断が

艶 鍵

底面落込み石組状況

遺  構 層位 土  色 土 性 特 徴 遺 構 層位 土  色 土  性 特 徴

10YR4/1 褐灰色 シァレト 黄褐色プロックを含む 5YR4/8 褐色 ンアレト き褐色ンルト粒・黒色土粒を含む (掘 り方

1] tOYR5/4 にぶい黄褐在 シルト 黄褐色プロックを含む グライ化 iOYR5/4 にぶい黄褐色 粘土質 蔭化鉄泣を含む (掘 り方 ,

12 5YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色ブロック含む (掘 り方) 5Y7/1 灰 自色 粘土質 ζ格色 景色ブロックを含み鉄分沈着する (掘り方

10YR4/4 褐色 シル ト グライ化したプロック土 径S,～閉配 の円礫を多量台L・ (裏込め 10YR4/4 禍色 ンルト 絶プロックを多量、費掲色ブロックを含むグライ化儡り方
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つかない。また裏込め礫を除去したところ、東側の一部において深さ0.4m程の掘り込みプランが確認された。ほと

んどが撹乱により失われていたが、中には径 5～30cm程の円礫が密に詰め込まれており、径40cm程の安山岩質の

割石もみられた。掘り込みの幅はSD lbの掘り方とほぼ同じ2.6m程で、長さは 6m程あると推定され、この部分

の下層にはかつて石組を用いた何らかの構造体が存在したものと思われる。

なお SDlを 挟むように北側にはSD3、 南側にはSD2が 存在し、これらが塀跡となりSDlに 伴う可能性が

強いことが明らかになっているが、新旧どちらの溝跡に伴う施設であるかは不明である。出土遺物は堆積土中より

丸瓦、軒平瓦、平瓦、文斗瓦、輪違い、面戸瓦、菊丸瓦などが575点、鉄製品 6点があり、うち瓦19点、鉄製品 4

点を図示し、その他には縄文土器、古代とみられる瓦の各 1点を図示した。また、検出面での凹地に近代の盛土層

が堆積しており、ここからは桟瓦が21点出土している。 F19～ 24は丸瓦で、全て玉縁が付くものである。全体形

がわかるF24の長さは30。 lcmである◇Glは滴水瓦の瓦当面で、中心飾りは花菱文である。G207は谷唐草 (左)で

谷側に垂れが付き、凹面は面取りがされている。Hl～ 3は戻斗瓦で、Hlは焼成前に分割線を入れ、焼成後に分割

されたもので、分割前の平瓦形状がわかる接合資料である。H2・ 3も また焼成後分割である。H29～ 34は輪違い

で、H30。 33,34は尻部が直線的に窄まる形状で、H29・ 31・ 32は丸く窄まる形状である。H107は菊丸瓦であ

る。G163は凹面に布目がみられる。Alは縄文の深鉢であるが、付近に当該期の遺構や包含層の存在は確認され

ず、周辺からの流入によるものとみられる。N16～ 19は鉄製品で、N16～ 18は釘、N19は楔状のものとみられる。

2a号溝跡・ 2b号溝跡

Y28～ 33、 X47・ 48グリッドで検出し、SDlの南側にほぼ並行して存在する。4号石敷遺構を切るように構築さ

れるが、新旧 2時期に大別でき、新しいものをSD2a、 古いものをSD 2bと した。SD 2aは SD2bの南側で

完全に重複するわけではなく、SD2bの南側立ち上がりと重複するように並走している。いずれも西側は撹乱に

より先端部が失われているが、撹乱より西に延びる様子はなく、東側についてもSD2bは撹乱により不明確なも
のの、SD2aは調査区外に延びる様子はみられない。このことからSD2aは確認長が23.5m、 幅0,3～ 0.4nl、 深
さ0.4～0.7m程の溝跡とみられる。主軸方向はN-79° 二Wである。SD2bの北壁からSD laの掘り方南端までは
0.8m、 SD lbの掘り方までは0,3～0.41rlの 位置にあり、SD2bと SDlと の距離は2m前後、SD3と の距離は
4m前後あり、それぞれが同時に規格性をもって構築されたことが窺える。

Y29、 X48グリッドにおいて一部掘り込み調査を行ったところ、SD2bの底面が数か所でピット状に落ち込み、

木杭状の痕跡が確認され、また堆積土は黄褐色と黒色ブロック土の混合土で人為的に埋め戻していることがわかっ

た。また検出面においてもピット状のプランが部分的に検出されたことから、SD2は塀跡と考えられ、SD3と
対となりSDlに伴った遺構と考えられる。

SD 2aの堆積土は 2層に分層されたが、 2bとは異なリブロック土をあまり含まず、掘り込み調査の範囲ではピ

ット状の痕跡も検出されなかったため、人為的に抜き取られている可能性も考えられる。出土遺物は 2aの 1層 中

より瀬戸美濃産陶器鉢 (13)が 1点ある。

3号溝跡

Y27～ 31、 X48・ 49グ リッドで検出し、S Dlの北側にはぼ並行して存在する。 2号石敷遺構を切るように構築され

ており、西端は撹乱により不明であるが、調査区端まで延びる様子は無く、東端はSDlに沿って調査区外まで延
びるとみられる。以上のことからSD3は確認長が23.5m、 幅0.3～ 0.4m、 深さ0.4～ 0,7m程で、主軸方向はN-79°
一れ「とみられる。SD laの 掘り方からSD3の北壁までは0.8m、 SD lbの掘り方からは0.2～ 0.5mの位置にある。
SDlと SD3の距離は2m前後で、SD 2bと の距離は4m前後となり、それぞれが同時に規格性をもって構築され
たことが窺える。

Y29、 深里グリッドにおいて一部掘り込み調査を行ったところ、溝の南壁にかかり直線的に並んだピット6基を確
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劉版番号 登録番号 種  類 遺構・層位

一

重さ (kg) 備 考 分  類 写真図版

丸 瓦 (50) 0 82 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目・縄圧痕

丸 瓦 25 凸両 :ナデ 酬雨 :ヨ ビキ痕 布目
丸瓦 27 凸面 :ナヂ 凹面 :コ ビキ痕・布自 48-10

丸瓦 15 8 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布目 48-11

丸瓦 23 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布目 縄庄痕 48-12

31 1 05 ど面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

劉版番号 登録番号 種  類 澄構・層位 文 様 長 さ lcm) 積皆耐T萬言副 重さ(kg)1      備   考     十 分 類 1写真図版
7 軒平瓦 花菱文+唐草文+子葉 028 1滴 水 瓦               1 2A  1 492

目版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 峙 重さ(kg) 備 考 分  類 写真図版

平瓦 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 49-3

平 石 谷平瓦、凸面 :ナデ 離砂、凹面 iナデ 切断面凸面側に凸帯状の土手あり

136

第101図  1号溝跡出上遺物 (1)



3

一

日

日

日

日

日

Ｈ

日

一

6

イ螺

縫 多

ク

 壁 多

量
5

ヨ版番号 登録番号 種 類 遺構 層位 重さ (kg) 備 考 分  類 写真図版

更斗瓦 27 5 22 161 分割面で接合、凸面 :離砂 ナデ、凹面 iナデ
興斗瓦 26 8 0 93 焼成前分割、凸面 :離砂 ナデ、凹面 :ナデ

3 礎斗 瓦 0 60 焼成後分割、凸面 :ナデ・離砂 凹而 :ナデ lQ)

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備 考 分  類 写真図版

(150) 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕 布目 49-3
輪違い 061 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目・穴あ り

6 輪違い 03 0 52 凸面 :ナデ、四I面 :コ ビキ痕・布日
0 70 凸面 :ナデ、凹面 Iコ ビキ痕・布目

8 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目

2 58 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕 49-13

引望ず中尋景劇

第102図  1号溝跡出土遺物 (2)
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図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位

―

                 備   考 写真図版

縄文 土イ 1外面 :結位平行洗線→縄文 (LR)、 内面 :ミ ガキ 60-18

図版香号 登録番号 種  類 遺構 ,層位 性肩下~百て引重さ(kg) 備    考 写真図版

平 瓦 凸面 :縄叩き'ナデ、凹面 :布 目

図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 重さ(g) 備    考 写真図版

鉄製品 楔 ? 07 木質付着

鉄製品 釘 15

鉄製品 釘 木質付着 61-22

6 鉄製品 霊丁 SDl 10 木質付着 61-23

第103図  1号溝跡出土遺物 (3)

0                        10Cm

第 104図  2号溝跡出土遺物

認した。ピットは0.4Hlの ほぼ等間隔で並んでおり、底面は尖端状である。堆積土はブロック土を多量に含んでおり、

人為的に埋め戻されたとみられ、溝として開回していた様子はない。SD3は SD2同様に塀跡とみられ、溝状に

確認されたプランは布堀状の掘り方になり、ピットは杭の痕跡と考えられる。出土遺物は無い。

11号溝跡

Y27～ 28、 X41～46グ リッドで検出し、SB3の西辺溝跡であるS D10の西側にほぼ並行して存在する。 3号石敷

遺構を切るように構築されており、南側は撹乱により端部は不明であるが、SDl以南にまで延びていない。北側

は部分的に撹乱により失われ、Y憂睡43グリッドで一旦途切れるものの、SD4までは延びるが、交差部分が撹乱を

受けているため重複関係は不明である。 S Dllの北側延長線上には 1号石敷遺構を切るようにS D16が南北に延び

ており、S Dllの延長部分とも考えられるが、掘り込みの結果、構造が大きく異なるため、別の遺構として扱って

いる。溝跡の確認長は25,lm、 幅0.8～ lm、 深さ0,4～ 0.7m程で、主軸方向はN ll° =Wである。

コ版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 産  地 時  期 備   考 写真図版

13 陶器 鉢 12 6 唐津 17C初 め 灰釉、鏑文
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Y27・ 28、 X43・型 グリッドにおいて一部掘り込んだところ、堆積土は 3層に分層され、 2層を中心に 3号石敷遺構

に敷かれている円礫と共に一辺12～30cmの安山岩質の角礫が東側から流入する状況で検出されている。角礫は掘り

込み部以外でも溝内に多く確認されている。溝底面近くでは径 2～ 3cm程の円礫が僅かに確認されているが、底面

より浮いた状態であった。掘 り方埋土は確認できず、堆積土も自然堆積状況を示すことからSD■ は素掘りの溝の

可能性もある。出土遺物は礫と共に丸瓦、平瓦、輪違いなど19点がある。

12号溝跡

Y33・ 34、 X37グ リッドで検出し、他遺構との重複関係はない。規模は全長2.6m、 幅0.41n、 深さ0.12mで、主軸方

向はN-80° 二Wである。底面は平坦で壁の立ち上がりは比較的急である。平面や断面形状に加え、主軸方向や配置

状況から小溝群の溝跡に類似するが、堆積土が異なるため単独の溝跡として扱った。出土遺物は無い。

15号溝跡

Y31、 X37グ リッドで検出し、 1号石敷遺構より新しい。北側は撹乱により失われているため全体は不明であるが、

確認長1.9m、 幅0.25～0.3m、 深さ0。 17mの規模で、主軸方向はN50° 二Wである。平面形状は緩やかに湾曲し、底面

は平坦で、壁の立ち上がりは比較的急である。小溝群 2-1と 2-2の間を斜めに横断する位置で検出されており、

方向は異なるが小溝群に関連することも考えられる。出土遺物は丸瓦、平瓦、英斗瓦が 7点、土師質土器皿が 1点

ある。

16号溝跡

Y28・ 29、 X36～40グ リッドで検出し、 1号石敷遺構より新しい。北側と南側は撹乱により不引であるが、ゴヒ側は

調査区外に延びていく。南側延長部には同様の同軸方向をもつ S Dllが存在しているが、掘り込み調査の結果、 S

Dllと は溝の構造が異なっており、男町遺構の可能性がある。溝跡の確認長は21m、 幅0.8～ lm、 深さ0.2m程で、主

軸方向はN10° ―Wである。Y29、 X37グ リッドにおいて一部掘り込んだところ、堆積土は 5層に分層され、層中に

は 1号石敷遺構に伴う礫が多数流入している。掘り方は確認できず、石組を伴わない素掘りの溝と考えられる。出土

遺物は軒丸瓦、丸瓦、平瓦、更斗瓦、菊丸瓦など84点、鉄釘 1点がある。H109は菊丸瓦で瓦当部のみの残存であ

る。

18号溝跡

Y32～ 34、 X38グ リッドで検出し、小溝群 2-3よ り古い。西側は撹乱により失われており、これより西側には延

びない。確認長は 7m、 幅0。 2～0.3m、 深さ0。 1～ 0.2mで、主軸方向はN-88° 一Eである。平面形状は緩やかに湾曲

してお り、底面は平坦で壁の立ち上が りは比較的急である。小溝群 2-3と重複するため、小溝群に関連する可能

性も考えられるが、堆積土の状況が異なるため単独の溝跡として扱った。出土遺物は平瓦が 2点ある。 G83は厚さ

3.lcmと通常よりも厚く、凸面に直線状の線刻が 1条認められる。

21号溝跡

Y31、 X40,41グリッドで検出し、 SB2礎 石跡15よ り新しい。小溝群 2-9と直交する方向にあるが重複関係は
無い。平面形は南側に向かい幅を狭める形状となる。長さは2.04m、 幅0。 18～ 0.54m、 深さは0.■mで、主軸方向

はN-10° ―Eである。底面は緩やかな起伏をもつが比較的水平で、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 2層

に分層されるがⅢ層に類似しており、層中に炭化物粒を含んでいる。出土遺物は無い。

22号溝跡

Y34、 X38グリッドで検出し、小溝群 2-3よ り古い。北側は撹乱により失われている。検出のみで掘り込み調査

は行なっていないが、堆積土はⅢ層に類似している。確認長は0.7m、 幅0.3mで、主軸方向はN-11° 一Eである。小

溝群 2-2と 3との間に位置することから畑の底面耕作痕跡とみられる。出土遺物は無い。
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清  構 層 位 土  色 土  性 特 徴 遺 構 層位 土  色 土 性 特  徴

SD12
10YR5/6 黄褐色 砂質土 資褐色砂粒を含む 10YR4/4 褐色 シル ト ,層を主体とし黄褐色砂質土を少量含と

2 10YR4/4褐 色 シル ト 驚4FJ色 砂粒を含む 5 10YR4/6褐 色 ンル ト 10～30mの円礫を少量、黄褐色砂質上を含と

10YR4/3 にぶい黄褐t シァレト 卜礫を少量含む 10YR4/3 にぶい黄褐ぞ ンル ト

2 10YR3/3 Π音褐色 シァレト 卜礫を含む グライ化 2 10YR3/4 暗褐色 ンルト

SD16

10YR4/3 にぶい黄褐 t シァレト 10YR4/4 褐色 シルト 炭化物を少量含む

10YR4/4 褐色 シァレト 工10～ 50HInの 円礫を多量含む 10YR4/6 褐色 シァレト 黄褐色・暗褐色ブロックを多量含む

3 IOYR4/4褐 色 シァレト 登10～ 70mmの円礫 を少量含む

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 長さ (cm) 纂 重量(kg)1              備   考             十分 類 1写真図版

H109 菊丸瓦 oo9 1花 弁数 10                             1  A  1 4915

目版番号 登録番号 種  類 器 種 遺構 層位 器 重さ (g) 備 考 写真図版

2 鉄製品 釘 0606 木質付着 61-24
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第 107図 溝跡出土遺物

登録番号 種 類 重さ(kg)1             備   考 分  類 写真図版
雷版番号

平 瓦 056 1凸 面 :ナデ 刻線 ?1本あ り、凹面 :ナデ 49-16



(3)土 坑

Ⅳ層上面において195基を確認した。掘り込み調査を行ったものはSK8～ 92までの85基で、 S K98～ 202まで
の■ 0基は検出までの調査としている。土坑の分布は SBl周 辺と調査区中央に大きくまとまりをもつが、配置に
規則性などは認められず、性格もほとんどが不明である。重複関係をみると土坑は建物跡の礎石跡より新しく、小

溝状遺構群より古いものが多いことや、Ⅲ層に類似する堆積土をもつものもあることから、その多くは畑耕作に関

わるものが多く、また本来はⅢ層中ないしШ層上面から掘 り込まれたものも多数存在すると考えられる。

8号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、 S K42よ り新しい。形状は精円形で、規模は長軸0.95m、 短軸0.67m、 深さ0.26m

で、主軸方向はN-17° 二Wである。底面は中央部がやや盛上る傾向にある。堆積土は 2層に分層されるが、上面お
よび底面に径 3～ 16cmの円礫を多く含んでいる。出土遺物は無い。

9号土坑

Y30,31、 X4Ⅲ 42グ リッドで検出し、 SAlよ り新しく、小溝群 2-12よ り古い。北側が撹乱により失われてい
るが形状は不整形で、規模は長軸1.48m以上、短軸1.06m、 深さ0.18mである。底面は比較的平坦で、壁の立ち上

がりも緩やかである。堆積土は 2層に分層される。出土遺物は平瓦片などが 4点ある。

10号上坑

Y30、 灘鍛グリッドで検出し、小溝群 2-13よ り新しい。形状は楕円形で、規模は長軸0,72m、 短軸0.52m、 深さ
0。 12mである。底面は比較的平坦であるが、東に向かい傾斜する。堆積土は単一層で炭化物粒を含んでいる。出土

遺物は無い。

11号土坑

Y31、 深鰯グリッドで検出し、小溝群 2-14よ り新しい。南狽J半分程度を撹乱により失われているため形状は不明
であるが、不整円形と思われる。規模は幅0.2m、 深さ0.12mである。底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。堆積土は単一層である。底面より径 5～10cmの 円礫が検出されたが土坑に伴うものではなく、Ⅳ層に包含さ

れるものである。出土遺物は英斗瓦片などが 2点ある。

12号土坑

Y29、 X44グ リッドで検出し、小溝群 2-19よ り新しい。形状は精円形で、規模は長軸0.5m、 短軸0.36m、 深さ
0.08mである。底面は播鉢状に緩やかに立ち上がる。堆積土は単一層のブロック土である。出土遺物は無い。
13号土坑

Y30、 X44グ リッドで検出し、小溝群 2-17よ り新しい。形状は長精円形で、規模は長軸0.42m、 短軸0.2m、 深
さ0.lmで、主軸方向はN-75° 二Wである。底面は比較的平坦で壁の立ち上がりは急である。堆積土は単一層でⅢ層
に類似する。出土遺物は無い。

14号土坑

YЮ、X45グリッドで検出し、SB2雨 落ち溝のSD7、 小溝群 2-20よ り新しい。南側は撹乱によリー部失われ、
形状は不整円形とみられる。規模は長軸0.5m、 短軸0.2m以上、深さ0,lmで、主軸方向はN-8° ―Eである。底面
はピット状に一段深くなっている。堆積土は 2層に分層され、径 5cm程の円礫を含んでいる。出土遺物は無い。
15号土坑

Y31、 X45グ リッドで検出し、小溝群 2-19よ り新しい。形状は不整円形で、規模は長軸0,79m、 短軸0.6m、 深
さ0。 lmで、南側は撹乱によリー部失われている。底面は比較的平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層に

分層された。出土遺物は平瓦片が 3点ある。
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16号土坑

Y30、 X45グリッドで検出し、SB3雨 落ち溝の SD8、 小溝群 2-20よ り新しく、Plよ り古い。形状は精円形

で、規模は長軸0,7411■、短軸0.型m、 深さ0。48mで、主軸方向はN-36°
二Wである。底面には 2か所の浅いピット

状の掘り込みがあり、壁の立ち上がりは急である。堆積土は 2層に分層でき、共にブロック土を多く含む人為堆積

である。出土遺物は平瓦片が 1点、磁器が 2点ある。

17号土坑

Y31、 X42グリッドで検出し、小溝群 2-12よ り新しい。形状は長方形で、規模は長軸0.42m、 短軸0,32m、 深さ

0.16mで ある。南側は撹乱によリー部失われている。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。堆積土は単一層でブロ

ック土を多く含む人為堆積である。出土遺物は無い。

18号土坑

Y30・ 31、 X45グリッドで検出し、 SB2礎 石跡 7よ り新しく、小溝群 2-19よ り古い。形状は不整円形で、規模

は長軸 1.8m、 短軸1.44m、 深さ0.3mである。北側は試掘 トレンチによリー部失われている。底面は起伏が著しく、

壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層に分層されるが 1層には径 3m程 の円礫や焼土粒・炭化物粒を含んでいる。

植栽痕の可能性が考えられる。出土遺物は平瓦や丸瓦片が90点ある。

19号土坑

Y31、 灘蛹グリッドで検出し、SB2礎 石跡 7、 SD7よ り新しく小溝群 2-12よ り古い。形状は不整円形で、規

模は長軸2.2m、 短軸1.66m、 深さ0.26mである。北側は撹乱によリー部失われている。底面は比較的平坦であるが、

西側に向かつて傾斜をもち、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層に分層されるが、 1層 中には径 2～ 6cm程の

円礫を少量含んでいる◇出土遺物は平瓦片を中心に46点ある。

20号土坑

Y31、 X45グ リッドで検出し、 S D20よ り新しい。形状は隅丸長方形で、規模は長軸1,7m、 短軸1.18m、 深さ0.lm

で、主軸方向はN-80°
ユWである。南側は撹乱によリー部失われている。底面は平坦であるが浅いピット状の落ち

込みが 1か所あり、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単一層で炭化物粒と2～ 5卿程の円礫を少量含んでいる。

出土遺物は平瓦や丸瓦片が19点、鉄釘 1点、鉄滓 1点がある。

21号土坑

Y31、 簗婦グリッドで検出し、SB2雨 落ち清 SD7よ り新しく、小溝群 2-15よ り古い。形状は楕円形で、規模

は長軸1.44m、 短軸0。 72m、 深さ0.6mである。底面は比較的平坦であり、SD7の 敷石が露出している。壁は緩や

かに立ち上がる。堆積土は単一層で炭化物粒を含んでいる。出土遺物は平瓦片が 1点ある。

22号土坑

Y31、 深鰯グリッドで検出し、SB2雨 落ち溝 SD7よ り新しく、小溝群 2-15よ り古い。形状は不整円形で、規

模は長軸 1.4nl、 短軸1.2m、 深さは0。 lmである。北側は撹乱により僅かに失われている。底面は浅い起伏が認めら

れ、壁は緩やかに立ち上がる。また底面には SD7の 敷石が一部露出している。堆積土は 2層に分層されるが、ブ

ロック土を多く含んでおり人為堆積と考えられる。出土遺物は平瓦片が 2点ある。

23号土坑

Y32、 X46グリッドで検出し、 SB2礎 石跡33よ り新しく、小溝群 2-20よ り古い。形状は不整円形で、規模は

長軸2.12m、 短軸 1.34m、 深さ0.lmである。北側と南側は境乱により失われているため全体形は不明である。底面

は中央部が高く、周辺部が溝状にやや深く巡っており、壁は緩やかに立ち上がる。底面には雨落ち溝 SD7の 敷石

が一部露出している。堆積土は 3層に分層されるが、ブロック上の混入程度による差である。出土遺物は瓦片が 3

点ある。底面の形状の特徴から植栽痕の可能性が考えられる。
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遺  構 層位 土  色 土 性 特  徴 遺 構 層 位 土 色 土  性 特  徴

SK8
10YR5/6 着褐待 ンル ト 浚化鉄粒を微量、円礫を含む 2 10VR5/4 にぶい責褐窪 シルト 色色粒を含む
10YR4/4 褐色 ンル ト 音褐色プロックを少量、円礫 を含む 10YR4/4 褐 魯 シァレト 鷺褐色 ,暗褐色ブロックを多畳含む 一部グライ

1 10YR4/3 にぶい黄褐窪 シル ト 責色粘土粒・ 円礫を含む 2 10YR4/4 褐色 シル ト 黄褐色・暗褐色ブロックを多量含む
2 10YR4/4 褐色 少粒を多量含む 10YR5/4 にぶい黄褐色 甍褐色・黒色ブロックの混合土

S(10 10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト 炭化物を少量含む ―都グライ化 1 10YR4/4 褐色 船色.責禍色ブロック、炭化物地 焼と粒を微量含む
10YR5/4 にぶい黄褐C シァレト 青灰色ブロックを含む 10YR4/6 褐色 腎御色・貢褐色ブロックを少量含む

SK12 10YR6/1 灰 白存 シァレト 黄褐色ブロックを含む
SK19

1 10YR4/4褐色 砂質土 鵠色・黄褐色ブロンクを少畳含む 一部グライ1
SK13 1 10YR4/3 にぶい苦褐存 ンル ト やや砂質 Ш層に類似 10YR4/6 褐色 砂質土 音褐色ブロックを少量含む

SK14
10YR5/4 にぶい苦褐存 甍褐色土ベース 白色粒 を含む SK20 OYR4/6 褐伸 シル ト ≧20～ 5111dmの 円礫、炭化物を少量含む

2 10YR4/4 褐色 黒色ブロックを含む S(21 OYR4/4褐色 シル ト 静色.責褐七砂質プロック、炭化物粒を少量、醐ヒ鉄辻を含と
SK15 10YR6/4 にぶい黄橙色 シル ト

=褐
色粒・ 自色粒を含む

第108図 土 坑 (1)
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24号土坑

Y31、 X46グ リッドで検出し、SB2礎石跡37よ り新しい。形状は不整円形とみられるが、南側が撹乱により大

きく失われている。規模は長軸1.28m程、深さは西側の最深部で0.25m、 東側の浅い所で0.lmである。底面は起伏

があり、壁は緩やかに立ち上がる。また底面には雨落ち溝 SD7の 敷石が一部露出している。堆積土は 3層に分層

される。出土遺物は無い。

25号土坑

Y32、 X45グ リッドで検出し、S K26よ り新しく、小溝群 2-19よ り古い。形状は屈曲した不整形で、規模は長

軸0.56m、 短軸0.24Hl、 深さ0.lmである。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層に分層され
る。

出土遺物は無い。

26号土坑

Y32、 X44。 45グ リッドで検出し、SB2礎石跡22よ り新しく、小溝群 2-20、 S K25よ り古い。形状は不整精円

形で、規模は長軸0.68m、 短軸0.54Hl、 深さは北側の最深部で0.24■1、 南側の浅い部分で0,lmである。底面は平坦

であるが、北側がピット状に一段深くなっている。堆積土は 2層に分層される。出土遺物は無い。

27号土坑

Y32、 X44・ 45グリッドで検出し、SB2礎石跡15よ り新しい。形状は楕円形で、規模は長軸0。 74m、 短軸0.58m、

深さ0.lmで、主軸方向はN-45° 一Eである。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。また底面に径10cm程の円礫

が検出されたが礎石跡15に伴うものである。堆積土は単一層で炭化物粒を含んでいる。出土遺物は無
い。

28号土坑

Y盪、ヌ⊇箪グリッドで検出し、SB2礎石跡15よ り新しい。形状は隅丸長方形で、規模は長軸0,92m、 短軸0.52m、

深さ0.6mで、主軸方向はN-79° 封Vである。底面は平坦で掘り込みは浅い。底面に径 1～ 15cm程の円礫が多く検出

されたが礎石跡15に伴うものである。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

29号土坑

Y29。 30、 X45グ リッドで検出し、重複関係は無い。形状は不整円形で、規模は径0.86m、 深さ0.2mである。底面

は起伏が認められ、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

30号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、S K45よ り新しい。形状は不整円形で、規模は径0,36m、 深さ0.16mである。底面

は平坦で壁は急に立ち上がる。堆積土は 3層に分層されるがブロック上の混入程度の差によるものである。出土遺

物は無い。

31号上坑

Y29、 X42グリッドで検出し、SB3礎石跡 2よ り新しい。形状は不整円形で、規模は長軸0.52m、 短軸0.46m、

深さ0.16mで ある。底面は平坦であるが西側に向かい傾斜する。堆積土は3層に分層されるがブロック土
の混入程

度の差によるものである。出土遺物は瓦片が 2点ある。

32号土坑

Ψ乃、浄笙グリッドで検出し、SB3礎石跡26よ り新しく、小溝群 2-19よ り古い。形状は円形で、規模は径0.8m、

深さ0,18mである。南側は撹乱により上部が失われている。底面は緩やかに傾斜し中央部が最も深い。壁の立ち
上

がりは急である。堆積土は 5層に分層される。出土遺物は平瓦や輪違いの破片が 3点ある。なお中央部に角杭
の痕

跡が確認されたがⅡ層上より打ち込まれたもので土坑には関連しない。

33号土坑

Y29。 30、 X44グ リッドで検出し、SB3礎石跡26よ り新しく、小溝群 2-19よ り古い。形状は円形で、規模は長
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嘘  上

SK25・ 26

遭  構 層位 上  色 ±  1性 特 徴 遺  構 層位 土  色 土  性 特 徴
10YR4/4 褐色 Jヒ物を少置、暗協色ンレトアロック黄褐色砂質ブロックを含む 3 10YR4/6 褐色 黎掏色・貢褐色ブロックを少量含む
10YR4/4 褐色 ンル ト 絹色ンルトブロックを多量、黄褐色砂質ブロックを念と 10YR4/6 褐色 竣イヒ鉄柱を少量含む 一部グライ化

SK23

10YR4/6 褐色 シル ト 笞～lbの riE色シルトカック抄量徴1輛帳髄瞬カックおむ 10YR5/6 衰褐色 ンクレト 嗜褐色ブロックを少量含む
10YR4/4 褐色 ンル ト 吾働色ンルト・買IB色砂質上プロックを練量、謝ヒ鉄社を含L・ 10YR5/6 貢褐 色 シァレト 砦褐色 黄褐色ブロックを多量含む
とOYR4/4 褐色 シルト 暗褐色シル トブロックを少量含む 10YR5/2 灰黄褐色 ンル ト 陵化鉄粒を多量含む グライ化

SK24

10YR4/4 褐色 シル ト 黒色ブロックを多量含む 一部グライイヒ 2 10YR4/6 褐色 障Fa色土を微量、酸化鉄粒を少量含と
10YR5/4 にぶい告褐々 監カック黄褐色砂買アロックを少量、副し鉄とを含む一部グライ化 3 10YR4/6 褐色 唆化鉄を多量含む グライ化
10YR5/4 にぶい黄褐雀 羮褐色砂質土・酸化鉄粒を多量含む 4 10YR4/6 褐色 音掏色ブロックを少量含む
10YR4/4 褐色 砂質土 罠鴇色ノロックを多量、炭化物粒を微量含と 5 とOYR4/4 褐色 ンル ト 1音褐色土ブロックを多量含む

2 10YR4/6 褐色 シル ト 黄褐色ブロックを微量含む 10YR4/4 褐色 シァント
'層

に類似するが駿化鉄を多畳含む グライ1

SK26
10VR4/4 褐色 砂質土 貞禍色フロック'囲ヒ欽れを夕量含む―部グライ

SK33
少質ラ′ル ト営褐色土を少量含

10YR3/4 Π音褐色 ンルト 煮褐色粒を微量含む iOYR4/4 褐色 シル ト 褐色上を多量含む
iOYR4/4 褐色 ンル ト 鵠色ブロックを少量、炭十ヒ物社を欲量、醐と鉄れを含t

SK34
1 10YR4/6 褐色 FFZ褐 色土を少量、酸化鉄粒を含む

SK28
10YR4/4 褐色 責褐色砂質ブロックを少量、酸化鉄粒を含む 2 10YR4/6 褐色 暗褐色土を多量含む
10YR5/6 黄褐色 髯褐色砂質土を多量含む SK35 1 10YR3/4 暗褐色 霞掲色ノ,ック(タテイイい、笹躙題の円穣、炭化物粒、脚陰とを含む

SK29 10YR3/4 暗褐色 シァレト 寮掏色ノロックを少量含む SK36 10YR4/6 褐色 ンル ト 曽褐色土・黄褐色土を微量含む

SK30
10YR4/6 褐色 シル ト ζ褐色上を少量、駿化鉄粒を多量含む 一部グライイヒ SK37 IOYR5/6 黄縄色 シルト 音褐色上を微量、黄褐色ブロックを少量含も
10YR4/6 褐色 沙質シル ト票褐色・黄褐色ブロックを微量含む

第109図 土 坑 (2)
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軸0,8m、 短軸0.56m、 深さ0。 12mである。底面は東側が緩やかに窪んでおり、壁の立ち上がりは比較的緩やかである。

堆積土は 2層 に分層される。出土遺物は無い。

34号上坑

Y29,30、 浮鰯グリッドで検出し、SB3礎石跡12よ り新しく、小溝群 1-4・ 2-16よ り古い。形状は不整形で、

規模は径0.54m、 深さ0.lm程である。底面は起伏が多く、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 2層に分層さ

れる。出土遺物は無い。

35号土坑

Y30・ 31、 X42グ リッドで検出し、SB3雨落ち溝 SD8よ り新しい。形状は不整楕円形で、規模は長軸0.76m、

短軸0.5m、 深さ0.14mで、主軸方向はN-25°
工Wである。底面は緩やかな起伏があり、南側が最も深い。壁の立

ち上がりは緩やかである。底面に円礫が検出されているが SD8に伴うものである。堆積土は単一層で炭化物粒を

含む。出土遺物は平瓦片などが 3点ある。

36号土坑

Y30、 深

“

グリッドで検出し、SB2雨落ち溝SD7よ り新しい。形状は不整円形で、規模は長軸0.38m、 短車H10.221」 E、

深さ0.14mで、主軸方向はN-5°
ttWである。底面には起伏があり、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一

層である。出土遺物は無い。

37号土坑

Y30、 X46グリッドで検出し、SB2雨落ち溝SD7よ り新しい。形状は円形で、規模は径0,32m、 深さ0.lmであ

る。底面は悟鉢状に窪み、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

38号土坑

Y29、 X44・ 45グリッドで検出し、SB3礎石跡25、 S K71よ り新しい。形状は円形で、規模は長軸0.6m、 短軸

0.54m、 深さ0.06mである。底面は平坦で掘り込みは浅い。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

39号土坑

Y30、 X44グリッドで検出し、SB3礎石跡21に近接するが重複関係は無い。形状は精円形で、規模は長軸0.5m、

短軸0.42m、 深さ0.12mである。底面は平坦で壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 2層に分層されブロック

土を多く含んでいる。出土遺物は無い。

40号土坑

W‐30、 灘笙グリッドで検出し、SB2雨落ち溝SD7よ り新しい。形状は精円形で、規模は長軸0.38m、 短軸0.26El、

深さ0.08mで 、主軸方向はN-25°
二Wである。底面は平坦で壁の立ち上がりは比較的急である。堆積土は単一層で

ブロック土を多く含む。出土遺物は無い。

41号土坑

Ч91、 X43グ リッドで検出し、SB2雨落ち溝SD7に近接するが重複関係は無い。形状は円形で、規模は径0.4111、

深さ0.08mで ある。底面は悟鉢状に窪み、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一層で、炭化物粒を含むⅢ

層に類似した層である。出土遺物は無い。

42号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、小溝群 2-13、 S K30、  7号集石遺構より古い。形状は不整円形で、規模は長軸1.28m、

短軸0,86m、 深さ0。 14mで、主軸方向はN ll°
二Wである。底面は平坦で壁の立ち上がりは緩やかである。底面に貼

り付く状態で径 3～20cmの 円礫や瓦片が多く確認されたため、礎石跡の可能性も考えられたが、掘り方を持たない

ことや他遺構との重複関係、堆積土の状況などから土坑と判断した。堆積土は 2層に分層されたが、ブロック土の

混入程度の差によるものである。出土遺物は軒丸瓦、丸瓦、平瓦、戻斗瓦、輪違いが18点、鉄製品が 1点ある。
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F7は軒丸瓦の瓦当部で、瓦当文様は珠文三巴文 (左巻き)である。
43号土坑

Y33、 X46グ リッドで検出し、SB2礎 石跡35よ り新しい。形状は楕円形で、規模は長軸0,知�、短軸0.3m、 深さ
0.04mで 、主軸方向はN-25° 一Eである。底面は浅い起伏をもち、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一

層で炭化物粒を含んでいる。出土遺物は無い。

44号土坑

Y34、 X38グリッドで検出し、小溝群 2-1よ り古い。形状は不整円形で、規模は短軸2.2m、 深さは最も深い西側

で0.17mである。底面は浅い起伏が認められ、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 3層に分層されたが、 2層

中には径 1～ 10cm程の円礫と焼土粒・炭化物粒を含んでおり、畑耕作の底面痕跡の可能性が考えられる。出土遺

物は無い。

45号土坑

Y33、 X45グ リッドで検出し、 SB2礎 石跡46よ り新しく、 SK7よ り古い。形状は円形とみられ、東側は調査
区外にかかり不明である。規模は短軸0.46m、 深さ0.1lmで、主軸方向はN10° 一Eである。底面は平坦で壁の立ち

上がりは比較的急である。堆積土は単一層で底面には鉄分が沈着する。出土遺物は無い。

46号土坑

Y32、 浄年グリッドで検出し、 SB2礎 石跡52よ り新しい。形状は円形で、規模は径0.28m、 深さ0.08mである。
底面は平坦で、壁の立ち上がりは南側が急で他は比較的緩やかである。堆積土は単一層で、径 lcmの円礫を含む。

出土遺物は無い。

47号土坑

Y32、 深7グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整円形で、規模は長軸0.3m、 短軸0.26m、 深

さ0.06mで、主軸方向はNttO° ttWで ある。壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一層で、径 lcmの円礫を

含む。出土遺物は無い。

48号土坑

Y32、 穏7グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整楕円形で、規模は長軸0.38m、 短軸0.28m、

深さ0.06mで、主軸方向はN-15° 二Wである。底面は平坦で壁の立ち上がりは緩やかある。堆積土は単一層である。

出土遺物は無い。

49号土坑

Y32、 灘写グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は楕円形で、規模は長軸0.28m、 短軸0.24m、 深

さ0。 16mで、主軸方向はN-7° 一Eである。南側はピット状に一段深くなり、壁の立ち上がりは急である。堆積土は

単一層でⅢ層に類似する。出土遺物は無い。

50号土坑

Y30、 X43グリッドで検出し、 SB3雨 落ち溝 SD8よ り新しい。形状は円形で、規模は径0.48m、 深さ0.46m
である。底面は浅い起伏をもち、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土中や底面に 3～ 5cm程の円礫が確認され

たが SD8に 関連するものである。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。
51号土坑

Y28、 X44グ リッドで検出し、 SB3礎 石跡24よ り新しい。形状は不整円形と見られるが、西側および東側が撹
乱により失われ不明である。規模は長軸1.68m以上、短軸0。 96m、 深さ0.36mで、主軸方向はN-5° 一Eである。底

面は不整形で起伏をもつが、中央部がやや高くなる傾向にある。壁の立ち上がりは比較的急である。堆積土は単一

層でブロック土を多く含んでいる。堆積土中位に底面から15cm程浮いた状態で径 3～20crll程の円礫が多く検出さ
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遺  構 層位 土  色 土  性 得  徴 遺  構 層位 土  色 土  性 特 徴

SK38 10YR4/6 衡色 ンル ト 黄褐色砂質土を微量含む 10YR3/4 暗褐色 シル ト 黄褐色ブロックを少量、径10血の円礫を微量含む

SK39
IOYR4/4 褐色 シァレト 鶉色ブロッ〃を歩旦、貢褐色砂質ブロンクを少三含も 10YR3/4 暗褐色 シルト 黄褐色ブロックを少量、径10m4の円礫を微量含む

10YR5/6 黄掲色 シルト 黄褐色砂質土を多営含む 10YR3/4 H音褐色 シル ト 鷺掲色砂質土を多量、暗褐色ブロノクを少畳含む

IOYR4/4 褐色 シァレト ヒ褐色シルト・黄褐色砂質ブロックを含t SK49 10YR3/4 暗褐色 躙 色砂質とを多量、暗禍色ブロックを少量含と

SK41 10YR3/4 暗褐色 シル ト 夷化物粒を微量含む IOYR4/4 褐色 鶉色カック・灰髄カックはテイけを蛙、例～阿 日離創

SK42
10YR4/6 褐色 黄掲色砂質.暗協色ブロックを多畳、開ヒ鉄粒を秩畳含t 10YR5/6 貢褐色 シァレト 錦色ブロックを多畳、黄褐色砂質上を少量含む 一部グライ‖

10YR4/6 褐色 嗜褐色ブロックを少量含む SK52 10YR5/6 貢褐色 ンル ト

SK43 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 費褐色砂質プロック、炭イヒ物粒を欲且含む 一部グライ‖ SK53 10YR4/6 褐色 シァレト 驚褐色砂質土・暗褐色ノロックを多量宮を

10YR5/8 黄褐色 シルト 10YR4/6 掲色 シルト 黄褐色砂質土・暗褐色ブロックを少量含む

10YR5/4 にぶい黄褐荏 シルト 馳アゥた伝 翻」∞鵬 IRFt/量、触 .灰陣輸節 iOYR4/4 褐色 シァレト

10YR5/8 黄褐色 シァレト SK55 10YR4/6 褐色 ラ/ル ト ヒ掲色ブロック・黄褐色砂質土を少量含も

10YR3/3 暗褐色 シル ト 篭掲色粒 ブロックを合む 底面に鉄分集呑
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れたが、礎石跡24の根固石が流入した可能性がある。出土遺物は平瓦片が 1点ある。

52号土坑

Y30、 X∠箪グリッドで検出し、SB3礎 石跡17よ り新 しい。形状は不整形で、規模は長軸0.52m、 短軸0.4111、 深

さ0.04alで 、主軸方向はN-25° 一Eである。底面は比較的平坦であるが、掘り込みは浅い。堆積土は単一層である。

底面から径 2～ 5 crnの 円礫が出土しているが、礎石跡 17に関わるものである。出土遺物は無い。

53号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、 S K54よ り新しい。形状は円形で、規模は長軸0。98m、 短軸0,94m、 深さ0.241nで

ある。底面は比較的平坦で、壁の立ち上がりは東側が急であるが他は緩やかである。堆積土は単一層でブロック土

を多く含む。出土遺物は瓦片が 2点ある。

54号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、 S K53よ り古い。形状は円形で、規模は長車由0,9m、 短軸 0。 72m、 西側の最深部で

深さ0.16mである。底面は東西に 2か所の落ち込みが認められるが、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 2

層に分層される。出土遺物は無い。

55号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、形状は不整形とみられるが、南側力Ⅵ 溝ヽ群 2-13に切られ明らかではない。規模は

長軸0,96m以上、短軸0.26m、 深さ0.2mで、主軸方向はN-95° ―Eである。底面は0.lm程の段をもち、壁の立ち上

がりは比較的急である。堆積土は単一層で、径2～8cm程の円礫を含んでいる。出土遺物は無い。

56号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、形状は円形とみられるが、小溝群 2-13と重複し南側が失われている。規模は短軸

0。超m、 深さ0.18mで、主軸方向はN-88° =Wである。底面は平坦で壁の立ち上がりは急である。堆積土は単一層で

ある。出土遺物は無い。

57号土坑

Y29、 浄2グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は円形で、規模は長軸0.32m、 短軸0.28m、 東側

の最深部で深さ0。 18mである。底面は0。 lm程の段をもち東側が低い。壁は急に立ち上がる。堆積土は単一層である。

出土遺物は無い。

58号土坑

Y28、 X45グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は円形で、規模は長軸0.46m、 短軸0.41n、 深さ

0.14mである。底面は比較的平坦であるが壁の立ち上がりも緩やかである。堆積土は単一層でグライ化する。出土

遺物は無い。

59号土坑

Y29、 X42グリッドで検出し、P5よ り古い。形状は不整円形で、規模は長軸0.5m、 短軸0.32m、 深さ0.08mで、

主軸方向はN-65° 二Wである。底面は緩やかな起伏をもち、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単一層である。出土

遺物は無い。

60号土坑

Y30、 X∠笙グリッドで検出し、小溝群 2-17、 S K13よ り古い。形状は不整円形で、規模は径0,7m、 深さ0.lmで

ある。底面には起伏が認められ、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単一層でグライ化する。出土遺物は無い。

61号土坑

Ч99、 深鬱・43グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整楕円形で、規模は長軸1.22m、 短軸0.81n、

深さ0.22mで、主軸方向はN-38° 一Wである。底面は比較的平坦であるが西側に深さ0.18m程の掘り込みが認めら



れ、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

62号上坑

Y29。 30、 X42グリッドで検出し、 S K63よ り新しい。形】犬は不整円形で、規模は径0.72m、 深さ0。 14Hlで ある。

西側は撹乱によリー部失われている。底面は比較的平坦で、壁の立ち上がりは急である。堆積土は 2層 に分層され

るがグライ化する。出土遺物は平瓦片等が 2点ある。

63号土坑

Y30、 X42グリッドで検出し、S K62よ り古い。形状は不整円形で、規模は短軸0.56m、 深さ0.18mである。底面

は比較的平坦で、壁の立ち上がりは急である。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

64号土坑

Y30、 X42グリッドで検出し、小溝群 2-13よ り古い。形状は楕円形で、規模は長軸1.08m以上、短軸0.52m、 深

さ0.12mで、主軸方向はN-55° ―Eである。底面は 2か所の掘り込みをもち、北東側が0.08m、 南西側が0.04m程深

くなり、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層に分層され、 1層 には炭化物粒が多く含まれている。出土遺物は

瓦片が 1点ある。

65号土坑

Y29、 X43グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整円形で、規模は長軸0.54m、 短軸0。44al、

深さ0.16mで、主軸方向はN-3° ―Eである。底面は北側へ緩やかな傾斜をもち、壁の立ち上がりは北側が比較的急

で他は緩やかである。堆積土は 2層に分層されるが、Ⅲ層に類似する。出土遺物は無い。

66号上坑

Y29、 X44グ リッドで検出し、小溝群 1-1よ り新しい。形状は精円形で、規模は長軸0,44m、 短軸0.3m、 深さ

0.16mで、主軸方向はN-10° 一Eである。底面は悟鉢状に窪み、壁の立ち上がりは比較的急である。南側底面は木根

により撹乱されている。堆積土は 2層に分層されるが人為堆積である。出土遺物は無い。

67号土坑

Y30、 X38グリッドの 1号石敷遺構上で検出し、これより新しい。形状は精円形で、規模は長軸0.44nl、 短軸0.36111、

深さ0,08mで ある。底面は緩やかな悟鉢状である。堆積土は単一層でグライ化する。出土遺物は無い。

68号土坑

Y33、 X37・ 38グ リッドで検出し、SBl礎石跡 3・ 4、 南辺溝SD5よ り新しく、小溝群 2-1よ り古い。形状は

不整円形で、規模は長軸3.4nl以上、短軸2.24m、 深さ0.16mである。底面は緩やかな起伏が認められ、壁も緩やか

に立ち上がる。堆積土は単一層でグライ化している。堆積土中に底面より浮いた状態で径 3～25cmの円礫がみられ

る。出土遺物はSD5か らの流入とみられるが、丸瓦、軒平瓦、平瓦、戻斗瓦、輪違いが165点、土師質土器皿

113点、焼塩壺 1点、鉄製品 2点、土師器 5点がある。X16は焼塩壷で、体部中位でくびれ、下半部に厚みがある

ものである。 S K44同様に近世の畑耕作の底面痕跡の可能性が考えられる。

69号上坑

Y31,32、 X38グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。北側の撹乱により失われており全体形は不明であ

るが、形状は不整形で、規模は短軸0,42m、 深さ0.18mで、主軸方向はN-17° 一Eである。底面は平坦で壁の立ち上

がりは急である。堆積土は 3層 に分層された。出土遺物は無い。

70号上坑

Y31、 X38グリッドで検出し、S K88よ り新しい。形状は不整精円形で、規模は長軸0.Wm、 短軸0.361Yl、 深さ0.2xxl

で、主軸方向はN-59° 二Wである。断面形状は悟鉢状である。堆積土は単一層で、径 2～20cmの円礫を含む。出土

遺物は無い。
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遺  襦 層位 土  色 土 性 特 徴 置  構 層位 土  色 土  性 特 徴

SK56 10YR4/6 褐色 シルト 音褐色ブロック ,黄褐色砂質上を少量含む
SK66

10YR4/6 褐色 暗褐色ブロック・黄褐色砂質上を微量含芝

砂質土 暗褐色土を微量含む 10YR4/6 褐色 シ/ル ト 音褐色シルトを多重 貢褐色砂質とを少量含と
SK58 10YR5/2 灰昔褐律 煮褐色砂賢土 褐色土を互掴に含む グライ 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト ややグライ化
SK59 10YR4/6 褐色 寮褐色砂質土・1音褐色プロックを少量含む 10YR4/3 にぶい黄褐t 粘土資シルト 垂30～250mmの 円礫を下位に含む 少ライイ[
SK60 10YR4/6 褐色 登5mmの灰貢褐色上を微量含む グライ1

SK69

10YR4/4 褐色 シァレト 黒色ブロンクを含む
tOYR4/6 褐色 シアレト ミ褐色砂質ノロック・暗褐色土を少量含も シァレト 黄褐色砂質土・黒色ブロックを含む
10YR5/2 灰黄褐色 シァレト 島色■ ,酸化鉄粒を斑状に含む グライ化 10YR4/3 にぶい黄褐迄
10YR4/6 褐色 ンルト 絹色砂質と 晴褐色ブロックを歩畳含む 上面グライ 10YR4/4 褐色 径20～ 100mの 円礫 を少量含む
10YR4/4 褐色 ングレト 竜褐色砂質土を多量、暗褐色土を少量含も SK71 10YR4/6 褐色 ンル ト 雛色ブロックを少量、貢掲色f/賃上を徹と、炭他物を含む
10YR5/2 灰 苦褐れ ンアレト 丈化物を多量含む iOYR4/6 褐色 ンル ト 黄色砂質上を微量含む

2 10YR4/4 褐色 i協色ブロックを少量、炭イ働を徹母含む 上面一部グライ十ヒ 10YR4/6 褐色 シァレト 径 201tn程 の円礫 を少量含む
10YR5/2 灰黄褐色 〕層のグライ化が進んだ層 10YR4/6 褐色 シァレト 径20mm程の円礫を少量含む

1 10YR4/4 褐色 員褐色砂箕土を多量含む 一部グライイヒ SK73 シル ト 責褐色土を多量含む 一部グライ化
10YR4/6 褐色 シアレト 菅褐色ブロックを少量含む

第111図  土 坑 (4)
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71号上坑

Y29、 X44・ 45グリッドで検出し、 S K38よ り新しい。形状は不整精円形で、規模は長軸1,06m、 短軸
0。 76m、 深

さ0.14■1で、主軸方向はN-70°
二Wである。底面は比較的平坦であるが若千の起伏が認められ、壁の立ち上がりは急

である。堆積土は単一層で炭化物粒を含む。出土遺物は無い。

72号土坑

Y31、 X41グリッドで検出し、 S Bl雨落ち清 SD6。 S D19、 小溝群 2-10よ り新しい。形状は比較的整った円

形で、規模は径1.12m、 深さ0。 lmである◇底面は悟鉢状に緩やかに窪み、壁の立ち上がり
は緩やかである。堆積土

は 3層に分層され、径 2cm程の円礫を含む。出土遺物は無い。

73号上坑

Y32、 深坐グリッドで検出し、小溝群 2-17よ り新しい。東側は撹乱により失われている。形状は隅丸長方形
で、

規模は長軸1.12m、 短軸0。 72m、 深さ0,12mで、主軸方向はN-30°
―Eである。底面は比較的平坦であるが、ピット

状に深さ5硼程の落ち込みが 3か所認められ、壁の立ち上がりは比較的急である。堆積土は単一層で責褐色シルト

を主体とした人為堆積である。部分的にグライ化する。出土遺物は無い。

74号土坑

Y32、 X38グ リッドで検出し、SBl内の S K203、 小溝群 2-3よ り新しい。形状は円形で、規模は径0.41n、 深さ

0.18mで ある。底面は北側に緩やかに傾斜するが、壁の立ち上がりは急で外側に開く。堆積土は単
一層で焼土粒を

含むが S K203か らの混入とみられる。出土遺物は平瓦片が 1点ある。

75号土坑

Y31・ 32、 X38グ リッドで検出し、SBl内のS K204・ 205・ 88よ り新しい。南側は撹乱により失われ、全体形は

明らでないが、形状は精円形とみられ、規模は長軸0.76m程、深さ0。 lmで、主軸方向は
N-71° 二Wである。底面は

比較的平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は単一層で焼土粒を含
むが、S K203・ 204か らの混入とみ

られる。出土遺物は丸瓦片が 1点、土師質土器皿が14点ある。

76号土坑

Y32、 X44グリッドで検出し、SB2礎石跡10よ り新しい。形状は不整形で、規模は長軸0.48m、 短軸0.26m、

深さ0,06mで、主軸方向はN-89° 一Eである。底面は平坦で壁の立ち上がりは急であ
る。堆積土は単一層で、礎石

跡10の 円礫を含む黄褐色シルトを主体とした人為堆積とみられる。出土遺物は無
い。

77号土坑

Y32、 X38グ リッドで検出し、SBl内のS K204よ り新しい。形状は精円形で、規模は径0.4al、 深さ0.06mであ

る。断面形状は悟鉢状となる。堆積土は単一層である。出土遺物は無
い。

78号上坑

Y33、 X38・ 39グ リッドで検出し、小溝群 2-3よ り新しい。形状は比較的整った隅丸長方形で、長軸1.56m以
上、

短軸 1.lm、 深さ0.3mで、主軸方向はN12° 一Eである。底面は浅い起伏が認められるが壁
は急に立ち上がる。堆積

土は 3層に分層されるが 1層中には焼土粒を含んでいる。出土遺物は土師質土器皿が23点あ
る。

79号土坑

Y33、 X39グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は円形で、規模は長軸0.41n、 短軸
0,38m、 深さ0。 lm

で、断面形状は悟鉢状となる。堆積土は単一層である。出土遺物は無
い。

80号土坑

Y31、 X38・ 39グ リッドで検出し、SBl雨落ち溝SD4よ り新しく、小溝群 2-4よ り古い。形状は隅丸長方形と

みられるが、撹乱により全体形は不明である。規模は幅0.78m以上、深さ0.16mであ
る。底面は播鉢状に緩やかな
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傾斜をもち、壁の立ち上がりも緩やかである。堆積土は 2層 に分層され、 SD4か ら混入した径 1～ 5cmの 円礫
を含む。出土遺物は無い。

81号土坑

Y33、 力41グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整楕円形で、規模は長軸0.56m、 短軸0.28m、

深さ0.04mで、主軸方向はN-13° 一Eである。掘り込みは浅く、底面は比較的平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。 SBl内 に存在するが、堆積土の状況から建物に関連しない遺構
と判断した。

82号土坑

Y33、 X4Clグ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。形状は不整楕円形で、規模は長軸0.42m、 短軸0,別m、

深さ0.18mで、主軸方向はN-15° ―Eである。底面は比較的平坦で、壁の立ち上がりは急である。堆積土は単一層

で、径 2～ 4 crllの 円礫を含んでいる。出土遺物は無い。 SBl内 に存在するが、堆積土の状況から建物に関連しな
い遺構と判断した。

83号土坑

Y30・ 31、 X44・ 45グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。北側は六角塔基礎により失われており、全体形

は不明である。形状は不整楕円形とみられ、規模は径 0.441Yl、 深さ0.12mである。底面は西側に向けて傾斜してお

り、壁の立ち上がりは比較的緩やかである。堆積土は 3層 に分層されるが、ブロック土を主体とした人為堆積とみ

られる。出土遺物は無い。

34号土坑

Y28・ 29、 X46グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。南側は撹乱により失われており、全体形は不明で

ある。形状は不整形とみられ、規模は長軸1.4m以上、短軸0.66m、 深さ0.18mで、主軸方向はN-85° 一Eである。

底面は起伏が著しく、立ち上がりは比較的急である。堆積土は 2層に分層されるが、 1層には炭化物粒が含まれる。

出土遺物は平瓦や丸瓦片が■点ある。

85号土坑

Y31、 X38グリッドで検出し、SBl内 の S K204よ り新しい。形状は円形で、規模は長車由0.68m、 短車由0.62m、 深
さ0.16mで、断面形状は悟鉢状に大きく開く。堆積土は 4層に分層されるが、 3層中には東側に寄って焼土ブロッ

クがまとまって分布する場所がある。焼面は存在せず、焼土ブロックのみの混入と考えられる。出土遺物は軒丸瓦

片が 1点ある。

86号土坑

Y31・ 32、 X38グリッドで検出し、SBl内のS K204よ り新しい。形状は隅丸方形で、規慎は長軸0.58m、 短軸0.52m、
深さ0.06mである。底面は緩やかに湾曲し、壁の立ち上が りは緩やかである。堆積土は単一層で炭化物粒・焼土粒

を含むが、これらは S K204か らの流入とみられる。出土遺物は瓦片が 1点ある。

87号土坑

Y32、 X38グリッドで検出し、SBl内 の S K205よ り新しい。形状は円形で、規模は長軸0.38m、 短軸0.32m、 深
さ0.08mで ある。底面は緩やかに湾曲し、壁の立ち上が りは緩やかである。堆積土は単一層で炭化物粒・焼土粒を

含むが、これらは S K205か らの混入とみられる◇出土遺物は無い。

88号土坑

Y31、 X38・ 39グリッドで検出し、SBl礎 石跡22、 S K204よ り新しく、S K70。 75・ 85、 小溝群 2-4よ り古い。
南偵1は撹乱により失われている。形状は中央部が屈曲する不整形で、規模は長軸1.38m以上、短軸0.6611R、 深さ0。 18m

で、主軸方向はN-53° ―Eである。底面には起伏があり、南西側は深さ10cm程 の落ち込みが認められる。立ち上が
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tOYR3/3 暗tB色 シル ト え土泣を微量含む IOYR3/4 暗褐色 ンル ト 径lmmliの焼土粒を少量含む 班紋渋にやや赤色がか

SK75 10YR4/4 褐色 シアレト ミ色ブロックを少量、焼土粒を含む 2 tOYR4/4 4B色 シルト 黒色上・黄褐色ブロンクを含む

10YR4/6 褐色 シァレト 煮褐色上を多量、褐色ブロックを少量含む IOYR4/3 にぶい黄褐佳 シル ト ≧2～ 10rllRの焼土ブロックを少量含も

SK77 10YR4/3 にぶい東褐[ ンル ト 黄色砂質土を少量含む 10YR4/3 にぶい貢褐雀 ングレト 黒色ブロックを多量含む

IOYR4/4 鶴色 ンルト 稲色砂質土'黒色ブロックを少量、径卜2画の焼土社を統量含む SK86 10YR3/4 H音褐色 ンル ト 語色土黒色土ブロック、径Im程度の炭イ肋 '焼土粒を少量含む

10YR4/3 にぶい黄褐て シァレト 髯色ブロック、黄褐色砂質土を少量含む SK37 10YR3/4 暗褐色 シァレト こ褐色.黒色ブロック、炭化物・続上粒を少量含て

10YR3/4 暗褐色 ンル ト
SK88

10YR4/4 褐色 ングレト 協LI亀色1ブ ,ァクをは宣、臼ヽ IJhD峰

',ソ

ケa正柳 附ゝし紗筆む

SK79 10YR3/4 H音褐色 10YR4/4 褐色 ンル ト

SK30
iOYR4/3 にぶい黄褐ゼ シァレト 径10～ 50剛の円撰を少量含む SK39

10YR3/4 Π音襴色 砂質土 至1～ 30剛の円礫を含む

10YR4/4 褐色 シァレト 覧褐色砂質とを多量、径10～ 30nmの 円礫を含と 2 iOYR4/3 にぶい黄褐て 砂質土 垂1～301mの円礫を含む

SK81 OYR3/4 暗褐色 シル ト 10YR4/4 褐色 シ ル 鵡 色砂質ブロックを多量、炭化物粒を微量含t

SK82 10YR3/4 暗衡色 シルト 径20～40mmの 円礫を少量含む 2 10YR4/6 褐色 黄褐色砂質ブロックを微量含む

SK83

10YR5/6 黄褐色 少質シル ト Z層ブロックを多量含む 10YR5/6 黄褐色 シル ト 〔褐色プロックを微量含む

IOVR3/4 暗褐色 シル ト 10YR4/6 褐色 シァレト 一部グライ化

10YR5/6 黄褐色 夕質シル 径2～ 511の砂礫を多量、2層ブロックを含も 10YR4/6 褐色 ンル ト 1層に類似するがグライ化しない

SK84
10YR4/4 褐色 算協色ブロックを少量、小円礫、炭イヒ物を微重含も SK92 10YR4/4 掏色 シルト 贅褐色砂質土を少量、黒色土を微量含む

10YR5/6 黄褐色 砂質土 島色土を少量含む
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りは緩やかである。堆積土は 2層に分層され焼土粒を含むが、これらは S K204か らの混入とみられる。出土遺物

は無い。

89号土坑

Y31、 X36・ 37グ リッドの 1号石敷遺構上で検出し、 1号石敷遺構より新しく、36号集石遺構より古い。西側は撹

乱により失われている。形状は不整形とみられ、規模は長軸 1.32m、 短軸0.52m以上、深さ0.24mで、主軸方向は

N-47° ―Eである。土坑上面で検出した86号集積遺構は検出に止めたため、撹乱断面を用いての部分調査を行った

のみである。底面は起伏が認められるものの比較的平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 2層に分層

されたが 1号石敷遺構の円礫を含んでいる。出土遺物は無い。
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図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 文  様 長さ (cm) 重さ (kg) 備   考 分 類 写真図版

軒丸瓦 SK42 朱文三巴ま 10 瓦当著【:巴左米・珠径1 5cm

図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分 類

2 平 瓦 1 39 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ
G94 平 瓦 20 凸面 :ナデ・離砂 団而 :ナブ

図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層位 繭 産  地 時  期 備    考 写真図版
4 J4 磁器 碗 肥 前 1'C後半～1lC前 J 染付・菊文

5 X17 土師質土器 皿 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ 59-19
X18 と師質土器 皿 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り
X15 土師質土器 皿 (70) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り

土帥質土器 焼塩壷 SK68 在地 17C初め ロクロ調整、外面体部に横位のケズ リ 60-12

図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層位 重さ (g) 備   考 写真図版

鉄製品 釘 06

10 鉄製品 鉄津 SK20 61 椀形津 61-31
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90号土坑

Y29。 30、 X42グリッドで検出し、小溝群 2-12よ り古い。形状は不整形で、規模は長軸1.18Hl、 短軸lm、 深さ0。22m

である。本遺構は平面検出と一部断面確認を行ったのみで掘り込んでいない。堆積土は 2層に分層され、 2層中に

は円礫がややまとまってみられる。出土遺物は無い。

91号土坑

Y32、 X46グリッドで検出し、SB3礎石跡46よ り新しい。形状は不整円形で、規模は径0.98m、 深さ0.22mで あ

る。底面は起伏が認められ、深さ10crn程の落ち込みがピット状に2か所認められる。立ち上がりは比較的急である。

堆積土は 3層に分層され、 5～ 10clnの円礫を含んでいる。出土遺物は無い。

92号土坑

Y34、 X38グリッドで検出し、小溝群 2-1よ り古い。北側は六角塔基礎により失われたため全体形は不明である。

形状は不整形とみられ、規模は短軸0.図m、 深さ0.08mで、主軸方向はN45° 一Eである。断面形状は悟鉢状である。

堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

(4)集 石遺構

Ⅳ層上面において26基を確認した。検出面はⅣ層上面であるが、集石内に介在する堆積土はⅢ層に類似するもの

が多い。本来はⅢ層面で掘り込まれ、その後の耕作によりⅣ層面でしか確認できない状況になったものと推定され

る。集石遺構は拳大～人頭大程度の礫を含むものが主体であり、瓦片を含むものも少なくない。下部には土坑状
の

掘り込みをもつものがほとんどである。礫は土坑底面より浮いて検出される傾向にあり、礎石跡の構造とは明らか

に異なっている。配列上の規則性は無いが、小溝状遺構群の端部周辺に存在する傾向があり、これらの遺構の多く

もまた、畑の耕作の際に障害となった礫や瓦片を集積廃棄したものの可能性が考えられる。なお検出段階で礫の集

積が確認されたものについては集石遺構とし、検出段階で礫が確認できず、掘り込み段階で確認されたものに
つい

ては土坑として取り扱つている。

17号集石遺構

Y29、 X41グリッドの 1号石敷遺構上で検出し、18号集積遺構より古い。長軸2.02m、 短軸1.28mの不整長方形の

範囲に径 3～16cmの 円礫と瓦片が分布する。中心部は撹乱により礫は失われ、掘り込み等は認められない。出土遺

物は平瓦・丸瓦片が40点ある。

18号集石遺構

Y29、 X41グ リッドの 1号石敷遺構上で検出し、 1号石敷遺構、7号集積遺構より新しい。長軸2.38m、 短軸1.56m、

深さ0.08mで、N-63° 二Wに主軸方向をもつ隅丸長方形の掘り込みの範囲に、径 3～30cmの 円礫と瓦片が分布して

いる。東側および西側は撹乱により失われている。礫は掘り込み底面より3～ 5 cln程浮いており、礫間にはⅢ層に

類似する層が認められる。掘り込みの底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。出土遺物は平瓦
・丸瓦片が18点、

須恵器が 2点ある。

19号集石遺構

Y31、 X47グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。長軸0.66m、 短軸0.56m、 深さ0.08mの 不整円形の掘

り込みの範囲に、径 1～14cmの 円礫が散在的に分布する。掘り込み底面は緩やかに起伏をもち、壁の立ち上がりは

緩やかである。南側は撹乱により上部が失われている。出土遺物は無い。

20号集石遺情

Y31、 X46グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。長軸0.6m、 短軸0.58m、 深さ0.lmの隅丸方形の掘り

込みの範囲に、径 1～21cmの円礫が分布する。掘り込み底面は起伏をもち、壁の立ち上がりは比較的急である。礫

は掘り込み底面より僅かに浮いてみられる。出土遺物は無い。
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18号集石 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 黄褐色粒を多量含む Ⅲ層類似 21号集石 1 10YR5れ  にぶい黄褐色 シァレト 範 砂質上を劃なとし暗褐色ブロックを少魏
19号集石 10YR4/4 褐色 砂質土 働色シルトブロックを含む Ш層に襲諺 22号集石 10YR5/4 にぶい黄褐色 シァレト 垂511の 暗褐色プロックを微量含む
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21号集石遺構

Y31・ 32、 X46グ リッドで検出し、 SB2礎 石跡43よ り新しい。長軸0.88m以上、短軸0.62mの 不整精円形の掘り

込みの範囲に、径 3～ 16cmの 円礫が分布する。掘り込み底面は緩やかな傾斜をもち、壁の立ち上がりは緩やかであ

る。北側は撹乱により失われている。出土遺物は無い。

22号集石遺構

Y29、 X46グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。一辺0.52m、 深さ0。 14mの 隅丸方形の掘り込みの範囲

に、径 3～23cmの 円礫が分布する。掘り込み底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急である。上層には主に13～

23cmの大型の円礫が、中層には 3～ 6 crnの小型の円礫がみられる。出土遺物は土師器片が 1点ある。

23号集石遺構

Y29、 X46グリッドで検出し、SB3礎 石跡23よ り新しい。長軸 1,66m、 短軸0.94m以上、深さ0.12mの不整形の

掘り込みの範囲に、径 2～20cmの円礫が分布する。東側は撹乱のため失われているが、掘り込み底面は緩やかに迅

伏が認められ、壁の立ち上がりは緩やかである。礫は掘 り込み底面より3 crn程度浮いて検出された。なお底面より

礎石跡23が検出されており、本集石の礫はこの礫が混入した可能性もある。出土遺物はガラス製第の破片が 1点あ

る。
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25号集石遺構

遺  構 層位 土  色 上  性 特 徴 遺  構 層位 土  色 土 性 特  徴

23号集石 1 10YR4/4 褐色 ンアレト 驚褐色砂質上を少量、酸化鉄を含む
25号集石

10YR4/4褐 色 シル ト 紹物 を微量、黄褐色砂質プロックを含む

24号集石
10YR4/4 褐色 シァレト 2 10YR4/6褐 色 シアレト 黒褐色プロックを少量含む

10YR4/6 褐色 ンル ト i褐色砂質とを多量、径5～ 50唖の暗拍色プロックを少重含1
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24号集石遺構

Y28、 深鍔グリッドで検出し、 S K201よ り新しい。長軸 2m程、短軸1.6m程、深さ0.34rrlの隅丸長方形の掘り込

みの範囲に、径 2～25cmの円礫や平瓦片が分布する。西側と東側が撹乱により失われているが、礫は掘り込みの西

側に寄って検出された。堆積土は 2層に分層されるが、礫は主に 1層に集中して検出されている。出土遺物は平瓦

片が 7点ある。

25号集石遺構

Y28、 X42・零グリッドで検出し、SB3礎石跡 5、 西辺溝 S D10よ り新しい。長軸1.2m、 短軸0。 94m、 深さ0.割mの

不整長方形の掘り込み範囲に径 3～43crnの 円礫や平瓦が密集して分布する。掘り込みの底面は起伏が著しく、西側は

更に20cm程深くなっている。掘り込み部の堆積土は 2層に分層されたが、礫は検出面に集中して分布している。掘

り込み底面には径 2～ 8 crn程の円礫が密着して検出されたが、これらはS D10に関わるものとみられる。出土遺物

は平瓦片等が17点ある。

26号集石遺構

Y30、 X46グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。径0。 74m、 深さ0.閉mの不整円形の掘り込みの範囲に

径 2～15cmの円礫が分布する。西側は撹乱により失われているが、礫は堆積土中位より上層に集中し、径 3～ 8

crnのものを主林として上面で径が小さくなる傾向にある。掘り込み底面は緩やかな傾斜をもち、壁の立ち上がりも

比較的緩やかである。堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

27号集石遺構

Y28、 X46グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。長軸0.65m以上、短軸0.56m、 深さ0.21mを測る不整

円形の掘り込みの範囲に径 2～ 15cmの 円礫や平瓦が密集して分布する。北側は撹乱により失われており、掘り込み

の底面は起伏が多く、壁の立ち上がりは急である。掘り込みの堆積土は単一層で、礫は上面を中心に底面付近まで

分布している。出土遺物は平瓦片等が 6点ある。

28号集石遺構

Y29・ 30、 X44グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無いが、小溝群 2-17に近接して存在する。長軸0.68m、

短軸0.64m、 深さ0。 12mで、主軸方向がN-45° 一Eの精円形の掘り込みの範囲に、径 3～21crnの円礫が密集して分

布する。礫は掘り込み底面にはぼ接してみられる。掘り込みの底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。掘

り込みの堆積土は単一層である。出土遺物は無い。

29号集石遺構

Y28・ 29、 X43グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。長軸0.9m以上、短軸0.56m、 の範囲に径4～20cm

の円礫の分布を確認し、礫を除去したところ、長軸0.55m、 短軸0。35m以上、深さ0.12mで、主軸方向がN-29° 三w

の隅丸長方形の土坑状の掘り込みを検出した。東側は撹乱により失われている。礫はこの土坑の堆積土上にのるが、

土坑より集石の規模の方がやや広い。出土遺物は無い。

30号集石遺構

Y31・ 32、 X46グ リッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。長軸0.58m、 短軸0.52m、 深さ0.lmで、主軸方向

がN-70° 二Wの楕円形の掘り込みの範囲に、径 2～ 10clnの 円礫が分布する。南側は撹乱により失われている。礫は

掘り込み底面から2～ 5 crn程浮いた状態で検出された。掘り込みの底面は緩やかに傾斜をもち、北側が0.12m程深

く落ち込んでおり、壁の立ち上がりは緩やかである。出土遺物は無い。

31号集石遺構

Y32、 X45グリッドで検出し、SB2礎石跡28よ り新しい。長軸1.lm、 短軸0.6m、 深さ0.lmで、主軸方向がN76°
三wの精円形の掘り込みの知囲に、径 1～ 12cmの円礫が分布する。堆積土は単一層でⅢ層に類似しており、礫は底面
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より5 crn程浮き、検出面上で確認した。掘り込みの底面は緩やかに傾斜をもち、壁の立ち上がりも緩やかである。

出土遺物は無い。

32号集石遺構

Y32、 X45グ リッドで検出し、 SB2礎 石跡28よ り新しい。長軸0.541n、 短軸0.5m、 深さ0,16mの不整円形の掘 り

込みの範囲に径 2～15cmの 円礫が分布する。礫はほとんどが掘り込み底面から3～ 5m程 浮いた状態で検出された。

掘り込みの断面形状は悟鉢状で、壁の立ち上がりも緩やかである。出土遺物は無い。

33号集石遺構

Y3と、X44グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い◇短軸0.34m、 深さ0.06mで、主軸方向がN-23° 二Wの

不整楕円形の掘り込み範囲に、径 1～ 16cmの 円礫が分布する。南側は六角塔基礎により失われている。礫は掘 り込

み底面から2～ 5cm程浮いた状態で検出された。掘り込みの底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。

出土遺物は無い。

34号集石遺構

Y33、 X45グリッドで検出し、 SB2礎 石跡23よ り新しい。長軸1.04m、 短軸0.62m、 深さ0,lmの不整形の掘 り

込みの範囲に径 2～30cmの円礫が分布するが、主となるのは径 2～ 5m程 の小型の礫である。礫は検出面から確認

でき、掘り込み底面から 5 crn程浮いた位置で検出された。掘り込みの底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは緩やか

である。出土遺物は瓦片が 1点出土した。

35号集石遺構

Y32・ 33、 雅鍔グリッドで検出し、他遺構との重複関係は無い。短軸0.86m、 深さ0.48mで 、主軸方向がN-25° 一E

の不整形の掘り込み範囲に、径 2～15cmの 円礫が分布する。南側は撹乱により失われている。礫は掘り込みの南狽J

にまとまっており、底面から僅かに浮いた状態で検出されたが、一部の礫は底面に密着している。掘り込みの底面

は僅かに起伏を持ち、壁の立ち上がりは比較的緩やかである。出土遺物は無い。

36号集石遺構

Y31、 X36グリッドで検出し、 1号石敷遺構、 S K89よ り新しい。径0.68m程の不整形の掘り込みの範囲に径 1～

1lcmの 円礫が分布する。礫は検出面上で確認されたが、検出を行ったのみで土坑部の掘り込みは行わなかった。出

土遺物は無い。

37号集石遺構

Y31、 X37グリッドの 1号石敷遺構上で検出した。長軸0.34na、 短軸0.24rl、 深さ0.12mの 隅丸方形の掘り込みの

ほぼ中央に径30clnの 大型の円礫と径1飩m程の小型の円礫が底面に置かれていた。礎石跡の可能性も考えられたが、

他に組み合うものは無く、掘り込みの堆積土も人為的状況が認められなかったことから、集石遺構として取 り扱っ

た。なお礫は外さず残し完掘までにはいたっていない。出土遺物は丸瓦片が 3点ある。

38号集石遺構

Y31、 X37・ 38グ リッドの 1号石敷遺構上で検出し、小溝群 2-2よ り古い。0。 74m× 0.68mの不整円形とみられる

範囲に径1～ 13cmの 円礫が密集して分布する。南側は撹乱により失われている。礫の検出のみで掘り込んでいない

が、径0.53mの不整円形の掘り込みプランを検出した。出土遺物は無い。

39号集石遺構

Y30、 X38グリッドの 1号石敷遺構上で検出した。長軸0,4nl、 短軸0,32m、 深さ0。 15mの 円形の掘り込みの範囲に

径 2～ 12cmの 円礫が分布する。北側の一部は撹乱により失われている。礫は掘り込みの中央にまとまってお り、

底面から4～10cm程浮いた状態で検出された。掘り込みの断面形状は播鉢状である。出土遺物は無い。
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40号集石遺構

Y30、 X38グリッドの 1号石敷遺構上で検出した。長軸 0。Mm、 短軸0.74alの精円形の範囲に径 1～ 15clnの 円礫が

散乱 して分布する。喫の検出のみで掘り込んでいないが、礫の分布範囲と重複するように長軸0.6m、 短軸0.49m

で、主軸方向がN-8° ―Eの不整精円形の掘り込みが検出されている。出土遺物は無い。

41号集石遺構

Y30、 X41グリッドの 1号石敷遺構上で検出した。長軸 1.36m、 短軸1.16mの不整円形の範囲に径 1～ 13cmの円礫

や瓦片が散乱して分布する。特に北側には径 5～13cmの比較的大型の円礫がまとまる傾向にある。掘 り込み等は認

められない。出土遺物は平瓦等が24点 ある。

42号集石遺構

Y30、 X37グ リッドの 1号石敷遺構上で検出した。径0.56mの 円形の範囲に径 1～ 12cmの 円礫が散乱して分布す

る。主体となるのは径 1～ 3cmの小型の円礫である。礫の検出のみで掘り込んでいないが、礫の分布範囲と重複す

るように径0.56mの不整円形の土坑状の掘り込みが検出されている。出土遺物は無い。
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遺  橋 層位 土  色 土  性 特 徴 遺 構 層位 土  色 土  陛 特 徴

34号纂 石 掲色 ンルト 黄褐色砂質土を多量含む 39号集石 1 10YR4/2 灰黄褐色 シァレト や゙グライ化

35号集石 褐色 ンルト 甍褐色砂質上を少量含む コ 0～ 110mmの 円礫 を含む

36号集石 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンル ト しまりややあり やや砂質 41号集石 ≧10～ 190mmの 円礫を含む

37号集石 10YR3/4 暗褐色 シル ト 42号集石 登10～ 701mの 円礫を含む

38号集石 ≧iO～ 90mmの 円礫を含む
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雪版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 鍔躁下薬百引重さ(kg) 備    考 分  類 写真図版

41号集石 出面 :ナデ、凹面 :ヨ どキ痛・布目 50-4

目版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 備   考 写真図版

須恵器 饗 18号集石 外面 :平行タタキ、内面 :同心円文

ヨ版番号 登録番弓 種 類 器  種 遺構・層位 重さ(g) 備   考 写真図版

ガラス製品 葬 23号集石 中央に紺色筋 2条 あり

第118図  集石遺構出土遠物
(5)ピ ット

Ⅳ層上面において33基を確認した。掘り込んだものはPl～ P12までの12基で、 P15～ P33までの21基は検

出に止め、掘り込んでいない。なお P13と P14については第 4次調査時に掘り込んだものである。平面形状は円

形または不整円形を主体とし、柱痕跡はP9で確認されたのみであった。また建物跡などの存在を示すような規則

性のある配列は認められず、その性格は不明である。堆積土はⅢ層に類似するものが多く、その多くは畑耕作にか

かわる耕作痕跡の一部と理解できる。
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潰  構 層 什 土  色 土  性 特 徴 澄 橋 層位 土  色 土  ll 特  徴
10YR4/4 褐色 ングレト 黒色ブロックの混合土 註記なし

10YR5/4 にぶい黄褐色 シル ト 黄褐色シル トのほぼ単一層 iOYR3/4 暗褐色 シルト
10YR4/4 褐色 ングレト 煮褐色砂質ブロックを少量含む 10YR3/4 暗褐色 シァレト 円礫を含む ややグライ化
10YR4/6 褐色 黄褐色砂質ブロックを少量含む 10YR3/4 暗褐色

10YR4/6 褐色 ンル ト 黄掲色砂質ブロックを微量含む 一部グライ化 Pll 10YR3/4 暗褐色 シル ト

10YR5/6 黄褐色 ンアレト 箋褐色砂質土を多量含む 10YR3/4 暗褐色 シル ト

第119図  ピット
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査構 検出地区 平面形状
規模 (m)

柱痕跡 出土遺物・重複関係 宣構 検出地区 平面形状
規模 (m)

柱痕跡 出土遺物・重複関係
長径 短径 深 さ 長径 短径 深 さ

Pl Y30、  X45 不整方形 0 43 0 48 延
＾
小溝群 2-21・ SK15を 切 る 不整円形 0 27 0 05 並

ヽ
SD 4を 切 る

Y33、 X44 不整円形 SD7を 切る P9 方形 0 22 底面 小lht群 2-7に切られる

V33、 X45 不整円形 0 97 0 12 艇
（
SD7を 切る Y31、 X40 不整円形 0 51 虹

小

Y33、  X45 不整円形 虹
＾
SD7を 切る Y31、 X40 不整円形 0 62 0 51 範

小

Y29、 X42 不整円形 征
ヘ
SK59を 切る P12 不整 円形 範

小

P7 Y27、  X48 不整円形 0 27 無

第 4表 Ⅳ層上面検出ピットー覧表

盛構 検出地区 平面形状
規模 (m)

備  考 宣格 検出地区 平面形状
規棲 (m)

備  考
長径 (軸 ) 短径 (軸 ) 長径 (軸 ) 短径 (軸 )

SK94 Y29、 X36 不整精円形 1号石敷より新 SK158 不整精円形 0 31

SK95 Y29、 X86 円形 1号石敦より新 SK159 Y32、 不整 円形

Y29、  X37 不整精円形 0 55 0 42 1号石敷・SD16よ り新 SK160 Y32、  X43 不整長方形 0 43

SK97 Y31、 X36 不整円形 1号石敷 より新、SK89よ り古 不整円形

Y3031、 X36・ 37 不整長方形 1 39 SK89・ SK202よ り古 SK162 Y32、 X43 不整円形 0 54

SK99 Y30、  X37 不整円形 0 29 1号石敷 より莉 不整円形 0 31 0 27 小溝 2群 15よ り古

SK100 r30、  X37 不整円形 1号石敷より新 Y30、  X43 不整長方形 SB 3建礎 8よ り新、小溝 2群 15よ り

SK101 Y30、  X37 38 円 形 ユ号石敷より新 SK165 Y30、 X44 不整桁円形 SB 3建 礎 17よ り新

Y29 30、  X38 不整精円形 1号石敷より新 Y32、 X44 不整円形 0 57 鵠 2建礎 10よ り新、月ヾ 蕉2群 17よ り

SK103 Y29 80、  X38 不整円形 1号石敷より新 Y32、 X44 不整精円形 SK28よ り古、SB 2建 礎 15よ り新

SK104 Y31、 X38 不整円形 0 68 1号石敷より新 Y32、  X45 不整精円形 0 78 小溝 2群 18よ り古、 2建礎 15よ り新

V3031、 X383( 不整精円形 1号石敷 より新 SK169 円形 小溝 2群 20よ り古、 3建礎30よ り新

SK106 Y30、 X39 不整円形 0 74 1号石敷 より新 Y29、  X45 不整円形 小溝 2群21よ り古、計測不能

Y29、 X39 不整惰円形 SK108よ り新 Y80、 X45 不整桁円形 0 23 0 18

円形 SK107よ り古 Y31、 X46 不整円形 0 24

SK109 Y30、 X40 不整楕円形 0 37 1号石敷より新 Y30、 X46 不整長方形

Y32、 X37 不整精円形 SD13よ り新 円形

1 Y34、  X38 不整精円形 SD 5よ り古 Y29、 X47 不整円形

12 Y34、  X38 不整円形 SKl Hよ り新 Y33、 X46 不整円形 SK43よ り古、2建礎35よ り新

Y33・ 34、  X38 不整円形 小溝 2群 3よ り古 不整精円形 0 27 SB 2建 礎38よ り新

14 Y34 35、  X3( 不整 円形 Y32、  X47 不整精円形

Y34、 X39 不整円形 Y32 33、  X47 不整精円形 0 66

SKl16 Y32 33、  X3〔 不整精円形 1 32 0 49 小溝 2群 3よ り新 Y28、  X48 不整円形

SKl17 Y33、  X38 39 円形 0 46 不整円形

SKl18 Y32 33、  X3( 円形 SK182 不整円形 0 30 SD 6よ り新

SKl19 不整方形 0 43 SK183 不整長方形

SK120 Y34、  X39 不整円形 Y33、  X42 不整円形

Y33、  X39 不整精円形 051 SK185 Y28、 不整円形

SK122 Y32、  X39 不整円形 SK123よ り古 SK186 Y28、 X41 不整長方形

Y32、 X39 不整円形 SK122よ り新 不整方形

Y32、  X39 不整円形 SK138 Y28、  X41 42 不整 円形 計測不能

Y32、 X39 不整 円形 0 25 Y27 28、  X42 不整長方形 0 30

Y33、 X39 不整精円形 SK190 Y28、 X42 不整長方形 SK193よ り古

不整円形 SK191 Y28、 不整円形

Y31、 X39 不整精円形 Y28、 X42 不整円形 0 81 0 61 SK193よ り新

Y32、  X39 不整円形 SK130よ り古 SK198 Y27 28、  X42 不整精円形 SK190よ り新

Y31 32、  X39 不整楕円形 0 17 SK129よ り漸 Y27、 X42 不整長方形 0 69

Y32、  X39 不整円形 SK195 不整円形 1 60 1 45

SK132 Y31、 X39 40 不整円形 041 0 15 SK196 Y27、  X43 不整精円形

SK133 Y32、 X39 40 不整惰円形 小溝 2群 6よ り古 SK197 Y28、  X43 不整円形 0 64 0 54

Y32、  X40 不整精円形 0 26 SK198 Y27、 X44 不整精円形 SDllよ り新

SK135 Y32、  X40 不整方形 Y28、 X45 不整円形

Y32 不整円形 Y28、  X45 不整円形 SK201よ り古

SK137 不整方形 0 37 0 29 SB l建礎27よ り新 SK201 Y28、 X45 不整箱円形 SK200よ り新、24号集石より古

SK138 Y31、 X40 不整糖円形 SK202 Y31、 X3? 不整方形 0 57

SK139 Y32、 X40 不整円形 小溝 2群 8よ り古 Y39、 X40 円形

SK140 Y32、 不整円形 Y32、 X39 不整円形 041

不整円形 0 46 Y30、 X87 円形 1号石敷より新

SK142 Y3334、 X4041 不整円諺 小溝 2群 8よ り古 Y34、 X3738 不整円形 SK44よ り古

SK143 円形 0 55 円形 SB l建礎 6よ り新

SK144 不整円形 0 58 0 43 Y34、  X39 不整円形 小濫 2群 3よ り古

SK145 31、  X41 42 不整精円形 小溝 2群 Hよ り古 Y32、  X39 不整長方形 小溝 2群 4よ り新、柱痕あり

Y31、 X42 不整長方形 0 46 小溝 2群 Hよ り古 Y88、  X39 不整円形 S31建礎25よ り新

SK147 不整楕円形 Y33、 X39 不整 円形

131、  X41 42 不整楕円形 0 45 小濫 2群 Hよ り古 不整円形

「80、  X41 42 不整円形 小濫 2群 11よ り古 Y32、 X39 不整円形

SK151 Y31、  X42 不整円形 1 40 SA lよ り刃F 円形

Y30、  X42 不整円形 0 65 SD19よ り新 Y32、 X40 不整円形

SK153 Y29、  X42 不整 円形 小溝 2群 13よ り古 Y31、  X40 不整精円形

不整円形 0 23 Y32、  X41 円形 0 25

SK155 不整楕円形 Y34、  X40 不整 円形

不整円形 小溝 2群 12・ SK17よ り古 Y32、  X42 不整精円形 0 22

SK157 不整長方形 1 18 0 36

第 5表 Ⅳ層上面検出土坑・ピットー覧表 (未掘削)
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第 3節 Ⅵ層上面の遺構

Ⅵ層は若林城跡に伴う整地層であるⅣ層の下層で確認した洪水起源の基盤層である。調査区全体で安定的に確認

されており、周辺遺跡における古代から近世にかけての遺構検出面でもある。今回の調査では整地層の掘削までは

行なっていないため、Ⅵ層にかかわる調査は撹乱などを利用した断面調査を部分的に実施することで幾つかの遺構

を確認している。Ⅵ層面で確認した遺構は溝跡 1条、土坑 1基である。

(1)溝 跡
26号溝跡

調査区南狽JのY31～ 33、 X46グ リッドのL字形撹乱で検出された溝跡で、Ⅵ層面から掘り込んでいる。撹乱部底面

において一部溝の掘り込み調査を行った他は断面による確認である。溝跡の底面は起伏をもち、壁は溝底面から緩

やかに立ち上がった後、さらに緩い傾斜で外側に立ち上がる。断面から見た溝幅は外側で8.5m以上、深さは1.2m

程度である。堆積土は11層に分層され、いずれも自然堆積とみられる。

整地層下のため、溝跡の平面形を追うことは難しいが、Ⅳ層上面での空中写真を観察すると、溝跡の南北延長線

上において、整地層が帯状に黒色化している範囲が確認された。これは整地時、溝内堆積土上部があまり大きく移

動しない程度の造成による削平作業により、溝跡のプランが残存した結果によるものと推定され、これらから溝跡

は調査区をほぼ南北方向に縦断すると推定される。ただし第4次調査 1区における下層確認トレンチにおいてはⅥ

層が北側に向かって立ち上がる状況が確認されており、溝跡は北側で途切れるかあるいは屈曲する可能性もある。

出土遺物は4層中より僅かに土師器片が 2点あるのみである。また溝内には砂の流入が少なく、かつての河川跡の

堆積状況とは異なり、同時に周辺地域にみられる城館等に伴う堀跡内や古墳の周溝内での状況とも異なっているこ

とから、現時点ではこの溝跡の性格については不明と言わざるを得ない。

基本層V層と溝内堆積± 9・ 10層 についてはプラント・オパールおよび花粉分析を実施している。詳細は後に譲

るが、 9・ 10層は花粉密度が極めて低く堆積速度が速い状況が想定される。 7層から上層は有機質土と粘土層とが

互層になっており、帯水状態と止水状態が交互に繰り返されたと考えられ、溝としての機能が失われたことを示唆

している。また、最上層の基本層V層からもプラント・オパールが検出されており、溝周辺での稲作が推定されて

いる。

なお、S D26西側の断面において土坑状の落ち込みを2か所で確認している。その一つは焼面は認められないも

のの、堆積土中には炭化物や焼土が多く混入しており、竪穴住居跡などの存在も考えられる。

(2)土  坑

206号土坑

Y30、 X45グ リッドで検出され、他遺構との重複は

無い。撹乱内で検出されたため検出面は不明確であ

るが、出土した遺物からⅥ層上面に関連する遺構と

して判断した。形状は不整円形で、規模は長軸0.3

m、 短軸0.27m、 深さ0.12mで、断面形状は悟鉢状で

ある。底面の南側から小型の土師器甕 (C2)が 正

位に据え置かれる状況で出土した。堆積土は単一層

で黄褐色砂質土を主体とした人為堆積とみられる。

竪穴住居跡の存在の可能性も考慮し周辺を精査した

が土坑以外の施設等は確認できなかった。

舅

諧朗蟄     摯D物

ａ辞
0                       1m

遭 構 層位 土 色 土 ′l■ 特  徴

10YR5/6 黄褐色 砂質土

第120図 206号上坑
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0                        10Cm

コ版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 れ 備    考 写真図版

土師器 賓 98 1 SO 1外面 :体部 に半害[ヘ ラケズリ→日縁部ヨコナデ、内面 :体都ヘラナデ→日縁部ヨコナデ、底部 1本乗反 60-22

第123図 206号土坑出土遠物

第 4節 近代の遺構

(1)刑 務所関連遺構

六角塔

近代の整地層であるⅡ層除去段階において、拳大以上の円礫が充填された大規模な布堀状の基礎構造を数条確認

した。これは位置や構造から、明治12年に建築された宮城集治監に伴う六角放射監舎房 (六角塔)の基礎であるこ

とが明らかとなった。基礎自体は第 4次調査時にも確認されており、今回の調査区内にはその延長部分が確認され

た。

基礎の円礫については調査の都合上、重機により除去することとなったが、各所において遺構の記録と共
に掘り

方の断面や平面形の記録をとることとなった。今回確認した基礎による建物は六角塔の北東側と南西側に配置
され

た「2号舎房」と「3号舎房」にあたる。 2号舎房は 2本の基礎が確認され調査区外にかかるが、 3号舎房の基礎

はほぼ全体形を確認することができた。基礎は建物の壁構造にあわせて幅10mのコ字状の布堀状基礎の中に更に 2

本の布堀状基礎が走る構造をとり、外壁側の布堀幅は1.3m程であるが、部屋と廊下を仕切る内側の 2本は1.lm程

とやや狭くなる。基礎内では10～30cm程度の円礫を充填した上に径50cm以上の巨礫を数段積み上げることにより

建物土台を直接支える基礎としている。掘り方底面までの深さはⅡ層上面から0.7m程度であるが、調査区壁面
の断

面観察から、Ⅱ層は建物下とその周辺が厚く土盛りされた盛土であったとみられる。また布基礎
の周囲には長軸

0.3m短軸0.2m程の長方形のピットが2.6m程の間隔で 2号舎房側に 5基、 3号舎房側に21基確認しているが、こ

れらは建物建築時の足場用のピットとみられる。

煉瓦積暗渠

Ⅲ層上面で調査区の南西側を斜めに横切るように煉瓦積暗渠を検出した。確認長は32m程あり、さらに調査区外

に延びていく。幅 lm・ 深さ0.85m程の布堀状の掘り方の底面に「全形」と「半ます」の煉瓦を3列互目に敷き、そ

の上に壁として互目の長手積みで 3段積み上げ、さらにアーチ状に積み上げ天丼としている。この天丼を構成する

煉瓦は「全形」の煉瓦の側面を打ち欠いて楔形に成形したものを用いている。暗渠の内寸は幅0.3m、 高
さ0.35mであ

る。煉瓦の目地はいずれも砂目地である。煉瓦上部の掘 り方内は黄褐色ブロック土により埋め戻している。
この暗
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第125図  煉瓦積暗渠

0                         2m
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プ
0                        10cm

遺 構 層位 土 色 上 性 特  徴

1043/1黒 褐色 粘質土 疋色猫土・黒色粘土の互層 (暗渠内増積層

10YR4/3にぶい黄褐色 シァレト 章褐色とを主体とし、灰色プロック・径m～ 10omの円礫を含も

3 10YR5/6黄褐色 シルト 黄褐色土・黄灰色砂質上の混合土 (掘 り方

10YR4/6褐色 シル ト 鍋 色砂管シルト・責灰色砂質との混合土 (掘 り方

図版番号 登録番号 種 類 器 種 遺構・層位 静 重さ (g) 備   考 写真図版

1 煉瓦 Π音渠 220 108 刻印 「○」、楔状に 2次加工 62-13

煉 瓦 H音渠 225 1805 刻印 「○」、楔状に 2次加工 62-14

煉 瓦 暗渠 22 8 61 全形
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第126図 近代の遺構出土遺物

蟄版番号 登録番号 種 類 器 種 遺格・層位 産  地 時  期 備   考 写真図版

磁 器 皿 通路状遺橋 中国 17C前半 青花、見込 :車花文 55-24



渠は排水路として用いられたようで、 3か所で陶製排水管 (土管)が接続されており、暗渠底面には厚さ10cm程の

汚泥が堆積している。また北側と中央の 2か所には同様の煉瓦積の沈殿枡が造られている。北側の枡はコンクリー

トにより後に補修されていたが、中央のものは暗渠部同様、「全形」の煉瓦を互日の長手積みで積み上げ壁としてお

り、底面は煉瓦を敷かない浸透枡であったとみられる。枡の蓋には長さ 3m、 幅0.8m程の板石 3枚を用いている。

暗渠は撤去せずに埋め戻し、サンプルとして一部の煉瓦を採取した。煉瓦は「全形」の縦210cm× 横100cln× 厚さ

60cmを標準とするもので、円形ないしはヘラによる刻印が認められるものもある。これらは宮城集治監内で作ら

れた、いわゆる「囚人煉瓦」と考えられる。出土遺物は瓦が12点のほか、近代とみられる桟瓦10点がある。サン

プルとして採取した煉瓦 3点を図示した。

通路状遺構

Ⅱ層掘削後のⅢ層面近くのY28・ 29、 X44～ 46グリッドにおいて、煉瓦積暗渠の北側にほぼ並行して径 5～10cm程

の円礫を幅 2m程に敷き詰めた石敷のプランを検出した。石敷はⅢ層面に近く、近世遺構の可能性も考えられたた

めこれを精査したところ、石敷に沿って両狽よに幅0.6～ 0.8m程の溝を検出し、また石敷下面には硬化面を伴うこと

から通路状の遺構であることが明らかとなった。溝は側溝とみられ、溝内には径 5～10cm程の円礫が貼り付けられ

ており、路面と一体の構造を持っている。確認長は10m程で、路面幅は 2～2.2mあ り、北西および南西側は撹乱

により失われている。路面および側溝内より近世の瓦片61点、近現代とみられる桟瓦片10点、磁器 1点が出土し

た。」5は中国青花の皿で、見込み文様は草花文である。

第 5節 基本層出土の遺物

表土除去や撹乱掘削時、基本層皿層掘削時などにおいて、遺構に囁属しない遺物が多く出土している。数量的に

は若林城期の遺物が主体を占めるものの、縄文時代から近代にかけての多岐にわたる遺物が出土している。しかし

これらは全て本来の位置を保っているものではないとみられる。

[基本層 I・ Ⅱ層 出土遺物 ]

主に表土掘削時に出土した遺物で、丸瓦、平瓦、英斗瓦、輪違い、面戸瓦が259点のほか、土師器 4点、陶器83

点、磁器 6点、土師質土器皿84点、土製品 1点、鉄製品 2点、近代とみられる桟瓦70点がある。

121は京・信楽系色絵陶器小皿で草花文である。 125は江戸後期の灰釉の小甕ないし在地産の鉢とみられる。

124イま「赤物」鉢の日縁部、 122は鉄釉悟鉢の底部で、内面は粗い摺り日、底部は回転糸切りである。産地は不明で

ある。 」6は初期伊万里磁器染付筒型碗で、外面は梅花文、内面は櫛歯である。 J7は磁器椀で昭和時代の工場食
器と呼ばれるものである。内部には黄色塗料塊が付着する。クロム釉による圏線が 2重に周り、高台内には統制記

号「岐10名4Jがクロム印で押印している。

Plは FH塙の日縁部で、内面には光沢のある付着物が認められるが、何を溶解したかは不明である。
[基本層 Ⅲ層出土遺物 ]

Ⅲ層中からは、軒丸瓦36点、丸瓦326点、軒平瓦24点、平瓦2,660点、文斗瓦116点、輪違い347点、菊丸瓦

6点、面戸瓦44点、鬼瓦 1点など合計4928点が出土したほか、瓦以外の遺物では、土師器92点、須恵器 9点、陶

器71点、磁器14点、瓦質土器29点、土師質土器皿64点、焼塩壷 2点、剥片石器 1点、石製品 3点、銅銭 1点、

鉄製品32点、煉瓦4点がある。

F9。 12・ 14は軒丸瓦の瓦当部で、瓦当文様はF12が珠文の無い三巴文 (左巻き)、 F9・ 14が珠文三巴文 (左

巻き)である。F14の剥落部には櫛状工具による接合痕が認められる。F18・ 53～ 57・ 59は丸瓦で、F18の凹面
には櫛状工具による刺突痕が認められ、F53の 凹面には棒状工具による刺突痕が認められる。また F57と 59に は

釘穴が認められる。
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図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

丸瓦 I Ⅱ層 157 23 (80) 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・rll目 50-5

図版番号 奎録番号 種  類 器  種 遺構・層位 産  地 時  期 備    考 写真図版

陶器 皿 ? Ⅱ層 京 信楽孫 18C 色絵車花文

阿 器 疑 E層 (102) 在地 ? 18C以 降 鉄釉

陶器 鉢 Ⅱ層 15 4 不 明 江 戸 赤物 、ナデ

陶器 層鉢 E層 (156, 不 明 江 戸 欽釉、ロクロ調整・底郡糸切 り 悩 目 8本 (28n m)
6 磁 器 筒型碗 Ⅱ層 司巴前 17C前半 染付、外面 :菊花文・舗文、内面 :櫛歯文 55-25

磁器 碗 Ⅱ層 美濃 膨宮不ロ 工場食器、クロム釉圏線、高台内 :統制番号 「岐1044J、 内容物付着 57-22

園版番号 登録番 号 種 類 器  種 遺構・層位 備    考 写真図版

土製 品 IH船 ? IⅡ 層 辻沢付着物 61-1

図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・厄位 重さ (g) 備    考 写真図版

9 鉄製品 釘 [ Ⅱ眉 05 5

第 128図 基本層 I・ Ⅱ層出上遺物

G8。 15。 16は軒平瓦で、中心飾りはG15が菊花文、G16が三葉文、G8が唐草文の形状から二葉文とみら

れる。G9～ 14・ 17は滴水瓦で、中心飾りは全て花菱文と推定される。G130は平瓦で幅は29.4cmである。

H22・ 23は焼成後分割の奥斗瓦で、H22は長さ28.lcmである。H27・ 73～ 76は輪違いで、H27・ 74・ 75は直

線的に窄まる形状である。これに対しH73・ 76は凹面には縄圧痕が認められ、H73の凸面には縦方向の強いナデによ

る調整、H76は他のものよりも大型であるなど、丸瓦の形状や製作上の特徴を有している。このことから両者は丸

瓦素材からの転用により作られたものである可能性が高い。Hl10～■3は菊丸瓦で、Hl10は全林形状がわかるも

のである。H99～ 101は面戸瓦で長方形のものである。
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図版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備 考 分  類 写真図版

丸瓦 Ⅲ層 24 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目・縄圧痕、釘穴あ り 50-9

丸 瓦 Ⅲ層 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目・縄圧痕

丸瓦 Ⅲ層 1 61 凸面 :ナデ、凹面 :布 目・縄圧痕、釘穴あり

丸 瓦 Ⅱ層 84 1 2コ 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・縄庄痕

8 丸 瓦 Ⅲ層 0 80 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目・棒状工具による圧痕

9 丸 瓦 皿層 25 41 0 86 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布 目

笥 瓦 Ⅲ層 凸雨 :ナデ、凹面 :ヨ どキ痕・布目・櫛状刺突痕

第129図  基本層Ⅲ層出上遺物 (1)
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図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 文  様 長さ (cm) 重さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

軒平瓦 Ⅲ層 三葉文 +唐草文 51-1

2 軒平瓦 コ層 (三薬文 ?)十唐草文

軒平瓦 E層 凸面:ナデ、凹面:ナデ エ具痕(円形)あり 51-3

軒平 瓦 皿 層 花碁文十店車文十千葉 滴水瓦

軒平瓦 Ⅱ 層 1花碁文 ?)十唐草文 031 滴水瓦 51-5

軒平瓦 Ⅲ層 (花菱文 ?)十唐草文 llH水瓦 51-6

7 軒平瓦 Ⅲ眉 花菱文十唐草文 +子葉 tO 0 32 朽水瓦

軒平瓦 Ⅲ層 花菱文十唐草文 +子楽 滴水瓦 51-8

9 軒平瓦 Ⅲ層 (花菱文 ?)十唐草文 滴水 瓦

軒平 , Ⅲ 層 0 07 滴水瓦 51-10

登録番号 種  類 遺構・層位 竜さlkg)1              備 考 分  類 写真図版

C130 平瓦 Ⅲ層 150 1凸 面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ

目版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

12 興斗瓦 Ⅲ層 辟歳終今割 凸rHI:ナデ 離T1/N 凹商 :ナデ 10

殖斗 , Ⅲ 層 購成後分官J、 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ lQ) 51-13

第 130図  基本層Ⅲ層出土遺物 (2)

135は瀬戸美濃産の中世陶器の蓋で、外面が鉄釉である。 15。 17は越前の甕で、接合関係には無いが、同一

個体である。他に破片が22点出土している。製作はねじたて成形で、外面には「ハガタナ」の痕跡が認められる。

「鬼板」 (=酸化鉄)の塗布は認められない。 129は志野鉄絵皿ないしは鉢の底部破片で、見込面に鉄絵文様が描

かれる。 130・ 32・ 36。 37は織部鉄絵大平鉢の口縁部破片である。 114は唐津産の灰釉皿の口縁部破片で内面に沈
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図版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

肛層 2 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 51-14

lll層 (169 0 69 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 5ユー15

輪溝ヽ Ⅲ属 (11 0) 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布日 51-16

Ⅱ層 60 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布目・縄圧痕、丸瓦転用?

5 輪違い 皿層 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 縄圧痕、丸瓦転用? 51-18

図版番号 登録番号 種  類 遺構 層位 長さ (cm) 真量 (にg) 備    考 分  類 写真図版

Hl10 菊 前瓦 Ⅲ層 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ、花弁数10 51-19

菊丸瓦 Ⅲ層 (130) 花弁数 10

3 菊丸瓦 肛層 0 08 荘弁教 10 A 51-21

菊丸瓦 Ⅲ層 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ、花弁数10

図版番号 登録番号 種  類 置構・層位 嗚 重さ(kg) 備   考 分  類 写真図版

10 面戸瓦 Ⅲ痕 0 50 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕 布日
繭戸 瓦 皿層 99 24 凸面 ナデ・釘穴?、 凹面 :コ ビキ痕 51-24

両戸瓦 Ⅱ層 117 65 出面 :すデ  聞面 :コ ビキ痕

目版番号 登録番号 種  類 遺構 眉位 鴫 重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

13 鬼 瓦 Ⅲ 層 0 74 海津型 51-26

第131図  基本層Ⅲ層出土遺物 (3)
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図版番号 登録番号 種  類 器 種 遺構・層位 産  地 時 期 備 考 写真図版

陶器 蓋 ? Ⅱ層 瀬 戸 甲世 ? 見込み :同心円状沈線 4条 55-1

陶器 甕 臣層 ltu前 外面 :「ハガタナ」、内面 :指頭圧痕→ナデ

陶器 甕 Ⅲ層 越 前 外面 :「ハガタナ」、内面 !指頭圧痕→ナア 55-4

阿 器 皿 Ⅲ層 志野 ISC末～1lC前半 革文

陶器 大平鉢 Ⅲ層 美濃 17C前半 鉄絵 55-16

6 陶器 大平鉢 Ⅱ層 織部 17C前半 青織部・鉄絵 55-17

陶器 大平鉢 Ⅱ層 柔 瀑 17C前半 灰釉
8 陶器 大平鉢 Ⅲ層 美濃 17C前半 飲 稔 55-18

陶器 皿 皿層 唐 津 17C前半 灰釉 55-6

陶器 鉢類 Ⅲ層 岸窯系 ? 17C前半 鉄紬

陶器 橋鉢 Ⅲ層 丹波 17C前半 無釉焼締め、橋 目 6本 (2811)
陶器 播鉢 Ⅲ層 丹波 17C後半 無釉焼締め、悟 目 6本 (15mm)
陶器 小杯 ? Ⅲ層 月巴前 17C後半 嬉野窯 56-1

14 陶器 瓶類 Ⅱ層 唐津 , 17C 鉄釉 56-2

15 陶器 徳利 Ⅲ層 唐 津 17C 灰 釉 56-3

18 陶器 信鉢 Ill層 岸窯系 17C 底部 :糸切 り、捕 目8本 (21m) 56-7

陶器 重 Ⅲ層 肥前系 18C 陰亥I文様
瓦質土器 鉢 Ⅲ層 不明 江戸 ロクロ調整 56-18

第132図 基本層Ⅲ層出土遺物 (4)
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目版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 産  地 時  期 備 考 写真図版

112 陶 器 蓋 Ⅲ層 58 10 堤 19C 鉄和

2 115 ∽器 艦鉢 Ⅱ層 210 不明 明治 鉄釉、播 目18本 (231m) 57-18

磁 器 碗 Ⅲ層 中国 17C前半 青花、圏線、漆継 55-22

磁器 小鉢 Ⅲ層 中国 F 17C前半 青花、唐草文、ヒダ

J10 磁器 皿 Ⅱ層 (84) 肥前 17C前ヽ 染付、革文 55-27

6 磁器 碗 Hl,曽 単酬 1lC後半～1〕 C初 染付、花樹に雪輸文

磁 器 猪 口 Ⅲ層 革酬 染付、蛸唐草文 56-25

8 Jll 磁 器 碗 Ⅲ層 骨巴前 17C-18C 染付、草花文 56-22

9 磁器 小型碗 皿層 25 一酬 17C⌒VlS C 染付 、車花 又 56-23

Jl 磁 器 小型碗 Ⅲ層 月巴前 江 戸 梁付 、圏線 56-24

土師質土器 皿 Ⅲ層 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り

土師質土器 皿 Ⅲ層 (84 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り

土R市質土基 皿 Ⅲ層 (86) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り

土師質土路 皿 Ⅲ層 (142) (70) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り 底部焼成前穿孔 59-17

土師質土益 皿 皿層 (119) 在 地 17C初め ロクロ調整 59-15

土師質上器 皿 Ⅲ層 (74) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り

土師質土器 皿 阻層 (70) 在 地 17C初め ロクロ調整、体都下端横位ヘラケズ リ 59-31

土師質土器 皿 Ⅲ層 (78) 在 地 17C初め ロクロ調整、底都糸切 り

9 土師質上器 皿 皿層 (66) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、内外面体部と外面底部に媒付看 60-2

土師質土華 皿 Ⅲ層 (72) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、内外面体部に煤付看 59-25

21 土師質上摯 皿 Ⅲ層 (70) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ
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第133図  基本層Ⅲ層出土遺物 (5)
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コ版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 産  地 時  期 備   考 写真図版

土師質土器 Il Ⅲ層 在地 17C初 め ロクロ調整、底都糸切 り 59-32

土師質土器 皿 Ⅱ層 (701 在地 17C初 め ロクロ調整、底都糸切 り→ケズリ、底部内面に媒付着

3 土師質土器 皿 Ⅲ層 (70) 在地 17C初 め ロクロ調整、底部糸切 り、底部貼 り付け 59-29

土師質土群 皿 Ⅲ層 在地 17C初 め ロクロ調整、底都糸切 り

土帥質土雄 皿 Iu,書 (64) 在地 17C初 め ロクロ調整、底部糸切 り

土師質土零 焼塩壷 Ⅲ層 在地 17C初 め ロクロ調整、底部糸切 り、外面体部下端に槙イ立のクス リ

土師質土器 焼塩壷 Ⅱ層 45 在地 17C初 め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ、外面体部下端に縦位のケズ リ

図版番号 登録番 号 種  類 器  種 遺構 層位 勝 備    考 写真図版

鉢 Ш膳 外面 !縦位ハケ、内面 :ナデ

須恵器 甕か臣 皿層 (186!

E3 須恵器 変 Ⅲ層 外面 :半行 タタキ、内向 :可心 円文

須恵器 甕 皿層 外面 :平行タタキ、内面 :同心円文 60-33

図版香号 登録番号 lE 類 器  種 遺構・層位 智 壼さ (g) 備    考 写真図版

剥片石器 石匙 Ⅲ層 07 全体に 2次調整、先端欠矢 -5

石製品 不明 Ⅱ層 先端部磨痕

石製品 不 明 皿層 15 上面剥離、側面磨痕

石製品 砥 石 Ⅲ層 全面に擦痕、側面敲打痕

第134図 基本層Ⅲ層出土遺物 (6)
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第 135図  基本層Ⅲ層出土遺物 (7)

線が1条巡り釉はオリーブ色化している。 110は岸窯系鉄釉鉢類口縁部破片である。 127・ 31は丹波産の焼締めの

括鉢で、 131は 6本一単位の荒い悟日である。 134は肥前陶器小必で青緑釉である。 111・ 26は唐津産陶器で、 1

26は鉄釉瓶類の体部破片で黒釉が掛けられる。 111は灰釉徳利とみられる。 128は肥前系陶器の灰釉蓋付短頸壺で、

外面には陰刻模様が認められる。 12は瓦質土器鉢類の体部下半の破片である。 112・ 15は近代のもので、 112は

堤焼の黒釉蓋、 115は産地不明の鉄釉悟鉢である。

J8・ 9は中国青花で、 」9は磁器染付碗で外面に 2条の圏線が巡り深継ぎされる。 J8は磁器小鉢とみられ唐

草文で縦にヒダがみられる。」1～ 3・ 10～12は肥前産磁器染付である。 J10は皿で見込み文様は草花文で高台外

面に砂が付着する。」3は碗で花樹雪輪文、 J2は 鉢ないしは猪口で蛸唐草文、 J llは丸碗で草花文、 J12は碗な

いしは小tTh、 」1は碗ないしは小郭で高台部に 3重の圏線が巡る。

Xl・ 2・ 27・ 30～型 は土師質土器である。底径から径 9m前 後の大型のものと径 7cm前後の小型のものに大

別でき、ロクロ整形で底面は全て回転糸切りである。X41は外面体部下端をヘラ削り調整している。X39・ 40は焼

塩壷で外面体部下端をヘラ削り調整している。

E3・ 4は須恵器甕の破片で外面は平行タタキ、内面は同心円文の押えである。E7は須恵器長頸瓶の底部破片

で高台部が剥離している。Kalは 承1片石器で縦型の石匙とみられ、先端を欠損し、快り部が明瞭でなく、石英安

山岩製である。Kdlは 長方形の不明石製品で、先端部には磨面がみられる。Kd2は 不明石製品で上面が大きく

剥離している。側面には全体に磨面が認められ、側縁部は敲打されている。石材は片岩質である。Kd3は 砥石で、

全面に擦痕が顕著に認められる。N8・ 15。 28・ 32・ 33は金属製品で、N8は鋼銭で「元豊通費」とみられ、N28・

33は鉄釘、N15。 32は鑑である。

[撹乱 出土遺物 ]

撹乱には軒丸瓦、丸瓦、軒平瓦、平瓦、戻斗瓦、輸違い、菊丸瓦、面戸瓦、鬼瓦などの瓦類のほか、弥生土器、

土師器、須恵器、瓦質土器、陶器、磁器、土師質土器皿、焼塩壷、鉄製品、埴輪などや、桟瓦、煉瓦、天然スレー

ト、ガラスといった刑務所に関わる近代の遺物が多数混入している。

F15。 16。 17は軒丸瓦の瓦当部で、瓦当文様はF15が三巴文 (左巻き)、 F16・ 17が珠文三巴文 (左巻き)で

ある。 F61～ 64は丸瓦で、 F62の 凹面には、通常見られるコビキ痕、布目の他に、離砂が顕著に認められる。 F

63の中央部には釘穴が認められる。 G24は軒平瓦で、中心飾りは菊花文である。 G18～ 23・ 25。 26は滴水瓦で、

０
　
３

一

Ｍ

＝

ｕ
一

図版番号 登録番
=
種 類 器  種 遺構・層位 重さ (g) 備   考 写真図版

1 鉄製品 鮭 Ⅲ層

鉄製品 鑑 Ⅲ層 61-14

鉄製品 釘 Ⅱ層 61-27

鉄製品 釘 Ⅲ層 08

5 銅製品 銭 Ⅲ層 24 3 元畳通費、穿径0 7cm 62-8
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中心飾りがわかるものはG21。 22・ 25の 3点のみであるが、唐草文からみて他の 5点も花菱文とみられる。G22・

25は唐草の葉脈が明瞭に確認できる。G133'135。 151・ 153。 154・ 157は平瓦である。G153は長さ34.Ocm、 広端

幅30.Ocmで、G154は長さ33.5cm、 広端幅29。Ocmで、この 2点は出土した平瓦の中では大型で、滴水瓦とほぼ同

じ大きさである。H24～ 26は文斗瓦で、焼成後分割である。H24の長さは27.5cmで、凹面には他でみられる幅広

ではなく、ヘラ状工具による鋭利な弧状の線刻が 2条みられる。H77～ 85は輪違いで、H82・ 85は直線的に窄まる

形状、H77～ 81・ 83・ 84は丸く窄まる形状のものである。H82の凹面狭端部側は面取りがされず、指押さえによる

整形が認められる。H85は他と比較して大きな角度で開くものである。Hl14～ 121は菊丸瓦で、長さを復元できるも

のもあり、全体の特徴として外面全体に強いナデ調整が施されている。H136は瓦片を打ち欠き丸く整形したもの

で、凸帯状の剥落部分が残存することから水返しを持つ平瓦からの転用品と考えられる。用途は不明である。

H127～ 135は近世から近代の瓦とみられ、若林城期のものと判断するにはいたらず、中には宮城集治監から宮城

刑務所建物に使用されていたものも含まれているとみられる。H133は角桟をもつ伏間瓦で、桟の接続部に釘穴がみ

られる。H134は平板状の平瓦に桟が取り付く形状とみられる。H129～ 131の小巴は珠文三巴文 (左巻き、珠文数

8)で、垂れは江戸式の組み合わせである。H130は廻隅瓦で、右羽は欠落している。H135は棟込瓦で、輪違いを

模した連続輪違いである。

151は信楽焼の壺とみられる。 152は唐津産の灰釉皿で灯明皿に転用されており煤が付着している。 148・ 57・

58は美濃産陶器で、 148は美濃産の型押しの輪花皿で御深井釉、 157は志野の皿、 158は灰釉皿である。 119は

丹波産の焼締めの悟鉢で 5本一単位の荒い悟日である。 149は頑戸美濃産の鉄釉悟鉢で 9本一単位の悟日である。

120は青織部の大平鉢で鉄絵草文銅緑釉流し。 150は産地不明で灯火具の受皿部分と見られ飴釉が施釉される。

142・ 43。 45・ 46・ 59は大堀相馬産の土瓶で、 142が底部破片である以外は日縁部である。また 139。 43・ 46

は灰釉の上に自濁釉が掛けられる。 144は大堀相馬産の灰釉鍋類で底部外面に煤が付着する。 155は大堀相馬産の

灰釉徳利の日縁部、 139は大堀相馬産の土瓶の蓋とみられるもので灰釉の上に自濁釉が掛けられる。 154は大堀相

馬の色絵土瓶で山水文が描かれる。 140・ 56は堤焼の鉄釉播鉢である。 11は瓦質土器鉢で手焙の可能性もある。

141。 47・ 53は近代の陶器である。 147は大堀相馬産の土瓶で型造。 141・ 53は産地不明で、 141は甕であるが

焼成後に底部が穿孔され植木鉢に転用される。 153は緑釉の植木鉢で在地産と見られる。高台部に半円形の切り込

みが認められる。

」21・ 32は初期伊万里である。 J21は皿で見込内面は梅花文で吹墨技法である。 J32は皿で外面に圏線を巡ら

せ、見込内面は草文である。」13・ 17・ 20・ 23・ 25。 28・ 30・ 33は肥前系磁器で、 J28は染付丸碗で外面は草文、

」33は波佐見のくらわんか茶碗で外面は草花文、 J25は腰折碗で外面に圏線が巡る。 J28は丸碗で外面は草文で

焼継ぎがされている。」20は碗で外面は山水文で見込内面には鳥文、 J17は皿で見込内面は草文で外面は唐草文、

」30は見込内面唐草文で蛇の目釉ハギ。 J22。 29。 31・ 34は瀬戸美濃産で、 J22は端反碗で外面が草花文、 J31

は碗で外面が放射文、高台内には不明銘が認められる。」34は端反碗で外面よろけ鏑文。 J29も端反碗とみられる。

」19は産地不明で小瓶とみられ外面鏑文である。

」14・ 15。 16。 18。 24・ 26・ 27は近代以降の磁器で、明治から現在にかけて宮城集治監から宮城刑務所において

使用されたものとみられる。」26は自磁碗で見込に「監」、高台内に「会津○○」 (2字不明)の銘が認められる。

」24は碗で外面は飛飽技法によるものである。 J14・ 16・ 27はいわゆる統制食器で、 J14は外面および内面見込

みに唐草文、高台内に「瀬351」 、 J16は高台内に「岐983」 の統制記号がクロム印で押印されている。

X45～50・ 52～56は土師質土器皿で、いずれもロクロ調整で底面は回転糸切りである。底径が 9 crn程度の大型の

ものと7m程度の小型のものに大別できる。X45は内外面全体に煤が付着しており、灯明具として使用されたとみ

られる。X51は焼塩壷で外面体部下端が横方向にヘラ削り調整される。
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雪版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 重さ(kg) 備 考 分 類 写真図版

丸 瓦 情舌| 凸面 :ナデ 凹面 :コ ビキ痕 布目・綿扉唐 52-3

丸 冗 情舌L 凸面 :ナデ 凹面 :布目・ナデ
5 丸瓦 精舌し 22 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目、釘穴あり 52-5

丸瓦 撹乱 15 0 23 69 凸面 :ナデ、凹面 :EIビキ痕 布日 縄圧痕・離砂?

∃版番号 登録番号 種  類 xtH構・層位 文 様 長さ (cm) 重さ(kg) 備 考 分 類 写真図版

軒平瓦 撹乱 菊花文 +唐草文
軒平瓦 構舌十 滴水 瓦 52-8

併平瓦 精舌L (荘本文 ?)+唐車支 0 21 滴水瓦 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ
10 軒平瓦 構舌L (花碁文 ?)十店草文 滴水瓦 52-10

軒平瓦 境舌し 花菱文十唐車文十子葵 滴水瓦

12 軒平瓦 境舌し 花菱文 +唐車文 0 08 滴水瓦 52-12

軒平 Ft 撹乱 (花菱文 ?)十唐草文 滴水瓦、凸面 :ナデ、凹面 Iナデ 52-13

軒平瓦 境乱 花菱文 +唐草文 +子葉 滴水瓦 52-14

軒平瓦 結舌十
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第136図 撹乱出土遺物 (1)
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雪版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 峠 重さ (kg) 偏 考 分  類 写真図版

G153 平 瓦 撹乱 30 0 2 36 凸面 :ナデ fHt砂、凹面 :ナデ
平 瓦 情舌| 33 5 (290, (270! 2 1 2 82 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ  亥J印 :円 に刻み 径 H mal 52-17

G133 平瓦 撹乱 27 8 凸面 iナデ、凹面 :ナブ 53-1

G151 平瓦 境乱 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ 53-2

平瓦 境舌し (181 1 07 凸面 :ナデ・離砂、凹面 :ナデ
平 , 撹乱 凸面 :ナデ 離砂、凹面 :ナデ

第137図 撹乱出土遺物 (2)
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劉版番号 登録番号 種  類 追構・層位 艤 重さ (kg) 備 考 分  類 写真図版

撹 乱 14 8 0 48 凸面 :ナデ 指頭痕、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目・指頭痕・族端部面取 り些

境 乱 凸面 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目 53-9

輪違い 撹舌t 142 60) 0 64 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布日

輪違▼ 抗 乱 (1461 (103) (66) 凸 lm:ナデ、凹面 :コ ビキ痕 布 日 2

輪違 撹 乱 (901 凸面 :ナデ、凹面 |ヨ ビキ痕・布目

輪 精 乱 3 (98, (65, Ъ蘭 :ナデ、凹面 :コ ビキ痕・布目

樹 乱 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕・布 目

輪津ヤ 慌乱 2 0 49 凸面 :ナデ、PH面 :コ ビキ痕・布日

輪違ヽ 廃乱 (63) 「口i而 :ナデ  FH雨 :コ ビキ痕 布 目

第138図  撹乱出土違物 (3)
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劉版番号 登録番号 種 類 遺構・層位 長さ(cm) 重量 (kg) 備   考 分  類 写真図版

菊 丸瓦 精 舌 0 47 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ、花弁数 10

2 菊丸瓦 揖 乱 (124) 02 花弁数 10 54-1

菊丸瓦 続 乱 (120) (02) 花弁数 10

Hl19 菊丸瓦 境舌し (124)

目版番号 登録番号 種  類 遺構・層位

―

重さ (kg) 備    考 分  類 写真図版

5 面 声面 撹 乱 (117) の 4 (73) 凸面 :ナデ、凹面 :ヨ ビキ痕

隅切瓦 撹 乱 凸面 :ナデ、凹面 iナデ  右端切断 (約 25° )

雪版番号 登録番号 種  類 遺構・層位 重さ (kg) 備   考 分  類 写真図版

鬼瓦 境舌し 41 8 90 3 90 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ、音ヒ頭貼付 54-6

角桟伏間瓦 li乱 0 69 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 釘穴径 o8cm
塀瓦 撹乱 41 凸面 :ナデ、凹面 fナデ 54-8

不 明 肘 舌 0 22 凸面 :離砂・ナデ、凹面 :ナデ・凸帯の剥落、周囲打欠き魅用

図版番号 登録番号 種 類 遺構・届位

…

重さ(kg) 備   考 分  類 写真図版

検込瓦 fre ttL 16 連続輪違い、凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 54-10

第139図 撹乱出土遺物 (4)
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ヨ版番号 登録番号 種 類 遺楠・層位 嗚 重 さ (kg) 備    考 分 類 写真図版

桟 瓦 27 5 17 凸雨 :ナデ・櫛 目状痕2列、凹両 :ナデ、引掛け付

図版番号 登録番号 種 41 遺構・層位 文  様 長 さ (cm) 重さ (kg) 備    考 分 類 写真図版

2 軒桟瓦 指舌し k文三巴文十唐革文(江戸式) 73 0 29 瓦当部 :巴左巻 珠径 0 7cm珠数 8 54-12

軒 It瓦 撹舌し 不朝)十唐草文 (江戸式) 256 17 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 54-13

軒棧瓦 境 乱 不明)十唐車文 (江戸式) 1 02 凸面 :ナデ、凹面 :ナデ 54-14

軒桟瓦 rjL乱 来すip支 十唐童文(江戸式) 72 25 ll当部:巴左巻 珠径0 7ca珠抜8、 凸面:ナデ、凹面:ナデ

図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構・層位 面 産  地 時  期 備    考 写真図版

6 陶器 一軍 撹乱 信 楽 16C? ロクロ調整 55-2

7 陶器 皿 撹乱 132 56 唐 津 17C前半 灰釉、日縁部自濁釉、内外面口縁部・内外面高台部煤付着 55-5

陶器 輸花皿 覚乱 90 美濃 17C前半 御深井釉、型押 55-15

9 陶器 皿 撹舌L 72 志 野 1`C末～1,C前半 55-14

陶器 皿 撹乱 (62) 美濃 17C 56-5
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図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 産  地 時  期 備 考 写真図版

陶器 幡鉢 撹乱 丹波 17C前半 無釉焼締め、悟 日5本 (20剛 )
陶器 層鉢 撹乱 頼戸・美濃 17C ロクロ調整、橋 目 9本 (23un) 56-4

3 陶器 大平鉢 撹乱 織音Б 17C前半 青繊部、銅緑釉流 し・鉄絵草文
陶器 灯火具 撹乱 不明 江 戸 鉄釉、ロクロ調整 56-13

raD器 土瓶 撹乱 大堀相馬 C 灰釉、ロクロ調整

陶 器 土瓶 杭乱 大堀本目馬 灰釉、ロクロ調整 57-2

陶器 土 瓶 撹 舌し 12 4 大堀相 馬 C 灰釉、ロクロ調整 57-4

8 陶器 土瓶 撹 乱 大堀相馬 灰釉・ 白濁釉、ロクロ調整

陶器 鉢 撹 乱 大堀相馬 18C 灰釉、ロクロ調整 56-12

10 陶器 鍋類 撹乱 太堀不目馬 19C 灰釉・白濁釉、ロクロ調整

陶器 徳利 撹 乱 (30) 大堀相馬 t8C-19C 灰釉、内面 :絞 り 57-7

陶器 土瓶蓋 境舌L (13) 大堀相馬 19C 灰 釉・ 自濁釉 、 ロク ロ調整

陶 器 土瓶 撹 乱 大堀相馬 色絵・山水文

陶器 居 鉢 境 舌[ 堤 ? 18C-19 ロクロ調整、播 目6本 (20枷 | 57-10

15 ItD器 悟鉢 撹 乱 堤 ? 18C‐ 19C ロクロ調整、信 目10本 (20m)
II 瓦質上器 鉄 撹 乱 不 明 江戸 ? ロクロ調整 56-17

第141図  撹乱出土遺物 (6)
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図版番号 登録番号 種  類 器  種 遺構 層位 謝 産  地 時  期 備 考 写真図版

陶器 土瓶 境 舌L 125 136 大堀相馬 19-20C 外面 :鉄釉、内面 :灰釉、型造、底面 :中央刻印銘 (不明 ) 58-1

141 陶器 甕 撹乱 25 1 14 5 不 明 19C―DO( 飴釉、ロクロ調整、底部 :ト チン痕・焼成後穿孔 (植本鉢転用 )

3 陶器 桓 本鉢 慌乱 165 不明 緑釉、ロクロ調整 57-19

磁 器 皿 撹乱 肥前 17C前半 染付、梅文 (吹峯 )

5 磁 器 皿 撹乱
単酬 lTC諦半～中頃 染付、草文 55-28

磁器 碗 鏡乱 t04 肥前 18C代 染付、草支 56-19

磁 器 碗 撹乱 肥前 lS C-19( 染付、草花文、焼継ぎ

磁器 碗 撹乱 肥前(波佐見 18C? くらわんか茶碗、染付、車花文様

磁器 腰折椀 撹乱 一剛 染付、圏線 57-12

10 磁 器 碗 撹乱 肥 前 18C? 染付、山水文

J17 磁 器 皿 撹乱 82 肥 前 18C 染付、草花文 56-27

12 ]23 磁器 皿 撹乱 肥前 江戸 染付、圏線

18 磁器 皿 撹 乱 肥前(波佐見 染付、唐草文様、蛇ノロ釉ハギ 56-29

磁 器 端反碗 撹舌[ 頼戸 美濃 19C 染付、草花文、見込 :千鳥文 57-13

15 磁器 碗 撹舌[ 頼戸・美濃 19C 染付、平行文、高台内銘 (不明)、 見込 :千島天 57-14

磁器 端反碗 撹 乱 頼戸・美深 19C前～中雰 染付、よろけ鏑文
57-16

17 磁器 擁 撹 乱 頼戸・美濃 19C 染付

18 磁 器 ′卜瓶 撹 乱 不 明 江 戸 染付、平行文 56-30
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図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層位 産  地 時  期 備 考 写真図版

J26 磁 器 端反碗 撹 乱 11 8 套津本郷 ? 明治 染付、見込 :「監」、高台内銘 (「会津○○」 (2宇不明 ) 58-5

2 J16 磁器 井 撹 乱 美沢 昭TII 染付、摺絵  クロム釉平行文、高台内 :統制番号 (岐 983(呉須印))
磁器 井 撹 乱 150 瀬戸 EttTH 染付、摺絵・唐草文、高台内 :統制番号 (瀬351) 58-2

4 磁 器 〕ヽ碗 撹乱 78 積戸 美濃 近代 外面 :飛飽技法

磁 器 急須蓋 撹舌し 54 不 明 明治 染付 58-6

舷器 皿 境舌L 142 瀬戸・美濃 工場食器、クロム釉圏線

7 磁 器 皿 撹 乱 摂戸 美濃 明治 染付、摺絵 山水文 57-23

土師質土器 皿 撹乱 140 (72) 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ、内面下部に煤付着 59-13

9 X48 土師質土器 皿 撹乱 (66) 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り
上師質土器 皿 撹乱 (82) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り 59-5

上師質土器 皿 撹乱 (801 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り
土師質土拳 皿 境乱 (72) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、内外面に煤付着 59-26

と告市質土第 皿 撹乱 (74) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、内外面に媒付着 59-24

土師質土器 皿 境者し CO) 在地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り、底部内面に媒付着、焼成前穿孔
土師質土器 皿 慌乱 OO) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り 58-12

土師質土器 皿 撹 乱 (80) 在 地 17C初め ロクロ調整、底部内面に媒付着
土師質土器 皿 撹 乱 62 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切り、内外面に媒付着

18 土師質土蕃 皿 撹 乱 (58) 在 地 17C初 め ロ クロ副阿整
土師質上為 焼塩壷 撹 乱 56 在 地 17C初め ロクロ調整、底部糸切 り→ナデ、外面体部下端に横位のケパ リ 60-16

第143図  撹乱出土遺物 (8)
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Bl～ B3は弥生土器である。Blは壷の頚部で外面は撚糸文に綾繰文が施される。B2は甕の体部、B3は蓋

である。 E8・ 9は須恵器甕の回縁部で、E9は外面に波状沈線が施文される。Kd4は 砥石で使用による反りが

激しく、小回面や側面には敲打痕が認められる。N13は銅製煙管の雁首部、N34は鉄釘である。N9。 10は銅銭

で、N10が古寛永、N9が新寛永である。 S2・ 3は円筒埴輪で、突帯部が残存するが全体に摩滅が著しい。X62

は硬質の煉瓦で中央部にヘラによる刻印が認められるが使用した構造物などは不明である。
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図版番号 登録番号 種 類 器  種 遺構・層位 備    考 写真図版

弥生土器 一鍾 撹舌し 外面 :撚糸文→綾繰文、内面 :ナデ 60-19

弥生土器 疑 境 乱 外面 :細立ハケ、内面 :ナデ 60-20

3 弥生土器 蓋 携 乱 ナデ 60-21

4 須悪器 斐 撹 乱 外面 :櫛枯き波状文 60-29

5 須恵器 甕 撹 乱 ロクロ調整

S2 電輸 円衝」II輪 撹 乱 外面 :突帯部 ヨコナデ、内面 :ナデ

埴輪 円筒埴輪 撹 乱 外面 :突帯部ヨコナデ、内面 :ナデ 61-4

∃版番号 登録番号 種  類 器  種 瞳構・層位 重さ (g) 備   考 写真図版

石製品 砥 石 携 乱 45 全面に擦痕、先端欠失 61-9

N13 銅製 品 煙 管 撹 乱 18 16 脂返 し1本作 り、火皿部貼付 61-11

鉄製品 釘 撹 乱 05 61-29

銅製品 銭 境 乱 寛永通宝 (古寛永 )、 穿径 0 6cm

銅製品 銭 撹音し 2 寛永通費 (新寛永)、 穿径0 6cm 62-10

t3 煉 瓦 撹舌し 107 全形、ヘ ラ描陰刻 62-16

つ
る
∩
υ
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遺構 基本層 軒丸瓦 丸瓦 軒平瓦 平瓦 奥斗瓦 輪違い 菊丸瓦 面戸瓦 隅切瓦 丸瓦か輪違い 鬼瓦 桟 瓦 その他 合計

SKl
50

SK7
5

7号集石
9 3 1

8697

10号集石

13号集石

14号集石

1号瓦・礫
13 6 6

SBl礎 11

SBl礎 19
11425 2232

SBl礎 20
3295 4228

SBl礎 23

SBl礎 28
2 2

S32礎 6

SB2礎 11

SB2礎 17

SB2礎 24

SB2礎 25
2 2

SB2礎 27

SB2礎 30
8

13

SB2礎 40
4

SB2礎 50

SB3礎 17

SB3礎 38

SD4

SD5
1550 4320 11871 18346

SD6
176 27 3 6

17640 27576

1号石組
2

SD7
28723

SD8
3

2039 2156

SD9
I

1753

S D10

S D13
3549

S D19
84

S D20
5 6

SAl

2 6

小溝 1群 ]
1

12

小溝 2群 1

小溝 2群 2
9

※ 上段は点数、下段は重量 (g)

第 6表 出土遺物集計表 瓦 (1)
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遺構・基本層 軒丸瓦 丸 瓦 軒平瓦 平 瓦 PRI斗瓦 輪違い 菊丸瓦 面戸瓦 隅切瓦 丸瓦か輪違い 鬼瓦 桟瓦 その他 合計

小溝 2群 3

小溝 2群 4

小溝 2群 5
2

小溝 2群 6

小溝 2群 7

小溝 2群 8
3 9

343

小溝 2群 9
3843

小溝 2群 10
2

小溝 2群H
48 1

3256 416

小溝 2群 12

小溝 2群 18

小溝 2群 14
6 3

小溝 2群 15

小溝 2群 16

小溝 2群 17
277 1281

小濫 2群 18
2 9 6

小溝 2群 19
15

小濤 2群 20
6

小溝 2群 21
6

小溝 2群 22

小溝 2群 24
7

S Dl
119 2

25577

S Dll
4 19

2229

S D15

S D16

S D18
2

SK9
4

S K15
8

S K16

S K18

S K19
19 15

1557

S K20
8 4

S K21

S K23

S K31

S K32

S K35
2

S K42
4

※ 上段は点数、下段は重量 (g)

194

第 7表 出土違物集計表 瓦 (2)



遺棺・基本層 軒丸瓦 丸瓦 軒平瓦 平瓦 更斗瓦 輪違い 菊丸瓦 面戸瓦 隅切瓦 丸瓦か輪違い 鬼瓦 桟 瓦 その他 合計

S K51

S K53

S K62

S K68

S K74

S K75

S K85

S K86
74 74

17号集石

18号集石

24号集石
7

25号集石
1 17

1615

27号集石

34号集石
2

37号集石
2

41号集石

Pl

近代遺構
5 48 2 7

7868

I・ Ⅱ層
3

皿層
53233 2563 205504 13689 32278 39403

撹乱
3 3623

70131 2856 20170 103232

合計
133 1259 7008

※ 上段は点数、下段は重量 (g)

第 8表 出土遠物集計表 瓦 (3)

遺構・基本層 縄文 弥生 土師器 須恵器 陶器 磁器 瓦質土器 ガラス 石器 石製品 銅銭 金属製品 土製品 埴輪 布 目瓦 煉 瓦

SK5

SK9

13号集石 5

1号瓦・礫 1 !

礎 5

礎20

SBl礎 23

SBl礎 28

SD4 13

SD5

SD6 10 2

S D19

1号石組

S K203

S K204

S K205

SB2礎 2

SB2礎 30

SB2礎 36

SB2なさ40

SD7

SB3礎 22 1

SB3礎 39

※ 数量は点数

第 9表 出土遺物集計表 瓦以外 (1)
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進構・基本層 縄文 弥生 土師器 須恵器 陶器 磁器 瓦質土器 ガラス 石器 石製品 銅銭 金属製品 土製品 埴輪 布 目瓦 煉瓦
焼塩壷

SD8 1

S D10 1

SAl 1

小溝 2群 ユ

小溝 2群 2 3

小濫 2群 3 7 1 12

/1ヽ溝 2群 4 1

小溝 2群 5

小濤 2群 6 3

小濫 2群 7 2

小濫 2群 8 2

小lE 2群 9 5

小溝 2群 10 5

小lH 2群 11 1

小溝 2群 12

小溝 2群 13

小溝 2群 14

小溝 2群 15

小溝 2群 16 2

小溝 2群 17 16

小lk 2群 19

小溝 2群 20

小溝 2群 24

SDl 6

SD2

S D15

S D16

S K16

S K18

S K19 1

S K20 2

S K23

S K31

S K95

S K58

S K61

S K62

S K68 5 2

S K74 2

S K75 14

S K78 2 2

S K79 4

S K82 2

S K85

S K88

18号集石

22号集石

23号集石

25号集石 1

27号集石

41号集石

S D26

S K206

近代遺構

I Ⅱ層 2

皿層 3

Ⅳ層

撹乱 2

合計 1002 11 7

※ 数量は点数
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第 6章 自然科学分析

若林城跡第 5次調査における自然科学分析

株式会社古環境研究所

第 1節 植物珪酸体 (プラント・オパール)分析
1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が 蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微化石 (プラン

ト・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出

して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応

用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉

山,1984)。

2.試 料

分析試料は、基本層土壌サンプル 1のⅢa層 とM層、基本層土壌サンプル 2のⅢb層 とⅣa層、SD26土壌サンプ
ルのV層 (上・下)、 9層、10層から採取された計 8点である。このうち、V層は近世 。若林城期以前、Ⅳa層 と

M層は若林城期の整地層、Ⅲa層 とⅢb層は近世・若林城期以降とされている。

サンプル 1

硼
硼
硼
硼
硼
硼
硼
‐Ｏｍ

サンプル 2

ャ19“郁

十 10“ 9。

十都ω
6

第145図  土壌分析サンプル採取位置
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3.分 析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対し直径約40μ mのガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KII夕・10分間)による分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。計

数は、ガラスビーズ個数力滋00以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相章する。試料 lg

あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸

林個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個

あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生産量を算出した。これに

より、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる。イネの換算係数は2.94(種実重

は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ススキ)は 1.24、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 チマキザサ

節・テシマザサ節は0.75、 ミヤコザサ節は0.30である (杉山,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定

値から各分類群の比率を求めた。

4.分 析結果

(1)分類群

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結果を11表お

よび146図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (147図 )を示す。

〔イネ科〕

イネ、イネ (穎の表皮細胞由来)、 ムギ類 (穎の表皮細胞)、 キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (おもにススキ属)、

ウシクサ族A(チガヤ属など)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節 。リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (おもにメダケ属ネザサ節)、 チ

マキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・テシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

はめ絵パズル状 (ブナ科ブナ属など)、 その他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)基本層土壌サンプル 1

下位のM層では、ネザサ節型が比較的多く検出され、ウシクサ族A、 メダケ節型、チマキザサ節型、ミヤコザ

サ節型、および樹木 (その他)なども認められた。上位のⅢa層では、イネ、キビ族型、ヨシ属が出現している。

イネの密度は1,900イ固/gと比較的低い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている3,000個 /g

を下回つている。
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分類群 学名

サンプル 1

Ⅲa層   Ⅳj層 10層V層上  V層 下 9層

イネ科

イネ

イネ籾殻 (穎の表皮細胞)

ムギ類 (類の表皮細胞)

キビ族型

ヨシ属

ススキ属型

ウシクサ族A

Oryza sativa

Oryza sativa(husk Phytolith)

Hordeum― Triticum (husk Phytolith)

Phragmites

Miscanthus type

Andropogoneae A type

19

13

14

7

7    5
5

43        10

57       10

タケ亜科

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

未分類等

Bambusoldeae

Pleioblastus sect  Nipponocalamus

Pleioblastus sect  Nezasa

Sasa sect  Crassinodi

Others

13

6

39

43

7 36

22

21

77

14

14

64

14

14

10

5

16

14       13

20

27        39

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状瑳酸体

未分類等

Others

Husに hair origin

Rod― shaped

Others

62       33

172      151

19

257

14

65

樹木起源

はめ絵パズル状 (ブナ属など)

その他

Arboreal

」igsav puzzle shaped(Fagus etc)

Others

14

7

(海綿骨針)             Sponge                      13                            5    7    13
植物珪酸体総数             Tota1                      624   458     510   523     814   650   385   323

おもな分類群の推定生産量 (単位 苗 伽):試料の仮比重を10と 仮定して算出
イネ

ヨシ属

ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤヨザサ節型

0 57

0 41

0 34     0 34

0 05      0 05

0 84      1 02

0 44

0 17     0 24

0 31     0 37

0 27      0 05

0 02     0 04

1 05      0 92

0 53     0 13

0 17     0 12

0 31      0 28

0 11      0 04

0 04      0 05

0 16      0 15

0 10     0 03

0 15

0 08     0 12

Pllragmites

Miscanthus type

Pleioblastus sect Nipponocalallkls

Pleioblastus sect  Nezasa

Sasa sect  Crassinodi

Pleioblastus sect Nipponocalamus

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

Pleioblastus sect  Nezasa

Sasa sect  Sasa etc

Sasa sect  Crassinodi

52

18

35

3

52

7

7

26

第11表 植物珪酸体分析結果

イネ科 樹木

I   I
タケ亜科 その他
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珪
酸
体
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源
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等

ミ
ヤ

ョ
ザ
サ
節
型

チ

マ
キ
ザ
サ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

メ
ダ
ヶ
節
型

ウ
シ
ク
サ
族
Ａ

ス
ヌ
キ
属
型

ヨ
シ
属

キ
ビ
族
型

ム
ギ
類

（穎
）

イ
ネ

（穎
）

イ
ネ

未
分
類
等

（海
綿
骨
針
）

そ
の
他

（ブ
ナ
属
な
ど
）

は
め
絵
パ
ズ
ル
状

基本層土壌サンプル 1

Шa層 近世耕作土

Ⅳ j層  若林城期の整地層

基本層土壌サンプル 2

Ⅲb層 近世耕作土

若林城期の整地層Ⅳa層

SD26土壌サンプル

V層上 若林城期以前

V層下 若林城期以前

滞堆積層

溝堆積層

9層

0                     5

検出密度 (万個/g)

推定生産量 強ノ∬・cd
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第146図 植物珪酸体分析結果
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2)基本層土壌サンプル 2

下位のⅣa層では、イネやネザサ節型が比較的多く検出され、ムギ類 (穎の表皮細胞)、 ヨシ属、ススキ属型、ウ

シクサ族 A、 メダケ節型、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型なども認められた。イネの密度は3,500個 /gと 比較的

高い値である。ムギ類 (穎の表皮細胞)は700個 /gと 低い値であるが、穎 (籾殻)が栽培地に残される確率は低い
ことから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。上位のⅢb層でも、おおむね同様の結果

であるが、樹木 (ブナ属など)が認められ、ムギ類 (穎の表皮細胞)、 ヨシ属、ススキ属型は検出されなかった。

イネの密度は3,000個 /gと 比較的高い値である。

3)SD26土壌サンプル

溝底部の 9層 と10層では、ウシクサ族 A、 メダケ節型、ネザサ節型、ミヤコザサ節型、および樹木 (ブナ属な

ど)な どが検出されたが、いずれも少量である。また、海綿骨針も少量検出された。上位のV層 (上・下)では、

イネやネザサ節型が比較的多く検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族A、 メダケ節型、チマキザサ節型、

ミヤコザサ節型なども認められた。また、同層上部ではイネの籾殻 (穎の表皮細胞)が検出された。イネの密度は
3,100～ 3,600個 /gと比較的高い値である。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境
SD26遺構底部の 9層 と10層の堆積当時は、遺構周辺にネザサ節やミヤコザサ節などの竹笹類およびブナ属など

の樹木が分布していたと推定されるが、植物珪酸林密度が低いことから、部分的に少量見 られる程度であった可能

性も考えられる。なお、湿地性のヨシ属などが認められないことから、遺構内は常時滞水するような状況ではなか

つた可能性が考えられる。

近世 。若林城期以前とされるV層の堆積当時は、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと考えられ、

周辺にはススキ属やチガヤ属、竹笹類などが分布 していたと推定される。また、部分的にヨシ属などが生育する湿

地的なところも見られたと考えられる。

若林城期の整地層であるⅣa層 とM層では、植物珪酸体の検出状況がV層とおおむね同様であり、Ⅳa層ではイネ
に加えてムギ類 (穎の表皮細胞)も認められた。これらのことから、若林城期の整地の際にはV層あるいは周辺の

耕作地の土壌が利用された可能性が考えられる。

近世 。若林城期以降とされるⅢa層 とⅢb層の堆積当時は、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと考

えられ、周辺には竹笹類およびブナ属などの樹木が分布していたと推定される。また、部分的にヨシ属などが生育

する湿地的なところも見られたと考えられる。

第 2節 花粉分析
1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生 。環境の復原に応用されており、遺跡調査に

おいては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺体は、水成堆

積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場合もある。

2.試 料

分析試料は、若林城跡の基本層土壌サンプル 1か ら採取されたⅢa層 (灰褐色シルト)と M層 (灰褐色シル ト)、
基本層土壌サンプル 2か ら採取されたⅢb層 (灰褐色シルト)とⅣa層 (灰褐色シルト)、 SD26か ら採取された 9

層 (灰褐色砂質シルト)と 10層 (灰褐色砂質シル ト)の計 6点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示
す。これらは、植物珪酸体分析に用いられたものと同一試料である。
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3.方 法

花粉の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)0.5%リ ン酸三ナトリウム (12水)溶液を加え15分間湯煎

2)水洗処理の後、0.5mmの箭で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエルドマン氏液を加え 1

分間湯煎)を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～1000倍で行う。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)をアトラス

として、所有の現生標本との対比で行う。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で

分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示す。イネ属については、中村 (1974,1977)を

参考にして、現生標本の表面模様 。大きさ
。孔・表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種も

あることからイネ属型とする。

4.結 果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉■、樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉■、シダ植物胞子 2形態の計26

である。これらの学名と和名および粒数を12表に示し、花粉数が200個以上計数できた試料は、周辺の植生を復元

するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを148図に示す。主要な分類群は顕微鏡写真 (149図)に示す。

また、寄生虫卵についても観察したが検出されない。以下に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、スギ、イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、クルミ属、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ

属―アサダ、クリ、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ属―ケヤキ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ不半、ウコギ科

〔草本花粉〕

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科―ヒユ科、アブラナ科、アリノトウグサ属―フサモ属、

セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条濤胞子

(2)花粉群集の特徴

1)基本層 1(Ⅲa層、IV‐i層 )

下位より、M層では花粉密度が極めて低く、検出されない。

Ⅲa層では花粉密度は低いが、樹木花粉の占める割合が草本花粉よりやや高い。樹木花粉ではスギが高率に出現

し、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、マツ属複維管束亜属が続き、コナラ属コナラ亜属、ハンノキ属などが伴わ

れる。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科が比較的多く、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが出現し、ソバ属などが

伴われる。

2)基本層 2(Ⅲ b層、Ⅳa層 )
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第148図 花粉ダイアグラム
203



1マツ属複維管東亜属

惑ヽ

4ハンノキ属

8ゾバ属

響

12タ ンポポ亜科

2スギ

5コナラ属ヨナラ亜属

13キク亜科

9アカザ科―ヒユ科

ヨモギ属

10ア リノトウグサ属    11
-フサモ属

1学   どど姜雷『
アツノトウグサ属
―フサモ属セリ亜科

lr i―

t

シダ植物単条溝胞子

……… 10μ m

科

嚇
「ユＥＢ

ｄ

・
　

，

・

　

　

　

，
４

ェ

C

正1,‐
「

'■

:| I II―

7カヤツリグサ科

204

第149図 若林城跡の花粉・胞子



Ⅳa層では花粉密度が極めて低く、わずかに樹木花粉のクリ、スギ、ハンノキ属、草本花粉のカヤツリグサ科、

ソバ属、アカザ科―ヒユ科が出現する。

Ⅲb層では花粉密度が極めて低く、樹木花粉のクリがわずかに出現する。

3)SD26(9層、 10層 )

10層では花粉密度が極めて低く、樹木花粉のハンノキ属がわずかに出現する。

9層では花粉密度が極めて低く、わずかに樹木花粉のハンノキ属、マツ属複維管束亜属、スギ、草本花粉のイネ

科、アカザ科一ヒユ科、ヨモギ属が出現する。

5.花粉分析か ら推定 される植生 と環境

1)基本層 1(Ⅲ a層、Ali層 )

下位よりM層は、花粉が検出されず堆積速度が速かったからと考えられる。Ⅲa層では、やや樹木が多く、周辺

地域にはスギ林が主に分布し、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、マツ属複維管束亜属の針棄樹が伴われた。他に

コナラ属コナラ亜属、ハンノキ属の落葉広棄樹が若干分布していた。周囲には草本が分布し、イネ属型を含むイネ

科を主にヨモギ属、カヤツリグサ科などが生育し、またソバ属が伴われ、水田とソバなどの畑作の分布が推定され

る。

2)基本層 2(Ⅲb層、Ⅳa層 )

Ⅳa層では花粉密度が少ないが、クリ、スギ、ハンノキ属の樹木や、カヤツリグサ科、アカザ科―ヒユ科の草本

が分布要素であり、ソバ属の出現から畑作の分布が示唆される。Ⅲb層では花粉密度が極めて低く、堆積速度が速

かった可能性が考えられる。

3)SD26(9層、10層 )

10層 と9層では花粉密度が極めて低く、堆積速度が速かったか乾湿を繰り返す分解の著しい堆積環境が推定さ

れる。

6.ま とめ

基本層では時期が 2時期に分かれるが、若林城期の整地層である基本層 1のM層 と基本層 2のⅣa層では、花粉

密度が極めて低く堆積速度が速かったとみなされた。なお、周辺でソバ栽培が行われていた可能性が示唆された。

若林城期以降では、基本層 1のⅢa層において周囲で水田やソバなどの畑作の分布が示唆され、周辺地域にスギ林

の分布が推定された。SD26の 溝底部の10層 と9層は、花粉密度が極めて低く、堆積速度が速かったか乾湿を繰り

返す分解の著しい堆積環境が推定された。
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第 7章 考 察

第 1節 若林城の遺構について

(1)礎石建物跡の配置 について

若林城での建物配置や規模、棟数などを記録した資料などは全く無く、その内容は仙台城二の丸に移築された建

物名称を文献で知るのみである。今回の調査区は大手口とされる西側に設けられた枡形の東側に位置する。西側の

内枡形土塁は長さ東西約27m、 南北約45m、 高さ2m程の遺存状況で、枡形部分には外郭土塁側に取付く外側の門

の他に、土塁先端にも内門が存在していた可能性もある。しかし上塁の南北部分については、現在に至るまでの改

変により本来の長さを保っていない可能性もあり、厳密には枡形を抜けてから初めの建物までの経路は定かではな

い。ただし今回確認した複数の建物は、大手口に面し近いことに加え、建物間にはあまりみられない石敷が建物西

面を取囲み、中でも 1号石敷遺構は、その広さと構造面から、城内部へのエントランス的な性格を有していたもの

と推定されることで、この石敷に面するSBlや SB3は大手口に最も近い建物と考えられる。

建物の配置図に6尺 5寸の方眼を合わせたものが151図である。建物は全て同じ方向性を持ち、各建物の構造か

らくる柱間の違いにより細部においてはずれを見せるが、SBlの西辺柱筋がSB2と 3の南北境ラインと合うこ

とや、SB2と 3の南辺が同一ラインであること、SB2北側棟の東辺列がSB4東辺列と合うことがわかる。さ

らにSBl玄関部の西側への張出しがSB3の東辺ラインと合い、SB3の東西幅が内部の部屋の柱間に違いを持

つにもかかわらず、全体幅として 5間に収められているなど、建物相互の配置に加え建物間隔においても造営当初

からのかなり強い規格性により造られていることが読み取れる。これにより若林城の造営された寛永 4年において

※ 方眼は10間 (約 197m)
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第151図 第 5次調査区遺構配置図
※ 方眼は 1間 (約 197m)
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は、慶長年間に造られた仙台城本丸大広間と同様に、柱間 1間が 6尺 5寸の基準をもって設計されていることがわ

かる。なお SB2の 北辺ラインの位置は、城の東西の口を結んだ南北を分ける中軸ラインとほぼ一致しており、 S

B2の配置にあたっては、何らかの意図を持ってなされた可能性もある。

東側で実施した第 8次調査や第 4次調査 2区での状況から、礎石建物跡は今回の調査区よりさらに東側の城中央

部分に存在することが判明している。しかし南東部の第 6次調査では建物跡や整地層は全く確認されておらず、

その際検出した他遺構の残存状況からみて、この地区に建物が存在していた可能性は低いものとみられる。『若林

古御城』や『若林御薬園』の 2面の絵図には、城内南側の広い範囲に池とみられる大規模なプランが描かれ、第 6

次調査ではその一部とみられる西側へ下がる落ち込みを検出している。現時点ではこれが絵図の通り、御薬園に伴

う施設の一部なのか、あるいは廃城後もその姿を留めていた若林城の遺構とみるのかは確証を得ない。しかし東西

長が100mも あろうかというこの池の規模や中島の存在を考慮すると、池は若林城の造営と共に造られた施設とみ

られ、今回確認した建物の中でもSB2は池にわりと近接した位置にあるといえる。

(2)1号 礎石建物跡 について

[平面形状か らみた特徴 ]

SBlは今回の調査で過半部分を確認したものの、東半部分については調査区外であったが、第 8次調査で東側

柱列と東辺溝を確認したことで、東西の桁行が12間 (23.6m)と判明し、建物の全体形状をほぼ明らかにすること

ができた。建物平面図に6尺 5寸の方眼を重ねたものが152図 で、建物寸法と形状を模式的に示したものが154上

図である。柱間寸法は東 。南・北辺部の柱間が1.97mの 6尺 5寸に対し、西辺が2.lmの 7尺 となるが、これは西

辺に幅10尺の玄関部を付すことにより全体を7間としたためである。建物への出入りは西側の妻側からとなる。建

物内では東西の柱間が全て 6尺 5寸となるのに対し、南北の並びは西辺に揃って配置されている。また第 8次調査

で確認した東辺より1間内側の南北柱間は全て東側柱と並びを揃えており、両調査区の間には柱筋を違える所が存

在するとみられる。

柱配置上の最大の特徴は、内部がSB2や 3のような総柱状とならず、中央部に位置する礎石跡25と 28の 2つ

の礎石跡が際立って大きい点にある。後世の削平を考慮に入れなければならないが、SBlについてはその残状

状況が他建物と大差ないと判断されることから、建物内部は東柱を含め、柱を多用する構造ではなく、礎石跡の確

認できない西半部分については本来床を持たない土間敷きであったと推定される。また大型の礎石跡はその構造

からみて他の礎石跡より荷重のかかる部分に配置されたもので、柱もまた他より太い柱が使用されたとみられる。

各側柱列から周辺溝までの距離は 5尺～ 5尺 5寸程あり、建物外部周囲に取付く縁などが付属していたかは柱跡な

どが未検出のため不明である。

[礎石跡か らみた特徴 ]

礎石跡は他の建物と比較して掘り方径が大きい傾向にあり、根固め部分が検出段階から明瞭に確認できるものが

多い。また根固石も明らかに大きめの円礫を使用している。特に礎石跡25と 28は撹乱で上部を壊されているに関

わらず、径は1,7m以上もあり、本来の規模は 2mを超えるとみられる。またこの礎石跡25の北側に位置する4

～ 6と、28の南側に位置する 9～ 11は他に比べてやや大型の礎石跡となる傾向があり、礎石跡25と 28に関連した

配置と構造をもって造られている可能性もある。また礎石跡31～33は径0.7m以下の小型の礎石跡とみられ、根固

石もみられないことから、東柱かあるいは補助的な柱と考えられる。第 8次調査では、東側柱間の半間部分に小規

模な礎石跡が 3か所で確認されている。ここには「間柱」が存在していた可能性があり、この結果、建物が土壁 (漆

喰壁)であった可能性が指摘されている (注 1)。

[付属溝か らみた特徴 ]

溝跡は建物を取囲むように巡っている。溝構造をみると、西辺のSD4aは 掘り込んだ玄関北側部分のみの確認
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であるが、底面に小円礫を敷き、建物側壁面にやや大きめの偏平礫を貼る構造なのに対し、 SD5と SD6の 1号

石組遺構周辺は円礫や底面敷石を伴わない素掘り状のもの、 SD6東 側は壁に側板を立てる構造であり、溝間のみ

ならず、同じ溝においても構造が異なっている。

清構造を考えるにあたっては、雨水やその排水を考える必要がある。 SBlの 屋根東西方向に大棟をもつことで

南と北側に多くの雨水を落すことが想定されるが、これに対し西側は入母屋か切妻となることで雨水量は少なかっ

たと考えられる。西辺のSD4aは 底面が円礫敷きであり、雨水を流す排水というよりは浸透機能に重点を置いた

構造とみられる。それは玄関張出し部分の西辺溝がより幅が狭いことからも窺える。これは北辺の SD5に ついて

も同様で、水を流すという排水が主目的でないことから、壁面を保護する円礫や底面の敷石を必要とせず、素掘 り

という簡易な構造は、建物の面する方向の場所の性格にも関連することも考えられる。また南辺東側のSD6は 板

貼り構造で、溝の開口幅は広い。雨水量によっては西側の 1号石敷遺構の側溝に流れた水は 1号石組遺構を経由し、

SD6を 流れ東方へ排水されたとみられる。また SD6は 溝底面に厚く土を敷く改修がされている可能性があり、

この事は SD6が 単なる雨落ち溝ではなかったことを示しているものとみられる。

なお玄関部を南北に横断するSD4bは 、極めて浅く、小円礫も全く認められないことから、玄関の増設などの

0                5m

※ 自抜きは礫の確認されない礎石跡

第152図  1号礎石建物跡全体図 (6尺 5寸方眼入り)
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`m)

r‐ 僣 根固め径 (m) I‐ 晉
醸 石跡 1 北辺 礎石跡 12 商コ 麟石 TT23 西 コ

維石跡 2 0 95 】ヒ辺 礎石跡 13 南辺 酔石跡 24 7H~物 内

礎石跡 3 イヒ辺 礎石跡 14 0 98 南辺 維石跡25 22 建物内中′巳

礎石跡 4 礎 石跡 15 南東角 礎石跡26 建物内

礎石跡 5 ■辺 西 辺 礎石跡27 0 95 05 建物内

08 】ヒ辺 礁石跡 17 西 辺 礎石跡28 建物内中′己

醸石跡 7 北辺 継石跡 13 西

"
建物 内

鱒石跡 8 1 08 南辺 礎石跡 19 玄 聞 醸 石跡 31 律物 内補 助

藤石跡9 南辺 礎石跡20 玄 ‐l 酔石跡32 建T//J凸補助

礎石跡 10 南辺 礎石跡 21 西 辺 維石跡33 0 75 建物内補助

礎石跡 H 17 南 〕 西辺

第13表 礎石跡法量表
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建物改修に伴う古い溝跡ではなく、玄関土間に設置された何かしらの痕跡かあるいは暗渠状の施設に伴う構造と考

えられる。

1号石組遺構はSD6に 接続して造られた石組施設である。同様の構造を持った石組施設は第 8次調査において

も 1基確認している。熊本県八代市に所在する麦島城は、天正16年 (1588)頃 に築城された城で、本丸跡より石灰

岩の割石や大型円礫により積上げられた石組遺構が検出されている。これには溝と接続するものや単独で存在する

ものがあり、前者については排水枡と想定されている。特に大台所と推定される大型瓦葺礎石建物跡脇に造 られた

石組遺構からは魚骨などが出土しており、台所のつF水枡と考えられている。また彦根城の表御殿においても石積み

貯水槽として同様な遺構があり、排水を一旦貯水し、オーバーフローした上水を別の溝に排水する施設としている。

これらの例から、今回検出された 1号石組遺構についてもSBlに 付随した排水枡で、ここには雨水も流入する構

造であったものとみられる。

[仙台城 二 の丸大台所 との比較 ]

SBlは 礎石跡から推定される柱配置や全体規模などから、二代藩主 伊達忠宗による仙台城二の丸の造営に伴い

若林城から移築したとされる「大台所」の可含9陛が指摘されている (注 2)。 仙台城二の丸における最も古い段階で

の建物配置は『御二之丸御指図』 (153図 )にみる事ができる。この指図の製作年代は不明であるが、後の『肯山公

造制城郭木写之略図』 (155図)などとの比較から、寛永15年 (1638)の二の丸造営時をそう下らない初期段階の

様子を描いたものとされている。指図は 6尺 5寸を 1間 とするとみ られる方眼上に各建物が紙で貼られ、そこには

部屋名称のほか、柱位置や建具などの種類など細部にいたるまで記されており、江戸時代初期の城御殿の建物配置

や構造を知る上でも貴重な資料といえる。

■暫
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一日
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學
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鬱
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第153図  『御二之丸御指図』 (宮城県図書館所蔵)
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1号礎石建物跡模式図

仙台城二の丸大台所模式図

第 154図  1号礎石建物跡と仙台城二の丸大台所との比較

『御二之丸御指図』 (部分)大台所
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大台所は二の丸殿舎群の北部にあり、中心殿舎である「小広間」とは反対側に位置し、玄関部を東に向けた東西

棟の建物である。近世城郭における台所は御殿建物を構成する重要な施設とされ、建物規模は桁行12間 (78尺)、

梁間 8間 (52尺 )と大型である。玄関を入った部分はL字型の 「土地」 (土間)となり、西側には床を伴った板敷

きか畳敷きの部屋が配置され、北側と南側には 2階部分となる小屋裏部屋があったとみられる。建物規模は SBl

と完全に一致しており、建物内部の柱配置を比較しても、ほぼ全ての柱が SBlと 同じ位置に配置され、さらに特

徴的だった 2基の大型礎石跡もその位置に他の柱より太い角柱で表現されている。このような太柱の表記は指図中

の他の建物には一切認められず、これは大台所という特殊な構造物に限った特徴と考えられる。

ただし異なる点もあり、玄関幅はSBlが 10尺で、左右の柱間が 7尺なのに対し、大台所では幅 2間の13尺 と

広くなり、これに伴い左右の柱間は 6尺 5寸と狭くなっている。また大台所には南東隅から南へ延びる廊下が取付

くほか、北側には「くれえん」、北側東半には「濡えんJなどの縁や、玄関右手には幅 2間の中連子窓のある付属屋

が設置されている。SBlの周辺溝の配置状況からみた場合、このような施設の存在は認められず、「くれえん」や

「濡えん」は主屋の外側に付けられた付属施設とみられる。したがって若林城の建物はそのままの状態で二の丸に

おいて移築使用されたのではなく、二の丸での周辺建物との新たな配置関係により、これらの施設は取外されたも

のと考えられる。指図にある大台所の廊下口中央や東辺南端の 2か所に相当する位置で礎石跡が認められないのは

こうした理由によるものと推察され、若林城ではSBlと 周辺の建物とを繋ぐ廊下は建物北側や東側、あるいはS

B4か らずれた南側東部に取付いていた可能性がある。またSBl内部の西壁際には焼面を伴った土坑が検出され

ているが、SBlが 「台所」と推定されることで、これらの痕跡は土間に設置された竃などの火処によるものと考

えられるにいたった。大台所ではこの部分が板敷き部屋となっており、建物外部の改修のみならず、建物内部にお

いても土間から板間への改修が成されたことが推定される。さらに玄関部の幅の違いについては、指図の精度も考

慮する必要があるが、移築後に玄関幅を広げ、西辺を中心とした柱配置を大幅に変更することにより、建物内部に

おける機能面での配置変更が行われた可能性がある。

『義山公治家記録』の寛永15年 12月 14日 条には、「此日、二丸屋形焼火間・虎間
。御納戸・茶道部屋・御鑓間・

上台所 。御風呂屋 。大台所・小姓間 。御用間・肴部屋 。御鷹部屋・算用屋、今日マテ段々上棟アリ、右御作事、若

林ノ屋形ヲ解シ用イラルト云云、」とあり、若林城の廃城に伴い、多くの建物が解体され、二の丸で再び上棟され

使用されたことがわかる。若林城におけるSBlは台所という構造上の特殊性ゆえに、移築後も大幅な改造を受け

ることなく、再び大台所として使用されたと考えられる。

残念ながら指図からは大台所の上屋構造を窺い知ることはできないが、若林城と同じく伊達政宗が造営した仙台

『肯山公造制城郭木写之略図』

(宮城県図書館所蔵)

第156図  『御本丸大御大所百歩―之図』
(千田家所蔵 )
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城本丸の建物や松島に所在する瑞巌寺の建物にそれを知る手がかりがある。『肯山公造制城郭木写之略図』によれば、

仙台城本丸大台所は遠侍棟の背後の西南の位置にあり、東西棟で西側に玄関をもつ。規模を明確に示す資料は無い

が絵図から読み取ると、梁間が10間、桁行が15間から17問半程と推定され、SBlよ りもかなり規模の大きな建

物であったことがわかる。建物西側には土間を伴っていたものと推測される。『仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵

図』にある『御本丸大御台所百歩一之図』 (156図 )には大台所妻側の立面図がみられ、往時の姿を知ることができ

る。屋根は入母屋造り瓦葺で、煙出しを設け、妻部中央には軒唐破風付きの玄関が取付き、 2枚の大戸が付く。妻

には大懸魚を吊り、木連れ格子に本丸大広間の妻飾りと同様の菊と桐の彫刻を施している。壁は土壁 (漆喰壁)と

みられ、連子格子が三段に付いている。本丸大台所は大広間同様に若林城を遡る慶長期の壮麗かつ豪壮な城郭建築

の姿を示している。

瑞巌寺は平安期に創建された天台宗の延福寺が始まりとされ、慶長年間に伊達政宗により再興された名刺である。

本堂である方丈は慶長14年 (1609)の建立とされ、その北東に位置する台所である庫裏もまた本堂と共に造られた

と考えられている。本堂と庫裏は国宝に指定されている。庫裏は元禄年間 (1688～ 170つ や明治86年 (1903)イこ改

修されているが、昭和33年の解体修理の際には貞享 4年 (1687)の図面を基にそれ以前の姿に復元されている。庫

裏の規模は後世に付け加えられたとみられる北面の炊事場を除くと、桁行12間 (23.6m)、 梁間 7間 (13.8m)で、

桁行はSBlと 同規模なのに対し、梁間が 1間分小さい。屋根は切妻造本瓦葺で屋根上に櫓風の入母屋造の煙出し

を載せている。妻飾りは梁と東で組み上げ、海老虹梁で身舎を繋ぎ、絵様肘木を東に載せている。妻壁上部の棟木

は唐草彫刻の笈形をいれ装飾し、妻には懸魚を吊っている。東面には左寄りに屋根付の幅 2間の玄関が取付き、壁

は土壁である。玄関を入ると三間四方の土間となっており、その奥は板敷きの広間となっている。土間と広間との

正面 (南東から)

側面 (南から)

第157図 瑞巌寺庫裏

平面図

0                       10m
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境には屋根を支える太い 2本の柱があり、SBlや二の丸大台所の構造と酷似している。広間の周囲には廊下を廻

らせ、南西側・北西側と北東側の一部には縁が取付いている。一方、建物周囲には溝が巡り、棟側の濤は幅広で深

いのに対し、玄関側は浅く幅狭であり、構造を大きく異にしている。庫裏内部に加え周辺溝もまた後世の改修を受

けているとみられるが、柱位置を含め全体構造自体はほぼ当初の姿を残しているものとみられる。

本丸大台所と瑞巌寺庫裡はそれぞれ城郭と寺院に付属する施設という点においては大きな違いがあり、それは規

模や妻飾りなどの違いに表れている。しかし瑞巌寺の本堂は禅宗形式の中にもその規模もさることながら、押板床

や違棚、帳台構を備えた上段問や付書院を備えた上々段間を設けるなど、政宗を迎えるための格式高い構えとなっ

ており、その格式は付属する台所にも当てはまるものと考えられる。SBlの上屋構造の詳細を知ることはできな

いが、若林城が本来、本城である仙台城以外の「屋敷」とはいえ、その規模や周辺に配される建物群の状況からみ

た場合、若林城における台所は本丸大台所にも匹敵する規模や格式を備えた建物であったと考えられる。これは若

林城の建物群が移築された二の丸が、これ以後は本丸に代わり藩政の中心として機能していくことにも現れている

といえる。

(3)2号 礎石建物跡 について

[平面形状か らみた特徴 ]

SB2は調査区の南東側で検出した礎石建物跡である。調査区内においては南北棟建物となるが、南半部が東側

に鉤形 (L字型)に曲がり、かつ礎石跡の配置が総柱状となるのがこの建物の最大の特徴といえる。建物東側部分

については、第 8次調査で東端の南北柱列を確認したことで建物全体の形状を明らかにすることができた。建物平

面図に 6尺 5寸の方眼を重ねたものが158図で、建物寸法と形状を模式的に示したものが159図である。建物規模

は南北 8間 (16.811)、 東西11間 (23.6m)、 であるが、建物東西側と南側に幅 1間半の縁通りとみられる部分が確認

できることで、実際は南北 8間半、東西12間分の規模を有している。平面形状が鉤形となることから、建物は全体

で三つのエリアに分けることができ、実際もこの区分けが部屋の配置となっているものと考えられる。

建物内での礎石跡をみると、まず二面の縁通りを除いた部屋部に、側柱を含めても最大の規模をもつ礎石跡27

が位置している。東西に位置する26と 28を除き、周囲に側柱相当規模の礎石跡は存在せず、構造的にも全て貧弱

と言わざるをえない。このことから建物西側においては礎石跡27を南北の境として、北側に4間、南側に縁通りま

での 3間の広さとなる南北を二つに分けた部屋の配置が想定される。また東の境については、建物北東角の礎石跡

6か ら建物東辺ラインに沿い南へ延び、縁通り際にある45へと至る南北のラインを想定することができる。このラ

イン上にある礎石跡34と 39は掘り方径は lmを超えるものである。また北側に位置する礎石跡 9と 54は柱筋が通

らない位置にあるが、構造からみた場合、東柱とは異なり北側の部屋に存在した何かしらの施設に関係した構造と

も考えられる。第 8次調査では建物東端側で東西幅半間の「床間」の可能性のある部分を確認したが、鉤形建物に

おいては何れかの端の格の高い部屋にこのような施設を備える例が多く、その配置は建物への進入経路と密接な関

係を持っている。建物北側にそのような施設があった可能性は否定できないが、この事はあくまでもSB2のみの

構造検討のみならず、周辺建物や諸施設の特徴の比較や配置関係により検討する必要がある。

建物側柱をみると、西辺の 7と 18や南辺の49・ 51・ 53は小規模なことに加え、掘り方の構造においても埋土に

沈下防止のための填圧を加えた様子があまり無く、両隣にある礎石跡とは異なる構造をみせる。この事は部屋部と

縁通りを仕切る柱が 1間間隔で配置されたと推定されるのに対し、建物外縁部分では簡易な礎石跡は東柱となり、

柱は 1間分を抜いた柱間約4mとなる間隔であった可能性を示すものといえる。この構造は建物外壁のほとんどが

土壁と推定されるSBlと は異なり、建物外部と内部を板戸や襖・障子などで仕切る、いわば御殿と呼ぶに相応し

い開放した建物であることを思わせる。西辺南半部の礎石跡24。 30。 40の 間が 3間二つ割の各々 1間半となるのも

同様の理由によるものとみられる。またこの部分が東側に位置する部屋幅と一致するのも何かしら関係しているも
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のとみられる。このように縁通りを伴った建物においては同様の構造を有するものであることが、二の丸の中心殿

舎である小広間や書院をはじめ、幾つかの建物に確認できる。

調査では縁通り内部に礎石跡やピット状の痕跡は確認できなかった。しかし縁通り幅は 3m近 くもあり、通常な

ら床下に東柱が必要とされる構造といえる。このことから部屋部分での東柱となる礎石跡に比べ、縁通りの束柱は

小規模で浅く簡易なもので、これらは後の耕作により失われている可能性が高い。また二の丸や他の城郭建物の例

から、縁通りは建物周囲全てに設けられることもあり、建物の北側にも幅 1間の縁通りが存在した可台静性もあるが、

現時点ではそれを裏付ける資料は無い◇さらに仙台城本丸大広間の広縁とよばれる縁通りの外側には落縁という幅

が狭く、一段低くなる縁が建物周囲を巡っている。二の丸殿舎の小広間をはじめ、遠侍棟や客の間など、主要な建

物の表側には「きりえん」が配置されている。 SB2と 各辺溝との間隔は 5尺～ 5尺 5寸とと間には満たないもの

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

キ

、

※ 白抜きは礫の確認 されない礎石跡

第158図  2号礎石建物跡全体図 (6尺 5寸方眼入り)

藤石名 IFt岡 め体 (nⅢ 仕  活 オR闇 め径
`ml

li 悟 維石鬼 編 り方徳 (m) 4‐  晉

醸石跡 1 引ヒ西れ 鰺物 内 膝 石跡 37 陣物 内

礎石跡 2 12 北 コ 辞石跡20 07 建物内 樺石跡38 俸物 内

礎石跡 3 】ヒ辺 雅石跡 21 建物内 礎石跡39 0 72 建 l・/J内

礎石跡 4 06 】ヒ辺 礎石跡22 建物内 礎石跡40 西 辺

北辺 礎石跡23 南東角 礎石跡 41 建物内

醸石跡 6 北東角 礎石跡24 礎石跡42 0 66 建物内

維石Ln 7 律物 内 辞石跡 43 建笏 丙

維石跡 8 律 7/1内 雅石跡 26 建物 内 樺石跡 44 陣物 内

礎石跡 9 0 37 建物 内 群石跡27 15 建物内 辞石跡45 癖物 内

礎石跡 10 建物内 籐石跡28 建物内 礎石跡46 0 72 建物内

礎石跡 H 東辺 礎石跡29 建物内 礎石跡47 南西角

1 15 西辺 礎石跡30 07 西 辺 礎石跡48 05 南辺

雄石跡 13 建物内 礎石跡 31 律物 丙 礎石跡49 08 南辺

碓石跡 14 律笏 ぬ 律物 内 雅石 DTN50 苗 柳

礎石跡 15 律物 ぬ 硲石跡 33 建物 内 継石跡 51 南 刀

礎石跡 16 鮮物 内 硲石 b134 建物内 群石跡52

礎石跡 17 東辺 維石跡35 04 建物内 礎石跡53 1 32 0 85

西 辺 礎石跡36 建物内 礎石跡54 建物内

第14表 礎石跡法量表
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第 159図  2号礎石建物跡模式図

の、一定の幅を保っている。調査では建物周囲に礎石跡や柱痕跡は全く確認できなかったが、周囲にはこれらのよ

うな建物外の縁が存在していた可能性もある。

[確石跡か らみた特徴 ]

礎石跡は検出段階で根固めに充填された円礫が明瞭に確認できるものと、ほとんど確認できないものとに三分さ

れる。しかしSBl側柱にみられる円礫の大きさや礫間にあまり砂礫が混入しない状況はSB2には認められず、

建物内で大型といえる側柱でさえ根固石と共に多くの砂礫が入れられている。大型の27は礎石の抜取り穴の残存状

況から見た場合、極端に上部が失われている状況では無いにもかかわらず、掘り方規模に比して砂礫の充填される

割合が多いことから、SB2の礎石跡は本来的にSBlと は構造が異なったもので、構造上の堅牢度合いが如何に

あるにせよ、これらの違いは建物間での相違と理解できる。

礎石跡の掘り方の底面や壁面に接して黒褐色や暗褐色、黄褐色土が狭い縞状となり掘り方プランの外端をリング

状に巡っているのが多く確認できる。この痕跡は本来掘り方内に入れられた整地土を掘削した各種ブロック土が変

化したものとみられ、断面観察から壁面部分では横方向から、底面部分では上方向から強く填圧されることにより

ブロック土が変形し連続性の無い狭い縞状になったものと推察される。当初は建物の荷重により整地ブロック土の

変形したものともみられたが、壁面に沿って縦方向の縞が形成されることから、先の考えにいたった。先述の通り、

この特殊な構造は上部の柱と密接な関係を持っており、より荷重のかかる礎石跡に顕著にみられる傾向がある。し

たがって小規模かつ根固めが十分に入らないことに加え、この填圧痕跡が確認できないものについては、東柱的な

ものかあるいは補助的な柱である可能性が高いといえる。このような構造に類似した例は仙台城本丸大広間や二の

丸の調査で確認した礎石建物においても僅かではあるが確認されている。

[付属溝か らみた特徴 ]

溝跡は建物全体を取囲むように巡っている。東及び北辺のSD7。 南辺のSD9の構造は底面に板状の割石を敷

き詰めるのに対し、西辺ではその上に小円礫を敷く手の込んだ構造という違いがある。北辺部では削平の影響も否

定できないが、おそらくは東辺同様に本来円礫を伴わなかったとみられる。建物の上屋構造については第 8次調査

の成果も踏まえ、今後詳細な検討が必要とされるが、SB2は基本的に東西棟建物であり、この方向に大棟があっ

O O O O O  O OO

O O O O   OO

O      O   O                    O
O
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た場合、西と東側に主たる妻部が配置されたと考えられることから、南と北側の溝がより多くの雨水を収容したも

のと想定される。SBlの例から、小円礫は溝の機能のみならず意匠面を考慮した構造とも考えられ、周囲の溝が
単に雨落ち溝としてのみ機能していたのであれば上記のような構造の差は無かったものとみられる。このことから、

西辺溝はSB3と近接することで建物外部からではなく、双方の建物からみた場合の「見栄え」的な観点に加え、

雨水の収容と排水量の少なさからくる構造であるのに対し、小円礫を敷かないその他の溝については、主として排

水量の多さからくる機能面を重視した構造によるものとの考えもできる。相互の溝の配置状況からみて排水は建物

東側に流したと推定される。またSD7は北東隅で北側に突出する構造を持っている。円礫や敷石は無いが掘り方
を伴っており、同様の配置は他の城郭建物や寺院にも幾つか認められるが、これが溝自体の機能かあるいは屋根形

状に因るものかは明らかでない。

[想定される建物 ]

近世城郭における殿舎群の中でも台所は最大規模の建物とされるが、SB2は この台所と同等の規模をもち、城
内でも大型の建物であったとみられる。形状が鉤形となり、部屋が一列に並ぶことによりこれらが明確に区別され、

そこには部屋による格式の違いがあったことを考えさせられる建物である。部屋間は壁ではなく襖や障子などで仕

切られていたと推定されることで採光に配慮した配置形態をとっており、仕切りを外した場合の部屋面積はかなり

の大きさになるとみられる。また周囲には幅 1間半もの縁通りが三面にわたり配置され、床間の存在も考えられる

など、城郭における御殿建物と考えるに十分な要素や資質を有している。さらに周辺溝からはその性格上、瓦葺き

であったとみられるSBlと は明確に異なり、棟込瓦である輪違いが多く出土している。このことから建物の屋根
は大棟部分にのみ瓦を葺いた板葺きであった可能性があり、近世初期においては中心的な御殿建物は板葺きであっ

たことからも、その格式の高さが窺える。

『御二之丸御指図』にはこの建物に照合できるものは現在のところ確認できない。鉤形という特徴から見た場合、

小広間と遠侍棟をつなぐ虎の間と客の間棟や、小広間の南西側に位置する書院などがあげられるが、規模や柱位置

などで違いがある。建物の移築にあたり台所のような特殊な建物は大きく改変することなく建て直されたとみられ

るが、その他の建物についてはその限りでは無く、二の丸での新たな位置付けや使用形態により大幅に改修されて

いる可能性もある。また何らかの理由で移築されなかったか、もしくは別の場所に移築された可能性も否定できず、

今後はより広い視野での検討も必要かもしれない。

(4)3号 礎石建物跡 について

[平面形状か らみた特徴 ]

調査区の南西側で検出した礎石建物跡で、建物全体を確認している。今回確認した建物の中では唯―の南北棟で、

第 8次調査を含めた中でもSB3のみの配置となり、これが最大の特徴といえる。建物平面図に6尺 5寸の方眼を
重ねたものが160図で、建物寸法と形状を模式的に示したものが161上図である。建物内部の特徴はSB2と同じ
く、内部の柱配置が総柱状になることで中央に部屋部を伴い、縁通りが西・南・北端の三辺に加え、東辺にも幅約

1間の縁通りが付く可能性もあることである。また柱間は南北が縁通りを除き全て 6尺 5寸を基準とするのに対

し、部屋部の東西柱間は、建物全体の 5間のうち縁通りが 2間半を占めた残りの2間半を三分するといった他に無

い配置をみせている。部屋部は中央に位置する礎石跡25が残存することでここを境に部屋を南北に分ける可能性も

あるが、確証は無い。

[礎石跡か らみた特徴 ]

北辺列の礎石跡は掘り方径が lmを超えることを除けば、ほとんどの礎石跡は規模や構造に大きな特徴を持つも

のではなく、概してSB2と 同様な状況をみせている。また掘り方の底面や壁面に接して黒褐色や暗褐色、黄褐色
土が狭い縞状となり掘り方プランの外端をリング状に巡っているものが多くの礎石跡に確認できるが、これらの有



無により配置上の特徴を見出すことはできなかった。ただし内部の礎石跡25は上部を撹乱されながらも根固石が充

填され、外端がリング状となるもので、ここが部屋境となる可能性があるが、この部分に関しては配置上、束柱で

あったとみられる。また西辺は検出レベルが他と大差無いにも関わらず、全ての規模が小さく、根固石が密に確認

できるのも礎石14と39のみである。39は部屋部南辺の西側延長にあたる場所にあたることによるものとみられる

※ 自抜きは礫の確認されない礎石跡

第160図  3号礎石建物跡全体図 (6尺 5寸方眼入り)
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礎石名 掘 り方径 (m) 根固め径 (m) 位  託 礎石名 報 闇め径 (m) 位  置 篠石名 lIBり 方径 (m) 根 固め径 (m) 位  置

礎石跡 1 北辺 建物内 碓石跡33 建物内

礎石跡 2 醸石 B118 0 84 東辺 礎石跡34 建物内

J「貰D 諄石跡 19 0 47 03 西 辺 礎石跡35

醸石跡哲 北東角 礎石跡20 0 96 0 66 建物内 礎石跡36 律物 内

砕石跡 5 0 65 西 辺 礎石跡21 律 7/1TA 懲物 内

雅石跡 6 建物内 礎石跡22 吏 捌 雅石跡 38 0 52 東辺

礎石跡 7 建物内 礎石跡23 西 辺 群石跡39 05 西 辺

礎石跡 8 07 建物内 稚石跡 24 建物内 確石跡40 0 65 建物内

礎石跡 9 14石跡E5 建物内 礎石跡 41 建物内

碓石跡 10 律物 内 楼石跡 26 0 79 建物内 礎石跡42 12 06

継石跡 11 建物内 籐石跡27 0 62 東辺 礎石跡43

楼石 E112 建物内 礎石跡28 08 律物 内 苗コ

碓石跡 13 東辺 礎石跡29 律物 内 膝石跡 45 南辺

礎石跡 14 西辺 礎石跡30 東 辺 辞石跡 46 南辺

礎石跡 15 12 建物内 西 辺 継石跡47 06 南東角

陣物 内 群石跡 32 09 建物内 礎石跡48

０
∪

第15表 礎石跡法量表
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3号礎石建物跡模式図

『御二之丸御指図』 (部分)焼火之間 仙台城二の丸焼火之間模式図

0                     10m

第 161図  3号礎石建物跡と仙台城二の丸焼火之間との比較

が、多くの礎石跡は貧弱な感を受ける。東辺礎石跡に同様の構造は認められず、これが何に因るものか現時点では

判断できない。

[付属溝か らみた特徴 ]

溝跡は建物北西側を除き、建物を取囲むように巡っている。SD8は濤全体を通し底面には小円礫のみが敷かれ

る構造であり、また西辺のS D10も 同様に小円礫が敷かれたものとみられる。これに対し南辺のSD9は SB2か

ら続く一連の溝であるが、東側でみられた割石のみを敷いた構造ではなく、素掘り構造となる可能性がある。SB
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3は大棟を南北方向にもち、南と北側に妻部を持つと推定される建物である。したがって雨水量からすると西と東

側の溝が収容する量は多いとみられ、東側ではSD8により北側の石敷遺構の側溝へと排水され、また西側ではS

D10が建物北辺の南で途切れることから、反対に南側のSD9へ排水されたとみられる。SB3では排水量の多い

西や東側溝に底面に小円礫を伴う構造となり、SB2と は状況が異なっているが、この理由については、機能面以

外に建物が面する方向の違いや建物間での格の違いに因るとみることも可能である。

建物の北側にはSD8が屈曲することにより生じた空間がみられるが、この部分に礎石跡や柱痕跡などは検出さ

れず、北側が石敷であることから、ここに北側へ通じる渡り廊下を想定することはできない。また建物のこの辺り

に表玄関を想定することも可能であるが、妻側からの進入路を想定することは難しく、その場合 S D10が途切れる

建物西面の北端部が玄関等の存在が疑われる場所となるが、これもまた確証を得ない。

[仙台城二の丸焼火間との比較 ]

『御二之丸御指図』にはSBl以外にもこのSB3と規模や柱配置が極めて類似する建物が描かれている。小広

間の西側のやや奥まった位置にある「焼火間」がそれにあたり、詳細な寸法は不明でSB3と は方向が異なるが、

東西棟建物で、桁行10間、梁間4間とSB3と同規模である。周囲は東・西・南側が10尺、北側が 6尺 5寸 とみ

られる縁通りが配置され、部屋部は桁行 8間、梁間2間で、二部屋に分けられ、西側の部屋には部屋幅 2間分に「床」

が備わっている。床は半間程度の奥行きで、その分西側の縁通りの幅が狭まっている。建物周囲は廊下により他の

部屋とつながっており、南の表側には幅の狭い縁がみられる。

部屋間や縁通りとの間は「ふすま」や「こししょうじ」で仕切られ、南側が障子なのに対し、北側が「中連子」

とあることから、 1間半幅の縁通りのある南側が開放され、視界が広がる表側であることが窺える。またSB3

との相違点は部屋割りや床の存在以外にも、北と東側柱の柱間に違いがみられるが、これらは周囲に取付く廊下や

物置などによるものと考えられる。焼火間は西側と東側の部屋の大きさに違いがみられる二間配置をとっている。

これは二の丸の奥側でもある西側に配置された床のある部屋を上段側とする格の違いを示すもので、焼火間は同じ

ような配置を持つ小広間、書院、伺候間、客間と共に、他の部屋に対しても比較的上位の部屋とされている。焼火

間も若林城より移築された建物の一つに挙げられており、SB3も また若林城から二の丸に移築した建物と考えら

れる。ただしSB3と焼火間とは建物自体の規模や構造に大きな改造が加えられなかったとはいえ、若林城や二の

丸内での配置場所に大きな違いを見出すことができる。これはSB3が若林城とは異なった役割を担って二の丸に

再生され、若林城での部屋名称もまた別なものであったことが推察させるものといえる。

[想定される建物]

若林城内におけるSB3は西の大手側に最も近い西端部に位置している。この事実からすれば、SB3を城の
「表向き」の建物とみることは可能である。SB3が焼火間同様に若林城においても二間に分かれ、床間をもつ格

式のある建物だったかは不明であるが、焼火間として使用されたことはこの建物が本来的にも相応の格式を有して

いた建物であり、移築によりその建物としての格式や用途が変わったにしても、建物本来の機能が大きく変わるこ

とは無かったと推察される。SB3はあくまでもその位置が入城後の進入路にある場合、その配置的特徴から、表

玄関を伴い御殿への最初の建物となる遠侍的な建物となる可能性もある。

(5)4号 礎石建物跡 について

[平面形状か らみた特徴 ]

SBlと SB2に挟まれた位置で検出した小型の礎石建物跡で、建物全体を検出している。建物平面図に 6尺

5寸の方眼を重ねたものが162図で、建物寸法と形状を模式的に示したものが163図である。柱筋はSB2と揃うが、

北側の 5号石敷の存在はSBlと の関係を連想させるものである。この建物の特徴は側柱のみで内部に礎石跡が確

認されない点にある。
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162図  4号礎石建物跡全体図 (6尺 5寸方眼入り)
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第163図  4号礎石建物跡模式図

礎石名 編 リナ体 (mⅢ 根固め径 (m) 位  置 礎石名 掘 り方径 (m) 根固め径 (m) 位  匿 礎石名 掘 り方径 (m) 根 固め径 (m) 位  置

北西角 礎石跡 7 03 南辺

継石跡 2 雅石隊 6 0 48 南西角

維石跡 3 07 北 D・J 藤石跡 6 苗束角 継石跡 9 西 初

第 16表 礎石跡法量表

[付属溝か らみた特徴 ]

溝跡は北西および南東については屈曲して止まっている。仮に溝が全周していたとしても南および西辺での建物

と溝との幅の狭さは他に例が無く、建物周りでのスペースの必要性が無い構造が考えられる◇溝内には円礫や割石

を敷いた痕跡は無く、排水機能をあまり重視しない雨落ち溝としての簡易な構造であったと推定される。

[礎石跡か らみた特徴 ]

礎石跡は他の礎石建物と比較して最も大きいものでも0.7m程と小規模であるが、根固めには砂礫が多く、ピッ

ト状のものもあるなど、規模相応の構造との理解もできる。

[想定 される建物 ]

建物内部に東柱があったとしても既に失われており、建物が床敷きか土間敷きであったかを判断するのは難し

い。SB4は周囲に雨落ち溝が巡るのに加え、石敷遺構の位置から北側に入日があったと推定されることから、S
Blや SB2と は廊下でつながれず、建物の中でも様々な物品を必要としたであろう台所であるSBlに付属する

物置的な建物であった可能性がある。

(6)建物 に関わる溝跡 について

溝跡はその構造からいくつかに分類することができる (164図)。 I類は側石に安山岩質の角礫を組むもので、

今回は確認できなかったが、第 4次調査 2区や第 8次調査で確認されている。この場合底面に板状に割った石材や

円礫を敷くものと敷かないものがある。Ⅱ類は底面に角礫や小円撰を敷いたり、壁面の一部に円礫を列状に並べた

りするもので、その種類と組み合わせによりさらに分類できる。Ⅲ類は溝の壁面に側板を貼ったもので、底面には

何も敷かれない。Ⅳ類は溝内に石材や板などを使用しない素掘りのもので、清を掘っただけのものと掘り方内に土

を敷き戻すものに分類できる。章初、底面にのみ角礫や小円礫が敷かれた溝跡については礎石同様に多くの側石が

抜き取られたと考えられた。しかしその抜取り痕跡が全く確認できないことに加え、掘り方幅が狭いことにより、今

つ
々



類 型
‐

模 式 図 構 造 例

I

壁面に角礫を組んだもの 撰?撰覇懸奪患彙確畠伊
石を組む。
  岳禽緋

Ⅱ

底面や壁面に

角礫や円礫を

敷並べたもの

・Ａ
　
底
面
角
繰

敷
き

溝の底面に安山岩の板状の角礫を    SD″
2列程度に敷詰める。          SD9

Ｂ
　
底
面
円
礫

・敷
き 博の底面に小円礫を敷詰める。     忌:島

ゴ
　
底
面
小
円
礫

敷
き
十
壁
面

円
礫
並
べ

溝の底面に1小円礫を敷詰めるの
に加え、壁面に円礫を並べて賠    sD 4a
り付ける。

Ｃ
　
底
面
角
礫

＋
小
円
渫

・敷
き 原召癌雇鋲纂簿密酵

詰めた上に    sD7

Ｄ
　
壁
面
円
礫

並
べ

溝の壁面に円礫を並ドる.。     SD4a

Ⅲ

壁面に板を貼つたもの 溝の壁面に側板を立て並べる。     SD6

Ⅳ

石材や板を使
用しないもの

Ａ
　
据
り
方
埋

土
有
り

SD4a
堀り方内に上を入れ底面と壁面    SD5
とする。               SD9

Ｂ
　
掘
り
方
無
し

掘り方自体を溝とする。      S D14
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回の調査で確認した溝跡については殆どのものが本来側石

を組まない構造であり、また底面の角礫や円礫についても

石材の散逸は抜き取りによるものではなく、殆どは撹乱に

よるものであることが明らかとなってきた。溝跡の全体的

な傾向としては、石材を伴う溝は掘り方幅に比べ開口部の

幅が狭く、側板を伴うものは開回幅が広く深さもあるもの

となる。また素掘りのものは幅狭で浅い。このような構造

の違いにより溝跡を平面図で表したのが165図である。

溝跡は建物の側柱と一定の間隔を持ち、それはほとんど

が軒の出にあたる位置に配されることから、当初これらを

雨落ち清と呼び均してきた。しかし 1号石敷遺構の側清が

建物周囲の溝と兼用されること、SBlに 付属する石組遺

構の存在、そしてこれら溝跡の規模や構造の多様性などか

ら、溝跡が単に雨を受ける機能に止まらず、城内に降った

多量の雨を排水するための機能を併せ持ったものであり、

城の造営と建物の建設にあたっては、建物の配置に応じた

城内全体における綿密な排水計画のもとに造られているこ

とが明らかになってきた。今回検出した溝跡の底面標高値

をみると、溝は全体として北と東方向に流れるように計画

されているとみられ、排水された水は最終的には城内の何

れかの場所に溜めるか自然浸透するなどの処理をするか、

あるいはこの地区の地形傾斜に沿い、東側より城外に排出

されたことも考えられる。

(7)建物群の年代と性格について

[建物群の年代 ]

調査で確認した建物群をはじめ、石敷遺構や塀跡といった諸施設に関しては寛永 4年からの若林城造営に伴うも

のであることは、『治家記録』や『御二之丸御指図』との照合により明らかといえる。建物跡や周辺施設をみてみる

と、重複関係をもつものは全て廃城後に営まれた御薬園などに関わる遺構との間のもので、建物同士の重複は勿論

のこと、個々の礎石跡や周辺溝跡の造り直しに伴う重複は一切認められない。また建物ほかの重複関係からみて、

途中で建物を新たに増築するなどの状況も確認できず、現時点では 1号建物南辺溝がかさ上げにより改修されてい

る可能性があるが、これもほんの一部に過ぎない。このような傾向は周辺での第 4・ 7次調査でも同様であるが、

東側での第 8次調査では建物に接した幹線水路において配置や構造を変えながら造り変えられていることがわかっ

ている。しかしこれもまた耐用年数の長い建物とは異なり、あくまでも付属施設での改修と理解できるものである。

以上のことから、これまで確認した若林城の複数の建物や施設群に関しては、城造営当初の綿密な全体配置計画に

より造られ、途中、城の性格の変化などによる建替えや大規模な改修を受けることなく、ほぼその姿のままに政宗

の死を経た寛永15年の二の丸移築に至るまで機能し続けたと推定される。

[建物群の性格]

現在、近世における城郭や屋敷の御殿建築や寺院の建築物は戦災などによりその多くが失われ、または改築や増

築を繰り返すことにより建築当初の姿を留めるものは殆ど無いといえる。そのような中、若林城が機能した近世初
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第165図 溝の構造分類
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期の代表的な御殿建築としては二条城二の丸御殿や名古屋城本丸御殿などがあげられるが、その多くは絵図にみら

れるのみで、現存するのは三条城のみである。二条城二の丸御殿は慶長 8年 (1603)頃 に完成し、寛永 3(1626)

年に大規模に改修されており、現在みられるのは寛永期の姿といわれている。御殿は中心施設である遠侍、式台、

大広間、黒書院、自書院が鉤型に連続しながら後退する雁行型の配置をとり、それぞれの建物内部も帳台や四の間

などの付属部分を除けば、上段の間・下段の間 (黒書院・白書院では二の間)、 三の間へと鉤型に連続した部屋配

置をとっている。この配置は衆楽第やそれに類似するとされる仙台城大広間など、慶長期の古い段階の配置に後続す

るものとされている。またこのような雁行型の配置は若林城後に造営された仙台城二の丸御殿の配置にも顕著にみ

ることができる。

『肯山公造制城郭木写之略図』により仙台城本丸での建物配置をみると、本丸への入口である詰の門を入ると大

広間が最も前面に配置され、その南西側に徒の間や遠侍棟、後方の南東狼1には虎の間をはじめとする諸殿舎が不規

則に建ち並ぶことで、大広間が他の建物に比べ中心的な建物であることを意識させる配置となっている。これに対

し、『御二之丸御指図』にみられる初期段階の二の丸では、建物全体が整然と配置され、遠侍棟から複数の部屋を通

り奥へ進んだ位置に小広間が配置されることで、本丸での大広間の在り方とは大きく異なっている。個々の建物を

みると、慶長から寛永期造営の二条城や本丸、初期の二の丸においては隣接する建物間は主に廊下でつながれるこ

とにより、個々の建物が概ね独立する配置をとっている。これに対し元禄期に大規模な改造を受けた後の二の丸建

物群は、最も表側の建物群での配置に大きな変化は無いとされるが、享和 2年 (1802)の 『享和二年之御家作御絵

図写』をみると、建物間には新たな部屋や物置などの施設が多数設けられることで、指図にみられる建物個々の配

置上の簡潔さはみられなくなる。また享保から天明にかけての伊達藩上屋敷の建物を描いた『伊達家芝上屋敷絵図』

には、あまり廊下を介せず、部屋相互が接することで建物があたかも密集するような状況が見て取れる。このよう

な配置は近世を通し改修された多くの城郭や屋敷においてもみることができる。

第 5次調査と第 8次調査で確認された主たる施設は 5棟の大型建物であるが、これらは先述の通り、事前の綿密

な配置計画により建物相互が整然と建ち並ぶ配置状況をみせている。調査上の限界もあり、建物間をつないでいた

とみられる廊下の存在を全て明らかにすることはできないが、建物はみな完全に独立した分棟型の配置をとってお

り、これが若林城における建物配置の大きな特徴といえる。これに対し二の丸では諸建築の相互関係が重視され、

小広間に客の間が取付く配置がなされるなど、建物単体ではなく組み合わせにより効果を出す配置が図られたとさ

れている。以上の観点からみた場合、若林城の建物は二の丸より前出的で、建物個々の性格や役割がより明確に区

分されていたものとの見方も可能である。

そのような中でも2号建物は鉤形に曲がることにより部屋が明確に仕切られ、 1間半幅の縁通りという広縁の存

在からみても格式が高く、城内の中心的建物の一つだったと考えられる。規模や構造は全く異なるが、本丸大広間

は三列の複合的問取りをもち、主たる目的である儀式や接見において、部屋の組み合わせにより幾通りかの使用が

可能となっている。これに対し二の丸小広間は規模が縮小されたのに加え、部屋は上段、次の間、三の間と鉤形に

続き、間取りが単純化されることで大広間に対し新形式の座敷構成をとるといわれている。現時点で 2号建物内に

おける部屋間の格式の違いを示すことは難しいが、建物形状に沿った単一の部屋の並びは、小広間やそれ以外の接

客や饗応を目的とした他の建物とも共通する配置といえる。以上のことから二の丸と若林城における建物配置には

一定の共通点を見出すことは可能であるが、仙台城が一国を代表する城郭であるのに対し、若林城が藩主の居所で

あったとはいえ、政宗個人の私的性格を有するものという違いが両者にはあり、これらを一概に比較することには

自ずと限界があることを考慮しなければならない。

今回の調査区においては 3棟の大型建物の西面と南面に広い石敷が配置されており、 1号石敷遺構に面したこれ

らの建物は城の表側の中でも最も大手側からの入口に近いといった特徴をもっている。この石敷に正対するのが台
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所である 1号建物であるが、多くの城郭や大名屋敷をみた場合、台所が玄関を伴う遠侍棟の奥側に隣接して配置さ

れる例は幾つかみられるが、入口側に最も近い位置に配置される例は殆ど無いといえる。 2号建物の性格を考える

上では、隣接する 3号建物との関係が重要であり、仮にこの建物が本丸や二の丸の広間、次之間、中之間から成り

最も前面に位置する遠侍的性格の建物と推定すると、現時点では 3号建物とむすばれた 2号建物が城表側の御殿建

物群の中でも最も中心的建物の可能性も出てくる。この場合、建物の南側に広がる石敷部分はさらに南側園庭へと

続く開けた空間となり、東側は幾つかの建物を経ながら奥側へと続くことも想定される。しかしながら第 8次調査

で確認した建物群にはこれら両建物とは異なる特殊な構造の建物が存在しており、明確な連続性は確認できない。

以上のことから、今後、若林城における建物の配置や性格を考えるにあたっては、建物個々の構造からみた性格の

解明に加え、広範囲にわたるさらなる建物等の確認作業が必要とされる。

(注 1・ 2)東北大学名誉教授 佐藤巧先生のご教示による。

0             10m

―第166図  若林城期遺構配置模式図
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第 2節 若林城廃城後の遺構

(1)小溝状遺構群について

Ⅳ層上面において検出した小溝状遺構群はSDlの北側で、主に1号と3号石敷遺構の東側の範囲に分布してお
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り、 1号石敷遺構上面においても確認できる。東隣の第 8次調査区においても全域に確認したことで、畑耕作は城

内のかなり広範囲にわたり行なわれていたことがわかる。小濤群の時期はその全てが若林城期の遺構を切り、また

上部に六角塔建設の際の盛土がのることで、廃城以降の近世の遺構であることは明らかである。小溝群は南北方向

の 1群と東西方向の 2群とに重複関係があり、 2群は第 7・ 8次調査でも広域的に確認されている。 2群は城の主

軸方向と合致することから、畑は関係する施設等との関係により、その配置や範囲、方向が定められたものと考え

られる。

小溝群は通常より深く特定の場所を溝状に掘ることにより畑底面に残される痕跡であるが、畑土壌上面の畝が作

付けされる作物に応じてその形状が違うのに対し、小溝群は畝立てに伴う遺構との考え以外に、土壌の地力回復を

目的とした掘削作業であることが主目的と考えられるため、小溝群の範囲や深さ等により畑の区画や耕作範囲、作

物を特定することは難しいといえる。したがって今回確認した小溝群の範囲や方向がある時点での畑上面での状況

を反映していない可能性がある。さらに主たる東西方向の小溝には同方向での重複関係が無く、ほぼ同時期か短期

間のうちに掘削したとみられるが、耕作は短期間のものではなく、小溝の数と密度は耕作頻度や期間とは必ずしも

一致しないことも考慮する必要がある。

これらの畑に関係する施設としては、廃城後の城内にあったとされる「御薬園」が想起される。御薬園は延宝 8

年 (1680)の 『肯山公治家記録』が初見であるが、開設時期は不明である。18世紀中頃の寛延から宝暦年間には藩

主が野猟や騎射の帰り、薬園に植えていた人参を見学したとの記事が散見する程度で、その施設の実態には不明な

点が多い。

現在、薬園が確認できる絵図は幾つか存在する。『御修復帳』所収の「若林古 御城」 (5図)は文化 。文政頃の

ものとされ、少なくとも19世紀前半には「御薬園」は存続していたものとみられる。また製作年代は不明であるが

『古御城絵図』には、他の絵図に建物や水路、通路などが描かれるのに加え、様々な様子が窺える。北西側に描か

れる建物は 1棟のみだが、東西 8間と割合に規模が大きく、記録によると薬園には薬園・菜園守が詰めていたとの

ことから、建物は薬園を管理する役人の詰所とみられている。建物や水路・通路の周囲には塀や竹生垣、杉生垣が

設けられ、管理施設としての体裁をみせている。また城内を流れる水路 (六郷堀)は土塁幅と比較すると幅の広い

ものであったと推定され、堀には 6か所に土橋などを架けることで、堀により三分された城内での移動を可能にし

ている。堀の南側には「此邊杉檜御植立之所」とあり、杉や桧が広く植えられていたことがわかるが、その他に薬

草など、作付けされていたものの記載は認められない。

安政 2年 (1855)の 『京極家文書』には古城の蔵に籾千俵を備えていたとの記録があり、これがもし城内の様子

とすると、城内は薬草園の姿を残しつつも別の役割も担った藩の施設として幕末まで機能していた可能性もある。

確認した小溝状遺構群が園内におけるどのような作物によるものかを判断することは難しいが、その範囲から推察

した場合、ある一時期ではあっても城内の中心部に広範囲に及んでいることは、薬園を代表するような作物に関わ

るものと理解することもできる。

市内の遺跡からは古墳時代から近世に至るまでの幅広い時代の畑跡が確認されている。しかし中世から近世遺構

が数多く確認された南小泉遺跡においては、ここ数十年間の耕作時の天地返しにより中近世に形成された土壌は殆

ど残存しない状況にある。これに対し若林城内においては明治初めから現代に至るまでの間、このような遺構が逆

に保存される形となり、そこには周辺遺跡でみられる畑のあり方に対し、特殊な統制下で営まれた畑の姿をみる事

ができる貴重なものとなっている。

(2)1号 溝跡 について

調査区の南端で検出したSDlは、幅広の掘り方に控えのある石積みと裏込めを伴った東西方向の石組溝で、底

面状況から水を東に流した水路と考えられる。またSDlは新旧の溝がほぼ同位置で上下に重複することで、改修
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されている可能性が高く、古い lb溝はひと回り幅広い掘り方を有し、底面位置が極端に低く、 la溝同様に石組
であつたと推定されるが、改修時に石組は取り外され、底面を埋めることで大幅にかさ上げしている。また溝の南

北両側には塀などの施設が配置されていたとみられる。 SDlはその掘り方が 2号石敷遺構を壊して構築し、石敷
が掘り方上に載らないことや、 2・ 3号建物に近接しすぎる状況から、調査時には城の遺構群に後出する水路跡と

判断した。

南東側の第 6次調査 2区で確認した S D31は、掘り方幅 3m以上、開口幅1.5m程で 2段の側石が残存する石組

溝であり、出土遺物が乏しく石組の状況から時期の特定はできなかったが、SDlと はぼ同じ構造をもつものであ
る。底面に敷石は無く、小さな溝が切られる状況はSDlbに 類似している。 S D31に途中改修された形跡は認め
られなかったが、 6次 1区の東側を北に延びる流路が推定され、鉤形に折れながらSDlと接続する可能性がある。
SDlの西側には内枡形土塁が近接するため、水路は土塁手前で北側に折れるとみられる。絵図には六郷堀が西
側の大手より城内に引き込まれ、この内枡形土塁の下を抜けた東側で北に折れる姿が描かれている。この位置関係

から推察すると、SDlもやはり導水施設として城外からの取水に依つていたとみられ、北側で六郷堀と接続し、
ここから分岐された水路の可能性が高い。六郷堀の開削時期は定かでなく、若林城造営時には既に存在していたと

してもその位置は明らかでないが、廃城後にあっては絵図の場所にあり、東の水田地帯への水の供給のみならず、

城内に設けられた薬園などの施設での水の需用を賄う役割を担っていたものと考えられる。しかし絵図にSDlの
姿は無く、この理由が絵図の描かれた頃には機能していなかったのか、あるいは描かれた施設は一部のものかなど

不明な点が多い。

第 7・ 8次調査では建物間の中庭的空間にある小規模な池跡に水を供給したとみられる樋跡や、水に関わるとみ

られる敷石遺構などを確認している。これらの施設が機能するためには調査区南側からの水の供給が必要であり、

さらには城外とを結ぶ水路の存在が不可欠と考えられる。現時点では正にその場所に位置するSDlを若林城の造
営に伴い造った水路と断定することは難しい。しかし一つの可能性として考えるならば、造営と同時かもしくはそ

れ以前に開削されていた可能性も指摘される六郷堀から、城内か城外の何れかで分岐したSDlを介し取水した可
能性もある。この場合には改修前の lb溝が建物群と共に配置された水路となり、廃城後は水路全体をかさ上げし

た上で底面に敷石を施すなどの大掛かりな改修を行なったとみることもできる。今回の調査区をはじめ現在までの

調査では城内に丼戸は確認されていない。このことが確認された水路とどのような関わりを持つのかは今後の調査

に負う所が大きい。

第 3節 若林城跡出上の遺物について
(1)瓦 の検討

今回の調査では合計約13,893点 (1,421kg)の瓦資料を得ることが出来た。出土遺物には小破片も多く含まれるが、

近代の桟瓦を除くほとんどが若林城に伴うものである。主な器種としては軒丸瓦、丸瓦、軒平瓦、平瓦、英斗瓦、

輪違い、菊丸瓦、面戸瓦などがある。多くの近世城郭の調査では、長期間にわたり幾度もの屋根改修が行なわれる

のに伴い、調査では様々な時期の瓦が混在することで年代決定が難しい。しかし若林城において出土する瓦は寛永

年間という極めて短い時期に限定されるため、本遺跡のみならず、同様の瓦を出土する関連遺跡との遺構や瓦の対

比の上でも極めて貴重な資料となり得る。ただし留意しなければならないことは、城内の建物が移築されるにあた

り、葺かれていた瓦は建物と共に殆どが持ち出され、二の丸において再び使用されたと考えられることである。し

たがつて城内に残された瓦は、解体に際し破損したものや二の丸での使用見込みがなかったと推定されるものであ

り、それらが当時開口していた溝を中心とする施設内に廃棄されることで、調査における瓦の出土傾向は、使用さ

れていた全ての瓦の量はもちろんのこと、種類も正確には示していない可能性も考慮しなければならない。
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[瓦の分類方法 ]

瓦の分類については、若林城と類似する瓦を多く出土した仙台城本丸 1次調査や二の丸 。三の丸調査での分類を

参考とし、以下のような基準で行った。

丸瓦系

瓦当部をもつもので、軒先を飾る軒丸瓦と大部分を

占める丸瓦がある。

軒丸瓦 :瓦当部や瓦当部の剥離した痕跡の認められ

るもので、形状から、 1類.玉縁有り 2

類.玉縁無し に分類される。さらに瓦当

文様から、A.珠文三巴文 (左巻き) B.

三巴文 (左巻き)に分類される。 2類につ

いては今回出土していないが、第 7次調査

で確認している。

丸 瓦 :瓦当部が認められない丸瓦で、形状から、

1類.玉縁有 り 2類 .玉縁無し 3類 .

隅切 に分類される。軒丸瓦同様に 2類は

今回出土していない。凸面は縦位の強いナ

デ、凹面はコビキ痕、布痕、縄圧痕、棒状

工具痕などが認められる。

平瓦系

瓦当部をもつもので、軒先を飾る軒平瓦と大部分を

占める平瓦がある。

軒平瓦 :瓦当部や瓦当部の剥離した痕跡の認められ          第 17表  瓦分類表
るもので、形状から、 1類.軒平瓦 2類 .

滴水瓦 に分類される。さらに瓦当文様から軒平瓦は、A.三 棄文 B.桔 梗文 C.菊 花文 に分類

されるが、滴水瓦はA.花菱文のみの出土である。

平 瓦 :瓦当部が認められない平瓦で、形状から、 1類.平瓦  2類 .水返しのあるもの 3類 .隅切 に分類

される。凹面は横位の後、端部のナデ調整、凸面は縦位のナデ調整で離砂が認められる。

棟瓦系

棟部にのせる伏間瓦や戻斗瓦のほか、棟部にはめ込む輪違いや菊丸瓦、その他の棟込瓦のほか、棟部と屋根との

隙間に詰める面戸瓦がある。

伏間瓦 :形状により、 1類 .角桟伏間瓦 2類 .棟止瓦 (逆さ瓦)に分類される。棟止瓦の瓦当文様は菊花文で

ある。

戻斗瓦 :平瓦を縦半分に分割した形状で、製作工程上、 1類.焼成後分割 2類.焼成前分割 に分類される。 1

類は側面に割口と分割線が残存し、 2類は分割面に簡単なケズリ調整をしている。また凹面には別な分

割線が残存するものや、滑り止めのためのヘラ状工具による線刻が認められるものが多い。

輸違い :丸瓦を横に分割した形状で、狭端部と広端部があり、狭端部側の形状から、 1類.直線的に窄まるもの

2類 .丸く窄まるもの 3類 .丸瓦からの転用 に分類される。凸面は縦位の弱いナデ調整で、凹面は

コビキ痕、布痕が認められるが、 3類を除き縄圧痕は認められない。

用  途 種  類 形 状   1    文 様
九瓦系 軒丸瓦 類

類

玉縁有り    A類  珠文三巴文 (左巻き)
玉縁無し   B類  三巴文 (左巻き)

丸  瓦 類

類

類

玉縁有り

玉縁無し

隅切

平瓦系 軒平瓦 1類 軒平瓦    A類  三菜文
B類 桔榎文
C類 菊花文

2類 滴水瓦    A類  花菱文
平  瓦 類

類

類

平瓦

水返し付

隅切

棟瓦系 伏問瓦 1類 角桟
2類 棟止瓦 (逆さ瓦)A類 菊花文

焚斗瓦 1類 焚斗瓦    ①類 焼成後分割
②類 焼成前分割

輪違い 類

類

類

直線型

丸型

丸瓦転用

菊九瓦 A類 菊花文
面戸瓦 l類 長方形

2頬 隅切
3類 引掛付

飾瓦系 鬼  瓦

桟瓦系 軒桟瓦 l類 軒桟瓦    A類  珠文三巴文十江戸」
2類 廻 隅

桟  瓦 1類 引推卜付
その他の瓦 塀瓦 棟込瓦

不明瓦
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菊丸瓦 :菊花文の瓦当部が認められるもので、周縁を持たず、差込み部が短く幅狭で、先端が窄まる形状である。

差込み部の凸面はナデ調整、凹面はナデ調整とコビキ痕がみられ、布痕は認められない。

面戸瓦 :主に丸瓦を横に分割した形状で、凹面の三辺がケズリにより面取りされている。形状から、 1類。長方

形のもの 2類。両端を切断したもの 3類 .引掛け付きのものがある。 1類と2類は隅部が弧状に面

取りされ、凸面はナデ調整、凹面はコビキ痕と布痕が認められる。 3類は全く別の形状で逆方向に反る

引掛けをもっている。

棟込瓦 :菊丸瓦や輪違い以外のもので、棟込瓦の特徴をもつものである。

飾瓦系

棟先などを飾る瓦で、鬼瓦とみられるものがある。

鬼 瓦 :鬼瓦の特徴をもつもの。

桟瓦系

本瓦とは異なり、丸瓦と平瓦が一体化した瓦で、瓦当部をもち、軒先を飾る軒桟瓦と桟瓦がある。

軒桟瓦

桟 瓦

その他

塀 瓦

棟込瓦

不明瓦

瓦当部や瓦当部が剥離した痕跡の認められるもので、形状により、 1類。軒桟瓦 2類 .廻隅 に分類

される。 1類と2類の瓦当文様は、A.珠文三巴文十江戸式がある。凹面・凸面とも全面ナデ調整であ

る。

瓦当部が認められないもので、凹面・凸面とも全面ナデ調整である。引掛けなどの特徴を有するもの以

外でも、焼成が良好で、胎土が緻密で薄手な平瓦部破片を桟瓦とした。

形状が板状で、片側に桟や水返しが確認できるものである。

近代以降の特徴を持つもの。

出土した瓦はなるべく分類するようにしたが、小破片や摩滅のため器種の判別がつかないものを不明瓦

とした。

[若林城跡出上の瓦 ]

軒丸瓦 出土した軒丸瓦はほとんどが瓦当部の破片で、全体の大きさがわかるものはF6の 1点のみである。F6

は全長が37.2cm、 瓦当径19.lcmと大型で玉縁が付き、尻側に釘穴が認められる。凸面は通常の丸瓦と比べてやや

弱めのナデにより全体が丁寧に仕上げられている。凹面にはヨビキ痕、布日、縄圧痕が認められる。また今回の調

査では 7次調査で出土したような尻部が丸く窄まる形状のもの (2類)は出土していない。文様のわかる16点のう

ち、F10,11。 12・ 15の 4点は左巻きの三巴文で、残りの12点は周囲に珠文を配した三巴文である。巴文は全て

左巻きで、珠数のわかるものは、F8が 17個で珠径が1.4cm、 瓦当径が19,Ocmである。破片が多いことから珠数

のわかるものは殆ど無いが、珠径は1.3cm～1.5cm程度のものとなっている。瓦当部径は16.9cmが 1点、19cm前後

のものが 5点あり、大きさに違いがみられる。

軒丸文様の特徴としては、珠文のある巴の尾が長く反対側近くまで伸び、巴や珠文は高く丸みをもつのに対し、

珠文の無い巴文は、頭部が偏平気味となる。

丸 瓦 出土した丸瓦で尻部の形状がわかるものには全て玉縁が付き (1類)、 玉縁が付かず尻部が丸く窄まるもの

(2類)は出土していない。全体の大きさがわかるものは23点あり、これらは軒丸瓦同様に大きさにより2種類に

分かれる。このうち大型のものはF19。 25・ 32・ 41～ 44・ 46～48・ 57・ 59の 12点で、長さ33.9cm～ 35.5cm、 幅

17.Ocm～ 18.3cm、 高さ8.5clll～ 9.5cmである。玉縁を除いた胴の長さは 1尺 (30cm)程度である。小型のものはF20。

21・ 24・ 27・ 34・ 35。 50・ 52・ 60。 62の 10点で、長さ30.lcm～31.6cm、 幅15,Ocm～ 16.3cm、 高さ6。 9cm～8.lcm

で、胴の長さは 9寸である。また幅と高さの数値からみてその中間の大きさのものが 1点ある。出土地別でみると、
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S D10出土の丸瓦のほとんどが大型で、高さのみの数値ではあるが SD4と 6に も同様の傾向がみられる。逆に S
D7の ものはほとんどが小型である。

製作上の特徴としては、凸面は縦位の強いナデの後、両端部を横位の弱いナデで仕上げている。凹面にみられる

コビキ痕は、すべてがコビキ Bと呼ばれる鉄線切りのものである。その他には布目の他、半数程度に縄圧痕が認め

られるが、これは丸瓦の製作にあたり成形後に軸から外しやすいように軸に袋状の布を被せ、布を引き抜くための

縄を付けることによるものである。また少数ではあるが F28・ 39・ 43に は棒状工具による圧痕が認められ、さらに

F18には櫛状の刺突痕が認められるが、これは丸瓦を軸から外す際に使用した工具の跡とみられる。今回の調査で

は 1点のみではあるが F62の凹面側に平瓦凸面のような離砂が認められるものがある。このことから丸瓦の製作に

おいても離砂を使用した方法が存在する可能性があり、これが何の差によるものかを検討する必要性がある。

F33・ F58の 凸面中央には、「上」を象書で表した精緻な刻印が認められる。数多い丸瓦の中でも僅かなものに

刻印することは、それが単に上側を示すのみにとどまらないものとみられる。

軒平瓦 瓦彗文様のわかるものは21点あり、これには通常の形態をもつ軒平瓦と滴水瓦がある。軒平瓦の出土量は

極めて少なく、第 4・ 7次調査で出土している桔梗文は今回確認できない。 G16の 中心飾りは三葉文で、G8は唐
草のみの残存であるが、唐草の巻きや形状から三葉文とみられる。菊花文のものはG15と 24の 2点あり、若林城跡

では初めての出土となったが、このような軒平瓦は仙台城本丸跡にもみられる。

このうち17点の瓦当部は下端にくびれを持つ逆三角形状となり、通常の軒平瓦よりも高さがある滴水瓦と呼ばれ

る形態のものである。全体形がわかるものとしてはG4の 1点のみで、長さ32,7cm、 瓦当面幅29,7cm、 高さ9.6cm、

内区幅22.lcm、 内区高7.3cmと なり、中心の飾 りは花菱文が配され、唐草は下段内側が下巻き、上段外側が上巻き

で、花菱の隣には子葉が付属する。瓦当部形状がわかるものとしてはG5があり、瓦彗面幅28.5cm、 高さ9.4cm、

内区幅22.2cm、 内区高7.5cmと なり、文様帯の大きさや特徴からみてG4とは同絶によるものの可能性がある。他
の15点は全て瓦当部の破片であるが、出土した滴水瓦は全てG4や 5と 同じ文様とみられる。全体的な印象として
は瓦当面での離砂が顕著なものは文様全体がシャープさに欠ける感がある。

平 瓦 平瓦は瓦全体の出土量の約半数を占める反面、全体形がわかる程度に復元されたものはG55。 153・ 154の
3点のみと少なく、その形状から破損しやすかったとみられる。他に長さのわかるものが 9点、広端幅のわかるも

のが 1点ある。平瓦も丸瓦同様に 2種類の大きさに分けられ、大型のものはG49・ 55・ 63・ 130,153・ 154で、長

さ32.5cm～34.Ocm(1尺 1寸 )、 広端幅29.Ocm～30.OcrlR(1尺 )、 狭端幅が27.Ocrl■～27.lcm(9寸 )、 小型のもの

はG73・ 74・ 76。 77・ 78・ 133で、長さ26.3cln～ 28.5cm(9寸)となり、全体幅がわかるものは無い。丸瓦と同様に、

大きさにより出土場所に偏 りがみられ、小型のものは全て SD7か らの出土である。長さ 9寸というのは、SD7

から出土した戻斗瓦の長さとはぼ同値である。平瓦の中には焼成時に破断したとみられるものが幾つかあることや、

半分程度の幅のものが多く、これらの中には憂斗瓦に転用されたものが一定量含まれる可能性がある。またこれら

はSD7か ら出土した小型の丸瓦と同じ長さであることから、両者の組み合わせで葺かれていた可能性がある。そ
の他の瓦には、隅棟に使用されたとみられる隅平瓦 (G207)や 、谷部に使用されたとみられ谷唐草 (G208)が あ

る。

平瓦の調整の傾向としては、凹面がやや強い横位のナデの後、側辺に沿って縦方向のナデを施し、最後に周囲に

沿うように弱いナデで仕上げ、凸面が主に縦方向の粗いナデで調整され、多くに離砂が認められる。

平瓦の小口面には多くの種類の刻印が認められる。刻印の多くは竹管を利用した円形を基本とする簡単なもので、

一部に切れ込みを入れたものや、半裁したものを使用するなどのバリエーションがみられる。また長辺が lcm程度

の長方形の棒を利用した刻印や、それを対角線で小割りにしたような三角形状のもの、刻みを入れたものなどが確

認できる。また今回の調査で水返しをもつ平瓦は出土していない。
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伏間瓦 G6は 通常の軒平瓦とは異なり、平瓦部と瓦当部の上下を逆にした瓦で、棟の末端に葺かれた棟止瓦とみ

られる (2類)。 仙台城本丸跡では同様のものを「逆さ瓦」としており、出土数は少ない。瓦当文様は菊花文十唐草

である。菊花文の花弁数は 8枚で、唐草の配置からみてもⅢ層や撹乱で出土した軒平瓦にみられる瓦当文様と同意

匠とみられる。H133は棟最上部に葺かれた角桟伏間瓦で (1類)、 凸面、凹面ともにナデ調整され、角張つた桟の

付け根部分に釘穴が認められるものである。

貝斗瓦 平瓦を縦半分に分割したもので、その特徴から焼成後に分割した①類と、焼成前に分割した②類に分類さ

れる。①類は焼成前に凹面中央に予め入れられた線刻により分割したもので、戻斗瓦の殆どを占めている◇分割し

た割国は整わず、②類と比べ雑な仕上がりである。これに対し明らかに②類とみられるものはH5のみで、分割面

を簡単なケズリにより面取りした後に焼成している。H2・ 18・ 21は①類同様に凹面側の分割線からほぼ割れてい

るが、割面が焼成されていることから、焼成中に破断したものと考えられる。何れの文斗瓦にしても分割した面
の

形状は割口が簡単な整形を施すもので、この不整形面を棟内側として重ねることで外見上の体裁を保って
いたもの

とみられる。

Hlは①類の接合資料で、平瓦としては長さ27.5cm、 広端幅25.6cmとなる。このような接合品は第 7次調査で

も出土している。戻斗瓦は長さ26.8cm～ 29,Ocm、 広端幅11.lcm～ 17.2cm、 狭端幅10.5cm～ 12.5cmの大きさで、小

型の平瓦とほぼ同値である。凹面には幅が狭くやや深めの分割線とは別に、積み重ねる戻斗瓦の滑りを防止するた

めの線が数条刻まれるものがあり、線は浅く幅広のものと、幅狭で鋭いものがある。またH19には格子状に交差す

る鋭利な線刻が11本認められるが、これもまた同様の性格のものとみられる。遺構別にみるとSD7か らの出土が

■点と最も多い。

輪違い 狭端部の形状が行基式丸瓦の尻部のような直線的な 1類と丸く窄まる2類 とに大きく分類できる。図示し

た全体形】犬がわかるもの59点のうち、 1類は33点、 2類は26点ある。 1類は長さ13.2cm～ 15ね凱1、 広端幅13.7cm～

16.3cm、 狭端幅8.3cln～ 12.2cm、 高さ5。 7cm～ 7.6cmで、 2類は長さ13.lcm～ 15,4cal、 広端幅13.5cm～ 16.Ocm、 狭

端幅6.5cm～ 11.lcrll、 高さ5.2cm～7.6cmとなり、両者とも全体にばらつきがあるが、 1類の狭端面が極端に狭くな

るもの以外には、法量の大きなまとまりはみられない。またH76は大型で、長さ17.3cm高さ8.Ocmのものである

。 1類の凹面は広端部以外が面取りされ、凸面は弱いナデが施され、狭端部で僅かに反りあがるものもある。 2類

の凹面の面取りは 1類と同様であるが、凸面は横方向の弱いナデがみられ、狭端部には指で整形したとみられる幅

のある凹線が周つている。両者の凹面には布目や横位のコビキ痕に加え、 2類の狭端部側には布目のよじれがみら

れるものが多い。

輪違いは全体に丸瓦より薄く作られている。しかし中には 3類に分類されたH73やH76のように全体に厚手で、

側の面取り形状が異なり、凹面には他に殆どみられない縄圧痕を残すものも僅かに認められることから、これら
の

特徴を有する輪違いは丸瓦素材からの分割により製作された可能性がある。これに対し 1類と2類の輪違いの製作

にあたっては、技法上は丸瓦とほぼ同じとみられるが、丸瓦と同様の型 (軸)に布袋を被せ、この上に丸瓦よりや

や薄い粘土板を巻きつけたとみられる。輪違いの狭端部側の布日のよじれは丸瓦凹面の玉縁部のくびれ部分と比
べ

ると弱く、専用の型 (軸)を用いた可能性もある。さらに凹面には丸瓦にみられる縄状や棒状工具の圧痕が全くみ

られないことから、布についても専用のものを用い、型からの外し方も丸瓦とは異なる手法をとっていたものとみ

られる。また製作の際にはその形状や凹面の布目状況からみて、当初は 1類が型の下部、 2類が型の狭まる上部に

巻かれた粘土板を上下に三分割したものとの可能性を考えた。しかし1類の上下端部が切りっ放しで全体に粗雑な

感じを受けるのに対し、 2類の尻部は丁寧に整形・調整されており、両者は同じ型ではなく、全く別な工程を経て

製作されている可能性も否定できない。第 7次調査出土のF6は全体形状のわかる三巴文軒丸瓦だが、尻部には玉

縁を伴わず、その形状は輪違い 2類のように丸く窄まる。この軒丸瓦は後続する丸瓦の必要性が無いことから、掛
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瓦か甍瓦などに使用されたと考えられており、関連する遺物として興味深い。他のものにはH68・ 82の ように狭端

部側が面取 りされていないものがあり、これらは狭端部側面に砂が付着した状態で焼成されている。

輪違いにおけるこの二つの種類については、製作技法上の違いに止まらず、使用された建物や使用場所の違いの

有無などについて検討の必要がある。

菊丸瓦 全体のわかるものはH■0の 1点のみで、長さ17.Ocm、 瓦当部直径12.9cm、 花弁数は10枚である。差込

み部分の凸面はやや強めの縦位ナデで、凹面もナデ調整されコビキ痕などは認められない。これ以外の菊丸瓦は破

片のみであるが、花弁数はみな10枚 とみられる。菊丸瓦の多くは撹乱からの出土であるが、そのうち半数近くの 6

点が SB3北 西側のY28、 X41グリッドからややまとまって出土している。

面戸瓦 面戸瓦には丸瓦の胴部を輪切りしたような長方形の 1類と、丸瓦の胴部を斜めに切断したような隅切の 2

類があり、 1類が圧倒的に多い。 1類は短軸の長さが9,4911～ 12.2clllで、全体がわかるH91は長さ10.lcln、 幅16.Ocln、

高さ7.2cmである。 2類は長さ29.5cm、 幅16.lcm～ 16.2cln、 高さ7.5～7.9cmで 、小型の丸瓦と同等の長さをもっ

ている。両者とも凸面はナデ調整されるが、通常の丸瓦のような縦方向のナデは認められない。凹面は丸瓦同様に

コビキ痕、布日、縄圧痕が認められ、四辺を面取りされる。 1類の隅は角が取られ、平瓦の凹面と合うように弧状

に仕上げられている。また今回の調査で初めて出土した 3類のH90。 96は 1類とは全く形状が異なり、蟹面戸に近

いもので、長さ12.4cln、 幅13.4cm～ 14.Ocm、 高さ3.Ocm～3.4cmで、表裏面とも横位のナデ調整、端部は丁寧なケ

ズリにより丸く仕上げている。基部には上向きの反りと刻み状の横位の沈線があることで棟部での引掛けとみられ

る。 1類と3類は形状が全く異なり、同様の用途をもちながらも使用場所が異なっていたとみられる。

鬼 瓦 鬼瓦とみられる破片は 5点出土している。H124・ 126は海津型の側縁部破片である。H123は棟の固定に

使用する龍頭部分、H125は瓦当部分の破片とみられる。またH127は近代の丸張型丸立鬼である。

桟 瓦 撹乱の中からは近代とみられる桟瓦も多数出土している。H128は尻の部分に引掛用の突起が付属し、釘
穴が認められる。両面ともナデ調整で裏面に櫛目状痕が 2列認められる。H129・ 131・ 132は軒桟瓦で、瓦当文様

は江戸式で、小巴は珠文三巴文 (左巻き)で珠文数は 8個あり、垂れは唐草文の組み合わせである。H130の廻隅

も瓦当文様は同じ組み合わせの江戸式である。これらの江戸式は唐草の頭部が球状で、巴の頭部も大きく明瞭とな

り、尾は短い。これらの特徴の桟瓦は19世紀前葉以降のものとされている。

その他の瓦 H134は塀瓦で、板状の瓦に桟が付属している。H105と H137は凸面が上向きになり、垂れが付き、

隅が斜めに切られる形状である。H105の上面に 1か所、H137の側面に2か所の釘穴がある。形状からは箱戻斗瓦

の可能性が考えられ、垂れの長さが前後で違い、棟端で反りを出すために使用された可能性もある。H135は近代

の棟込み瓦で、連続輪違いの文様をもつが差込み部は欠損している。

[瓦の法量別分布]

第 7次調査の結果から、丸瓦、平瓦、英斗瓦においてはその法量面で幾つかのまとまりのあることが指摘されて

おり、今回出土した瓦においても同様の傾向を確認することができた。丸瓦や平瓦の大きさには規格性が認められ、

概ね 2つの大きさに分けられる。

丸瓦は 1寸を約 3 cTIlとすると、大型のものが長さ 1尺 1寸～ 1尺 2寸、幅 6寸、玉縁の長さを除いた胴の長さが

1尺程度となり、小型のものは長さ 1尺～ 1尺 1寸 5分、幅 5寸～ 5寸 5分、胴の長さが 9寸程度となる。前者は

SD6と S D10に 、後者はSD7に 多い傾向がある。また軒丸瓦は全体形がわかる資料が少なく詳細は不明である

が、大きさで 2種類に分けられ、丸瓦と同様の傾向を示すものとみられる。

平瓦も同様に 2つ に分けられ、大型のものが長さ 1尺 1寸、幅 1尺となり、小型のものは長さ 9寸～ 9寸 5分で

幅のわかるものは無い。前者はSBl周 辺の清跡や撹乱から、後者のほとんどはSD7か ら出土している。また大

型のものは今回の調査で出土した滴水瓦と同じ大きさのものといえる。



英斗瓦の長さは平瓦の小型のものとほぼ同じものが殆どで、大型の平瓦相当のものは確認できない。平瓦状に接

合された英斗瓦の大きさは長さ9寸、幅8寸 5分である。これらはSD4・ 6や SD7か らの出土が認められる。

輪違いは大きさにかなり個体差があり、丸瓦や平瓦のような規格性はみられない。 1類と2類ではその形状から、

2類の狭端部が狭くなる傾向がある以外、それぞれの間にも法量的な特徴は見出せないが、丸瓦を転用したとみら

れる3類は突出して大きいといえる。3類は僅かな出土数で、その大きさから1・ 2類とは別な棟に使用されてい

た可能性もある。
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[瓦の出土地別分布 ]

調査は主に遺構確認を目的としたため、掘り込んだ遺構は少ない。

そのため出土遺物の半数以上は後世の撹乱中か近世の畑耕作土であ

るⅢ層中からのものである。

全遺構内での出土量をみると、 SBl～ 3やその周辺溝である S

D4～ 8・ 10か らの出土が最も多く、全体の半数以上を占めている。

また SDlか らも約15%の瓦が出土しているが、これらは廃城後の

流入によるとみられる。

各建物 (溝跡)の器種ごとの出土傾向をみると、丸瓦系が 3つ の

建物周辺で出土しているのに対し、平瓦系はSBl(SD4・ 5・

6)で半数以上が出土しており、 SB3で は極端に少ない。文斗瓦

はSDlか らの出土が最も多いことを除けば、SBl(SD4・ 6)

とSB2(SD7)が 多く、 SB3周 辺では平瓦と同様の極めて少

ない傾向を示している。輪違いは SD7で 集中出土地点があったこ

とから半数以上が SB2で 、 SDl以 外には極めて少ない状況であ

る。面戸瓦は SBl(礎 石跡・ SD4)か らの出土が殆どで、 SB

3(S D10)か らの出土はすべて隅切のものである。

173・ 174図はⅢ層中出土瓦の重量分布である。遺構内出土瓦に対

し、畑耕作土Ⅲ層中の瓦は、本来の層位を保っておらず、また城内

での客土等により平面的にも瓦廃棄時の状況を示すものではない可

能性があるが、概ねその当時の分布状況を示しているとみられる。

全体的には 3棟の建物周辺からの出土が多く、建物を取巻く石敷遺

構周辺からの出土が少ないことがわかる。また建物の中心部分に比

べ、周辺部で多い傾向が読取れる。建物別ではSBl周 辺からが多く、清跡出土瓦と同様の傾向を示している。こ

れは瓦の廃棄が主に周辺の溝を中心に行なわれた結果、溝跡上半部が耕作により撹拌されることで平面位置をあま

り変えずにⅢ層中に巻き上げられていることを示すものといえる。

SB2と SB3の南側に位置するSDlか らは82.2kgの瓦が出土しており、主な瓦の比率は平瓦31%、 丸瓦23%、

文斗瓦16%、 輪違い22%である。他にも滴水瓦や菊丸瓦、谷唐草などがある。この溝の機能した時期については不

明な点があるが、溝の堆積土中から出土した瓦が廃城時の廃棄によるものかあるいは完全な後の流入なのかは判断

できない。またSDlの南北には塀跡が並走しており、建物のみならずこのような施設との関係も検討する必要が

ある。

[推定 され る瓦葺きのあ り方 ]

調査で出土した若林城に関連する瓦は建物の移築に際し、二の丸に持ち出された際に何らかの理由で残された瓦

とみられる。溝跡を中心とする分布においては、概ねその溝が取囲む建物自体での瓦の使用実態を反映しているも

のと推察されるが、掘り込んだ面積が狭く、必ずしもそれが建物での瓦のあり方を正確に反映するものではないと

いえる。

SB¶  周辺溝であるSD4・ 5。 6では、合計で172.4kgの瓦が出土している。ここでは平瓦系の比率が高く、

次いで丸瓦、英斗瓦の順に高い。特にSD4(64%)と SD5(88%)の 平瓦系の比率は、遺跡全体での比率 (48%)
と比べてもかなり高い比率といえる。また出土した全ての丸瓦系の38%、 戻斗瓦の31%が これらの溝内から出土し

その他
の遺機

他
濫
の
の
そ

遺構別

第172図 瓦の出土割合
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第173図 Ⅲ層中出土瓦の重量分布図 (1)
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ている。さらに面戸瓦は礎石跡からの出土を含めると、全体の70%が SBl周 辺で出土したことになるが、一方同

じ棟瓦である輸違いは遺構全体の 8%しかなく、その数に大きな偏 りがある。しかし全体的には平瓦、丸瓦、戻斗

瓦といった本瓦葺屋根を構成する主要な瓦が一定量出土していることからみて、建物は棟部の形状は明らかでない

にせよ、屋根全体が本瓦葺であつた可能性が極めて高いといえる。また周辺より出土する瓦類は大型のものが多く、

台所であるSBlに は他より大型の瓦が使用されていた可能性がある。

SB2 周辺溝であるSD7で は70,9kgの 瓦が出土している。出土比率としては輪違いが圧倒的に高く、重量の軽

い輪違いが SD7出 土遺物全体の40%を占め、次いで平瓦29%、 戻斗瓦16%、 丸瓦13%となっている。出土傾向

の特徴は輸違いや戻斗瓦といった棟瓦の出土比率が高いことである。また出土した平瓦は英斗瓦とはぼ同じ規格の

小型のみで、幅も半分程度までの大きさとなっている。さらに焼成中に破損したとみられ、破断面が焼成されてい

る平瓦も多く出土している。これらのことから一つの可能性として平瓦が英斗瓦として転用されていたことも考え

られる。以上のことからSB2は SBlと は異なり棟部分を中心とした瓦葺きとし、大屋根全体を板葺きとした建

荊
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第175図  溝跡別による出土割合
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物であった可能性がある。ただしSD7か らは量は少ないが棟郡以外で使用される丸瓦も出土している。若林城跡

ではこれまで棟の最上部に載る伏間瓦は殆ど出土しておらず、これを丸瓦の周辺からの移動とみるのか、あるいは

棟瓦の代用として葺かれたのかまで判断するには至っていない。

SB3 周辺溝であるSD8・ 10では、合計で45.3kgの瓦が出土している。中でもS D10か らは36.8kgである。

全体量が少なく分布傾向の正確さに欠けることも否定できないが、建物北 。東辺のSD8が 輪違いの比率が高いの

に対し、西辺の S D10では丸瓦系の合計が70%で、英斗瓦や輪違いの棟瓦はほとんど出土せず、地区により傾向の

偏りがみられる。 S D10の丸瓦は全て胴の長さが 1尺程度の大型のものであるが、平瓦の大部分は破片で、全体形

のわかるものは殆ど無い。また 2点出土した面戸瓦も大型の隅切である。以上の状況から、瓦の出土量からすれば、

この建物は SB2同 様に瓦が棟部などに限られた板葺きの可能性もあるが、仮に建物北西側に玄関部を想定した場

合、この周辺の建物の一部や付属施設等において瓦が使用されていたことも否定できない。北東狽Jの境乱中からは

全体でも出土量の少ない菊丸瓦が多く出土しており、 この状況と何かしら関係するかもしれない。
集  石
土 坑
その他
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第 176図  瓦の種別による出土割合
[軒平瓦の文様 について ]

ここでは最も瓦を特徴付ける軒瓦でも、瓦当文様により幾つかの種類に分けることができた軒平瓦についてみて

みる。

軒平瓦の文様構成 若林城跡の第 8次調査までで出土 している軒平瓦の中心飾り文様は、三葉文・桔梗文・菊花文

の 3種類で、滴水瓦では花菱文の 1種類のみである。また棟止瓦では菊花文が出土している。

全合の出土量自体は少ないが、最も多いのは三葉文で、他は僅かな出土である。

三葉文は今回 2点出土しているが、第 7次調査のSX8(池 跡)か らは 7点の出土である。三葉が輪郭を凸線で

表現するのに対し、唐草は凸帯状に浮き出ており、ボリューム感のあるものとなっている。同様のものは仙台城跡

軒丸瓦・丸瓦 軒平瓦・平瓦 更斗瓦
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各所で出土しているがやはり量的には少ない。

桔梗文は第 4・ 7次調査で計 3点出土している。中心飾 りの花弁は

5枚で、凸線により花弁先端がやや剣形に太く表現されるが、全棒に

偏平で立体感に欠けるものである。唐草の配置は不明で、わずかに残

る部分では上下に 2対確認できる。これも仙台城各所で出土しており、

桔梗の形状により幾つかに細分されている。

菊花文は今回初めて出土 した文様で 2点 ある。花弁数は 8枚で、

凸線状に表現され、唐草は左右 3対が配置されている。また同様に初

めての確認となった棟止瓦 (逆さ瓦)の瓦当文様にも同意匠のものが

みられる。本丸跡では菊花文のものがやはり軒平瓦と棟止瓦とに確認

されており、両遺跡とも瓦の組み合わせをみる上で貴重な発見となった。

が、これには下向きの唐草が無い。

以上のような瓦類は三の丸跡の調査において17世紀初頭とみられる遺構群から出土している。また二の丸跡出土

の三葉文のものも元禄期の盛土より下層から出土することで17世紀代のものとしている。このことから、これら三

つの文様は桔梗文の様に細分されることからも一時的な文様ではなく、使用期間がある程度長期にわたると推定さ

れる。

若林城跡の調査においてこれら三つの文様間に時期差を見出すことはできない。また軒丸文様にもある三引両文

や九曜文などのいわゆる家紋系瓦が全くみられない。二の丸地区においては軒丸瓦における巴文から家紋系文様ヘ

の転換は寛永15年の二の丸造営が契機になったとされることから、若林城で家紋系文様が使用されることは無かっ

たとみられ、上記 3つの文様は慶長年間の仙台城本丸造営当初かそれを多少下った時期に使用が開始された文様を

受け継いだものと考えられる。

[,商水瓦 について ]

滴水瓦は通常の軒平瓦の瓦当部が垂下し逆三角形状となり、下端にくびれを持つものである。俗に朝鮮瓦とも呼

ばれるこの瓦は、文禄・慶長の役を直接の契機として広く伝播したものとされている。朝鮮での滴水瓦の特徴は、

瓦当部の下端が逆三角形に拡大し、平瓦本体に対し120度程の角度を持つことである。国内で最も古い滴水瓦は山

(内 1点は棟 止瓦 )

花菱文 (滴水瓦 )

第 177図 軒平瓦の瓦当文様

三の丸跡でもほぼ同様の菊花文がみられる
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第178図 軒平瓦・棟止瓦の瓦当文様
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日市乗福寺出土のものとされ、乗福寺は倭寇を封じるため朝鮮派兵を行っていた守護大名大内氏によって1312年 に

建立されたものであり、14世紀後葉のものとみられている (注 1)。 文禄の役以降の例としては姫路城や熊本城など

にあり、いずれも文禄・慶長の役にかかわった池田輝政や加藤清正の築城によるものである。伊達政宗もまた文禄

の役の際に渡海しており、仙台城本丸跡や瑞巌寺においても滴水瓦が確認されている。滴水瓦の瓦頭部と平瓦と

の角度は姫路城が109～ 117度、熊本城が107度 と李朝瓦本来の特徴を色濃く残しているのに対し、当地域での角度

は直角に近く、文様も花文と唐草が配置されるなど、形状や文様内容共に軒平瓦に類似しており、事実、同意匠の

文様は軒平瓦にも確認できる。

瑞巌寺所蔵の滴水瓦のうち、「源五郎作」の刻印のあるものは慶長期の瑞巌寺創建に伴う瓦とされているが、若林

城跡出土のものと形状や意匠面からみて同様のものである (注 2)。 文様構成をみると、中心飾りは上下左右に配し

た四葉の花菱で、唐草は上下に巻き込む 2対があり、花菱の左右には子葉が配される。花菱や唐草は単純な凸線で

はなく、縁を稜線状の凸線で描き、中央方向が徐々に肉薄になるよう立体的に描かれている。また子葉には葉脈が

顕著に認められるなど、若林城出土品と比較し細部にいたるまで鮮明でシャープな印象を受けるものである。これ

に対し若林城跡出土のものは数点あるが、子葉の葉脈などは僅かに確認できる程度で、全体的に角が落ちたものと

なっている。特に瓦当面に離砂が顕著に認められるものにはその傾向が強い。このことからも瑞巌寺の滴水瓦は若

林城のものよりも時期的に遡る可能性がある。瑞巌寺の滴水瓦にはこの他にも大沢瓦窯跡から供給されたとみられ

る「太田市兵衛」の刻印が押されたものがあるが、中心飾りは剣花菱文で花菱は斜めに配され、顎高がやや低いも

のとなっている。この瓦は瑞巌寺の改修に伴う17世紀中頃のものとみられている。仙台城本丸跡や二の丸跡におい

ても数は少ないが同種の滴水瓦が出土しており、またこれとは別に本丸跡では菊花文が旋回するような意匠の顎高

の低い滴水瓦も出土しているが、同文様は軒桟瓦にもみられ、顎高の低さも考えた場合、退化形状とも理解できる。

第 5次調査では出土した軒平瓦のうち滴水瓦の占める割合が極めて高く、その出土位置や平瓦・丸瓦との法量の

比較から、台所と推定されるSBlで 滴水瓦が使用されていた可能性は高いといえる。しかし全ての軒先を飾って

いたかは不明で、量的に多くみられる三葉文軒平瓦についても滴水瓦と共に使用されていた可能性も否定できない。

現時点で仙台城において滴水瓦を使用した建物がどのような性格のものだったかはわからない。現在の瑞巌寺本堂

の屋根の軒先や甍棟を飾っているのは三巴文や九曜文軒丸瓦と共に剣花菱文の滴水瓦であり、庫裏には三巴文軒丸

瓦に通常の軒平瓦が葺かれ、玄関部分は桟瓦葺きである。これらがいつの改修によるものかもまた定かでないが、

滴水瓦が葺かれる条件がどのようなものであったのかを今後検討する必要がある。

[刻印瓦について]

第179図  滴水瓦の瓦当文様  瑞巌寺:渡辺 誠 (1990仙台城二の丸 :東北大学埋蔵文化財調査研究
センター (1998)

韓
仙台城 本丸跡 瑞巌寺  「源五郎作」の刻印あり

若林城跡 第 5次 の威」印あり

若林城跡 第 5次

平瓦の小口面に小さな刻印を多数確認した。刻印は全て狭端面側に押印され、竹管や棒状の道具による単純なも
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種 類 分 類 刻印形状 原 体 備 考

刻
　
印

A

1 円形 径 4nl■ l～ 12nlmの竹管状工具

2 θ
円形 径 5nlm～ 13al14の竹管状工具
円形が一部重なる

3 ⑮ 〇
径 8nlm～ 9nlmの竹管状工具に 2箇所切込みを
入れたもの

4 ⑬
径 1lHlla～ 1241mの竹管状工具に十宇形の切込みを

入れたもの

5 ④ ◇ 径 8Hlm～ 9almの竹管状工具の一部を残したもの

6 だ ∝ 径 8alm～ 9111nの竹管状工具を 1/3程度に割つたもの

7
◇
ο 柊 A6の一部に切込みを入れたもの

B

1 預 令
8■lm～ 10mlm大の断面長方形の棒状工具を対角線に
小割りしたもの

く]]〉 欝
841m～ 10Hlm大の断面長方形の棒状工具に三角形・

長方形の切込みをいれたもの

3 欝
8nlm～ 10■lm大の断面長方形の棒状工具に切込みを
入れたもの

印
　
判

Cl 圃 ⑦ 「上」 (察書)7nlm大の印判 丸瓦凸面にのみ確認

圧
　
痕

〔
ツ ◆ 幅12vlm大のヘラ状工具

El 簸 ∞ 径 5mlm程の紐

線
　
刻

Fl < ＼ 10Hlm長の線刻 尖った工具

第180図 刻印分類模式図
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園版番 召 登録番号 種  類 亥1印位置 遺構 層位 分  類 備    考
平 百 肛 層 紀番3mm

2 平 瓦 ?音 4mm

3 C156 平 瓦 ′Jヽ 日 Fき L

平 瓦 卜瀧 2群 1( 径登5mm

5 G132 平 瓦 /1ヽ 日 道路状遣格 径5m
平 瓦 /1ヽ ロ SD6 Al 径5mn

平 瓦 /1ヽ 日 抗乱 径5mが 3つ

平 百 径6mm

平 瓦 皿 層 各6mm

10 平 瓦 径6mm

11 平 瓦 13号隻石 雀と6mm

更斗瓦 ガヽ日 SD6 径6mm

図版番号 登録番号 種  類 刻印位置 遺構・層位 分  類 備    考

13 G101 平瓦 /1ヽ 日 小澪 2群 9 ぞ隣イmm

平 0 小濃 2離 1 窄職7mm

平 瓦 窄岳7mm

平 瓦 /1ヽ 日 情 乱 紀登8mm

G161 平 瓦 撹 乱 往登8mm

平瓦 月ヽ 日 1号石組 紀登8mm

平瓦 /1ヽ 日 Al 紀登8nm

平瓦 ぞ帝8mE

平 面 小濃 2群 ] 窄冶9mm

平 瓦 Ⅲ層 ?壬 9mm

平 瓦 旭ヽ 日 Ⅲ層 径9剛

平 瓦 ′卜口 小溝 2群 12 径 10Hm

第181図  刻印集成図 (1)
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6

鄭板番 弓 奇録番 号 種 類 刻印位置 遺構・層位 芥  箱 備    考

2 平瓦 Ⅲ 層 径 lomm

2 平瓦 皿 層 径 101m

平 瓦 皿 層 径10mm

4 平 瓦 m層 径IOmm

平 瓦 Ⅲ層 径10�

平 瓦 /1ヽ 日 皿層 径10nn

平瓦 境乱 俸10mm

平瓦 旭ヽ 日 暗 舌| 径 lomm

9 平瓦 精 舌I 径10mm

¥五 隣舌L 径10mm

11 平 瓦 精 舌L 径10nm

平 瓦 境乱

コ版番号 登録番号 種  類 刻印位置 今  塩 結    考

G155 平瓦 琥説舌| 径10nm

14 平瓦 1 態・森誉I 径10mm

平 瓦 径10mm

平 瓦 径10mm

平 瓦 窄帝Iomm

平瓦 /1ヽ 日 窄啓iOmm

G60 平瓦 窄岳10Huf

平瓦 径1飩m

平 , 径 104n

平 瓦 Ⅲ層 径10剛

平 瓦 トロ 皿層 径 10n m

平 瓦 トロ ぞ番10mm
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図版番号 審銀番 P 繕  箱 勿 E日付 僣 今  箱 備   考

平 , Ш 燿 径 8血 が 2つ

平 瓦 Jヽ 日 精 乱 径 8mlが 2つ

G50 平 瓦 径131mが 2つ

平瓦 7号集石 径81m

17 C127 平瓦 /1ヽ 日 Ⅲ層 径

平瓦 /1ヽ 口 撹舌L A4 径

俸

平 瓦 径

平 瓦 小 口 Ⅲ 層 径

G95 平 瓦 SK74 径

G107 平瓦 小 ロ Ⅲ層 径 121m

図版番号 登録番号 種 類 刻印位置 遺構・層位 分  類 備    考

平夏 0暑笙石 径

平 百 Ⅲ 層

平 瓦 皿層 径

平 瓦 トロ 培 乱 径

平 瓦 トロ 径

6 平瓦 トロ 1号瓦 礫 径

平瓦 /1ヽ 日 皿層 布警5mmが 2ツD

Gl10 平瓦 nI層 径 5mmが 2つ

平 百 皿 層 径 5mmが 2つ

平 瓦 1建・醸 19 径 5a lが 2つ

平 瓦 Jヽ 日 精 乱 径6mmが 2つ

平 瓦 トロ 皿遷 径8mnが 2つ
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盟版番 号 群録 番 号 種  類 刻印位置 遺構・層位 今  埼 備    考

面戸瓦 o暑蕉石 長さ7mm

平瓦 Ⅲ 層 長さ8mm

平瓦 長さ8n m

平 瓦 Ш届 長さ9mm

平 瓦 撹 乱 長 さ9m
平 瓦 ノトロ 岳 A9mm

平瓦 ノJヽ日 DI層 岳さ9mm

平瓦 ′トロ 長さ91u「が2つ

21 平瓦 Ⅲ 層 室登8mm

平瓦 精 乱 幅10mm

平 瓦 構 乱 Bl 幅10m

平 瓦

鄭 lC碁 弓 菩銀番 弓 種  類 亥J印位置 遺構 層位 分  類 備    考

Gl15 平 瓦 皿層 俸 12m「

2 平瓦 肛層 ぞ議12mm

平瓦 増 笥 径 12mm

平瓦 情 ヨ 雀監12mm

5 C35 平 五 径 12剛

平 瓦 径 2mm

平 瓦 径

ヨニI五 1号石細 終

9 平 瓦 Ш層 径3mm

平瓦 情 舌 径 81m

平瓦 ℃登8mm

平 面 Ⅲ 層 長さ10mm

第184図  刻印集成図 (4)
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第185図  刻印集成図 (5)

のが多い。また刻印以外にも組やヘラ状工具による圧痕や線刻が僅かではあるが確認されている。また丸瓦には玉

縁際の凸面に象書の「上」という文字が押印されるものが 2点確認された。

最も多いものが竹管を利用したA類で、径 4mm～ 12mmの単純な円形のもの (Al)が最も多く、全体の半数近く

を占める。A類には他に円を重ねて押したものや (A2)、 一部に切れ込みを入れたもの、竹管を半分に割ったもの

によるものなどがある。同様の刻印は仙台城本丸跡や二の丸 FVA調査においても多数確認されている。棒状の工具の

小日面を利用したものが B類で、断面三角形に小割 りしたもの (Bl)が B類の中では最も多い。他には断面長方

形で複数の刻みを入れたもの (B2)な どもある。これらの刻印の他に、印判状のものをC類、ヘラ状の圧痕をD

類、組状の圧痕をE類、線刻をF類に分類している (180図 )。

刻印などの性格としては、現時点では不明と言わざるを得ないが、仙台城石垣の石材の多くに様々な刻印が刻ま

れるのと同様に、これらは瓦を葺く場所の位置や製作に関わった者の違いなどにより付されたものとみられる。

(2)陶磁器・上師質土器の検討

[陶磁器の出土傾向について ]

今回の調査では瓦と共に近世の陶磁器類や土師質土器が出土している。出土品は小破片ばかりで、近世陶器100

点、近世磁器50点、近世の土師質土器1,011点である。その他には明治から昭和にかけての陶器333点、磁器89

点があり、重量比率では陶器の60%、 磁器の87%が明治時代以降のもので占めている。調査面積や検出した遺構

からみた場合、かなり少ない出土数量と言わざるを得ないが、これは遺構の掘 り込み調査が限定的であったこと

郎

刃続番 男 登録番号 種  類 刻印位置 遣構・層位 分  類 備    考
平 , 幅 10mm

平 瓦 幅 10mm

3 GH7 平 瓦 皿 層

“

言5mm

平 瓦 /1ヽ 日 情 乱 前君9mm

平瓦 皿層 市冨9mm

前雲9mm

図版番号 群録番 号 種  類 刻印位置 分  類 備   考

7 平 瓦 精 乱 Is10mm

8 丸 瓦 凸面 Ⅲ層 長さ6om

丸瓦 凸面 長さ71n

玉 綴 Ш層 Dl 幅12mm

平 瓦

12 G137 平 瓦 結舌1 岳よ1
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に加え、城としての存続期間が10年あまりと極めて短く、その

殆どのものは二の丸への建物移築に伴い持ち出されたことによ

るものと理解できる。またこれまで調査地区が城の 「表側」に

よることで、城内での廃棄行為が行なわれなかったことによる

ものとの考えもできる。

ここでは出土陶磁器類の全てによる分類や集計を行なった。今

回の資料の大半は遺構出土のものではなく、基本層Ⅲ層中や撹

乱中からのものが中心であるが、遺跡の性格上、遺物の殆どが

存続時期の明らかな若林城やそれ以後の施設との関わりの中で 第186図  種類別比率 (17世紀前半)

捉えることが可能といえる。

127図はⅢ層中からの陶磁器や土師質土器類の出土分布を示したものであるが、SBl周辺に多く出土する傾向

が見て取れる。Ⅲ層中での瓦の出土傾向にもみられるように、この傾向もまたSBl周辺での陶磁器の使用傾向を

示しているといえ、特に第 7次調査を含め、丹波産ほかの悟鉢がこの建物周辺から多く出土する状況は、ここが台

所と想定される事とも密接に関係しているとみられる。

陶器と磁器の出土比率は17世紀前半においては陶器86.4%に対し磁器13.6%、 18～ 19世紀においては陶器

84.4%に対し磁器 15。6%と、近世を通しその組成比率にはあまり大きな変化はみられない。一方近代以降になると

陶器45.5%に対し磁器54.5%と逆転し、ほぼ同比率となる。これは明治に入り宮城集治監が設置されることにより

多量の食器類の使用により、瀬戸の新製染付などが大量に入ったことや、東北地方でも磁器生産が開始されたこと

による結果とみることができる。

[陶器の産地別組成 について ]

陶器の産地別組成については187図 に示した通りである。なお集計にあたっては個体破片数によるバラつきを避

けるため重量比により行なった。

若林城が機能していた17世紀前半においては、肥前系と瀬戸・美濃産がそれぞれ40%程度の比率で拮抗し、僅

かに丹波産、岸窯系が加わっている。肥前系の確実なものは唐津産で、瀬戸・美濃産は織部や志野を含んでいる。

いずれも鉢類が目立つが、これが本来の組成かどうかは定かではない。丹波産は無釉悟鉢で、日縁部がないため詳

昭和

明治～大正

19世紀

18世紀

17世紀後半

17世紀前半

中 肥前系

‐田日瀬戸美濃

‐‐ 京・信 楽

匡 コ 丹 波

呻 大堀相 馬

― 小野相馬

匡=]岸窯系
匡=]堤
匡 コ 不 明

時期別比率

17世紀前半

H寺  期 肥前系 瀬戸美濃 京・信楽 丹  波 大堀相馬 小野相馬 岸窯系 堤 不  明

0 0 0 O 13

0 0 869

19世紀 2 0

18世紀 0 0

17世 /FE後 半 2 O O 0

71H紳 前 半 O
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細な時期は明らかではないが、第 7次調査出土遺物に類似することから17世紀前半を中心としたものとみられる。

岸窯系のものは悟鉢とみられ、初期のものとみられる。なお組成には加えていないが、16世紀代とみられる信楽産

の小型壺と越前産の中型甕が出土しており、これらは伝世品の可能性が高いとみられる。越前産の甕は日唇部の平

坦化傾向に加え、日縁部内面の沈線表現がしっかりと残る段階のもので、「鬼板」塗布段階以前のものである。こ

れは近世越前焼播鉢編年の I-2後に比定されており、1550～ 1575年頃のもとされている。また越前産陶器は東北

地方の太平洋側でも僅かな出土であり、仙台周辺では初めての資料である。同一イ回体とみられる破片がSBl周辺

でまとまって16点出土していることは播鉢同様にこの建物の性格を物語っているといえる。

若林城廃城後の17世紀後半においても肥前系と瀬戸・美濃産がほぼ措抗し、両者で70%を超え、残りは丹波産、

岸窯系であることにもそう変化は無く、これに加え僅かに京・信楽系が確認できる。18世紀に入るとこの状況は一

変し、これまで主体的であった肥前系や瀬戸・美濃産は激減し10%以下となる。産地不明品が多量に存在するため

実質比率はもう少し多くなると思われるが、これらと入れ替わるように大堀相馬産と堤産がほぼ同じ比率で加わっ

てくる。大堀相馬焼は仙台落の南に隣接する相馬藩領にあり、17世紀末に開窯したとみられ、小野相馬焼とともに

相馬陶器として日常雑器が大量生産される。堤焼は四代藩主伊達綱村が元禄年間 (1688～1704)イこ江戸の陶工を招

き城下に窯を開いたのが始まりとされ、江戸時代には杉山焼と称されていたようである (注 3)。 19世紀になると

僅かに残っていた肥前系はほぼ姿を消し、大堀相馬、堤にほぼ二分される状況となり、幕末期には堤産の比率が多

くなる傾向にある。なお陶器の出土量は幕末期においては前代の 3倍近くに増加している。明治に入っても大堀相

馬と堤に三分される傾向は同様である。

[磁器の産地別組成 について ]

磁器の産地別組成については188図 に示した通りである。若林城が機能していた17世紀前半においては中国青花

と初期伊万里とよばれる肥前磁器があり、後者が80%と高い比率を示している。中国青花は産地の同定まではでき

ないが、津州窯の粗製品は認められない。初期伊万里はいずれも優品であり、肥前磁器Ⅱ-1期に比定されるも

のである。市内では仙台城跡や当時の若林城下である南小泉遺跡から1630年代の初期伊万里が僅かに出土しているが、

今回出土したものは1610～ 1630年頃のこれらをやや遡るものとみられ、初期伊万里の流通を考える上で貴重な発見

といえる。」6は外尾山窯出土品に、 J21は吹墨技法で天神森窯出土品にそれぞれ類例が確認される。若林城廃城

後の17世紀後半においては中国青花が確認できず肥前系一色となる。確認できるのは丸碗である。18世紀におい

中 中 国
中 肥前系
園園日瀬戸美濃
匡=]地方窯
匡 コ 不 明 明治～大正

時期別比率

R寺 期 中 国 月巴前系 瀬戸美没 地方窯 不  明

昭  和

明治～大正 O O 2659

19世紀 0 13

8世紀

0

17世絹前 半

第188図 磁器の産地別比率
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ても17世紀後半同様若千の産地不明品を除くと肥前系が殆どを占め、器種は碗・皿を中心に波佐見産のくらわんか

手が加わるなど、全国的な様相と同様である。19世紀に入ると瀬戸で磁器生産が開始されることにより、前代の状

況は一変し、頑戸・美濃産が全体の80%近くを占め、肥前系は20%とその数を減少させる。なお産地不明の中には

19世紀前半に生産の始まった県北の切込焼や山形の平清水焼といった東北産の磁器が少なからず含まれているも

のと推察される。器種は端反碗が中心で皿を含んでいる。明治になると肥前系は払拭され、瀬戸・美濃産がほぼ80%

を占め、東北産のものが一部含まれる状況となる。なお宮城集治監での使用食器として、見込部に「監」字が入れ

られた井があり、「会津○○」の銘から会津本郷焼とみられる。また昭和の戦時統制下での統制食器も確認され、ク

ロム釉により圏線のみが描かれた工場食器 (国民食器)と呼ばれるものも認められる。高台内には「岐983」 。「岐

1015」 ・ 「岐1044」 。「瀬351」 などの統制番号の押印が認められる。

[土師質上器皿 について ]

陶磁器類を含めた組成比率において土師質

土器皿 (かわらけ)の占める割合は全体の94

%と極めて高い。これは仙台城二の丸跡や三

の丸跡などの状況と比較しても高い状況にあ

る。これは陶磁器類が城外に持ち出されたと

みられることに加え、土師質土器皿が一部を

除き、その場限りの消耗品であることによる

ものと思われる。ただし土師質土器の小破片

は土師器との区別が難しく、分類されたもの

には双方が混入している可能性も否定できな

ヤゝ。

出土品で全体を知ることができるものは少ないが、その中で底部破片が幾つか認められた。体部は内湾気味に緩

やかに立上がり、調整は全てロクロで底部は回転糸切りである。X8・ 41は体部外面をヘラ削りしており、焼塩壷

の調整と類似している。形状が復元できたX6・ 12・ 13・ 14。 23・ 38・ 46の 7点についてみてみると、日径は13.5

～14.2cm程の大きいものと、11.6cm程の小さいものとに三分できる。前者は底径 7m前 後と 8 cln前後の 2種類が

50     60     70     80     00     100
底径 (cm)

第191図 上師質土器皿の底径分布
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あり、後者は6.7cm程 となる。器高は口径が大きく底径 7cm前後のものは高い傾向があり、底径 8cm前後のものは

低い傾向にある。X6。 9・ 13・ 14は偏平気味のもので、土師質土器皿全般の傾向としては新しくなるにつれ器高

が低く偏平になる傾向が認められるとされる。また底径 5cm前後の小型のものも僅かにみられる。

土師質土器皿の中には口縁部や底部に油煙が付着しているものが1/4程度あり、これらは灯明具として使用され

たものとみられる。底部破片が多いため付着割合と皿の大きさの関係は明確でない。これに対し第 7次調査出上の

皿は付着する割合が高いものとなっている。二の丸跡では付着割合が多いことは17世紀初頭から前葉の特徴と考え

られており (注 4)、 今回の状況は若林城内での場所の違いによる用途に違いがあったことも推定される。

[焼塩壷 について ]

焼塩重はこれまでの調査で出土したもの同様に小破片の底郡資料が多く、全体形のわかるものは殆ど無い。全体

の特徴としてはロクロ成形で、体部下端を縦ないしは横方向にケズリ調整を入れ、底部は糸切り痕やナデ調整がみ

られることである。X39は内面底部にロクロ成形による渦巻状のナデが認められるものである。X16は これまで出

土した中ではわりと残存が良いもので、林部中位で一旦内側に括れながら口縁部へ直立する形状となり、これまで

出土した焼塩壺は全てこのような形状と推察される。また若林城跡では仙台城跡や藩の要職を務めた茂庭氏の居館

である上野館跡で確認されているような非ロクロ成形のものや、産地を示す刻印のあるもの、形状がコップ型で体

部に格子叩き目をもつものは一切出上していない。

三の丸跡では寛永15年以前とみられる I期の遺構群から若林城跡と同様の特徴をもった焼塩壺が出土しており、

他には形状は類似するがロクロを使用しない搬入品とみられるものも出土している。またこれらに後続するものと

して、二の丸跡ではコップ状で底部が厚く、格子叩き目のあるものが多く出土しており、これらはロクロ成形とい

う従来の技法を用いながらも、他地域に以前からみられた叩き目などの特徴を有するものといえる。17世紀初めに

関西地域で生産され全国に流通した焼塩壺は、粘土紐や粘土板から成形され、刻印を押すものも多いが、ロクロ成

形による焼塩重の出土は仙台や金沢などにある程度限られるとされる。これは地域での消費を目的に生産された独

自のものと考えられており、仙台における焼塩壼の特徴をもつものの出土は仙台城跡以外には仙台藩屋敷である東

京の汐留遺跡などの仙台藩に関わる遺跡にほぼ限られている。

[陶磁器ほかのあ り方 ]

若林城は仙台城にも劣らない高い格式をもった居住空間であったにも関わらず、短い存続期間に加え、計画的に

行なわれた廃城や移築により、残された陶磁器のみでその城内でのあり方を知ることは難しいといえる。しかしそ

のような中にも頑戸・美濃産陶器や丹波産播鉢、初期伊万里や中国産青花などに城内での生活が垣間見ることができ、

さらに越前産陶器はその入手ルー トを考える上で非常に興味深いものといえる。

仙台城二の丸跡では陶磁器の産地別分類が行なわれている。今回得られた結果は概ね二の丸での状況と一致して

いるが、18世紀以降のものに京・信楽系や肥前系などの高級陶器が殆ど含まれないことが大きく異なっている。こ

れは二の丸が近世を通し藩主の居館であったのに対し、廃城後に若林城が辿った姿を考えた場合には必然的な結果

といえる。そんな中でも幕末期において陶器量の増加が認められることで、この時期の城内に何かしらの動きがあ

ったことも推察される。

(注 1)高正龍 (2006)

(注 2)瑞巌寺宝物舘 新野一浩氏のご好意により実見させていただいた。

(注 3)関善内 (1974)

(注 4)東北大学埋蔵文化財調査研究センター『東北大学埋蔵文化財調査年報 9』 による。
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第 8章 まとめ
1.確認した基本層の性格は、 I層 :表土、Ⅱ層 :近現代の盛土層、Ⅲ層 :若林城廃城後の近世畑耕作土、Ⅳ層 :

若林城造営に伴う整地土層、V層 :若林城以前の旧表土、Ⅵ層 :古墳時代から中世の遺構検出面となる洪水起源

の自然堆積層となっている。今回の調査で確認した遺構はⅢ層上面およびⅣ層上面でのものである。

2.若林城の遺構は後世の境乱によりすでに失われていると考えられてきたが、調査区の全域において多数確認す

ることができた。今回の調査で確認した遺構は以下のとおりである。

遺構種別 Ⅲ層面 Ⅳ層面 Ⅵ層面 合  計 備    考

礎石建物跡 (SB) 4棟

(1号建物礎石跡) 32  芝ま

(2号建物礎石跡) 54  Zき

(3号建物礎石跡) 48 基

(4号建物礎石跡) 9 基

溝跡 (SD) 1 26  夕蕉 塀跡の可能性のあるものを含む

ピット (P) 33 基

石敷遺構 5 5か所

塀跡 1 1基

土坑 8 2 207  老き 焼土土坑 3基を含む

集石遺構 42  芝き

瓦・礫集積遺構 1 1かフF

小溝状遺構群 2 2 群 28条

第 18表 遺構数量表

3.確認した礎石建物跡は大型の建物 3棟を含む 4棟である。建物相互は強い規格性をもって整然と配置されてお

り、これらは大手日とされる西側に近いことから、城の表側の御殿を構成していた建物群の一部と考えられる。

各建物は当時の6尺 5寸 (1,97m)を 1間 とする柱間基準で造られている。

また建物や溝跡などの諸施設は増築や改修の痕跡がほとんどみられず、その姿は近世初期における城郭建築の

あり方を知ることができる極めて貴重な例といえる。

4.1号建物跡は『御二之丸御指図』に描かれた「大台所」と規模や構造面での一致点が多く、『義山公治家記録』

にある廃城後、仙台城二の丸に移築された建物であることが推定される。また 3号建物跡も同様の理由から指図

に描かれた「焼火間」として移築された建物である可能性が高いが、この建物の若林城における名称は不明であ

る。 2号建物跡は鉤形の形状をもち、内部の部屋間に格式の差を設けたとみられる配置をとった建物であり、建

物位置からみても城の中心的建物の一つと考えられる。

5.各建物の屋根は周辺溝跡を中心に出土した瓦量からみて、台所である 1号建物跡が瓦葺き、 2号と3号建物跡

が板葺きで、棟部などの一部に戻斗瓦や棟込瓦が使用していたと推定される。また建物周囲を巡る溝跡は雨落ち

溝であると共に一部は水路機能を備えており、その構造は溝跡の機能や配置場所により多種にわたっている。

6.小溝状遺構群は整地土であるⅣ層を撹拌することで形成されたⅢ層によるもので、調査区の全域で確認してお

り、さらに広範囲に広がつている。畑跡は廃城後にこの地に置かれた藩管理の薬園に関連するものと考えられる。

7.1号溝跡は城外より導水したとみられる幅の広い石組水路であり、廃城後に御薬園に関連して造られたと考え

られる他、改修前の濤跡については城の施設の可能性もあるが、六郷堀との直接的な関係は不明である。

8。 若林城の瓦はその多くが建物と共に城外に持ち出されたと考えられるが、出土したものには軒瓦類をはじめ多

くの種類がある。軒丸瓦の瓦当文様は珠文三巴文と三巴文があり、軒平瓦は三葉文と菊花文がある。また花菱文

の滴水瓦の出土数が多く、これらは瑞巌寺出土の慶長期のものと同種類である。
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若林城の瓦はその使用
―
が寛永4～134(1027～1630とい.う種めて煙Ⅲ期間に1特定され―るもかである。このよ

うな状流は様々な時期の瓦が混在するこ―との多い近世城郭にあっては極めてまれでヽ仙台城跡をはじめ近世初めの

瓦の時期を判断する上で貴重な資料であ|る .。

9.‐若林城で使用された陶磁器の中には中国青花や初期伊万里などの当時としては貴重なものも確認でき亀 .また

仙台領内では今回初めて出上した越前焼に加え、丹波産をはじめとする播鉾のLH L量の多さは、その流通過程や

台所である■号建物を考える上で重要である。
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Ⅵ国菫童





囮

1.若林城跡全景 (昭和20年米軍撮影 ) 2.若林城跡全景 (昭和22年米軍撮影 )

3.若林城跡全景 (昭和28年撮影 。西から) 4.若林城跡全景 (昭和59年撮影 。東から)

5若林城跡周辺 (昭和22年米軍撮影)※ ライン内が城下町推定範囲

1端
|=A■ :

写真図版 1

ギ士iI
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1宮城集治監 (宮内庁所蔵・西から)

2宮城集治監 (宮内庁所蔵 。東から) ※左手前にあるのは「朝鮮ウメ」
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1城南側の土塁と堀跡 (昭和30年頃・仙台市戦災復興記念館所蔵・南東から)※合成写真

2.城南側の土塁と堀跡 (西から)

4城西側の問跡と内枡形土塁 (南東から)

3.城東側の問跡と土橋跡 (南東から)

5.国指定天然記念物 「朝鮮ウメ」 (臥竜梅)

6.現在の六郷堀 (北から)

写真図版3

7.調査前状況 (北東から)
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l SKl掘 り込み】犬況 (】しから) 2 SKl断面】犬況 (西から) 3 SK2掘 り込み状況 (南 から)

(戸筍から) 61号 集石遺構検出状況 (東から)

97号 集石遺構断面状況 (東から)

1211号集石遺構検出状況 (北から)

(東 から) 7号集石遺構検出状況 (南から)
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―
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1010号集石遺構検出状況 (西 から) 1110号集石遺構断面状況 (東から)

1穀Ⅲ

1414号集石遺構検出状況 (東 から) 151号瓦 。礫集積遺溝検出状況
(南東から)
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4 SK5掘 り込み状況
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l SBl検出全景 (上が北 )
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2 SBl検 出全景 (北 から)
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l SBl礎石跡10検出状況 (南から)

3 SBl礎石跡 10根固め状況 (南 から)

5.SBl礎石跡18断面状況 (東から)

2 SBl礎石跡10抜取り痕掘削状況 (南から)

(西から)
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7 SBl礎石跡19検出状況 (東から)

写真図版8

8 SBl礎石跡 19根固め状況 (東から)



1.SBl礎石跡19根固め下部瓦出土状況 (東から)

3.SBl礎石跡20検出状況 (東から)

5.SBl礎石跡20根固め断面状況 (西から)

2.SBl礎石跡19根固め下部状況 (東から)

4.SBl礎石跡20断面状況 (西から)

6.SBl礎石跡20根固め下部状況 (東から)

7 SBl礎石跡28断面状況 (東から)

写真図版9

8.SBl礎石跡28根固め状況 (東から)
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1.SBl礎石跡 1検出状況 (北から) 3,SBl礎石跡 5検出状況 (南から)

4.SBl礎石跡 5煙管 (N12)
出土状況 (東から)

6.SBl礎石跡 8検出状況 (南から)

7.SBl礎石跡 9検出状況 (南から) 8.SBl礎石跡11検出状況 (南から) 9.SBl礎 石跡12検出状況 (南から)

10.SBl礎石跡13検出状況 (南西から)刊 1.SBl礎石跡14検出状況 (南から)12.SBl礎石跡15検出状況 (南から)

13.SBl礎石跡16検出状況 (南から)刊 4.SBl礎石跡17検出状況 (南から)呵 5.SBl礎石跡21検出状況 (北から)

2.SBl礎石跡 3検出状況 (南から)

5.SBl礎石跡 7検出状況 (南から)

272 写真図版10



l SBl礎石跡22検出状況 (南東から) 2 SBl礎石跡23検出状況 (南 から) 3 SBl礎 石跡24検出状況 (南 から)

4 SBl礎石跡25検出状況 (南から)5 SBl礎 石跡27検出状況 (南から) 6.SBl礎 石跡29検出状況 (南から)

7 SBl礎石跡3司 検出状況 (南から) 9 SBl礎石跡33検出状況 (南西から)

″
＼☆
汎
承

|,.>
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10 SBl西 辺玄関部検出状況 (西から) SBl西辺玄関部検出状況 (F筍から)
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1.SD4a l区底面状況 (東から)

(】ヒから)

5.SD5 2区 瓦出土状況 (南西から)

4.SD4a 3区断面状況 (南から)

6.SD5 1区 断面状況 (西から)
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7,SD6 1区 瓦配置状況 (東から)

写真図版12

8.SD6 1区 掘り込み状況 (北から)



1.SD6 2区検出状況 (西から)

3.SD6 2区 掘り込み状況 (西から)

5.1号石組遺構掘
',込
み状況 (北から)

2 SD6 2区 側板断面状況 (西から)

61号 石組遺構西側状況 (南から)

4.1号石組遺構検出状況 (西から)

7.1号石組遺構東側底面 。壁面状況 (北西から)

写真図版13

81号 石組遺構掘り方底面状況 (西から)
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脅
・筵

1.SK203掘 り込み状況 (南東から)

3.SK204焼面状況 (南から)

5.SK205娩面状況 (F菊 から)

2 SK204断面状況 (南から)

4.SK204掘 り方状況 (南 力ゝら)

6.SK205断面状況 (南から)
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7.SD19掘 り込み状況 (東から)

写真図版14

8.SD19内 ピット断面状況 (南から)



,一        ‐

培
〓
ｒ
崖

裏
歳
亀

l SB2検出全景 (上が北 )

● k`螂it,|| -1~
い   `1    4!   :

i寧Ⅲ  ⅢIJ■ it

静:協,
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l SB2礎石跡 8掘 り込み状況 (南 から)

3 SB2礎石跡12断面状況 (南 から)

2 SB2礎石跡 12検出状況 (南 から)

tilli:::::'デ輸 十
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1.SB2礎 石跡 1検出状況 (南から) 2.SB 2礎石跡 2検出状況 (北から) 3.SB 2礎石跡 3検出状況 (南から)

4.SB2礎石跡 4検出状況 (南から) 5.SB2礎石跡 5検出状況 (南から) 6.SB 2礎石跡 6検出状況 (南から)

7.SB2礎石跡 7検出状況 (北から) 8.SB2礎石跡 9検出状況 (南から) 9.SB 2礎石跡刊0検出状況 (南から)

10.SB2礎石跡11検出状況 (南から)11.SB2礎石跡14検出状況 (西から)12.SB2礎石跡刊5検出状況 (南から)

13.SB2礎石跡16検出状況 (南から)14.SB2礎石跡17検出状況 (南から)15.SB 2礎石跡18検出状況 (南から)
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1.SB2礎石跡22検出状況 (南から)2.SB 2礎石跡23検出状況 (南から) 3.SB 2礎石跡24検出状況 (南から)

4.SB2礎石跡25検出状況 (南から) 5.SB 2礎石跡26検出状況 (南から) 6.SB 2礎石跡28検出状況 (南から)

7.SB2礎石跡29検出状況 (南から) 8.SB 2礎石跡30検出状況 (南から) 9.SB2礎石跡31検出状況 (南から)

10.SB 2礎石跡32検出状況 (南から)11,SB 2礎石跡33検出状況 (南から)12.SB2礎石跡34検出状況 (南から)

13.SB2礎石跡35検出状況 (西から)14.SB 2礎石跡36検出状況 (南から)15.SB 2礎石跡37検出状況 (南から)
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1.SB 2礎石跡38検出状況 (南西から)2.SB 2礎石跡39検出状況 (南から)

4.SB 2礎石跡41検出状況 (南から) 5,SB2礎石跡42検出状況 (南から) 6.SB 2礎石跡43検出状況 (南から)

7.SB 2礎石跡44検出状況 (東から) 9.SB2礎石跡46検出状況 (南から)

11.SB2礎 石跡48検出状況 (北から)12.SB 2礎石跡49検出状況 (北から)

13.SB 2礎石跡51検出状況 (南から)刊 4.SB 2礎石跡52検出状況 (南から)15.SB 2礎石跡53検出状況 (西から)

3.SB2礎石跡40検出状況 (南から)

8.SB2礎石跡45検出状況 (南から)

五ril■|

10.SB2礎 石跡47検出状況 (北から)

一亀
ザ
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3 SD7東辺分岐部検出状況 (西 から)

2 SD7 1区 北東隅掘り込み状況 (北西から)1区底面状況 (西 か
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■
5 SD7 2区 瓦出土状況 (西 から)

議蕪耗 蠍
4 SD7東辺南端部検出状況 (北西から)
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2区底面状況 (北西から)
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8 SD7 3区 底面状況 (北 から)



l SB3検出全景 (上が北 )

2.SB2・ 3検出全景 (南東から)
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4 SB3礎石跡 5掘 り込み状況 (東 から)
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2.SB3礎石跡 2検出状況 (南から)1.SB3礎石跡 1検出状況 (南から) 3.SB 3礎石跡 4検出状況 (南から)

4.SB 3礎石跡 6検出状況 (南から) 6.SB3礎石跡 8検出状況 (西から)

7.SB3礎石跡 9検出状況 (南から) 8.SB 3礎石跡10検出状況 (南から)

10.SB 3礎石跡12検出状況 (東から)11.SB 3礎石跡13検出状況 (北から)12.SB3礎 石跡15検出状況 (南から)

5,SB3礎石跡 7検出状況 (南から)

9.SB 3礎石跡11検出状況 (南から)

14.SB3礎 石跡17検出状況 (南から)刊3.SB3礎石跡16検出状況 (南から)

写真図版23

15.SB 3礎石跡18検出状況 (南西から)
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1.SB 3礎石跡19検出状況 (南から) 3 SB3礎石跡22検出状況 (南から)

4.SB 3礎 石跡22銅製品 (Nll)  5.SB 3礎 石跡23検出状況 (南から) 6,SB 3礎 石跡24検出状況 (北から)
出土状況 (東から)

7.SB 3礎石跡25検出状況 (南から)8 SB3礎 石跡26検出状況 (南から) 9 SB3礎 石跡27検出状況 (南から)

10.SB 3礎石跡28検出状況 (南から)11.SB 3礎石跡29検出状況 (南から)12.SB 3礎 石跡30検出状況 (南から)

13 SB3礎石跡31検出状況 (南から)14 SB3礎 石跡32検出状況 (南から)15.SB3礎石跡33検出状況 (南から)

2 SB3礎石跡21検出状況 (南から)
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H SB3礎 石跡34検出状況 (南から) 2 SB3礎石跡35検出状況 (南 から)
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4 SB3礎石跡37検出状況 (東から)5 SB3礎 石跡38検出状況 (南 から) 6 SB3礎 石跡39検出状況 (南から)

7 SB3礎石跡40検出状況 (南から)8 SB3礎 石跡41検出状況 (南西から)9 SB3礎 石跡42検出状況 (南西から)
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10 SB3礎石跡43検出状況 (南西から)1l SB3礎 石跡44検出状況 (南西から)12 SB3礎 石跡45検出状況 (南西から)

14 SB3礎石跡47検出状況 (北から)15 SB3礎石跡48検出状況 (北から)
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1.SD8 1区検出状況 (東から)

3 SD8 1区 断面】犬況 (東から)

5.SD8 2区 滴水瓦 (G5)出土状況 (南西から)

2.SD8 1区 底面状況 (東から)

4 SD8 2区 瓦出土状況 (北西から)

状況 (南西から)

7 SD10 1区 南側底面礫状況 (北西から)

288 写真図版26

8,SD10。 111区掘り込み状況 (北から)
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1.SB4礎石跡 1検出状況 (南から) 2.SB4礎 石跡 2検出状況 (南から) 3,SB4礎 石跡 3検出状況 (南から)

4.SB4礎石跡 4検出状況 (南から) 5.SB4礎石跡 5検出状況 (南から) 6.SB4礎石跡 6検出状況 (南から)

8.SB4礎石跡 8検出状況 (南から) 9,SB4礎 石跡 9検出状況 (南から)

10.SD14北西隅検出状況 (南西から) 11.SD14南東隅検出状況 (南西から)

7.SB 4礎石跡 7検出状況 (南から)

290 写真図版28



藤

・ｉ一一イ一・一一一一一つ一一一一一一一一一

|■や|||r il.  :

3P6底 面柱痕跡検出状況 (西 から)

ti基

51号 石敷遺構検出全景 (南西から)

4P6底 面礫検出状況 (西 から)
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11号石敷遺構南東隅部検出状況 (南西から)

31号 石敷遺構 。SD4 2区断面状況 (東から)

52号 石敷遺構東側検出状況 (東から)

4.2号石敷遺構検出全景 (西から)

6.3号石敷遺構検出全景 (南東から)

21号 石敷遺構断面状況 (東から)

う
る

73号 石敷遺構検出状況 (北東から)

写真図版30

8.3号石敷遺構西壁際検出状況 (南東から)



1 4号石敷遺構西側検出状況 (北西から)

35号 石敷遺構検出状況 (南西から)

24号 石敷遺構東側検出状況 (南西から)
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5小溝状遺構群 2群中央部全景 (西から)
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1小清状遺構群 2群北側全景 (西 から)

小溝状遺構群 1-4断面状況 (南 から)
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6小溝状遺構群 2-3銅銭 (N2・ 5)出土状況 (南から)

(E面から)
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7 SDl検 出状況 (西 から)
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8 SDla掘 り込み状況



l SDlaAベル ト断面状況 (西から)

3 SDla底面】犬況 (東から)

5 SDlb底面検出状況 (東から)

2 SDla東端部礫崩落状況 (南東から)

4 SDla裏込め礫状況 (北東から)

6 SDlb底副 犬況 (東から)

7 SDlb底面落ち込み断面状況 (東から)
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8 SDlb底面落ち込み (東から)
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l SDlb底面落ち込み掘り方状況 (南東から)

3 SD2a・ b断副 犬況 (西から)

5 SD3ピ ットラ」 (引しから)

2 SD2aob検 出】犬況 (司ヒ西から)

4 SD3。 9掘 り込み状況 (東 から)

」.i, 「ャィ4

6 SD10大型礫検出状況 (西から)
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7 SD12掘 り込み状況 (北西から)

写真図版34

8 SD16礫検出状況 (南から)
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4 SK18掘 り込み状況 (南から)

2 SD21掘 り込み状況
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 】ヒ  漁専 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

若林城跡

宮城県仙台

市若林区

古城

04100 01030

38°

14′

13〃

140°

54′

04〃

20050523

20060131

1990∬
宮城刑務

所改築

所収遺跡 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

若林城跡 城館跡

畑 跡

集落跡

古 墳

古墳～近世 礎石建物跡

石敷遺構

畑  跡

水路跡

瓦

陶磁器

土師質土器

城の表御殿となる礎石

建物群や石敷遺構・水路FTa

などを発見した。
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